大 菩薩 峠 

山 科の 巻 


中 里 介 山 


過ぐ る 夜の こと、 机 竜 之 助が、 透き通る ような 姿 を 

せみ まる じんじゃ 

して 現われて 来た 逢坂の 関の 清水の 蟬丸 神社の 鳥居 か 

ら、 今晚、 またしても 夢の ように 現われて 来た 物影が 

あります。 先晚は 一人でし たが、 今夜 は、 どうやら 二 

人らしい。 

その 二人、 どちらも 小粒の 姿で、 ことによると 子供 

かも 知れない。 石の 階段 をし としとと 下りて、 鳥居の 

わきから、 からまる ようにして 海道 筋へ 姿 を 見せた 二 

人 は、 案の 如く 子供でした。 いや、 子供で はないけれ 


ど、 ちょっと 見た目に は、 子供と 受 取られても どうも 

仕方がない。 青年に しても、 成人に しても、 世間並み 

より は グッと 物が 小さい のです が、 事実上、 子供で な 

いこと は、 いま 海道 筋へ 現われた ところ を、 もう 一応 

とくと 見直し さえ すれば、 すぐに わかる ことで、 第一 

この 夜中に 子供が 一 一人で、 こんなと ころ を 夜歩き をす 

る はずがないで はないで すか。 

かんざんし  じっとく 

前なる が 寒 山 子、 後ろなる が 拾得、 ど こぞの 宝物の 

がんき 

顔 輝の 筆の 魂が 抜け出し たかと、 一 時 は 眼 をみ はら ざ 

る を 得ない のです が、 再度、 篤と 見直せば、 左様な グ 

しょう 

口 テス ク では あり 得ない。 現実 生命 を 受けた 生の ま 


まの 二人が、 今し 海道 筋に 出る と共に、 ひた ひたと 西 

へ 向って 歩み 出した こと は、 前に 机 竜 之 助が したと 同 

じこと です が、 柳 は 緑、 花 は 紅の 札の 辻へ 来てから に 

してが、 あの 時の 妖怪 味 はさら に 現われず、 また 一方、 

その 前日に あった ことの 如く、 追分 を 左に 山城 田 辺に、 

お雪ち やんだ の、 道 庵 先生 だの、 中 川の 健 斎 だのと い 

う もの を 送って、 女 軽業の 親方が、 さらば さらば をし 

たような 風景 もな く、  二人 は 無言の ままで、 静粛な 歩 

み 方 をして、 深夜の 東海道の 本筋 を 西に 向って 行く の 

けいらく 

ですから、 ここ 何時間の 後に は、 間違いな く、 京洛の 

天地に 身 を 入れる にき ま つ たもので あります。 


今日 この頃 は、 京洛の 天地に 入る ことの 容易なら ぬ 

危険性 を 帯びて いる こと は、 この 二人 も 知らぬ はず は 

あるまい。 まして 深夜の ことです。 今 も 深夜です から 

この 歩調で 歩いて 行っても 僅か 三 里 足らず、 京洛の 天 

地 は、 やはり 深夜の 眠りから覚めて はいない はず。 そ 

うでなくても、 海道 筋の 夜の 旅 はきつ い。 打 見た とこ 

ろで は、 有力な 公武合体の 保証が あると いう わけで な 

し、 奇 兵隊、 新撰 組の 後ろ だてが ついている という わ 

けで もない が、 こういう 人柄に 限リ、 後ろから、 ォ— 

ィォ ー ィと 呼びかけて 決闘 を 挑む という 物す ごい の も 

現われず、 酒手 をね だる 雲助 霞 助 もてん から 目の 中へ 


入れて は 置かない から、 不安なる が 如くして、 かえつ 

て 安全なる 旅路。 

「弁 信さん、 ィャに 明るい 晚 だな ァ、 お 月夜で もな し、 

お 星 様 もね えのに、 ィャに 天地が 明るい よう」 

と 後ろなる が 呼びかけ たの は、 宇治山 田の 来 友で あり 

ました。 

「はい」 

まご かた 

と、 それ を 直ぐに 受 答えた の は、 紛ぅ 方な き 弁 信 法師 

でありました。 

さて は、 御 両人であった よな。 グロの 友 公と、 お 喋 

り 坊主の 弁 信と が、 真面目く さ つ て 連れ立 つて 歩いて 


いるので した。 そんなら、 そうと、 最初から 言えば い 

いのに。 

驚いて はいけ ない。 二人ともに 足が 地に ついている。 

決して、 妖 でもなければ 怪 でもない。 弁 信が 先に 立つ 

て、 米 友が 後ろに ついて、 二人連れで ここまで 来たの 

もちづき 

です が、 今ぞ 鳴く らん 望月の、 関の 清水 を 打 越えても、 

これ や この 行く も 帰る も、 蟬 丸の 社 をく ぐって 来ても、 

二人ともに 口 を 利かなかった ものです から、 寒 山 拾得 

の 出来 損いだ ろうなん ぞと 悪口 を 叩かれる ので、 最初 

から、 弁 信、 米 友で ございと 名乗って しまえば、 お 

なじみ 

馴染 は 極めて 多い。 


人に よって は 歓迎 をし ない 限り はない のに、 物々 し 

く、 無言の行 をつ づけて 来た ものです から、 人が、 な 

あき 

あ ー ん だと 呆れて しまう。 

それの みで はない、 この 二人の いでたちが、 今晩は 

少し 変って いるので あります。 

二 

どう 変 つ て いるかと 言えば、 今晩は 弁 信が 笠 を か 

ぶって いる。 墨染の 法衣 は 変らない けれども、 今日 ま 

で 弁 信と いう 坊主 は、 旅 をす るに、 全く 笠 を かぶらな 


かった 坊主です。 一 つに は、 笠 を かぶる と、 頭 高に 負 

いなした 生活の たつき の 琵琶の 天神が つかえる、 その 

故障の ために、 よん どころ なく、 かぶり 物 を 廃して い 

たの かも 知れない が、 もう 一 つに は、 その 自慢 (！) 

ほうねん あたま  す 

の 法 然頭を 振り立てる ために は、 素であった 方が 

見栄えが する。 脱いで 高 紐に か け —— と 言 つたよう な、 

実用と ダテの 事情に 制せられ たの かも 知れない が、 今 

あじろ 

日の 弁 信 は 網 代の 笠 を かぶって いる。 同時に、 背中 か 

まこ リ 

ら頭 高に かかった、 雨と 露と 埃で 汚れた、 あやめ も わ 

かぬ 袋入りの 琵琶と いう ものの 存在が 消滅して、 その 

代りに、 藁の 苞 入りの 四角な 横長の 箱と 覚 しきもの を 


背負 つてい る。 

じ ま 

一方、 宇治山 田の 米 友に 至る と、 めくら 縞の 筒つ ぼ 

まんじゅう がさ 

はいつ も 変らない し、 これ は 竹の 皮の 饅頭 笠 を かぶつ 

ている が、 こ の 男が 饅頭 笠 を かぶ る - J と は 珍し いこと 

ではない。 

あずまく だ 

最初、 伊勢の 国から 東下り をす る 時代から、 この種 

お ベ  うしろやま 

の 笠 を かぶりつ けても いるし、 尾 上の 後山の 復活の 

記念と しての 跛 足 は、 今以てな おって はいない の だか 

ら、 それ は 一 目 見れば 誰でも、 それ 以外の 何者で もな 

いと 感づかれる はずなん です が、 つい、 うっかりして 

いました。 


二人が 二人で あると わかって みれば、 二人が 二人で 

ある ことに 異議 はない のです が、 一 一人が 二人ながら ど 

ういう 径路 をた どって、 ここまで 歩いて 来た かとい う 

ことに は、 なお 多大な 問題が 残されて いると 見な けれ 

ばな りません。 

よって 念のために、 大 菩薩 峠の 「農奴の 卷」 まで さ 

かの ぼって、 それ を 検討して みます と、 弁 信 法師 は、 

ちくぶ じ ま 

長 浜から 竹 生 島へ 渡って、 一世一代の 琵琶 を 奉納 せん 

たけじ ま 

と 志した が、 どう 間違って か、 竹 生 島なら ぬ 多景島 (竹 

島) に 漂着して しまいました。 

うえん そくじ ゆ  かお 

弁 信 法師が、 有 縁 則 住と 抜からぬ 面で 多景 島に 納ま 


リ 返って いると ころへ、 農奴と して 処刑 せらる ベ かり 

し 来 友が、 両士に 救われて そこへ 身 を かくす ことに 

なった  という 因縁が ある。 そこまで は 書物に よつ 

て 証明が できる が、 では、 この 二人が、 いつの まに ど 

うして、 あの 島 を 抜け出して、 この 道へ かかった か、 

それ は 誰も 知った 者がない。 が、 それ をい ちいち 説明 

からてん じく 

している と 話が 長い。 しかし、 トニ カク、 唐 天竺へ 

てんしょう 

転生した わけで はない。 多景 島から は 直径に しても、 

僅か 十五 里 以内の この 地点 を 歩んで いるの だから、 有 

リ 得ざる ことで はない し、 有り得べ からざる ことで も 

ありません。 弁 信の 肩から 生活の たつき の 琵琶 一面が 


消滅して いると ころ を 以てして 見る と、 その後、 彼 は 

目的 を 達して、 多景 島から 竹 生 島に 転航 し、 そこで 首 

尾よ く、 彼が 年来の 大願と しての 琵琶 を 神前に 奉納し 

了って、 そこで、 かくば かり 肩が わり をした のか、 そ 

うでなければ、 竹 生 島へ は 渡らずに、 つい 今の 先、 こ 

の 関の 蟬丸 神社へ f 期の 思い出に 納め 奉って しまった 

のか、 そのい ずれ かで あろうと は 推察が 届く ので あり 

ます —— 竹 生 島に しても、 蟬丸 にしても、 琵琶と は 極 

めて 縁が 深い。 そこへ 一期の 思い出 を掛 了し 終る とい 

うこと は、 物の ために も、 器の ために も、 人の ために 

も、 極めてと ころ を 得た と 言って よいから、 心配す る 


こと はない のです。 

何が さて、 笠の こと や、 琵琶の こと はどう ありまし よ 

うと も、 一 一人が こうして 無事であって いて くれさえ す 

れば、 よいではありません か。 

そこで、 米 友の 方から 沈黙の 第一 声 を 破って、 「弁 信 

さん、 ィャに 明るい 晚 だな ァ、 お 月夜で もな し、 お 星 

様 もね えのに、 ィャに 天地が 明るい よう」 と 呼びかけ 

て みたところで、 これ は 弁 信に はこた えられまい。 明 


るい 月夜で あろうと、 暗い 闇夜で あろうと、 生れつき 

明と 暗と が 不可分 平等に 賦与され て ある 弁 信 その 人に 

とって は、 現実に は 打って 響く 何物の 経験がない、 と 

見なければ ならない。 では、 「夢の ような 晚 だな あ」 と 

形容して みたところで、 やっぱり 弁 信の 感覚に は ピン 

と 来ない に 相違ない。 この 法師に は、 明と 暗と が 不可 

分 平等で あるよう に、 夢と 現実との 区別が、 最初から 

はっき リ として いないの です。 

よって 来 友の 唱破 第一声 は、 来 友が 来 友と しての 詠 

歎に 過ぎない のです が、 それでも、 その 気分 だけ は 弁 

信に もよ くわ かると 見えて、 それ を 素直に 受 入れて、 


「はい」 と 言った きりで、 明るい とも、 暗い とも、 夢に 

似て いると も、 現実に 近いと も、 あえて 肯 否の いずれ 

を も 言明いた しません。 やや 暫く、 足の 方 は 小 止み も 

ない のに かかわらず、 言葉が つづかない。 

「はい」 と 言った 応唱 一声で、 あとが 続かない。 この 

法師と して は、 また 極めてめ ずらしい ことです。 本来 

ならば、 沈黙 は 沈黙と して、 ひとたび 舌根が 動き 出し 

て、 言説の 堤が 切れた 以上 は、 のべ つ 幕な し、 長江 千 

里、 まくし 立て、 おどし 立て、 流し 立て、 それ は 怖る 

べき 広 長 舌 を 弄する このお 喋り 坊主が、 ただ、 「はい」 

だけで 食いと まった ことこ そ、 今までの 中での 最大 驚 


異に 価す る。 本文 通り、 乙 者から 言説の きっかけ を投 

げられ たが 最後、 「明るい 晚と 申しましても、 夜 は 夜で 

ございます、 人の 世 そのものが、 無明 長夜の 眠りで ご 

ざいまして、 迷 途覚路 夢中 行と、 道元 禅師も 仰せに な 

りました …… 」 なん ぞ ときめ 出されよう ものなら ば、 

フ ルナ  へ きえき 

富楼郷 といえ ども 辟易す る。 それ を 今晩に 限って 更に 

せず して、 ただ 「はい」 だけで 納まる というの が、 甚 

だ 異例 を 極めてい るので あります。 

それ にも拘らず、 来 友 は 重ねて 言いました、 

「弁 信さん、 おいら は 京都 を 見る の は、 はじめてなん 

だぜ」 


「はい」 

「おいら は 伊勢 者で、 上方へ は 近いと ころの 生れなん 

だが、 かけ 違って、 江戸の 方 を 先に 見ち まったん でな」 

「はい」 

する 力 

「東海道 を 下る 時 は 一 人 だつ たんだ、 駿 河の 国から 連 

れが 出来た にゃあ 出来た けれども、 それまで は 一人 

ぼつち よ、 東海道の 目ぬ きのと ころ は みんな 一人で 歩 

いてら あな」 

「はい」 

「それから お前、 一度、 甲 州と いう 山国へ 入り込んで、 

あすこの 生活 を 少し 味わった よ」 


「はい」 

「それから、 また 江戸へ 帰る と 今度 は、 道 庵 先生のお 

ともをして こっちへ 来る ことにな つたんだ、 来る 時 は 

東海道 を 来た けれど、 帰る 時 は 木 曾 街道と いう わけな 

んだ」 

「はい」 

「お前 も 知って るだろう、 あの 先生 は 世話の焼ける 先 

生と つち や あ」 

「はい」 

「それが また、 近 江の 胆吹 山と いうと ころから 道 庵 先 

生と 離れて —— おいら はお 銀 様のお 附 になつ たんだ」 


「はい」 

「その またお 銀 様と いう あまつ こが、 ィャに 権 式の 高 

え あま つ 子で な」 

「はい」 

「道 庵 先生 は、 親方のお 角さん とお いらと を 乗換えて、 

別々 に 上方 行きと いう ことにな つたんだ が、 おいら は 

弁 信さん、 お前と 一 緒に 都入り をしょう と は 思わな 

かった よ」 

「はい」 

かんむり 

何 を 言っても、 はいはい だから、 米 友が 少しお 冠 

を 曲げ 出しました。 何 を 言っても、 はいはい 聞いて く 


れる こと は 有難い ような もの だが、 こういち いち、 は 

いはいで は、 ばかにされて いるよう に 思われる。 せつ 

かく 自分が 好意ず くで 話しかけ るの を、 上の空で 聞き 

流して、 眼中に も、 脳裏に も、 置いて いないよう にも 

取れる。 まして 平常、 そういう 無口な 人柄なら ば それ 

でも 済む けれども、 平常が 平常、 人が  一 口 言えば 二 口 

の 返し 言 ではない、 千 言 万 語が ロを衝 いて 出で るお 喋 

リ 坊主から、 今晩に 限って こんなに あしらわれ ると、 

来 友 もい い 心 持が しない。 そこで、 今度 は 少し 語調が 

荒つ ぼくな りかけ て、 

「弁 B さん、 问と 言っても はいはい では、 あんまり 気 


がね え じ やねえ か、 ちった あ 張 合いの ある 返事で もし 

な」 

「そういう わけではありません のです、 来 友さん、 悪 

くな く 思つ て 下さいな」 

四 

「お前の こと だから 悪 か あ 思わね えがね、 話しかけた 

方の 身に なって みると、 はいはい だけ じゃあつ まらね 

おびた だ 

えこと 夥 しい や」 

「では、 来 友さん、 お話し 相手に なって 上げます から、 


もっとお 話しな さいな」 

改まって そう 言われる と、 さて 何から 話し 出して い 

いか、 米 友が 少し テレ る。 

米 友が 少し テレ たので、 弁 信が 仕手 役に 廻りました。 

「米 友さん、 私 は 今、 考え事 をして いたと ころなん で 

す」 

「何 を 考えて いたんだ」 

「いろいろ のこと を」 

「いろいろの ことと 言えば …… 」 

「それ は 世間の ことと、 出世間の ことと  < 間 並み 

に 申します ると、 眼で 見える 世界の ことと、 眼で 見え 


ない 世界の ことと を 考えて おりました、 人間並み では 

これが 二つになります が、 私に とって は 一 つなので す、 

私の 眼に は 一 切が 見えない 世界の みで ございまして、 

見るべき 世界が ございません、 ですから 一 つです、 見 

える 世界、 見えない 世界と、 事 わけ をす るの は、 人間 

並みに 五体 整つ ている 人の する ことであります から、 

私 は 仮 りに 世間の こと、 出世間の こと を 二つに 分けて 

申して みました」 

じょうぜ つ 

さあ、 むつ かしくな り 出した。 これからの 饒舌の 

洪水が 思い やられる！ だが、 これ は 頼まれ もせぬ に 

引出した 来 友に 責めが ある。 せっかく 沈黙の 世界に お 


となし くして いるもの を、 返事がなくて は 張 合いが な 

いのなん のと 誘発した 米 友に、 充分の 責めが あるので 

し し  くちひげ 

あります。 いわば 眠って いる 獅子の ロ髯を 引いた よう 

な もの、 百 千万 キロワットの 水力の スィッチ を ひねつ 

たような ものです から、 今後の 奔流 は、 米 友 御 本人が 

身 を 以て 防護に 当る より ほか、 受け 方 はありますまい 

だが、 こちら もさる もの、 一 向に ひるまない。 

「二つに でも、 三つに でも、 わけて 見ね えな」 

世間と は 何で、 出世間と は 何 だと、 野暮な 追究 を 試 

みるよう な こと をし ないで、 三つに でも、 四つに でも 

千万無量に でも、 分けられる ものなら 分けてみ ねえな 


と いう 度量 を 示した ものです から、 弁 信 もさ もこ そと 

うなずきました。 

「では、 その 世間の 方から 申して みます ると、 米 友 さ 

んも御 承知でしょう、 今の 世間 は 一方ならず 騒がしい 

世間で は ございま せんか」 

「騒がしい よ」 

と 米 友が 言下に うなずきました。 

「今日の 世界が、 騒が し い 世界で ござ います こと は、 

来 友さん にも 充分お わかりの ことと 思います が、 それ 

では 何が 騒がしい とお 聞き 申して みたら、 さすがの 来 

友さん も 返答に お困りでしょう」 


「そうよ な、 騒々 しい 世間 じゃあ ある けれど、 何が 騒々 

しいと 聞かれる と、 ちょっと 挨拶に 困るな あ」 

「その 通りで ございます —— 私たちの 周囲に 何の 騒が 

しい ことが ございま すか、 後ろ を 顧みれば、 逢坂、 長 

良の 山々、 前 は 東 山 阿弥陀 ケ峯を 越します ると 京洛の 

夜の 世界、 この あたり は 多分、 山 科の 盆地、 今の 時 は 

丑 三ッ、 万籟が 熟睡に 落ちて おります、 この 静かな 世 

界 におりながら、 私 もこの 世界が 騒々 しいと 思い、 米 

友さん も 騒々 しいと 思う、 誰が 騒いで おります か」 

「誰も 騒ぎ やしね え けれど、 天下が いってえ に 騒々 し 

いんだよ」 


「なるほど、 天下と 申します ると、 天が下の ことで ご 

ざいます な。 天下が いったいに 騒がしい と 申します の 

は、 つまり、 天が下に 住む 人間 畜生から、 山川 草木に 

至る までが、 みんな 動揺して いるから、 それで 騒がし 

いんで ございましよう。 ところが、 今晩は 風 も 吹かず、 

雨 も 降らず、 この 通り 静かな のに、 天下が いったいに 

騒がしい と は、 何 を 証拠に 来 友さん、 それ を 言います 

か」 

「何 を 証拠った つて、 お前、 裁判官 じゃある めえ し I 

I」 

米 友が、 そこで 時代ば なれの した 裁判官 を 引合いに 


出さなければ、 そろそろ 受け きれない 事態に 追い込ま 

れて 来た ことが わかります。 さりと て、 弁 信 は、 ソク 

ラ テス 流の 産婆 術 を 以て、 来 友 を 苦しめん がた めに 検 

問 を かけた のではありません。 自分の 喋り まくる 順序 

としての プロ  口 ー グ に過ぎないの ですから、 直ぐに 

取って かわ つ て 言いました、 

「つまり、 目に 見える 世界が 騒がしい ので はなく、 目 

に 見えない 世界が 騒がしい から、 それで、 なんにも 知 

らぬ来 友さん の 心 耳 を さわがして しまう のです、 どん 

な 静かな ところへ 置いても、 この 心の 騒々 しさ は 癒り 

ません、 その 反対に、 どんな 騒がしい ところへ 置き ま 


しても、 心が 安定して おります と、 その 静寂 を 乱す も 

しんじょうる ちゅう  じゃく  うご 

の はない の で ござ います。 真 常 流 注 、 外 寂 二 内揺ク 

ハ、 繫 ゲル 駒、 伏 セル 鼠、 先聖 コ レヲ悲 シン デ、 法ノ 

檀度 トナル …… 」 

弁 信が 物々 しく、 あらぬ 方に 向って 拝礼 をし ました。 

五 

こうして、 二人 は 前後して 歩きつつ あります。 

本来なら ば 眼の あいた 米 友が 先導 をして、 眼の 見え 

ない 弁 信が これに 従って 行かなければ ならない のです 


が、 この場合、 絶えず 弁 信が 先に 立って、 米 友が つい 

て 行きます。 言わず語らず、 その 超 感覚に 依頼して い 

る ものでしょう。 

「だが な あ、 今夜 ここんと ころ は 静か だけれ ど、 世間 

一 体が 静かと いう わけに やい かねえ な あ、 江戸 は 江戸 

で 貧窮 組が 出る、 押 込み 強盗が はやる II 辻斬り もた 

まに は ある」 

これ は、 この 男の 生々 しい 体験で ありました。 

ひゃくしょうい つき 

「近 江の 国へ 来て 見れば 百姓一揆が ある、 京都へ 行 

けば 行く で、 また 血の 雨が 降って ると いう じゃあね え 

か、 どっちへ 廻っても 世界 は 騒々 しいの が 本当で、 今 


晚 ここんと ころ だけが 静か だと 言つ て、 お前の 言うよ 

うに、 目に めえ る 世界が 静かで、 目に めえ ねえ 世界が 

騒々 しいんだ とば かり は 言えな かろう、 世間 は 騒がし 

いんだよ」 

と 来 友が 附け 加えた の は、 体験から 来る ところの 感覚 

なのであります。 それ を 弁 信が 抜からず 引きと つて、 

「その 通りで ございます、 来 友さん のお つし やる こと 

に 間違いはありません、 です が、 米 友さん は やっぱり、 

目 を 持って おいでで すから、 二つの 世界に わけて 見る 

ことができ るんで すね、 米 友さん の 眼で ごらんな すつ 

た 関東 関西い つたいの 騒々 しさと、 今そう いう 騒々 し 


さから 全く 離れて 見ましても、 なお、 その 心の 騒々 し 

さ を 感覚の 上に 残して、 焦れて おいでな さる、 で ござ 

ります から、 それ、 どっちへ 廻っても 騒々 しいと おつ 

しゃる のに 無理 は ございません。 ところが 私の ように、 

目に よって 物の 形 を 認める ことができない 身、 物の あ 

いろ を識る ことので きない 身に なって みます ると、 世 

間が 静かな 時 は、 この 心 も 静か、 世間が 騒がしい 時 は、 

この 心 も 騒がしい、 外の 世界と 内の 世界と は、 全く 同 

じなんで ございます、 一 一 つに わけて 考える こと はでき 

ません」 

そ う 言う と、 来 友が 存外 和ら かに それ を 受けて、 


「なんしろ、 弁 信さん に 逢つ ちゃ あかな わね えよ」 

と 言いました。 

それ は、 ヒャ かしと 茶化しの 意味で 言った ので は あ 

りません。 引き つづいて 米 友が 言う ことに は、 

「て えげ えの 人 は、 この 目で 見る 世界の ほかに 世界 は 

ねえんだ、 目で めえ る ものの ほかに この 目で 見えね え 

もの はめえ ねえんだ、 ところが、 弁 信さん ときち や あ 

眼が なくっても 物が めえ るんだ から 違わ あな、 それ か 

ら、 おおよその 人 は、 この 耳で 物 を 聞く ほかに は 聞け 

ねえんだ、 耳で 聞け ねえ 音と いう もの はあり や あしね 

え やな、 ところが 弁 信さん ときた 日に あ、 耳が なくつ 


た つ て 物が 聞え るんだ から 大した もの さ —— 弁 信さん 

力な 

に 逢つ ちゃ あ 敵わね え」 

と あっさり 米 友が 甲 を 脱いだ の は、 この 怖るべき お 

喋りの 洪水に かか つ て は 受け きれない からしての 予 

防 線で はない のです。 事実、 来 友 は、 弁 信の 見えざる 

世界 を 見、 聞えざる 音声 を 聞く ことの かんの 神妙に は 

降参して いる。 

かたわ もの  せん 

されば こそ、 この 不具者に 先 を 譲って、 自分が 後陣 

を 承って 甘んじて いる。 来 友に 言葉の 上で 甲 を 脱がせ 

はした が、 さりと て 弁 信 は 少しも 勝ち 驕 るの 色 を 見せ 

ず、 首の 包 物の 結び目に 手 を かけながら、 ちょっと 来 


友 を 振 返って、 

「米 友さん、 提灯 をつ けましょう かねえ」 

「提灯なん ざ あ 要らね えよ、 今 も 言う 通り、 今夜 は 月 

も 星 もね え けれど、 ィャに 明るい 晚 なんだ、 おいら は 

提灯 は 要らね え」 

米 友が 提灯の 必要な くして、 道が 歩け るく らいなら、 

まして 況ん や 弁 信 を や です。 ところが 言 い 出した 弁 信 

は、 更に その 主張 を ゆるめる こと をし ないで、 

「いいえ、 私共 は 要りません にしても、 向う 様が —— 

向う 様が そそう をな さると いけません、 向う 様のお 邪 

魔に ならな いまでも、 無 提灯で 人里 を 歩く の は 礼儀に 


かないません、 つけて 参りましょう よ、 あの 大谷 風呂 

でお 借りした 提灯 を II」 

「無 提灯で 歩い ちゃ あ 礼儀に 欠ける というの は、 どう 

いう わけなんだ」 

「昔、 江戸で は 端 唄が ございました、 夜更けて 通る は 

何者 ぞ、 加賀爪 甲斐 か、 盗賊 か、 さて は阪 部の 三十 か、 

という 唄が 昔 w J ざいました、 夜更け て 無 提灯で 歩く も 

の は 盗賊 か、 盗賊 改めのお 役 向に 限った ものな のです、 

やみ 

ですから、 世間の 人が、 無 提灯で 暗の 中 をう ろうろ 致 

していれば、 盗賊と 間違え られて もやむ を 得な いもの 

で ござります。 夜、 人 をたず ねる にも、 人 を 送る にも、 


または 自分 ひとり 歩き を 致します るに せよ、 家々 の定 

紋の つ いた 提灯に 火 を 入れる ことが 礼儀で ございまし 

て、 礼儀 は 即ち 用心で ございます」 

「そういう わけなら、 大谷 風呂で 借りた 提灯 を 点けて 

歩く としょう」 

そこで 米 友が、 腰に くくりつけ ていた 一張の 弓張提 

灯 を 取りお ろして、 丁 々 と 点火に とりかかりました 

が、 手 器用に 火が つくと、 蠟燭が 燃え 出し、 鎖 を 引く 

と 蛇腹が 現われて、 表に は 桐の 紋、 その 下に 「山 科 光 

仙 林」 の 五 字が 油 墨 あざやかに 現われました。 


丄八 

提灯に 火 をつ けたの も、 その 持 役 も、 同じく 米 友で 

ありました けれども、 この 提灯 持 は、 世間 常例の 如く 

先に 立つ こと をせ ず、 一足 あとから、 例によって はつ 

たはった と 歩いて 行きます。 

如法 暗夜で はない、 如法 朧夜と いったよ うな 東海道 

の 上り口 を 「山 科 光仙 林」 の 提灯が、 ゆったり ゆった 

リと 渡つ て 行く。 

逢坂、 長 良 を 後ろに して、 宇治、 東 山 を 前にした 山 

科 谷。 しばらく すると 来 友が、 はった と 足の 歩み をと 


どめて、 

「や あ、 何 か 唄が 聞え るぞ」 

みみたぶ 

と、 耳朶の 後ろから 手 笠 を もって 引立てて 見ました。 

「そうです ね」 

米 友の 耳に 入る ほどの 音声で、 その 以前に 弁 信が 聞 

きとめて いない はずはありません。 

「盆踊り かね」 

「今 は その 季節ではありません ね」 

「念仏 講 かな」 

「そうで もない ようです」 

ぎおんば やし 

「祇園 囉 子て やっかな」 


「そうで もありません」 

「鳴り物が 入って るな」 

「はい」 

「や あ、 突 拍子 もね え、 高い 声で 歌い 出 しゃがった I 

I 聞き取れ るよ、 文句が 聞き取れ るよ、 じっとし てい 

てみ な、 おいらの 耳で も 立派に、 歌の 文句が 聞き取れ 

るよ」 

来 友 は、 そこに 暫く 立ち 尽 して、 耳朶に 手 を あてが つ 

たま ま、 心 耳を澄まそうと しました。 弁 信 も 否み 兼ね 

て、 同じように 立ち どまって、 米 友が 歌の 文句 を 耳に 

しかと 聞き納め るの を 待って いる。 


ややし ばし、 佇立して 心 耳を澄ました 来 友が、 釈然 

として 次の 如く、 高らかに その 歌詞と 音調と を 学び ま 

した。 

宫 さん 

宮 さん 

お 馬の 前の 

ピカピ 力 光る は 

何 じ や いな 

あれ は 朝敵 

征伐せ よとの 

錦の 御 旗 じ や 


C ヽゝヽ c 

るレ カレる 

トコ トン ャレ 

トン ャ レナ 

「威勢の いい 唄 だよ」 

来 友が 附 加して 言います と、 弁 信 は 先刻 心得 面に、 

「あれ は 軍歌と いう ものです」 

「グン 力て えの は？」 

そろ 

「兵隊さん が、 声 を 揃えて 歌う 歌なん です、 あの 威勢 

のい い 歌 を 歌います と、 士気が おのずから 勇んで 参り 

ます、 その上に、 歌の 調子に 合わせて、 軍隊の 歩調が 

とと の 

よく 調います、 それ故に、 近 ごろの 洋式の 調練で は、 


笛 や 太鼓なん ぞに 合わせて、 あの 勇ましい 軍歌 をうた 

います、 多分 兵隊さん が 調練 を 致して いるので ござい 

ましょう」 

「そうすると、 その 兵隊さん が 向う から、 やって来る 

弱った な あ」 

と、 米 友が ここで ガラ になく 弱音 を 吹きました。 弱つ 

たな あ、 と 言った の は、 何が 弱った の だかよ くわ かり 

ません。 よし、 軍隊が 繰 出して 来る にして からが、 そ 

れは 歌詞に も ある 通り、 朝敵 征伐せ よとの 御 旨で 繰 出 

されて 来る のであって、 米 友 征伐に 来る わけの もので 

はない から、 そんなに 弱音 を 洩らさなくても いいはず 


なのです が、 米 友が、 がっかりした 調子で 言った もの 

ですから、 弁 信が 気の毒が つて、 

「米 友さん、 心配な さります な、 あれ は少々 遠方で 調 

練 をして いるので す、 こっちへ 来る 気づかい はあり ま 

せん」 

と 言った の は、 弁 信に は、 弱った なと 言う 来 友の 心 持 

がよく わかる からです。 もし、 調練の 軍隊が あの 勢い 

で、 こちらへ 向って 繰 出して 来た 日に は、 弁 信、 米 友 

の 行 先と 正面衝突に きまって いる。 こちらで は 衝突す 

るつ もり はない けれども、 すべて 公儀 及び 官僚の 相手 

は 米 友に とって は 苦手である。 彼 は 今まで、 そういう 


権勢と 衝突し なくても いいと ころで 衝突し、 誤解 を受 

けなくても 済むべき ところ を、 誤解へ 持ち込ん でし 

まっている。 最近、 このつ い 隣国で、 これが ために 重 

刑に 処 せられん として、 危うく 一命 を 救い出された、 

いわば 兇状持ちに ひとしい 身に なって いる。 公儀 及び 

官権 を 肩に 着た もの は 苦手である。 なるべく はこれ と 

逢いたくない、 できるならば 逃避したい、 という 心 持 

すらが、 今の 来 友に は 充分に 保有され ている。 それで 

すから、 弁 信から、 その 危険の 前進 性な きこと を 保証 

されて みると、 弁 信の 保証 だけに 信用して、 ホッと 胸 

を 撫でお ろし、 


「ドコ で 調練 やって るんだ い」 

「あれ はね、 そうです ね、 鳥 羽 伏 見あたりで 歌って い 

るので すよ、 練習の ために 停滞して 歌って いるので、 

前進の 迫力 を 持って 歌う 声ではありません から、 安心 

なさい」 

「そうかね」 

そこで、 再々 安心して、 行 手に 向って 歩み をつ づけ 

ましたが、 その 軍歌の 声 は、 いよいよ あざやかに 耳に 

落ちて 来る。 弁 信の 言う に は、 一 所に 停滞した 声で、 

前進の 迫力の 声で はない とのこと です けれども、 米 友 

の 耳で 聞く と、 刻一刻に 自分の 耳元に 迫って 来て、 い 


よいよ 近づいて、 いよいよ 冴えて 来る。 どうして、 あ 

きた 

ちらから 歩武 を 揃えて 堂々 と 前進し 来る 合唱で ない と 

は 言われません。 そこで、 来 友が 再び 迷うて、 弁 信に 

向って 駄目 を 押しました、 

「弁 信さん、 大丈夫 かェ、 軍歌が、 だんだん こっちへ 

近づ いて 来る ような 気持が する ぜ」 

「え、 それ は 耳の せいと、 風向きの せいで ございましよ 

う、 実は 以前と 少しも 変って おりません、 鳥 羽 伏 見 あ 

たりで 稽古 をして いるので ございま すよ」 

「鳥 羽 伏 見ての は、 いったい、 ドコ なんだ」 

弁 信が、 ひとり 合点で 言う ものです から、 米 友が、 


確と その 地理学 上の 根拠 を 突きと めようと しました。 

鳥 羽 は 京都の 南部に 当り、 伏 見 はこれ より やや 東に 隣 

り、 道のりで は 四 里 八 町と いう ことにな つてい る けれ 

ども、 距離 はいずれ この 地点から 三 里 内外。 

ところで、 二人 は 追分から、 右へ 伏 見 道へ それず、 

山 科に 入り、 四宫、 十 禅寺、 御陵、 日 岡、 蹴 上、 白 川、 

かくて 三 条の大 橋に ついて、 京都に 入る の 本筋 を 取る 

つもりで あろうと 思われます。 


二人の 立って いる 地点から 見る と、 後ろ は 逢坂の 関 

から 比 良、 比 敷へ 続く 峯 つづき、 象ケ 鼻、 接 心 谷、 前 

は 音 羽 山、 東 山、 左へ やや 遠く 伏 見の 稲荷山、 桃 山 I 

I その 間の 山 科 盆地 を さまよつ ている。 京の 中心へ も 

程遠から ぬと ころ、 東 山 を 打 貫き さえ すれば、 鳥 羽 も- 

伏 見 も、 つい 目と 鼻の 先に はなって いるが、 かくまで 

はっきり 軍歌の 歌詞まで が 受取れ る ほどの 地点と は 思 

われぬ。 だが この場合、 弁 信の 錯覚が ある とないと に 

かかわらず、 来 友 は 一応 その 説明に 満足し、 また 満足 

する より ほかに 地理の 観念 を 持たない 身 は、 それに 聴 

従す るより ほか はなく、 相つ いで 歩いて いるが、 関の 


明 神 を 出てから でも、 もういく 時に もなる の だから、 

はかど 

相当 道のり も涉 取って いなければ ならない のに、 離れ 

て 第三者から 見て いると、 「山 科 光仙 林」 の 提灯が 同じ 

ところ を 行きつ戻りつ している。 そうでなければ、 グ 

ルグル めぐり をして いると しか 思われない。 さて は 京 

こべ つ 

に 入る 前に ドコぞ 立 寄る ところで も あ つ て、 戸別 家 さ 

がしで もやって いるの か 知らん。 とにかく、  二人 は 山 

まう こう  まな ま 

科 谷に 彷徨して、 京へ 直 入の 足 は 甚だ 怪しくな つて 

いるので すが、 その 間に も、 例の、 

宫 さん 

宫 さん 


お 馬の 前の 

ピカピ 力 光る は 

何 じ や いな 

あれ は 朝敵 

征伐せ よとの 

錦の 御 旗 じ や 

* に ヽゝヽ »k 

るレ カレる 

トコ トン ャレ 

トン ャ レナ 

の 軍歌 は、 いよいよ 明亮 を 極めて、 絶えず、 前から 襲つ 

て 来た ものです から、 来 友 もつ い、 その リズムに 捲き 


込まれて、 いい 気になって しまい、 歩調まで が 勇み足 

にな つた 上に、 

トコ 卜 ンャレ 

トン ャ レナ 

と 伴奏し はじめた かと 見る と、 興に 乗じた か、 提灯 を 

地面に 置いて、 自分 は 道の まんなかに 踏み はだかり、 

手に した 例の 振 杖で はない 杖 槍 を 取って、 中空に 投げ 

上げ、 それが 落ち かかる やつ を 手早く 取って 受けて は、 

また ク ルリと 中空へ 投げ上げる、 右へ 泳ぐ の を 左で 受 

けたり、 左へ 流れる の を 右で 受けたり して、 合の ロ拍 

子に は、 


トコ 卜 ンャレ 

トン ャ レナ 

と はしゃ いでいる。 

それに 頓着 をし ない 弁 信 は、 委細 かまわず 突き進ん 

で、 やがて 本街道から 外れて、 と ある 藪 小路に 突き 入つ 

てし まいました。 トコ トン ャレを 口ずさみながら、 米 

友が そこに 踏みと どまって、 棒 を 弄して 以て あえて 弁 

信の あと を 追おうと しないの は、 あらかじめ 諒解が 

あって、 弁 信 は 弁 信と しての 当座の 使命が あり、 その 

使命 を果 すべく 自由 行動 を 取り、 米 友 は 米 友と して、 

その 待合せ の 時間 を余戯 でつ ぶして いると 見れば いい 


のです。 

弁 信の 姿が 藪の 中に すっかり 没入した が、 海道に 踏 

みと どまる 来 友 は、 杖 槍 を 中空に ハネ 上げたり、 受け 

止めたり、 ひとり 太 神楽の 曲芸 は 以前に 変らない。 い 

や、 以前よりも 一層の 興味 を わかして、 自己 陶酔に 落 

ちる と、 いつもす る 一流の 型 をつ かい はじめました。 

ひとたび 藪 蔭に 身 を 没した 弁 信 は、 容易に 姿 を 現わ 

して 来ない。 

にも拘らず、 来 友が 手練の 入 興 はよう やく 酣 わに 

なり まさ つ て 行って —— ようやく 忘我の 妙 境に 深入り 

して 行く。 


トコ 卜 ンャレ 

トン ャ レナ 

口 合いの 口拍子 だけ は、 いっかな 変らない。 惜しい 

ことに、 今晚 もまた、 無料 無 見物の 中に、 得意の 秘術 

を ほしいままに 公開して いる、 その 陶酔境の 真只中へ 

「来 友さん、 わかりました」 

弁 信が、 竹の 小 藪の 蔭から 抜からぬ 面 を 現わし まし 


しばらく 弁 信 法師に 導かれて 来て 見ます ると、 久し 

く閉 された 柴の 門に、 今日 この頃よ うやく 手入れ をし 

て、 いささか 人の 住める 家と したら しい、 その 前へ 来 

ました。 近よ つて 米 友が 門の 柱 を 見る と、 三寸に 四寸 

ほどの 門札の まだ 新しい のが かけられ たのへ、 提灯 を 

振りかざして 見る と 「光仙 林」 —— それ は 自分の 提灯 

に 記された 文字と 同じで ある こと を 知りました。 

そこで 来る ベ きと ころへ 来たと いう 安心が ありまし 

た。 

その 門 をく ぐって、 屋敷の 中へ 入って 見る と、 広い 

こと、 門の 外 も 同じ 原っぱな らば、 門の 中 もまた 同じ 


ような 原っぱ。 

さすがに 門の 外 は、 荒寥 たる 自然の 山 科 谷 だけれ ど、 

門の 中には 相当に 手入れ をした 形跡 は ある。 自然の 林 

と 原野と を 利用して、 相当 人間の 技巧 を 加えた のが、 

さんけいこう 

久しく 主に 置き忘れられて、 三逕 荒に 就き、 松 菊な お 

存す るの 姿に はなって いた けれど、 これ もき のうきよ 

う 開きなら したら しい 旧径の あと は、 人 を 奥へ 導いて、 

この 道 必ずしも 鳥 跡で はない ことが わかる。 

「ずいぶん 広い 屋敷 だ」 

と、 歩きながら 来 友 も ひそかに 舌 を 捲いた くらいだ か 

ら、 門 を 入って さえ ドコに 人家が あるの だか 容易に わ 


かりません。 

「光仙 林」 ていう から 林の 名なん だ、 だが 門が あって、 

表札が 打って あるから に は、 人の 住むべき 構えが なけ 

れ ばなら ない という こと を、 強く 予想しながら、 弁 信 

に まかせて 従って 行く と、 果して、 一口の 筧を 引いた 

ゃリ みず 

遣 水が あって、 その 傍に 草に うず もれた 低い 家が あつ 

たのです。 

そこへ 来て 見る と、 何よりも 人の 住んで いる ことに 

間違いの ない という 証拠 は、 幽かながら 燈 火の 影が さ 

している ことで、 またも 米 友 を 安心させる と、 時 を 同 

じうして 弁 信のお となう 声 を 聞きました。 


「御免 下さ いませ、 関守 様 は これにお いでで ございま 

す 力」 

と 案内 を 乞う 声に よって、 中に 人 ある ことの 見込み も 

確実です が、 ただ ちょっと、 この 際、 来 友の 聞き耳 を 

立た せた の は、 弁 信のお となう 声の 中に、 関守 様と 特 

に 名 ざした ことです。 

関守と いえば、 その 人の 固有の 姓、 たとえば 関 口と 

か、 関 根と か、 関 山と いうよう な 種類の ものでなくて、 

関 を 守る 人と いう 意味の 特別 普通名詞 であるに 相違な 

ヽ o 

レ 

してみ ると、 中なる 人 を 関守 氏と 呼んだ 以上 は、 こ 


こ は 関 だ、 つまりお 関所なん だ。 お 関所 は 幾つ も ある、 

東海道の 箱 根のお 関所 を はじめ、 米 友に はいくら もこ 

れが 出入りの 体験が ある。 中 仙 道に 至って は、 道 庵 先 

生の 従者と して 具 さに、 その 幾つか を 経歴して 来たの 

せみ まる じんじゃ 

だが、 ついい ま 参詣した 蟬丸 神社と いうの も、 あの 辺 

がれつ きとした 古来の 関 だと 聞いて 来たが、 別段、 役 

人が いて 手形 を 出せと も 言わなかった。 表 向に は 逢坂 

の 関と いうの があって、 その 裏に 小 関が ある。 自分た 

ち は 小 関 越え をして 来て、 それから 少し あと 戻リ をし 

て、 蟬丸 神社へ 参詣した と 覚えて いるが、 ドコを どう 

廻っても、 お 関所ら しい 役所 はなし、 手形 を 出せと い 


う 役人 もい なかった が、 それで はこ こがお 関所なん だ 

な、 いわゆる 逢坂の 関と いう やつなん だな、 それにし 

て も、 お 関所に して は 屋敷 は 広い が、 表が かりが 

寒 頂 来 だ、 お 関所 も 時勢に つれて、 身代が 左前になつ 

せき だ い 

たから、 こっちの 方へ 引 込んで、 隠居 仕事に 関 代 を か 

せいで いるの かも 知れない —— などと、 米 友が 予想し 

ながら、 なお 暫く 弁 信の 為さん ように 任せて 待って 

いると、 やがて、 中から 戸 を 押す 物音が あって、 紙燭 

を 手に かざして、 

「弁 信 殿 か、 よく 無事で 見えられ たな」 

障子の かげから、 こっちへ 姿 を 現わした その 人 は、 


思いき や、 関守に は 関守 だけれ ども、 不 破の 関守 氏で 

ありました。 

九 

不 破の 関守 氏なら ば、 来 友 も 旧識 どころではない、 

さんさい 

つい 近 ごろまで、 胆 吹の 山寨で 同じ 釜の 飯 を 食って い 

た 宰領な のです から、 な あんだ、 それなら それと 言え 

ばいい にと、 少し 苦い 顔 をして いました。 

しかし、 来 友と して は、 向う でお 化けに 逢って、 そ 

れを 突き抜けて 来たら、 また ここで 同じお 化けに 出 


逢った ような 気持で、 出し抜かれた 上に、 先 廻り を さ 

れて、 ば あ— つと 言われた ような 感じが しないでも あ 

りません。 

だが、 そういう こと は、 弁 信が 先刻 心得 面で あるか 

ら、 米 友 はまず 提灯 を ふき 消す だけの 役目 をす ると、 

人 を そらさない 関守 氏 は、 

「友 造 君、 よく 無事で 見えられ たな」 

と、 弁 信 に対すると 同 一 の 会釈 を 賜わり ました。 ただ 

一 方に は 弁 信 殿と かぶせた のに、 今度 は 友 造 君と 前置 

きをした だけの 相違で、 あとの 会釈 は 一 字 一 句 も 違わ 

ない 音声と 語調で ありまし たから、 米 友 も 納得し まし 


た。 もし、 これが いささか でも 相違して、 弁 信に 対し 

て は 客分、 米 友に 対して は 従者 あっかいの 待遇で もし 

よう ものなら、 この 男と して、 相当 不快な 感情 を 表わ 

したに 相違ない が、 その 辺の 呼吸 は 心得た もので、 関 

守 氏 は 一 視 同仁の 会釈 を 賜わった のみならず、 弁 信 を 

招ず るが 如く 来 友 を も 招 じ、 二人ともに 無事 このと こ 

ろへ 安着 を賀 する 心 持に 優り 劣り はなく、 果て は 二人 

すすぎ 

のために 洗足の 水まで 取って そなえて くれる もてなし 

ぶりに、 弁 信 は ともかく、 来 友 はいたく 満足の 意 を 表 

しました。 

そもそも、 この 人と、 それから 青嵐 居士との 二人に 


助けられて、 農奴と して 斬らるべき 運命の 身 を 救 けら 

れて、 多景 島まで かくまわれ、 ここで 弁 信に 托して 一 

命の 安全 を 期し 得た の は、 つい 先日の こと。 

して みれば、 二人 を また あの 島から、 この 谷へ 移動 

きちい り 

させる までに 肝 煎 をして い て くれたの もまた この 人、 

親切であって、 ちょっとの 抜り もない 人 だが、 しかし、 

その 親切ぶ りと、 抜り なさ 加減に 多少、 気味の 悪い と 

ころも ある。 あまりに 抜 身の 手際が あざやかな もの だ 

から、 来 友と して は、 いささか 化け物 を 見る ような 感 

がないで はない。 

やがて、 不 破の 関守 氏 は 二人 を 炉辺に 招 じて、 ふつ 


ふっと 湯気 を 吐きつつ ある 鍋の 前に 坐ら せました。 無 

論、 自分 も その 一 方の、 熊の 皮 か 何 か を 敷いた 一 席に 

座 を 構えて いるので、 あたり を 見れば 短檠が 切って 

けんだい  そんし 

あって、 その 傍らに 見台が ある、 見台の 上に は 「孫子」 

がの せて ある。 

その 見台の 上に のせて ある 書物 を 「孫子」 だな と、 

米 友が 睨んだ わけで はない。 本が のせて あるな という 

こと は、 たしかに 睨んだ けれども、 一 目 見て 「孫子」 

だな と 睨み 取る ほどの 学者ではなかった のです。 

ここへ 来たの は ホンの 昨今であろう のに、 もう 十 年 

も 住み わびて いるよう な 気取り 方が、 来 友に はまたい 


ささ かへんに 思われる。 

ぜんわん  ととの 

加うるに 膳 椀の 調度まで が、 一通り 調うて、 板に つ 

いている の は、 前にいた 人の を 居 抜きで 譲り受け たの 

か、 そうでなければ、 お 勝手 道具 一式 を そのまま、 あ 

たり 近所から 移動して 来たと しか 思われません。 

かく 甲斐甲斐しく 炉辺の 座に 招 じて 置いて から、 不 

破の 関守 氏 は、 

「君た ち、 まだ 夕飯 前だろう、 何も ござらぬ が 手前 料 

理の有 合せ を 進ぜる」 

と 言って、 膳部 を 押し出し たの を 見る と、 お 椀 も、 平 

も、 小鉢、 小皿 も 相当 整って、 一台の 膳部に 二人前が 


もの は 並べて ある、 しかも 相当 凝って いる。 

「さあさあ、 お 給仕 だけ は 御免 だよ、 君た ち 手盛りで 

遠慮なく 食い 給え、 来 友 君、 君 ひとつ 弁 信さん に 給仕 

をして 上げて な、 食い 給え、 食い 給え」 

鍋の 蓋 を 取って、 粟 か、 稗 か、 雑炊 か 知らないが、 

いずれ 相当の イカ モノ を 食わせる だろうと 思った とこ 

ろが、 鍋の 方 は 問題に しないで、 黒漆の 一 升 も 入り そ 

ひつ 

うなお 櫃を ついと 二人の 方へ 突き出し たもの だから、 

米 友が、 この 時 も 小首 をヒ ネリました。 

お膳の 上 を 見直す と、 小 肴 も ある、 焼鳥 も ある、 汁 

椀 も、 香の物 も、 一通 リ 備わって いるの だが、 はて、 


早い 手 廻し だな あと、 いよいよ 感心して いるう ちに、 

「さて、 食事が 済んだら、 弁 信 殿 は 女王 様が お 待 兼ね 

だから、 あちらの 母屋へ 行き給え、 米 友 君 はこ こに 留 

まって、 拙者と 夜もすがら 炉辺の 物語り」 

さて は 女王 様、 即ちお 銀 様 もこ こに 来て いるの か I 

I いずれも 熟しき つた 一味の 仲間で ありながら、 来 友 

はこ こに も、 化け物が 先 廻り をして いる、 ドレ もこれ 

も 化け物 だらけと いう 気分で、 おのずから 舌 を 捲き ま 

した。 

自分が ドノく らいの 程度の 化け物 だか、 そのこと は 

考えずに  


やがて 弁 信 法師 だけが 案内 を 受けた、 この 屋敷の 母 

屋 というべき 構え は、 平家 建の 低い 作りで はあって、 

すべて 光仙 林のう ちに 没却して はいます けれども、 内 

す き 

容の 数寄 を 凝らした こと は 一 目 見ても それと わかる の 

であります。 

光悦 筆と 落款 をした 六 曲の 屏風に、 すべて 秋草 を 描 

いて ある。 弁 信に は 見えない ながら、 見る 人が 見る と 

すべ てが 光悦 うつしと い つたよう に 出来 上 つ ている。 


古い 構えで は ある けれども、 相当 手入れ を 怠って はい 

さぴ 

なかった らしく、 寂が ついて、 落着いて、 その 一室に 

経 机 を 置いた お 銀 様の 姿 を 見る と、 室の 主として、 こ 

れ もし つ くり 納ま つてい る。 

リん しゅさ ま 

「林 主 様、 弁 信 法師が 参りました」 

「あ、 そうです か」 

とお 銀 様 は、 しとやかな 言葉で、 この 法師 を 待 受け ま 

した。 

「お 嬢 様、 弁 信で ございま すが、 はからぬ ところでお 

目に かかります」 

「友 造 どん は、 どうしました」 


それ を不 破の 関守 氏が 引きと つ て、 

「あれ も 一緒に、 無事 これへ 着き ましたが、 食事 を 済 

ませまして、 とりあえず 弁 信 殿 だけ を つれて 参り まし 

た」 

「弁 信さん、 そこへ お 坐りなさい、 そうして 今晩は、 

ゆっくり あなたと 話が したい」 

「いずれ、 急がぬ 身で ございま すから」 

「では、 拙者に 於て はこれ にて 御免 —— 」 

不 破の 関守 氏 は 弁 信 を 置き っぱなし にして、 自身の 

ず ま い 

わび 住居へ 帰って しまいました。 

お 銀 様の 経 机に 向った 周囲 を 見ます と、 幾つかの 封 


じ 文が、 右と 左に 置かれて ある。 机の 上に も 堆 いほ 

どの 手紙が 載せて ある。 察する ところ、 この 手紙 類 を 

右から 取って は 左へ 読みつ いで、 ひたすら それに 読み 

耽って いたと ころら しい。 弁 信が 来た ものです から、 

たてまえ 

手紙の 方 は そのまま にして 置いて、 お茶の 立 前に かか 

りました。 

お 銀 様のお 手前 は 本格であります。 珍しく も 手ず か 

らお 茶 を 立てて、 弁 信 法師 を もてな そうとす るので あ 

リ ま 

「 一 つ、 召 上れ」 

ふくさに 載せて、 わざわざ 弁 信の 前に 置かれた もの 


ですから、 この 法師 もいた く 恐縮し ました。 

差 出された 茶碗 を 見る と、 これ も 光悦う つし、 いや、 

うつしで はない、 光悦 そのものの 肉 身の 手に かけて 焼 

き 上げた もの  むやみに、 うつし うつしと 口癖に 

な つ てし ま つ て はお 里が 知れる。 

「これ はこれ は、 痛み入った 御 接待に あずか リ まして」 

例によって 物堅い 弁 信 法師の 辞儀、 お 手前と もお 見 

事と も 言わないで、 御 接待と 言いました。 そうして そ 

の 言葉に かなう 恭 しい 手つきで、 茶碗 を 取って 押 戴 

いて 二 口 飲みました。 弁 信 法師 も、 お茶の 手前の 一手 

や 二手 は 心得て いるに 相違な く、 手 振も鮮 かに 一 椀の 


まっちゃ  あお 

抹茶 を 押 戴いて、 口中に 呷りました。 

「お願いに は、 もう 一 椀 を 所望いた しとう ござります」 

お 銀 様 は それ を 喜んで、 更に 一 椀 を 立てて 弁 信に 振 

舞いました。 

それ を 快く 喫し 終った 弁 信が、 澄ました 面 を、 いつ 

そう 澄ませて、 

「たいそう 落着いた お 住居の ようで ございま すが、 い 

つ これへ お越しに なりました か、 そうして、 以前 どな 

た 様のお 住居で ございまし たか」 

「これが 弁 信さん、 山 科の 光悦 屋敷と 申しまして、 今 

度、 わたしが 引取る ことにな りました」 


「あ、 これが お 話に 承った 光悦 屋敷で ございま すか、 

そうして、 居 抜きの まま、 そっくり あなた 様が お 引取 

りに なりました、 それ は 結構な ことで ございます、 お 

めでたい ことで ござります」 

「父が 欲しい と 申し ましたが、 わたしが 引取る ことに 

なりました」 

「ああ、 そのお 父 様の ことで ございます、 はるばる 甲 

州路 から 京大 阪の御 見物と 申す は附 けたり で、 実は あ 

なた 様 を 見たい ばっかりで、 おいで あそばし たそうで 

ござり まするな、 お会いに なりました か」 

「会いました」 


「それ は 功徳 をなさい ました、 本来なら ば、 子が 親 を 

見つ がなければ ならない のに、 あなた 様ば かり は、 親 

御に そむいた 罪が 重い にか かわらず、 それでも、 親 は 

子 を 思 い きれな いで、 わざわざ - J の 上方 ま で 見に おい 

でになる、 それな のに、 会う の 会わぬ のと おっしゃる、 

あなた 様の 御 了見が 間違って おり ましたが、 これ は 今 

更 申し上げ たと て 甲斐 のない ことで ございます、 とも 

かく も、 首尾よく 御 会見に なりました とやら、 それ は 

よろこ 

それ は 何よりの 悦びで ござります」 

「いいえ、 別に、 嬉しく も、 おかしく もありませんで 

した、 でも、 会って 悪い こと をした と は 思いませんで 


した」 

「その はずで ございます、 子が 親に 会う のが 何で 悪い 

ことでしょう、 お 父上 様のお よろこびが 察せられます。 

して、 久しぶりで 親子 御 対面のお 談話の 模様 はいかが 

で ござりました」 

「別に 細かい 話はありません、 引合 わせる 人た ちが 立 

会の 上で、 大谷 風呂の 一 間で 会見 を 終りました、 万事 

は不 破の 関守 殿 や、 あのお 角さん という 仕事師が 心得 

ている はずな のです、 わたくし はた だ 大体 だけの 

うけこたえ 

受答 をし ましたが、 それでも、 父 は 満足して 別れ まし 

た」 


「その 大体 だけの 受 答と いうの が 承りとう ござり ま 

す」 

こざ か 

弁 信 法師 は 小賢しく 小膝 を 押 進ませました。 

十 一 

お 銀 様 は、 それ を 悪く 謝絶 をし ませんで した。 か 

えって、 快く、 むしろ 弁 信に も 渡り をつ けて 置いて み 

たいような 気持で、 

「父 は 第一 に、 有 野の 藤 原の 家の あと を どうす るかと 

いう こと を、 わたしに 責めました、 あの 家の 血統と いつ 


て は 現在 わたし 一人、 その わたしが、 こんなよ うな 人 

間です から、 家の 存続と いう ことが、 父の 死後までの 

き つ せき 

関心 第一で ある 限り、 その 相談 —— ではない、 詰責な 

のです、 その 唯一 の 血筋で ありながら、 家 を も 親 を も 

顧みない 私と いう もの を 責める の は、 責める のが 本来 

で、 責めら るるが 当然です、 けれども、 責められ たか 

ら とて、 叱られた からと て、 今更 どうに もなる 私で は 

ない という こと を、 父 も 知っている、 わたし も 知って 

いる、 そこで 第二 段の 条件に なりました」 

「と 申します ると 7」 

「つまり、 血統 唯一 の 本筋で ある 私と いう ものが、 家 


督の 権利 を 抛棄す る 以上 は、 他から 養子 をしても 異存 

は あるまい な、 という ことで ありました」 

「それ も 道理で) J ざいます」 

「無論、 わたくしに 異存 の あ りょう はず は > J ざい ませ 

よろ 

ん、 宜しき ようにと、 あっさ リ 返事 を 致しました、 そ 

うします ると、 では、 その 養子に 就いて お前に 何 か 希 

望 条件が あるかと、 父が たずねました から、 いいえ、 

希望な ど は 更に ござり ませぬ、 そんなの が あるく らい 

なら、 疾うに 私から 推薦 を 致すな り、 私自身が 引きつ 

いでし まうな り 致します、 左様な ことに は 一切 白紙で 

ございます、 と 父に 向って 申しました」 


「それ は、 理非 はとに かくに、 あなた 様ら しい 御 返事 

で ございました」 

「します とね、 父が、 よろしい、 では、 こちらの めが 

ねで、 しかるべき 人 を 見立て、 それに 藤 原 家 一切 を 引 

渡して しまっても、 後日に 至ってお 前の 文句 は ある ま 

いなと、 駄目 を 押します ものです から、 ええ、 文句 や 

未練な どが あるべき はずの もので はない、 お 父 様のお 

めがねに 叶った 人が ありますならば、 御 存分になさい 

ませ、 私 は それ を 喜んでお 祝い 申して 上げます と 申し 

上げました」 

「なるほど、 それ も、 まったく あなた 様ら しいお 気持 


であり、 あなた 様ら しい 御 返事で ございます」 

「その 次に、 財産の 話が 出ました、 父が、 念のために 

藤 原 家の 現在の 財産 II 土地 家屋から、 金銀 宝物に 至 

るまで、 総計 これ だけ あるから、 念のために 覚えて 置 

くが よろしい と、 番頭に その 記入 帳 を 取り出 ださせ、 

それ を 私に つきつけて 説明 をな さろうと します から、 

私 は、 いいえ、 すでに 家督 を 抛棄した ものに、 何の 財 

産の 知識が 要りましょう、 捨てた 本家の 財 を 数える 

ような 未練な 心 はさら さらない、 その 計算 はお 聞き 申 

しますまい、 その代り、 評議で 定まった 最初から 私の 

いただくべき ものに なって いた 部分 だけ を、 私に ぉ頒 


ち 下されば それで 充分です、 それだけ は 私が いただい 

て、 自由に 使用 させて いただきましょう、 それにし ま 

して、 家督 を 顧みぬ 親不孝 者に は、 それ も 相 渡されぬ 

という ことならば、 一文 もいた だかな くと も 結構です、 

万事、 お 父 様のお 心 持 次第 —— とこう 申します と、 よ 

し、 わかった、 と 父が 申しまして、 別に 用意 を 致して 

参りました 一 冊 を、 改めて 不 破の 関守さん と、 お 角 さ 

んの 手に 渡しました —— それで、 キ レイに 万事の 解決 

は 済みました」 

「それ は、 あなた 様 は 済んだ とお 思いで しょうが、 お 

父 様 は、 この 解決に、 容易なら ぬ 不本意で ございまし 


たでしょう、 でも、 それより ほかにな さりょう のない 

お 心 持が、 わたくし にもよ くわ かります」 

「あなたに は、 父の 心 持 はよ くわ かる かも 知れません 

が、 私と いう 女 は、 わからない 女な のです」 

「いや、 わかり 過ぎて おいでになる —— 」 

「いいえ、 わかりません、 わたしと いう 人間 は、 天地 

間 第一 等の わからず 屋 でございます、 それでい いので 

す」 

お 銀 様の 言葉が 少し 癇に 立って きたので、 弁 信 はま 

た 病気が 出 だした なと 思った のか、 広 長 舌 を 食いと め 

こころ づか 

て、 深く 触れる こと を 避けた 心遣いが あります。 そ 


こで、 なにげなく 話頭 を 一 転し、 語気 を 一 層 和らげて、 

「それで、 なんで ございま すか、 あなた 様の 代りにお 

家 をお つぎになる 相続人、 果してお 父 様のお めがねに 

叶う お 人が あります る やら、 その 辺に 立 入っての 御 相 

談は ございま せんでした か」 

「ありました」 

お 銀 様 は、 きっぱり 答えた ので、 弁 信 法師 も 少しく 

はずみました。 

十二 


「そのお 方 は どなた 様です か、 あなた 様の 御 親戚のう 

おぼしめ 

ち、 或いはお 知合いの 方で、 まず あれなら ばと 思 召す 

ような お 心 当りが ございまし たか」 

「いいえ、 ちっとも 知らない 人です、 なんでも 連れ子 

いそうろう 

をして、 このごろ 家に 居候 をして いた 他国者 なんだ 

そうです が、 それ を 見込んで 父が 親子 養子に すると 申 

します から、 御 存分に、 身分 素姓な どの こと を かれ こ 

れ申 すくら いなら、 最初から 私が 嗣 ぎます と、 私 は 言 

いきって しまい ますと、 この 場 はそう でも、 後日と い 

うこと も ある、 他人 を 相手の こと だから、 これに 判 を 

しなさい、 父の 認めた これこれの 養子に 家督 一切 を 


譲っても、 後日に 至って 毛頭 異存の ない という この 書 

附に判 を 押しな さいと、 父が 申します ものです から、 

ええ、 ようご ざん すと も、 よう ござんす とも、 判な ど 

は 幾つで も、 どこへ でも 捺 して 上げます と、 私 は その 

証文へ 自筆で 名 を 書いて、 女 だてら の 血判まで してや 

りました」 

「あなた 様のお 名前 を 書き、 血判まで してお やりに な 

リ ましたならば、 その 証文 面 をィャ でも 一 応は ごらん 

になり ましたでしょう、 あなた 様に 成 代って 家 をお つ 

ぎになる、 父上のお めがねに かなった 新しい 御 養子と 

いうお 方 は、 い つたい どのよう なお 方で ございました 


か —— せめて そのお 名前く らい は」 

弁 信 法師が 念 を 入れて、 根深く たしかめよう とする 

と、 お 銀 様が、 

「本人の 名 は、 与 八と だけ 書いて あるの を 見ました、 

その 傍に 並べて、 郁太郎と 書いて あつたよ うです、 郎 

という 字 かと 思い ましたが、 郎太郎 という 名前 もない 

でしよう から、 あれ は 郁太郎 —— つまり 親が 与 八で、 

子が 郁太郎、 それが 私に 代って、 父の 家 を 引きついで、 

寝かし 起し をして くれる 親子 養子に な つたこと と 思い 

ます」 

「问 とおつ しゃいます、 与 八に、 郁太郎 —— 」 


そこで、 物に 動ぜぬ 弁 信 法師の 語調が、 いたく 昂奮 

したよう な 様子が 歴々 です、 お 銀 様 は 言いました、 

「わたし は、 与 八が どういう 人で、 郁太郎と いう 子が 

誰の 子 だか 知りません、 知ろうと も 思いません、 ただ 

あの 二人が、 これから 藤 原の 家 を 踏まえて、 わたしに 

代って あの 家 を 立てて くれる こと を、 御苦労 だと 思つ 

ています、 いいえ、 立てて くれる のか、 つぶして くれ 

るの か、 それ も知リ たいと は 思いません」 

そうすると、 弁 信 法師が 抜からぬ 面で 答えて 言う こ 

とに は、 

「その 与 八さん とやら は、 おそらく、 お 家 をつ ぶして 


しまう で ございましよう、 また、 潰されても 悔いない 

と 思えば こそ、 あなたのお 父 様 も、 その 二人 を 御 養子 

にな さる 御 決心が つ いたのです」 

「いったい、 家 を 起す の 潰す のとい うこと が、 私に は 

よく わかりません」 

ことわざ  さんがい 

「左様で ございます とも、 諺 に 女 は 三界に 家な しと 

申しまして、 この 世に 女の 立てた 家 は ございません、 

本来、 女人と いう もの は、 物 を 使いつ ぶす ように 出来 

ている 身で ございまして、 物 を 守って、 これ を 育てる 

こと はでき ない ものな ので ござ います、 家 を 起す の は 

男の 仕事で ございまして、 家 をつ ぶす こと は 女の 仕業 


なのです、 もとより、 すべての 男が 家 を 起すべき もの、 

すべ ての 女が 家 をつ ぶすべき ものと は 申しません が、 

この 世に、 女の 起した 家と いう もの は ございません、 

本来、 女に は 家 そのものがない のです から。 たとえて 

申します ると  」 

「コ ケコッ コ—」 

じょうぜ つ 

弁 信 法師の 饒舌が、 理窟に 堕しつつ も、 これから 夜 

と共に 深入り をしょう とする 矢先に、 つい 近いと ころ 

で 鶏が けたたましく 鳴きました。 

はは あ、 話 は 夜と 共に 深入り をしょう とする 時、 は 

や 世界 は 明け方に 向った のか。 鶏の 声々 に 引き つづい 


ま 

て、 つい 近い 庭先で、 一声の すさまじい 犬の 吠 ゆる 声 

を 聞きました。 鶏の 鳴き声 は、 ちゃぼの 鳴き声で あり 

ましたが、 犬の 吠え 方 は、 つい ぞ 聞いた ことのない、 

鋭く して 強い 吠え 方で ありました。 鶏 犬の 声 は 平和の 

シム ボルであります けれど、 鶏 は 時 を 作る もの だが、 

犬 は 時間 を 知らせる ものではありません。 不吉な 夜 鳴 

きで ない 限り、 鶏の 鳴く 音 は 常態であります けれども、 

犬の 吠 ゆる は 非常 態で なければ ならない。 

たくま 

そこで、 この 屋敷に 相当 逞しい 犬が 飼育され てい 

る こと も わかり、 その 畜犬が 物に 触れて、 いま 声 を 立 

てた の だとい うこと も わかりました。 犬が 物に 感じた 


という その物 は、 人間 以外の 何物で もあります まい。 

つまり、 不時に、 思いが けぬ 人の 気配 を 感じ たれば こ 

そ、 畜犬が、 主家の 防備と、 自己保存の 本能の ために 

叫び を 立てた に 相違ない。 それ を 勘の 強い 弁 信が 聞き 

拽らす はずはありません。 

「犬が おります な」 

「ええ、 強い 犬が います」 

「誰か 参りました」 

「不 破さん でしよう」 

「いいえ、 別の 人です」 

つついて、 犬が 立てつ づけに 吠える、 その 声 は 尋常 


の 犬と 違って、 腹から 出る 音声 を 持って いて、 この 座 

の 人の 丹田に こたえる のみならず、 おそらく、 この 静 

かな 時、 十 町 を 離れた ところで らくに 聞き取れる ほど 

の 音量が、 超 感覚の 弁 信の 耳に、 いよいよ こたえない 

はずはありません。 

「変って おります な、 あの 犬 は、 ただ 犬で はあり ませ 

ん」 

「ただの 犬ではありません よ」 

非凡なる 犬と いえば 誰し も、 ムク犬 を 思い出す が、 

ムクは 今、 太平洋の 海の 中に いる はずです から、 まか 

り 間違っても 山 科 谷の 間へ 来る はずはありません。 


ただ、 お 銀 様 だけが、 ただの 犬で ない こと を 心得て 

いるら しい。 

よな. H 

鶏 犬の 声に よって、 この 場の 会話 は 甚だ 白けて し 

まいました。 弁 信 法師の せっかくの 広 長 舌 も、 なんと 

で まな  こうぼう 

なく 出端 を 失い、 光芒 を 奪われた かの ような 後退ぶ り 

です。 

十三 

一 方、 不 破の 関守 氏 は、 来 友 を 炉辺の 対座に 引 据え 

て、 これ もしき りに 物語り をして おりました。 


不 破の 関守 氏 は 座談の 妙手で ある。 これ はお 銀 様の 

ように、 権威と 独断 を 人に 押しつける こと をし ないし、 

じょうぜ つ 

弁 信の ように、 感傷と 理論の 饒舌に 人 を 悩ます よう 

な ことがありません。 平談 俗語のう ちに、 世態 人情 を 

嚙 みしめ て 話す ものです から、 来 友 もたん か を 立てる 

すき  ほ 

隙が なく、 これ をして 神妙に 聞き惚れて、 しきりにう 

なず かせる だけの もの はありました。 

そのく らいです から、 会話に 興が 乗っても、 これが 

切上げの 潮時 を もよ く 知っている。 この 小男 も 相当 疲 

れ ている であろう こと を 察して、 程よ く 一室に 入れて 

彼 を 寝かし、 己れ も 寝に ついて、 そうして 無事に 暁に 


至りました。 その 時、 犬の 吠える 声 を 聞く と、 今まで 

熟睡して いた 来 友が、 ガバと 身 を 起して、 

「今、 犬が 鳴いた な あ」 

犬なら ば 吠える というの が 正格であろう けれど、 鳴 

いたと 口走った の は、 それと 前後して 鶏の 鳴いた その 

混線の せいか も 知れません。 次の間に 寝て いた 不 破の 

関守 氏 も、 もうこの 時分、 すっかり 覚めて おりました。 

「誰か 来たよう だよ」 

「いま 犬が 吠えた ねえ、 おじさん」 

誰か 来た か 来ない か、 そんな こと は 注意し ないで、 

犬の 音声 だけが 特に 気が かりになる らしい。 


「吠えた よ、 だから、 誰か 人が 訪ねて 来たと 思って い 

るの だ」 

「今の 犬 は、 ただ 犬 じゃあない」 

と 米 友 は、 ただこれ、 犬に のみ 執着して いる。 

「ただ 犬 じ やねえ」 

くちまね 

と不 破の 関守 氏 は、 隣室から 来 友の 口真似 をして、 

「すばらしい 犬 だ、 起きたら 君に 見せて やる、 それ は 

一 一 つと ない 豪 犬 だ」 

「二つと ねえ 犬 …… 」 

「そうだ、 朝の 眼 ざまし に は あれ を 見て みる かい」 

「早く 見て えな」 


米 友 は、 たまり 兼ねて、 ハネ 起きて、 その 犬 を 見た 

がる 気配 を 関守 氏が 感じた ものです から、 

「まあ、 待ち 給え、 逃げろ と 言った つて 逃げる 犬 じ や 

ない、 起きてから、 ゆっくり 見 給え」 

「ただ 犬 じ やねえ、 腹で 吠えて やが る」 

と 来 友 は、 半身 を 蒲団から 乗 出して、 その 犬の 声に すつ 

かり 執着す るが、 不 破の 関守 氏 は 犬の 吠える 声よりも、 

その 吠える 声に よって 暗示され る 何者かの 来訪、 それ 

にしきり に 注意 を 傾けて いるよう です。 

だが、 暫くして、 犬の 吠える 声 は 全く 止まり、 鶏の 

鳴く 声 だけが 連続して 聞え ました。 犬の 吠 ゆる は 非常 


を そそる けれども、 鶏の 鳴く 音 は、 平和と、 希望 を 表 

わす こと、 いずこ も 変り ません。 

非常の 示唆た る 犬の 警告が 止んだ の は、 失火の 静鎮 

から 警鐘が 鳴り を ひそめた と 同様で、 つまり、 何物 か 

一応、 外 をう かがった ものが あるに は あるが、 この 警 

告に 怖れ をな したと 見えて、 直ちに 引取って、 危害 区 

域外に 立 去った から、 この 屋敷 は 安全地帯に 置かれた。 

代って、 平和の 使徒が 光明の 先触れ をした までの 段 取 

とうてんこう 

リで、 かくて 東天紅に なリ、 満 地が 白々 と 明るくな り 

かけました。 

不 破の 関守 氏 も 朝寝坊の 方で はない が、 米 友と きて 


は、 眼が さめたら、 じっとして はおられない。 関守 氏 

かけ ひ  うがい 

は、 やおら 起き 出で て、 筧の 水で 含嗽 を 試みよう とす 

る 時、 来 友 はすり 抜けて、 早く も 庭と 森の 中へ 身 を 

ほうこう 

彷徨 させて、 ちょっと その 行方が わかりません。 

山 科の 朝 はしつ とりと 重く して、 また 何となく 親し 

みの 持てる 秋で ありました。 

十四 

かくて、 宇治山 田の 来 友 は、 光仙 林の 秋に さまよい 

ました。 


深山と 幽谷の 中に わけ 入る ような 気分が あって、 心 

がなん となく 勇み をな す ものです から、 いい 気になつ 

て、 園 林の 間 を 歩み 歩んで 行く うちに も、 我 を 忘れて 

深入り をしょう とする わけで もない。 

今日は、 心 置きな く 自分の 住宅 区域の 安全地帯に、 

誰 憚らず 遊弋す る ことができる。 この 幾 力 月と いう 

もの、 米 友の 天地が 急に 狭くな つて、 あわや、 この 小 

さな 五体の 置き どころ さえこの 大きな 地上から 消滅し 

おひれ 

ようとした 境涯から、 急に 尾鰭が 伸びた ように 感じ ま 

した。 

おそらく、 自由と いう 気持 を、 この 朝 ほど あざやか 


に 体験した こと はな かろうと 思われる 来 友が、 その 自 

由の 尾鰭 を 伸ばす に は、 かな リ 充分な 面積 を 有する こ 

の 異様な 光仙 林の 屋敷 は、 空気に 於て あえて 不足 を 与 

えない。 

そこで 来 友 は、 いい 心 持で 朝の 散歩 を 思う ままに し 

て、 どこに とどまる という こと を 知らないが、 さりと 

らち 

て、 埒を 越える というの でもな く、 行きて は 止まり、 

みち  もり 

歩みて は 戻り、 径の 窮まらん とすると ころで は、 杜を 

横ぎ り、 水の 沮む ところでは、 これ をめ ぐって、 行き 

つ 戻りつ していた が、 誰あって 咎 むる 人がない。 

「広い 屋敷 だな」 


その 屋敷 は 何 万 坪に わたる か、 来 友に は 目算が 立た 

ない が、 向う の 丘 山 を 越えても、 なお 地続きに 制限 は 

ない と 思われる。 地所に 制限 はない と 思われる が、 来 

友の 心に はおの ずから 制限が あって、 あまり 遠くへ ふ 

ら ついて、 関守 氏 を 心配 させて は 済まない という 道義 

感が ついて 廻る から、 暫くして、 また 取って返して、 

住居の 方へ 戻って 来る と、 ばったりと 物置 小屋の 隅に 

異様な もの を 認めて、 

「あつ！」 

と 舌 を 捲き、 その 途端に、 例によっての 地 団駄を 踏み 

ました。 


きょぜん 

遽 然として 彼の 平静の 心 を 奪った ところに、 物が あ 

る、 動く 物が ある。 

いったん 舌 を 捲いて 地 団駄を 踏む と共に、 彼 は、 そ 

れに 吸いつ けられた ものの ように、 一足飛びに 飛んで 

行って 見ました。 

物置 小屋の 傍らに、 差し かけが あって、 その 下に、 

いる、 いる、 一 頭の 犬が いる。 

しかも、 その 犬が 断じてた だ 犬で はない。 

「や あ、 いたな！」 

走り 寄った 弾丸 黒子の 姿 を 見る と、 そのた だ 犬で な 

い 犬が、 唸る が 如く、 来 友に 向って 吠えました。 


「や あ、 いたな！」 

彼が、 摺 りよる ほどに 近づく と、 犬 は 続いて 尾 を 振つ 

て 吠え かける。 その 吠える 声が、 さきに 来 友が 評した 

如く、 「腹で 吠えて やが る」 という 底力の ある 吠え声で 

いかく 

ある こと はよ く 知ってい るが、 それが 威嚇の 音声で な 

いこと は、 多少と も 尾 を 振って いる こと を 見ても わか 

る。 且つ また、 犬 を 知り、 犬 を 愛し、 犬 を 理解す る こ 

とに 於て、 宇治山 田の 米 友 はまた 一 つの 天才で ある。 

「や あ、 いたな！」 

犬の 傍へ 寄る と、 犬が また 米 友に 飛びつ いて 来 まし 

た。 飛びつ いて 来たから といって、 この 異様な 珍客に 


争闘 を 挑む ので はない、 これ を 懐かしが つて 心からの 

抱擁 を 試みん とする ものら しい。 

けれども、 この 抱擁が 生やさし い 抱擁でなかった こ 

と は、 一 見す ると、 来 友が この 犬の ために 抱きす くめ 

られ てし まった としか 思われない。 尋常なら ば 悲鳴 を 

あげ 助け を 呼ぶべき ほどの 体制に 置かれた 瞬間、 米 友 

は 更に ひるむ という こと を 知らないで、 抱きす くめら 

れ ながら、 それ を 抱きと めて あしらつ ている。 

一見した ばっかりの 米 友が、 かくまで 犬 を 愛する と 

いう こと は、 犬に かけての 天才であって みると 不思議 

はない ような もの だが、 相手方の 犬が、 来 友 を 一見し 


ただけ で、 こうに も 懐かしが ると いう こと は 解せない。 

ちんき 

本来、 沈毅 にして、 忠実なる 犬で あれば ある ほど、 

人見知り をすべき はずの ものである。 真に 沈毅 にして、 

勇敢に して、 忠実なる 犬 は、 二人の 主と いう もの を 知 

ら ない。 主人 以外の 人の 与うる 物 を 食わない。 主人 以 

外の 人に は 一 指 を 触る る こと を 許さない はずの もので 

あるべき に、 この 犬 —— しかもた だ 犬で ない と、 最初 

きわ 

から 米 友が 極め をつ けて かかった 非凡な 犬が、 こうま 

で 一見の 人に なつき 慕う と は、 慕われて かえって 物 足 

りない。 

人見知り をし ない 犬、 節操 を 解し ない 犬、 忠義と い 


こ-つしょう 

うこと を 知らぬ 犬、 勇気な き 犬、 公娼の 如き 犬なら ば 

知らぬ こと、 来 友 ほどの ものが、 あらかじめ 極め をつ 

けた 犬に して この こと ある は 何が 故 だ。 

そういう こと を 考慮に 置かず、 ただ 見て いれば、 何 

のこと はない、 その 非凡 犬と、 小男と が、 必死にな つ 

て、 組ん ず ほぐれつ している としか 見えない。 血 こそ 

流さない が、 血み どろで 格闘して いると しか 思われな 

ヽ o 

レ 

ことに、 この 犬が ただ 犬で ない 非凡の 犬で ある こと 

の 証拠と して は、 その 大きさが、 たしかに 人間の 二倍 

は ある こと。 米 友 は 人並より ずん と 小粒で は ある けれ 


ども、 それでも 成長した 人間であって、 身長 こそ 四 尺 

であるが、 体重 は 十 貫 を 下る という こと はない のに、 

犬 は その 面積に 於て、 来 友 を 抱きす くめて 存在 を 失わ 

せる ほどの 体格が あって、 しかも 全身が、 猛獣の よう 

な 虎斑で 彩られて いる。 体格 はどう 見 倒しても 確実 

に、 その 男の 二倍 は あるから、 体重と しても 二十 貫 を 

下る という こと はない。 

ムクも 非凡な 犬で はあった が、 その 体格の 非凡 さに 

リ よ ■ つが 

於て は 遥かに ムクを 凌駕す る。 およそ 今日まで、 これ 

ほどの 大きな、 非凡 犬 を 見た こと はない。 犬に 熟した 

米 友が 見た ことがない のみで はない、 今の 日本人で あ 


る 限り、 これ だけの 犬 を、 ここで 見る より ほかに 見た 

人 も あるまい し、 見られる 場所 も あるまい に 相違ない 

この 無比の 豪 犬 を 相手に 今、 米 友 は 組ん ず ほぐれつ 

している。 気が 短くて、 喧嘩つ 早い にかけ て は 名うて 

のこの 小男 は、 ここへ 来る ともう この ザ マ だ。 だが、 

格闘で も、 喧嘩で もない、 米 友が 犬 を 愛し、 犬が 来 友 

に 懐く、 一見 旧知の 如しと いうの が これで、 人に 許さ 

ざる 犬が、 米 友に は 許す、 猫が またたびに 身を摺 りつ 

ける ように、 犬の 眼から 見る と、 米 友 はまた たびの よ 

うな 人種で、 慕い寄られる 素質 を 持って いる。 

同時に また、 来 友の 方で も、 無意味に こうして 愛着 


の 組 討ち をして いるので はない、 実は その 愛情 を 事実 

に 示そうと して、 もがいて いるので す。 というの は、 

この 犬 は 首に 鉄の 環をハ メられ て、 首が 二重に 麻の 太 

緦で 結えて ある。 それ を 外して やろうと しても がいて 

いるので す。 

犬と いう もの は繫 がれる 時に 騒がないで、 解かれる 

時に 狂う ものである。 この 犬 を、 その 鉄の 鎖と 荒緦か 

ら 解放して やりたい ために、 来 友 は 犬と 組 討ち をして 

いる。 犬 もまた、 来 友 を 慕う だけで はない、 この 理解 

しば 

者の 手に よって、 暫 しなり とも 広漠な 野性に 返しても 

らいた いがため に 焦って いる。 犬 も 力が 非凡 だが、 来 


友 もまた 非凡な 力 を 持って いる。 非凡 同士が 組 討ち を 

して 容易に ほぐれな いのは、 環に かけた 合鍵の 調子が 

よく わからな いからで ある。 米 友が その 勝手に 迷って 

いる 間に、 犬 は 解放 を 予期して 容赦な く 喜び 狂う から、 

よそめ 

それで、 外 目に は いつまでも 大 格闘が 続く ようにし か 

見られな いのです。 

十五 

米 友が 躍起と なって、 ねち こちして いると ころへ、 

不 破の 関守 氏が 現われました。 


「友 造 どん、 何 をして いる」 

「犬 を 放して やりてえん だよ」 

「よし、 解放して やる」 

不 破の 関守 氏 は 近寄って、 これ は 手に入った もので、 

難なく 鍵 を 外す と、 豪 犬が 尾 を 振って つきまとい、 或 

いは 人間の 上 を 高く 越えたり などす る。 

「このお 犬 係り はお いらが 引受けた、 犬 をなら すに は 

上手に 放して やらな くち やなら ねえ、 犬 は 食い物より 

運動 だ」 

と 米 友が 言いました。 この 男 は、 お 君と 共に ムク犬 を 

仕立てる ことに、 永らくの 経験が あって、 そうして 成 


功して いる。 犬 は 訓練 をし なければ ものに ならない、 

これ を 野 方図に しないた めに は繫縛 をして 置かな けれ 

ばなら ない が、 これ を 強健に する ために は 解放し なけ 

れ ばなら ない。 食物 はむしろ 第二、 第三で ある こと を 

知っていた。 犬 は 食う ことより は、 走る こと を 本能と 

して 先に 要求して いる こと を 知っている。 そこで、 こ 

の繫 がれた る 豪 犬 を 見る と、 いちずに 放して やりた く 

なった。 放した ところで、 放された 人 を 犬 は 忘れない、 

放した 人 も その 責任と して、 放された 犬の 面倒 を 見て 

やらなければ ならない。 犬 を 走らせる にしても、 これ 

を 監督す るの 責任 は 人に ある。 そこで 来 友 は、 この 犬 


を 走らし めつつ、 自分 も 少し 走って みたい 気持に なつ 

たのです。 

不 破の 関守 氏 は、 そのこと を 知っている。 来 友が 犬 

を 愛する 性癖 を、 胆吹山 時代から 知っていて、 時 あつ 

てムク 犬の 昔語り を 聞かされ たこと を 覚えて いるから、 

そこで、 この 犬 を 解いて、 しばらく この 男に 無条件で 

托して みる 気になった のです。 

「君、 珍しい 犬だろう」 

「全く 珍しい よ、 犬 もこうな ると 猛獣 だね」 

「いや、 いかに 大きくても、 やっぱり 家畜 は 家畜 だよ、 

人間に 依存して 生きる もの だ、 だが、 依存され る 人間 


が 位負け をす ると、 ものになる もの もものに ならない」 

「その 通り —— 」 

と 米 友 は 得意気 に 叫ぶ と共に、 

「何て 名なん だい」 

「電光  デン コゥと いう 名 だよ」 

「デン コゥか  デン コゥ」 

と 米 友 は、 その 名 を 呼んで 頭 を 撫でて やります と、 犬 

おど 

が 尾 を 振って 躍り 上る。 かわいそうに、 この 犬が 躍り 

上る と、 米 友 を 抱きす くめて しまう から、 抱きつぶ し 

てし まう おそれが ある。 

不 破の 関守 氏 はこの 体 を 見て 感心して、 


「なるほど、 君 は 愛犬家の 資格 を 備えて いる、 この 犬 

がー 見して 君に なつ くんだ からな、 もっとも 純 日本 産 

の 犬と 違って、 あっちの 犬 は 開けて いる」 

「こり や、 ドコの 国の 犬 だい」 

「これ は、 ドイツと いう 国の 種で、 グレ— トデ ー ンと 

いう 舶来 犬 だそう だ、 デ ー ン だから、 デ ンコゥ とつけ 

たが、 電光石火の 如く 走る という 意味 も 兼ねてい る」 

「あ、 力が あり やが る」 

改めて 来 友 は、 緦を かけ 外して みて、 この 犬の 力量 

を 認識す る。 

「あると も、 この 犬が 三 匹い ると、 百獣の王なる 獅子 


あちらで は ライオン という、 その 獅子と 取組む そうだ 

よ、 犬が 二 匹で 大熊を 退治る そうだ、 まず 犬のう ちで 

いちばん 強いの はこれ だろう」 

「どうして、 どこから 連れて来 たんだ」 

「これ は 泉州堺 から 売りに 来たの だ、 毛唐が 黒船に 載 

せて 大切に つれて 来たの を、 今度、 国へ 帰る ので、 も 

て あまし、 引取り 手 を 探した 揚句が、 ここの 女王 様の 

お気に入り、 早速 引取る ことにな つたの だが、 この 通 

り 可愛 ゆい 奴 だが、 いやはや、 世話 をす る 段になる と 

並大抵 じ やない ぞ」 

「そうかな あ —— 一番、 責めて みてくれ ベえ、 デン 公、 


こっちへ 来い」 

来 友が 先に 立って、 走リ 試みる と、 豪 犬が 勇躍して 

それに 相 従う。 

かくて、 この 大 犬と、 小男と は、 再び 光仙 林の 林の 

中へ 没入して しまいました。 

不 破の 関守 氏 は、 その後ろ 影 を 見送って、 ひとり 眩 

いて 言いました、 

「物 あれば 人 あり、 いい 時に いい 人 を 与えられ たもの 

だ、 デ ンコゥ のお 相手 は あれに 限る、 おかげで 拙者 も、 

お 犬 係り を 免職に なった、 事実、 これから、 当分、 あ 

の 犬の 面倒 を 見なけ り やならん とすると、 考える だけ 


でも 大役だった！」 

十六 

走り去る 小男と、 大 犬の 姿が、 光仙 林の 中に 没入し 

た 後ろ 影 を、 不 破の 関守 氏 は、 ぼつねんと ながめて、 

ひとり 言 を 言って おります と、 後ろから、 

「へ ェ、 こんにちは、 お早う ございます」 

いやにし らっぱ くれた 挨拶 をす る 者が ありまし たか 

ら、 関守 氏が 振 返って 見る と、 三度 笠に 糸楣の 旅慣れ 

た 男が 一人、 小 腰 を かがめて いる。 


「や あ、 がん 君で はない か」 

「ええ、 そのがん ちゃんで げすよ」 

「もう 帰った のか、 なるほど 早い もんだ な あ、 能書 だ 

けの もの は あるよ」 

「へえ、 たしかにお 使者の おもむき を 果して 参り まし 

あおあらしお やぶん 

た、 青嵐 親分 にお 手紙 をお 手渡し を 致して 参りました、 

同時に、 あちらの 親分から こちらの 親分へ、 この 通り、 

お 消息 を 持参 いたして 参リ まし た 」 

「親分 親分 言うな よ、 人聞きが 悪い、 ああ、 これが そ 

の 青嵐 氏からの 返事 —— 十四日 亥の 時、 なるほど 早い 

もの だな あ、 その 足 は」 


「いいえ、 もう 疾うに、 昨夜のう ちに、 こちらまで 参 

上いた したんで げすが、 つい、 御門 前が やかまし いも 

ん ですから、 今朝まで 遠慮いた しゃして ね」 

「何も 昨晚、 この 門前が 格別 やかまし いこと もなかつ 

たはず だ —— はは あ、 あの 犬 だな、 今日の 明け方、 犬 

が 吠え 出した のが 不思 議だ と 思ったら、 貴様が やって 

来たんだ な、 ああ、 それで わかった よ、 それ それ、 そ 

れで 犬が 吠えたん だな、 犬が こわくって、 今まで 近寄 

れ なかった というわけだな、 意気地が ねえな あ、 口と 

足 は 達者 だが、 肝っ玉と きた 日に は みじめな もの だな」 

不 破の 関守 氏から こう 言って からかわれ たので、 が 


ん りきの 百 は 躍起と な つ て、 

あいしょう 

「いや 相性が いけね えんです よ、 とかく、 犬て え 奴 は 

がん ちゃんの 苦手で げして ね」 

「そうだろう、 犬に 吠えられる ような 人相に 出来て い 

る。 今の あの 小男 を 見た か、 あれ は 人徳 を 持って いる 

から、 犬 も おのずから 懐いて、 一見 旧知の 如く、 彼が 

走れば 犬 も 走る、 貴様 は 臭い を かいだ だけで 吠えられ 

る、 つまり、 人格の 問題 だよ、 人徳の 致す ところ だか 

ら 是非 もない、 ちと 見習い 給え」 

じょうだん 

「 冗談 じ や ございま せんよ、 犬に 嫌われた からって、 

人 徳が どうの こうのと 言われ ちゃ あ 埋まらね え、 がん 


としま  しん ぞ 

ちゃん 儀 は 犬に は 嫌われ ますが、 年増 や 新造に は、 ぜっ 

ぴ、 がんち やんで なけり やなら ねえての が、 たんと ご 

ざ いますの さ」 

「馬鹿野郎 —— それ、 涎 を 拭いて。 その 手紙 を 濡ら 

しちやい かん」 

かくして 不 破の 関守 氏 は、 がんりきの 百 蔵の 手から 

一 通の 手紙 を 受取って 封 を 切り、 それ を 読み 読み 住居 

の 方へ 歩いて 参ります と、 がんりきの 百 も、 笠 を 取り 

ござ を 外して、 それにつ いて 来る。 

ひゃくしょうい つき 

「なんにしても、 どちら を 向いても 百姓一揆 てんで、 

たいした 騒ぎで ござんし たよ、 その 中 を いいかげん 


ご ま 

胡麻 をす つて トツ パヒャ 口 をき め やして、 首尾よく 仰 

さんさい 

せっけ 通りの 胆 吹の 山寨へ かけつけ やして、 例の 青嵐 

の 親分に お 手紙のと ころ をお 手渡し 申します てえ と、 

そこへ もはや 一 揆が取 詰めて 来ようと いう 形勢で、 こ 

のま まに 捨てて置けば、 この 山寨は 残らず 占領の、 家 

財 雑 具 は 挙げて そっくり 盗賊の ために 掠奪て な ことに 

なります から、 さすがの 胆吹 御殿の つわもの 共 も 顔色 

は ございません、 ところが、 青嵐の 親分と くるて えと、 

さすが 親分 は 違った もので、 ちっとも 騒がず、 計略 を 

以て 一 揆の 大勢 を 物の 見事に 退却 させて しまいました、 

全く 軍師の 仕事で げす、 わが 朝で は 楠 木、 唐で は 


しょかつ こうめい 

諸葛孔 明と いうと ころで ござんしょう」 

手紙 を ひろげて 立 読み をしながら、 がんりきの 言葉 

を 等分に 耳に 入れて いる 不 破の 関守 氏 は、 

「御大 相な こと を 言うな よ。 だが、 百姓一揆の 颱風 は、 

胆吹 御殿 を それて ど つちの 方へ 行った」 

「まあ、 お聞きな せえ、 一揆の 大勢が いよいよ 胆吹御 

ひと も 

殿 をめ がけて、 一 揉みと 取りつ めて 参ります その 容易 

な ら ざる 気配 を 見て 取った もので げすから、 このがん 

リ きが、 このところに 御座あって は 危うし 危うし とお 

知らせ 致します と、 青嵐の 親分 は 心得た もので、 直ち 

にりゅう とした 羽織袴に 大小と いういで たち、 今 こそ 


浪人 はしながら も、 さすがに 二本差した 人の 人柄 は 違 

いますな、 そのり ゆうとした 羽織袴に 大小で もって、 

御殿に 有らん限りの 金銀 米穀 を 大八車の 八 台に 積ませ 

ましてな、 ェン ヤエ ンャで 景気よ く 一揆 軍へ 向けて 乗 

込ませました、 つまり、 買収、 もしくは 懐柔と いう や 

つなんで げすな、 これ この 通リ 金銀 米穀 をお 前た ちに 

取らせる から、 胆吹山 を 攻める の はやめろ、 攻めた と 

ころで、 新築の 建前が 少々 と、 新田が 少し あるば つか 

リだ、 行こう なら 諸国 大名の 城下へ 行け、 三十 五 万 石 

の彦 根へ 行け、 五十 五 万 五千石の 紀 州へ 行け、 大阪へ 

出たら 鴻池、 住友 —— その他、 この 近国に は 江戸 旗本 


しん ま い 

の 領地が 多い、 新米の 胆吹 出来星 王国なん ぞは 見の が 

せ 見の がせ、 とこうい う 口説なん でげ して、 その 策略 

がすつ かりこう を 奏した と 思いな せえ」 

「なるほど」 

不 破の 関守 氏 は、 手紙より は 会話の 方に 向って 少し 

く 等分が 崩れる。 がんりき は 相 変らず、 自分の 功名 を 

でも 吹聴 する ような 気分で、 

「根が 百姓 一 揆で ござんす からな あ、 金と 穀を 眼の 前 

たち ま 

に 山と 積まれた 日に あ、 忽ち ぐんにゃりの、 よしよ し、 

そう 事が わかり や は あ 何の こと はねえ、 空 家 をぶ つ つ 

ぶした ところで はじまら ねえ、 御 持参の 分捕 物で かん 


べんして やれ、 さあ この 金銀 米穀 を 分け取り だと、 そ 

れ から 分 前と いう 話になる てえ と、 みつとも ねえ 話さ、 

青嵐の 親分が 見て いる 前で、 もう 分 前の 争いが おつば 

じ まった そうでげ すよ、 浅ましい もんです な あ、 百姓 

共 —— 慾から 出た 一揆 なんても の は、 慾で また 崩れる、 

そこへ 行く と、 坊主の 一揆 は 百姓一揆より 始末が 悪い、 

一 向宗の 一 揆 なんての は、 未来 は 阿弥陀 浄土に 生れる 

のが 本望なん だから、 銭金 や 米穀なん ぞは 眼中に 置か 

ねえ、 七生まで も 手 向い を しゃがる、 慾に 目の ねえの 

こわ  てこず 

も 怖い が、 慾の ねえ 奴に も 手古摺る もんです な あ、 親 

方」 


「そんな こと は、 どうで もい い、 青嵐の 親方と、 百姓 

一 揆の 結末 を、 もう 少し 話して みろ」 

「胆吹 御殿へ 向っての 打ち こわし 騒ぎなん ての は、 そ 

れで すっかり 解消して しまいまして、 それから 一揆 共 

ま  えさ 

が、 眼の 前へ 振り撒かれた 餌の 分 前で 同志 討ちが 始ま 

ろうとい うわけ なんだから、 全く 浅ましい もんで げす- 

その 途端に、 御領 主お 代官の 手が 入る てえ と、 さあ こ 

とだ、 一揆の 奴等 あ、 慾で 気の 弛んだ ところへ、 にわ 

かにお 手入れ —— 忽ち 蜘蛛の 子 を 散らす ように 追 払わ 

れ たの は 見られた もの じ やねえ、 無論、 お持たせの 金 

銀 米穀 は 置き っぱなし さ、 その上に 置き ざり 分捕りの 


利息が つこうと いう もの だ。 右の 次第で、 その 場の 一 

揆は 退散いた しゃした が、 さて、 その あと、 知恵者 は 

さすがに 知恵者で、 青嵐の 親方が、 お 手先の 役人と 対 

談の、 持って行った 大八車に 八 台の 金銀 米穀 は、 その 

まま そっくり 御殿へ 持つ て 帰りの —— なお その上に、 

一揆 共が 退散の 時に 置 逃げ をした 大釜 だの、 鍋 だの、 

食い 雑用の 雑品 類、 みんな 胆吹 御殿で 引取りの 上、 勝 

手に 使用いた してよ ろしい、 つまりお 下げ渡し という 

寸法に なつたん ですから、 何の こと はない、 見せ金 だ 

け を 見せて、 それで 利息 をし こた まかせいで 来たよう 

な もので ござんす、 知恵者 は 違います よ、 全く あの 親 


分 は 軍師で げす、 元 亀 天 正なら ば 黒 田 如 水 軒、 ないし 

じょ う 

は 竹 中半 兵衛の 尉と いったと ころで ござんしょう」 


こいつの 報告に も、 キ ザと 誇張 を 別にして、 筋の 通つ 

たと ころが ある。 

十七 

さて、 如上の 事情に よって 綜合して みます と、 伊太 

夫と お 銀 様の 会見 も、 案外 無事に 済んで、 家督の 問題 

も、 すんなりと 解決した らしい。 すんなり とはいえ、 


世間並みに 解決した ので はない、 伊太 夫が 全く あきら 

わがまま むすめ 

めて、 この 我儘 娘の 我儘 を、 このまま 認めて やった だ 

けの ものです が、 他で 心配した ほどの 風雲 も 起らず、 

正 面 衝突 もな く て 無事 に 解決した の は 、 まずまず と 言 

わなければ ならぬ。 

あっせん 

同時に、 取 巻 共が しきりに 伊太 夫に 向って 斡旋した 

山 科の 光悦 屋敷なる もの も、 こうして お 銀 様の 有に 帰 

してし まった ものら しい。 してみ ると、 胆吹 王国が 一 

歩 京洛へ 向って 前進し、 ここに 光仙 林 王国が 新たに 出 

来 上った と 見るべき で、 今 こそ 草創の 際と はいえ、 追つ 

て 本山 は胆 吹より この 地に 移る かも 知れません。 


不 破の 関守 氏が 軍師ぶ り は、 いよいよ これから 冴え 

渡らなければ ならない し、 宇治山 田の 来 友 は、 ここに 

全く 安住の 地 を 得た と si いつべき です。 隣国の 近 江で 

は 死 を 以て 待 たれた この 小 冠者 も、 僅かに 関 一重 越え 

て 来る と、 全く 生命の 安全が 保証され ると いうの は、 

封建 ブロックの 一 つの 有難 さと 言わなければ ならぬ。 

その 日中に なると、 不 破の 関守 氏が、 お 銀 様の 居間 

をお とずれ ました。 弁 信 法師 は、 すでに 姿を消し てい 

ずれに ある や を 知らず、 来 友 も、 がんりき も、 デンコ 

ゥも、 それぞれ この 林内の いずれ かに、 落着く べきと 

ころに 落着かせて 置いて、 関守 氏が 女王 様の 前へ 伺候 


したので あります。 

関守 氏の 手に は、 先刻がん りきの 百の 手から 受取つ 

た 青嵐 居士の 手紙の 一 通が、 無雑 作に 握られて ある。 

そうして、 例の 物 慣れた 口調で  一 くさり、 がんりき 

じきでん 

直伝の 胆吹 留守 師団の 物語 を 語って、 一揆 解消の 青嵐 

居士の 手柄 話にまで 及んだ 後に、 余談と して、 実は 本 

談 以上の 興味 ある 会話に 膝 を 進ませました。 

「そういう 次第で、 天下の 風雲が いよいよ 急 を 告げて 

参りました、 どのみ ち、 この 風雲 は 只で は 納まり ませ 

んな、 どこまで 惨害 を 産む か、 どの辺で 混乱 を 食いと 

める かとい うこと が、 今、 天下 一般の 関心で してな、 


これが 観察 も 区々 ではあります が、 だいたい、 大いに 

乱れる という 者と、 存外 手際よ く 時代が 打開され ると 

こう 見る ものと、 二通り ございます …… 左様、 我々 の 

見る ところでは、 一度 は 大いに 乱れる のじ やない かと 

ひそかに 憂えて みる 次第な のです が、 どんな もので ご 

ざいます か …… 」 

これ は 天下の 形勢 を 見立てる ので、 閑談と して は 桁 

が 大き 過ぎる けれども、 この 時代 は、 ちょっと 心 ある 

人 は 誰も、 天下の 風雲 を 気にしな いもの は 一 人 も あり 

ませんで した。 朝廷と 幕府との 間が どうなる かとい う 

心配と、 日本と 外国との 関係が どうなる かとい う 心配 


と、 この 二つの もの は、 日本の 国民 全体に びんと 迫り 

のつ ぴき 

来る ところの 切実な 課題と して、 退 引 はでき ません か 

ら、 寄る とさわる とこれ が 行末と、 これから その 結着 

と いう ことに 座談が 落ちて 行かない という こと はあり 

ません。 

「 一 度 は 大いに 乱れて、 それから どうなります、 乱れつ 

きりで 応仁の乱の ようになります か、 それとも 早く 治 

ま つ て …… 」 

とお 銀 様 は、 関守 氏の 答案に 追究 を 試みて みました。 

「左様、 いったん は 大いに 乱れて、 それから 後が どう 

なります か、 そこに また 深い 観察が 必要に なって 参り 


ますな、 仮に 王 幕 相 闘う こと、 鎌 倉 以来の 朝家と 武家 

との 間柄の ような 状態に 立ちいたり ましても、 それ か 

ら どうなります か、 容易に 予断 を 許しません、 勤王の 

方 は、 西南の 雄 藩が 支持して おりまして、 これが 関ケ 

原 以来の 鬱憤 を 兼ね、 その 潜勢力 は 容易な もので は あ 

りません、 幕府の 方 は、 なにしろ 二百 数十 年の 天下で 

も、 人心が 萎え、 屋台骨が 傾いて おります から、 気勢 

くちき 

に 於て、 すでに 西南に 圧倒され て、 あと は 朽木を 押す 

ばかりと なって いると は 申します が、 関東 だからと 申 

しました とて、 なにしろ 武力の 権 を 一手に 握り、 家康 

ふだい とざま  えんご 

が 選定した 江戸の 城に 根 を 構え、 譜代 外様の 掩護の ほ 


かに、 八 万騎の 直参 を 持って いるので すから、 そう 一 

朝 一夕に 倒れる という わけに はいきます まいから、 当 

分 は 大いに 乱れて、 両方の 勢力 互角 —— つまり、 日本 

が 東西に わかれて 長期戦になる、 昔の 南北朝 を 方角 を 

換えて 規模 を 大きく したよう な ことにな り はしない か 

識者 は 多く はそう 観察して、 その 成行き を 最も 怖れて 

いるので すが、 全国の 大小 名 も、 今のう ち 早く 向背 を 

きめて 置かぬ と 後日の 難と なる、 そういう わけで、 旗 

印 を 塗り かえて いるの も あれば、 ボカして いるの も あ 

る、 そこで 旗色の 色 別け は ほぼ わかって 来て いるよう 

です が、 どのみ ち、 一度 は 大いに 乱れて 日本が 二 大勢 


ちまた 

力の 争いの 巷と なる、 こう 覚悟 をして いなければ 噓 

でしよう」 

と 関守 氏 は 能弁に 語り ましたが、 これ は 関守 氏 を 待つ 

て、 はじめて 下さるべき 卓抜の 見識で もなんでも あり 

ません。 

当時の すべての 人 は、 このぐ らいの 憂慮と 見識と を 

持って いるに 拘ら ず、 物語の 順序と して、 この 常識の 

前置きから 始めた ものでしょう。 そうするとお 銀 様が 

一 度 はうな ずいて、 それから 一 歩 を 進ませました。 

「二 大勢 力と いう けれど、 今日は 鎌倉時代の 昔、 王家 

と 武家と いう 単純な 二 つの 区別 だけで は 済みますまい 


ね、 大義名分 からします と、 その 二つし か 差別 はない 

ようであります けれども、 今 はこの 二つの 大きな 勢力 

の ほかに、 また 一 つの 見の がして ならない 大きな 力が 

あります、 それ は 外国の 力ではありません、 国内 だけ 

に 限っての 見方と しても、 勤王と 佐幕の ほかに、 見の 

がして はならない 大きな 勢力が ある こと を 忘れて はな 

ら ない、 とわたく し は 思います」 

お 銀 様から、 改まって こう 見識 を 立てられ ると、 不 

破の 関守 氏が、 いささか 当惑して しまいました。 

十八 


勤王、 佐幕の 二 大勢 力の ほかに、 隠れた る 一大 勢力 

と は 何ぞ、 これ を 外患と せず して、 国内 だけに 見る と 

何と 表明して よい か、 実質的に 言えば、 関守 氏 ほどの 

聡明 人が、 感得し ない はずはありません が、 それ を 瞬 

間に 答える ことに 戸惑い をした ものです。 

「その 隠れた る 一大 勢力と は、 何 を 指して おっしゃい 

ま 19 力」 

「それ は 言わず と 知れた こと、 経済の 力なので す、 砕 

けて 言えば お金 持の 勢力な のです、 勤王に も、 幕府に 

も、 武力 はありましょう、 人物 もありましょう、 遺憾 


ながら、 ド チラに もお 金が ありません、 武力が 整い、 

人物が 有り余っていても、 お金がなければ 仕事 をす る 

ことができません、 この 力 を 無視して は、 天下 を 取る 

こと はでき ません ね —— それが 一 つの 勢力で はあり ま 

せんか」 

ごもつ と 

「御尤も」 

不 破の 関守 氏が お 銀 様の 見識に、 即座に 膝 を 打った 

こと は 申す まで もありません。 お 銀 様 はちつ とも 騒が 

ず、 おもむろに 数字 を 以て、 当時 天下の 長者と いわれ 

る 家々 の 実力 を、 実際の 上から 論 歩 を 進めて 参り まし 

た。 江戸で 三 井、 鹿 島、 尾 張屋、 白木、 大丸 といった 


ような、 大 阪で鴻 池、 炭屋、 加 島屋、 平野 屋、 住友 I 

I 京の 下 村、 島 田 —— 出 羽で 本 間、 薩 摩で 港屋、 周 防 

の 磯部、 伊勢の 三 井、 小津、 長 谷川、 名 古屋の 伊東、 

紀 州の 浜 中、 筑 前の 大賀、 熊 本の 吉 文字 屋 —— 北は津 

軽の 吉尾、 松 前の 安武より、 南 は 平 戸の 増 富ら に 至る 

までの 分限 を 並べて、 その 頭の よい ことに 関守 氏 を 敬 

服 させた 後、 

「それです から、 ここに 相当の 金力の 実力 を 持って い 

る 者が ありと します と、 たとえば 三 井と か、 鴻池 とか 

いう 財産の ある 大家の 中に、 先 を 見と おす 人が あって、 

これ は 東方が 有望 だ、 いや 西方が 将来の 天下 を 取る と 


いうよう な こと を、 すっかり 見と おして 置いて、 その 

きん 力た 

どちら かに 金 方 をし ますと、 その 助け を 得た 方が 勝ち 

ます、 勝って 後 は、 そのお 金 持が いよいよ 大きくな り 

そむ 

ます —— それに 反 かれた もの は 破れ、 それが 力 を 添え 

たもの が 勝つ、 戦争 は 人に させて 置いて、 実権 はこれ 

が 握る、 実利 はこれ が 占める、 政府 も、 武家 も、 金 持 

に は 頭が 上らぬ という 時節が 来 はしない か、 わたし は 

それ を 考えて おりました」 

「御 説の 通りで ございます —— そこで、 金 持に 見 透し 

き 

の 利く 英雄が 現われ ますと、 天下取りの 上 を 行って、 

この 世 を わがものに する、 という 手 もあります が、 間 


違った 日に は 武家と 共に 亡びる、 つまり 大きな ャ マに 

むね 

なる から、 堅実 を 旨と する 財閥 は、 つとめて 政権 争奪 

に は 近寄らない、 近寄っても 抜き差しの できる ように 

して 置く、 さりと て、 その 機会 を 外して、 みすみす 儲 

かるべき もの を 儲けぬ の は 商人 道に 外れます から、 時 

代の 動き を 見て、 財力の 使用 を 巧妙に しなければ なら 

ちまなこ 

ない、 天下の 志士 共 は、 今、 政権の 向背に ついて 血眼 

になって おります が、 商人と いわず、 財力 を 持つ もの 

も 懐ろ 手 をして 油断 をして いる 時ではありません、 こ 

こで 油断 をす ると 落伍す る、 ここで 機 を 見て 最も 有効 

に 投資 をして 置く と、 将来 は 大名 公家の 咽喉 首 を 押え 


て 置く ことになる —— ところでお 嬢 様、 三 井、 鴻 池な 

どの 身の ふりかた は ひとごと、 これ を あなた 様 御自身 

に 引当 ててごらん になる と、 いかがで ございます、 こ 

のま ま 財 を 抱えて、 安閑と して 成る がま まに 任せて 

けんこんい つてき 

お置きになります か、 但し は、 ここで 乾坤一擲 —— 」 

不 破の 関守 氏が、 つまり 今までの 形勢 論 は、 話の 筋 

を ここまで 持つ て 来る 伏線で ありました。 

事実上、 この 怪 婦人 は、 今や 相当 犬なる 財力の 主人 

としての 実力 を 持って いる。 この 実力 をい かに 行使せ 

しむべき かが、 関守 氏の 腕の 振い どころ でなければ な 

らぬ。 


しかし、 お 銀 様と して は、 極めて 虚心 平気な 答弁 を 

以て これ を 受け止めました。 

「わたくし は、 ド チラに もっかない つもりです、 わた 

し は ャマを 張って、 目の 出る 方へ 賭ける というよ うな 

好奇心 を 持ちません、 当り さわりの ない ところで、 自 

分 相当の カを尽 す、 といっても、 安閑と して 成る がま 

まに 任せ、 思いつき ばったりに 濫費 をして それで 足れ 

リ とも 思いません、 もし 私に 取る に 足る だけの 財力が 

ありと しましたならば、 最もよ ろしき 方法に よって、 

自分 も 使いたい、 人に も 使っても らいたい と 思う ばつ 

かりです、 自分で 理想の —— 好む ところの 事業 を やる 


ことに は、 胆 吹の 経験で、 いま 考えさせられ ている こ 

とが あるので す、 ここへ 来たの を 機会と して、 事業と 

いう ものに 見直し をし なければ ならない と 考えて いる 

ところで、 実は その 点に 就いて、 とりあえず、 あなた 

の 意見が 聞きたい と 思って いたと ころな のでした」 

「拙者の 本 志 も そこに あるので ございました、 あなた 

様が、 父上から 得られた 新たな 財力の 保管と、 その 使 

用 方法に 於て は、 私に も 重大な 責任 も あり、 同時に 遠 

慮な く 申します と、 相当の 興味 も 持って いるので ござ 

いまして、 財 を 保護す る は 当然 だが、 同時に、 これ を 

殺して はいけ ない という こと も 考えまして、 それで、 


あれよ、 これよ ともく ろんだり、 計算した りして みま 

したが、 その 計画のう ちの 一 つ を、 御 参考までに ここ 

で 申し上げ てみたい、 無論、 御 採用になる とならぬ は、 

ぎょい 

あなた 様の 御意の ままで、 お 気に 召さなければ、 第二、 

第三と、 幾つで も 立案して ごらんに 入れます つもり。 

その 第 一 案 を 申し上げて みます ると —— この 第 一 案と 

申します の は、 第一 等の 立案と いう わけで は ございま 

せん、 最初、 第一に 思いつい たという 軽い 意味の もの 

でございますから、 そのお つもりで …… 」 

「遠慮なく 申し聞かせて いただきます」 

「まず、 この 山 科の 光悦 屋敷、 改めて 申します と 光仙 


林 をお 手に入れ ましたの を 機縁と 致して、 こういった 

ような 計画 はいかが で ございましよう」 

光仙 林 をお 銀 様の 手に 帰せ しめたの も不 破の 関守 氏、 

これ を 根拠地と して、 お 銀 様 をして、 何事 を か 為さし 

めんと する のも不 破の 関守 氏であります。 

十九 

ここで、 不 破の 関守 氏の 提案と いう もの は、 次の よ 

うな 内容で ありました。 

この 山 科 屋敷が 手に入った を 機会と して、 ここで 国 


宝、 或いは 重要 美術に 準ずる 書画と 骨董 &を 大量に 蒐 

集して 置きたい という 極めて 罪のない 事業であります。 

それと いうの も、 前提の 天下の 形勢 論が、 やはり 基 

礎 を 致して いるので ありまして、 どのみ ち、 天下が 大 

いに 乱れる 時 は、 京都の 地が その 颱風の 眼になる こと 

は、 日本の 従来の 歴史 を 見ても 明らかな事実 である。 

天下が 大いに 乱る る 時 は、 人民の 生命 財産が 保証され 

ない こと も 当然 明白で ある。 親しく 身 を 兵刃の 中に 置 

くこと は 武士の つとめで ある。 地方の 人民 は、 この 武 

士に 兵糧 軍費 を 提供したり、 徴発され たりす る。 工人 

は、 その 武士に 武器と 武装 を 提供す る ことに 忙殺され 


る。 そこで 商人 もまた、 その 害と 益と を 受ける 方面が 

出来て くる。 兵 は 戦う こと を 主と し、 人 は 生きん こと 

を 主と する。 治まれる 御世に 於て は、 人の 生命 は 衣食 

住に よって 保証され る けれども、 戦乱の 時 はまず 住 を 

失い、 次に 衣 を 失い、 最後の ものが 辛うじて 食に あり 

つ いて 生きよう とする。 

いとま 

生活に 直接した ものの ほか は 顧みる に 遑 がない。 

そこで、 戦乱の 度 毎に まず 災害 を受 くる もの は 文化の 

花で ある。 文学で あり、 美術で あり、 建築で あり、 ェ 

芸 である。 保 元 平 治 以来、 戦乱に よって 失われた 日本 

の 文化の 最上の 産物の 残れる もの は、 失われた ものよ 


り 多い かも 知れない。 

きた 

来るべき 公武の 正面衝突の 後に、 また 世界が 応 仁の 

あげ ひば リ 

昔に なり、 都が 野原に なって 楊 雲雀 を 見て 歎く 時代が 

さかのぼ 

来ない と 誰が 保証す る。 更に 遡 つて、 保 元 平 治の 乱 

どうとう がらん 

となり、 両六 波羅の 滅亡と なって、 堂塔 伽藍 も、 仏像 

経 巻 も 挙げて 灰燼に 帰す るの 日が なしと 誰が 断言す る 

—— 不 破の 関守 氏 は 仮り に その 時 を 予想して いるので 

ある。 そうして 今の うちにめ ぼしい 美術品 を、 最も 合 

法的に、 集める だけ 集めて 置きたい というので ある。 

そうして、 この 山 科の 光仙 林に 倉庫 を 構えて 蓄 蔵して 

置く。 ある もの は胆吹 山まで 持 越して 隠して 置く。 そ 


れ をす るに は、 京都に 近く、 奈 良に 近く、 滋賀と 浪速 

と を 控えた この あたりが、 絶好のと ころで あり、 今の 

時が 絶好の 時で ある。 

こうして、 あらかじめ、 国宝と、 それに 準ずる 重要 

美術品 を 集めて 置く こと は、 つまり、 国家に 代って こ 

れを 保護す る 役目に もなる。 関守 氏と して は、 個人の 

趣味 を 満足せ しめ、 その 蒐集 慾 を 満喫す る ことになる 

の だが、 その 結果 は 放漫に 終る ので はない —— という 

こと を 能弁に 任せて、 こまごまとお 銀 様に 向って 説き 

立てる のであります。 

それが わからな いお 銀 様で はない。 関守 氏の 提案 は 


ことごとく 嘉納 せられて、 女王 は その 財産の 若干 を こ 

いと  いんきょ 

れに 向つ て 支出す る こと を 厭わない 允許 を 与えました _ 

そこで、 関守 氏 も 大いに 会心の 思い をし ました。 

今まで は 自分の 小 使 銭 を やり 繰って、 相当 掘 出し物 

をして 喜ぶ 程度の 趣味 慾で ぁリ ましたが、 今度の は少 

なくと も 国家的の 見地から、 潤沢な 資本 を 擁して、 大 

量 買収 を 行う ことができる という ものである。 もとよ 

かよう 

り、 斯様に 時勢 を 憂えて いるもの は 関守 氏に 止まらな 

きた 

いから、 来るべき 乱世の 世 を 予想して、 自家の 財産の 

処分に 取 越し 苦労 をして いる 大家と いう ものが いくら 

も ある。 露骨に 言えば、 思いの外の 名門 高 家で も、 今 


のうちに 内々 財産 を 処分して 置きた が つ ている もの も 

相当 ある こと を、 関守 氏 は 疾うに 打算して いるの みな 

らず、 その 知識の 限りで は、 ドコ にどう いう 名 宝 名品 

があって、 それ は 買収が 可能 か 不能 かとい うことまで、 

相当、 当り をつ けて いるので す。 

ととの 

ですから、 一 朝 資本が 調えば、 あと は 洪水の 如く 水 

が 向いて 来る。 そのこと を 考えて、 とりあえず、 この 

広い 光仙 林の いずれ かに、 隠し 倉庫 を 建築し なければ 

ならぬ。 その 設計 も、 早 や 相当 プランが 出来て いる。 

蒐集の 順序 方法に 於て は、 ここの 光悦 屋敷の 名 を 因縁 

として、 まず あらゆる 光 说物を 集める という ことから 


発足したい。 さる 光悦 ファンの 金 持が あって、 光悦に 

関する 限り、 価 を 惜しまず 名品 を 集めたい という 触 込 

み を 先触れと して、 それに 準じて 光悦 以上、 光悦 以下、 

或いは 光悦 以前、 光悦 以後に 及ぼそう という 段取り ま 

でが、 ほぼ 科学的に 関守 氏の 胸に 疾 うから 浮んで いる。 

こうして、 お 銀 様に 進言 をして 嘉納され た 関守 氏が、 

御殿 を 出て 来る と、 そこで、 接 心 谷の 方へ、 とぼとぼ 

と 歩んで 行く 弁 信 法師 を 発見し ました。 

二十 


山 科の 里に 於て こそ、 こういう 閑居 も 有り得る し、 

閑談 も 行われる のであります が、 ホンの 一歩 を 京洛の 

線に 入れる と、 天地 は 悽愴を 極めた ものであります。 

悽愴と 言った ところで、 それ は 天が 悽愴 で、 地が 殺 

気 を 含んで いる だけで、 人家 並みに は 何の 異状 もない 

のです。 異状がない のみ か、 見よう によって は、 京洛 

の 天地に 人間 景気が 湧いて いる。 心 ある 人 は 世の 成 行 

きを 憂え もし、 怖れても いる けれども、 京都が 歴史に 

現われた 時の ように、 保 元 平 治の 恐怖 時代で もな けれ 

ば、 木 曾 乱入の 壊滅 状態に 陥って いる わけで もな し、 

また、 応仁の乱の 前後の ように、 都の 中が 兵火で 焼却 


され、 八 万 二 千の 餓死 者が 京都の 巿 中に 曝された と 

いったよ うな 現実の 体験 は 少しもな く、 全国の 諸侯 は 

きそ 

競って ここへ 集まる につれ て、 諸般の 景気 はよ くなる。 

幕末 インフレの 景気 を、 京都が ひとり 占めに している 

といった ような もので、 時代の 中心 は、 江戸 を 離れて 

京都に 帰って しまった ような ものです から、 未来と 将 

来と に 思い を 及ぼさない 限り、 京都の 巿場は インフレ 

の 天地であります。 

そうして 景気と いう ものの 前兆 も、 現 証 も、 まず 花 

ゆうかく 

柳界に 現われた もの だから、 京都の 遊廓の 繁昌と いう 

ものが、 前例 を 越えて いると いうの もさ も あるべき 事 


です。 

そこで 当然、 日本 色里の 総本家と 称せられた 島 原の 

廓 はいよ いよ 明るい。 今宵 も 新撰 組の 一 まきら しい 

すみ や 

のが 大 陽気に 騒いで 引 揚げた ことの あとの 角 屋の新 座 

敷に、 通り 者の 客の 一人が 舞い込んで いる。 この 人の 

むら まさ 

あだ 名 を 俗に 「村 正」 と 言って いる。 士分に は 相違な 

いが、 宫方 か、 江戸 かよく わからない。 江戸 風に は 相 

違ない が、 さリ とて、 生え抜きの 江戸つ 児で ない 証跡 

は 幾つ も ある。 遊び 方 は あんま リア クが 抜けた とはい 

えない が、 「村 正 どん」 で 相当 以上に 持てて いる。 村 正 

といえば、 相当の 凄味の ある 名で は あるが、 この 通 客 


は あんまり 凄味の ない 村 正で、 諸国 浪人 や、 新撰 組 あ 

たりへ 出入りの とも 全く 肌合いが 違い、 まず 体の いい 

お洒落に 過ぎない。 

しかし 剣術の 方 は 知らないが、 学問 だけ は なかなか 

ある。 ちょいちょい 脱線した ところ を 見る と、 洋学が 

かなり 達者な ようで ある。 多分 その 洋学で、 多分の 

実入りが あると 覚 しく、 金 廻り はかなり よろしく、 使 

いぶり も 悪くない。 それが 「村 正 村 正」 で 持てる の は、 

人柄 そのものが、 村 正 そのものの 名から して 起る 凄味 

と は 縁が遠い 男で あるに かかわらず、 さしてい る 刀 だ 

けが 自墁の 「村 正」 であると いうと ころから、 あたり 


が 「村 正 村 正」 ともて はやした というに 過ぎない。 事 

実、 村 正 を 差して いると 自分から 花柳界へ 触れ込む 男 

なん ぞに、 そんな 凄 いのはな いはず。 

この 男 は、 勝負事 —— といっても 当事 流行の 真剣 白 

刃の それで はない、 一月から 十二月までの 花と 花と を 

合わせて 遊ぶ 優に やさしい 勝負事が 大好きで、 勝った 

時 はいいが、 負けて すっからかんに なると、 ドタン 場 

で 自慢の 「村 正」 を 投げ出し、 さあ、 これ を 抵当に 取つ 

て 置いて くれ、 祖先伝来の 由緒 ある 刀 だ、 位負けが す 

ると 祟りの ある 刀 だ、 承知の 上で これ を 引取って もら 

いたい —— と 出る ので、 普通の ものが ォゾケ を ふるう _ 


くリき 

その 「村 正」 の 功力に よって、 急場 を 逃れる に 妙 を 得 

ている。 そこで、 人が 呼んで 村 正と いう、 至って 罪の 

ない 村 正であります。 血 を 好まない 村 正、 銭 を 好む 村 

正です から、 たいした こと はない のです。 

こども 

この 村 正が、 角 屋の新 座敷へ、 今日は 多くの 雛妓 (す 

なわち 舞子) を 集めました。 

雛妓 に、 話したい こと を 話させて、 自分が それ を 聞 

いて 興に 入る という 遊び 方で、 それだけ ならば、 かな 

リア クが 抜けて いるが、 その 次が 油断が ならない。 

「さあ、 今晩は みんなして 思い入れ 怖い 話 を して ご ら 

くじびき 

ん、 そうして、 一 つ 怖い 話 をしたら 籤引で 一人ず つ、 


みす  ま 

この 花 籠 を 持って 御簾の 間まで 行って、 これ を 床の間 

に 置いて おいで —— J 

「まあ、 怖い」 

「いちばん 怖い 話 をした 人と、 それから いちばん 上手 

に 花 籠 を 置いて 来た 人に、 村 正のお じさんが、 すてき 

ご ほう び 

な 御 褒美 を 上げる」 

「わたし、 怖い 話 を 知らない」 

「わたし、 怖い ところへ 行けない」 

「怖い 話って、 お化けの ことでしょう」 

彼等 は、 村 正のお じさんの 懸賞に は 相当 気乗りが し 

ている けれども、 怖い！ お化け！ となると 尻 ごみ 


を しないの はありません。 

「意気地がない ね、 そんな 意気地のない 話で、 よく 

壬 生 浪人の 傍へ 寄れた もんだ」 

「でもね え  <  間と 化け物と は 違う わよ」 

「そうよ、 人間と 化け物と は 違う わよ」 

「でも、 化け物に 取って 食われた という 人 は あるまい 

が、 壬 生の 浪人に 斬られた という 人 は 山 ほど ある、 そ 

の 壬 生の 浪人 を 相手に して 少しも こわがらない お前た 

ちが 、あり もしない 化け物 を 怖がる と は理に 合わない」 

村 正のお じさんから からかわれて、 はじめて 一 人の 

雛妓 が、 


「ああ、 わたし、 怖い 話 を 知って る わよ」 

眼の すずしい、 丸 ぼち やの 可愛らし いのが、 声 を は 

が つ しょう 

ず ませて 合掌 の 形 をして 見せました。 

これらの 子供 は 島 原の 太夫の 卵と 見るべき もの だか 

ら、 その 言葉 も 優 にやさし い 京 言葉 でなければ ならな 

いが、 ここ は 新 座敷の こと だから、 新しい 形式の、 ほ 

ぼ 標準語で、 あどけない 話しぶ り。 

へたに、 どす、 おす、 おした、 おへん の 語尾 を 正し、 

だ を やとし、 せ をへ としたり、 京 言葉 を 遣わせな いと 

ころが、 新 座敷の 身上 かも 知れぬ。 


二十 一 

「九重の 太夫さん が、 自害 をな された お 話、 それと あ 

せり ざ わ 

の —— 芹 沢の 隊長さん が 殺された、 あの 前の 晚の話 I 

I」 

まいこ 

一 人の 可愛 ゆい 舞妓が、 振袖の 脇の 下から 手 を 出し 

て 合掌しながら 語り 出した ので、 一 座が しんと 引締っ 

た 時、 村 正のお じさんが、 得た リと、 床の間に 幾つ も 

置き 並べられた 手提げの 花 籠に 目 を くれながら、 

「さあ、 怖い 話の 皮切りが 出た な、 すると、 花 籠 を 持つ 

て 行く の は 誰？」 


「いや！」 

子供の 残された 全部が 否認 を 唱える。 

「いやと は 言わせぬ よ、 さあ、 この 籤 をお 引きなさい、 

短い の を 引当て た 人から 順、 いちばん 長いの を 引いた 

こごと 

人が いちばん 最後、 中途で 逃げた 人 は あとでお 叱 言 を 

言う、 首尾よく やり遂げた 人に は 御 褒美、 そうだな あ、 

まず その 御 褒美から 先にき めて 置こう、 こうと、 一 等 

賞に はこの 村 正の 刀 —— 」 

「そんなお 腰の物なん ていらない わ、 女が 大小 をいた 

だいた つ てなん にもなら ない わ」 

「では、 第一 等に 懸賞金 五両 II では 安い かな、 よし、 


拾両」 

と 言って、 幾 ひらかの 黄金の まぶしい の を 白い 紙に の 

せて、 そこへ 置く と、 これに はさす がに 誘惑の 色が 動 

きら  えいよう  まね 

いてく る。 まことに 綺羅 を 飾って 栄耀の 真似 はして い 

る けれども、 これらの 子女、 いずれも 好き このんで こ 

の 里へ 来て いるもの はない。 ここに 今、 村 正のお じさ 

んが 並べた 山吹色の ものに 欠乏 を 感じ たれば こそ、 親 

や 兄妹に 成り 代って、 この 里に 流動して 来て いる 者 共 

とひら  ゆえん 

である。 拾片の 黄金の 貴重なる 所以 を 知らぬ 者と て は 

ない。 誘惑の 色が 動いた の を 見て、 村 正のお じさん は 

透かさず、 


「第 二等賞に は、 金 緞子の 帯 —— 第三 等に は 友 禅の 

じゅばん 

襦袢」 

いずれ をい ずれと しても、 彼等の 誘惑の 好餌なら ぬ 

もの はない。 でも、 さすがに、 御 褒美に 目が くらんで、 

手の うら を 返す ように 主張 を 翻した とあって は、 この 

里の 名折れ、 女の 意地の 恥と でもい つたよう なみえが 

とみ 

あって か、 頓には 言い出で ない が、 形勢た しかに 動い 

たりと 見て、 

くじ  こども 

「さあ、 籤 をお 引き、 島 原の 舞子と もあろう ものが、 

この 期に 及んで、 お化けに うしろ を 見せて は どむなら 

ん」 


「では、 あなたお 先に」 

「いいえ、 あなたから」 

「あたし、 長いの が 当ります ように」 

「あたし、 籤の がれの 神様が お立ちなさい ますよう に」 

「あたし、 いちばん 長いの、 でなければ、 その 次の 長 

いの を 下さいます ように、 妙 見様」 

こんな こと を 言いながら、 一本 抜き、 二 本 抜き、 と 

うとう 十二 本の こよりの 籤が 残らず、 おのおのの 舞子 

の 手に 渡りました。 

「ああ、 朝霧さん がいちばん 短い」 

「夕陽さん がいちばん 長い」 


さば 

当座の 運命の 神様の 手に 捌かれた 十一 一本の 長短の 順 

位 は、 おのおのの がるべく もない。 

すでにの がるべく もない と 自覚され てみ ると、 いま 

さら 愚痴と 不平と は 禁物であって、 おのおの その 運命 

に 懸命の 努力 を 以て 追従 せんと はする。 

そこで、 最初に 皮切りの、 眼の すずしい、 丸 ぼち や 

の 口から、 ァラ ビヤン ナイトの 第一 席が はじまろうと 

する 

「ずっと 昔の ことよ、 ずっと 昔と 言っても、 桃 太郎さ 

んゃ 花咲 爺さんの 時分で はな いこと、 それから 比べ る 

と 新しい わね、 もう 何年ぐ らいになる か 知ら、 五 年ぐ 


みす  ま 

らいでしょう、 その 時分に あの 御簾の 間のお 部屋で 大 

変が あつたと さ」 

「どんなに 大変だった の」 

「いいから、 話さないで 頂戴、 それから さき 聞く こと 

いらない」 

と 言って、 ついと 立ち上つ たの は 一番 籤 を 引いた、 朝 

ちゃんと いう 子で ありました。 

同じ コ ワイ 思い をす るく らいなら、 耳 をふさいで、 

眼 をつ ぶつ て 立った 方が いいと 思った のでしょう。 こ 

れ から 進行す る 会話に よって、 怖い 思いの 加速 を させ 

られ るより は、 聞かないで、 無我夢中で、 ぶっかって 


みた 方が よい、 と 朝ち やん は 花 籠を宙 にさげ、 清水の 

舞台から 飛んだ つもりで、 廊下 伝いに 飛び立って しま 

いました。 

果して、 この 初 一番の 花 籠 を、 御簾の 間の 床に 置い 

て 来られる か、 あるいは 途中で 棄権して 逃げて かえつ 

て 来る か —— 待って いる 十 人の子 供 は 固唾をのんで、 

さて、 自分の 番に 廻つ て 来る ことの 予感が 高まる から、 

う つ かりと 評判 をす る こと もで きません。 

二十 二 


村 正のお じさん は、 にゃにゃ として、 懸賞金の 目録 

の 追加 を こしらえようと、 紙 入 を 取り出して いると、 

かたことと 廊下 を 歩む 朝 ちゃんの 足音、 しばらく は 聞 

えていた のです が、 それが 聞え なくなって、 ほんの 少 

しの 間、 

「キヤ ッ」 

という 声が、 その 方面で 起った ものです から、 こちら 

の 同勢が 聞いて、 震え 上って、 また、 

「キヤ ッ」 

と 叫びました。 

向う は、 何 かに 驚かされ たか、 そうでなければ、 疑 


心 暗 鬼に やられた ものに 相違ない が、 こちら は、 無事 

なのに、 ただ 先方が 「キヤ ッ」 と 言った から、 電流に 

打 たれた ように、 それに 反応して 「キヤ ッ」 と 叫んだ 

どうてん 

までです。 舞子た ち は、 それと 共に 重なり合って 動顚 

した けれど、 村 正のお じさん は 結句お もしろ がって、 

「何 か 出た か」 

「朝 ちゃんが キヤ ッと 言いました」 

「何 か 出た な」 

「怖い …… 」 

その 押 問答のう ちに、 息せ き 切って、 ほとんど 命 か 

ら がらの 体で 逃げ かえって 来たの は、 いま 出て 行った 


朝ち やんで す。 

「どうしたの？」 

「何が 出た の？」 

「出た の？」 

でも、 そこへ 来る と、 気絶して 水 を 吹き かけな けれ 

ば 正気の 取 戻せない ほどではありませんでした。 寄つ 

てた かっていた わると、 朝ち やん、 

「ああ、 しんど」 

「どうしたの」 

「あの 御簾の 間のお 座敷に 幽霊が おりました」 

「幽霊が I 」 


「あい」 

「幽霊が 何 をして いた」 

ごし ゆ 

「御酒 を 召 上 つ て」 

「酒 を 飲んで？」 

「はい、 九重 太夫 様 を 殺した あのお 武家の 幽霊が、 た 

しかに いたのよ」 

「そんな はず はない よ」 

「いたわよ、 行って ごらんなさい」 

あんどん  かれす すき 

「それ は 行燈の 変形 だ、 枯薄を 幽霊と 見る ような も 

の だ、 では、 だれか 行って 見届けて おいで」 

村 正のお じさん は、 改めて 一 座 を 見廻した けれども、 


こうなる と 誰あって、 進み出で ようとす る もの はない 

聞いた だけで、 唇 を 紫に して、 本人の 朝 ちゃんよりも 

昂奮した 恐怖に 襲われて いる 子 さえ ある。 

「では、 みんなして 揃って 行って、 あらためて 見て 来 

て ごらん、 今時、 お化け だの、 幽霊 だのなん ていう も 

ちょうちん  ふすま 

のがあろう はず はない、 提灯 か、 行燈 か、 襖の 絵で 

も 見 ちがえた のだろう、 そうでなければ、 まか リ 間違つ 

て、 誰か、 あたりまえの 人が、 あたりまえに 酒 を 飲ん 

でいた だけの ものだろう、 みんな 揃って、 たしかに 見 

届けて おいで」 

それでも、 我れ 行こうと いう ものがない。 


「そんなに 言うなら、 おじさん、 自分で 行って 見て ご 

らん、 もしお 化けが いたら、 その 村 正の 刀で やっつけ 

ておしまい なさい」 

「それが いい わ、 おじさん をお やりなさい」 

「おじさん、 ひとりで 行って、 調べて みて ごらんな さ 

い、 そうすれば、 わたしたち、 あとから 揃って 見 分に 

行く わ」 

「さあ、 おいでな さいよ」 

「弱虫！」 

「村 正のお じさん、 腰が 抜けた わよ」 

「お立ち」 


子供た ちが 寄って たかって、 このお じさん を 担ぎ 上 

げ ようとす る。 こうなる と、 どうも、 どうやら 自分が 

じょうろう ども 

腰 を 上げて、 上 藤 共 のために 迷信 退治 をして やらず 

ばなる まい、 と 観念して、 村 正のお じさんなる ものが 

不承不承に 腰 を 上げる と、 子供た ちが、 やい の やい の 

と 言って、 廊下へ それ を 突き出す。 村 正のお じさんな 

る もの を 廊下へ 突き出し ておいて、 自分た ち は あと か 

ら、 そろそろ ついて 来る かと 思う と、 ぴったりと 障子 

を 締めき つて、 火鉢の 周囲へ かたまって しまう。 テレ 

きった 村 正 どん は 障子の 外で、 

「よし、 じゃあ、 おじさん はさきに 行って、 もし 怖い 


者が いたら、 退治る から、 お— いと 呼んだら、 みんな 

して 御簾の 間に 集まって 来る の だぞ、 いい か」 

隠れん ぼの さがし 手に 廻され たような 気分で、 村 正 

どんが 廊下 をみ しりみ しりと 渡って、 暗い 中 を 手 さぐ 

リ をしながら、 やがて 御簾の 間まで やって来ました。 

二十 三 

入口で、 はっと、 軽く 物に つまずいた、 というより 

は、 軽い 物が 足に さわった ばっかりに、 それ を 蹴飛ば 

すと、 それ は、 朝霧が たったいま 持って来た 花 籠の 一 


つ。 

だが、 なるほど —— これ は 必ずしも 疑心暗鬼 という 

やつで はない らしい。 御簾の 間の 入口に 来て 見る と、 

たしかに 人の 気配が する よう だ。 

あ  ま 

はて、 当分 はこ こ は 開かず の 間 だと 聞いて、 あら か 

じめ 子供 遊びの 舞台に 申し入れて 置いた のに、 意外に 

客が 引いて ある。 臨時に そうな つたの か、 あるいは、 

酔 客の 戸惑い か、 いずれにしても、 部屋 も 廊下 も 真暗 

なのに かかわらず、 暗中に 人が あって、 しきりに うご 

めいている こと は 確かな のです。 

「誰かい るの かい」 


と 村 正のお じさんが 駄目 を 押しつつ、 一歩、 入口の 戸 

前にた た \ィ んで 見る と、 

「う ー ん、 酔った、 酔った、 女が 欲しい よ、 女 を 連れ 

て 来ない か、 女が 欲しい」 

らんすい 

こう 言って、 夢中で うめいて いる。 果して 爛 酔の 客 

が 戸惑いして、 のたり 込んで いたな、 厄介者 だが、 処 

分 をして やらず ばなる まいと、 お節介 者の 村 正 どん は 

一 歩 足 を 踏み入れて、 

「戸惑い をな された な、 ここ は 御簾の 間で、 開かずに 

なって いる、 お 部屋 は どちらで、 連 衆 は？」 

と、 おどす ように 言い かける と、 


「いや、 戸惑い はいたさぬ、 御簾の 間 を 所望で 来た 身 

じ や、 酩酊 はした が 待ち人が 遅い —— ああ 酔った、 酔つ 

た、 こんな 酔った こと は 珍しい、 生れて 以来 だ、 まさ 

に 前後 も 知らぬ 泥酔 状態 だ わい」 

爛 酔の 客が、 またも かく 言って 唸り 出した。 その 気 

配 を 見る と、 部屋の 真中に 大の 字に なって、 いい 気持 

に 紅霓を 吹いて いるら しい。 

ほんしょう  たが 

だが、 爛酔 にしても 本性 は 違わない。 その 唸る と 

ころ を 聞いて いると、 この 御簾の 間 を 名 ざしで 遊びに 

来て、 承知の 上で ここに 人 を 待って いる、 待って いる 

というより は、 待たせられ ている。 酒 はもう 充分 だが 


この 上 は 女が 欲しい と、 露骨に 渴望を 訴えて いるよう 

にも 聞きな される。 

しかし、 かりそめにも 招かれて ここへ 通った お 客と 

まう 

あれば、 その 取扱いが 粗略に 過ぎる。 真暗い 中へ 抛り 

込んで 置いて、 相 方の 女 は 無論の こと、 同行の 連れの 

人 も 居 合わさない。 燈火も 与えられ ていない。 無論、 

この 爛 酔の 酒 も、 この 席で 飲まされ たもので はなく、 

どこかで 飲んで、 それから ここへ 登楼した のか、 投げ 

込まれた のか 知らないが、 いずれにしても 遊興の 体で 

はなくて、 監禁の 形で ある。 

村 正 どん は、 これ はちよ つと 厄介な 相手に かかり 


合った という 気持 だが、 なんにしても、 こう 暗くて は 

やむ を 得ない、 明るい ものにしてから、 一応、 説諭 納 

得せし めて、 店の 者に 引渡す が 手順 だと 思いまして、 

「お— い」 

こども 

そこで、 さいぜん 雛妓 たちに 向って 打合わせて 置い 

た 通りの 合図 をし ました。 しかし、 この 合図の 「お— 

い」 にして からが、 性急な 調子で 言って は雛妓 たち を 

八重に 驚かす 憂いが あるから、 つとめて 間延びの した 

声で 「お— い」 と 言いました から、 その 声に 安心して 

待って ましたと ばかり、 雛 妓隊が 手に 手に 雪洞の 用意 

をした の を 先頭に 立てて、 廊下 づたいに やって来 まし 


た。 

「おじさん、 怖い 者いた？」 

「お化けいた？」 

「村 正で 退治た？」 

「やつ つけた？」 

さえず 

口々 に 囀つ て 来る の を、 

「なんでもない、 お客様が いらし つたの だよ、 怖くな 

いから 早くお いで、 おいで」 

招き 寄せて、 その 先頭の 掲げて いた 雪洞 を 自分の 手 

に 受取って、 そうして、 御簾の 間の 部屋の 中に 差し 入 

れて 見ました。 


二十 四 

雪洞 を 入れて 見る と、 広く も あらぬ 御簾の 間の 隅々 

までぼうと 明るくなる。 

見れば、 座敷の 真中に 一 人の 男が 仰向きに 爛 酔して 

寝て いる こと、 音で 聞いて 想像した 通り。 ただし、 こ 

うわごと 

の 想像 は、 一人の 酔 客が あって、 爛 酔して 譫語 を 発し 

ている という 想像 だけで、 その 客の 人相 骨柄と いうよ 

うな もの は、 雪洞の 光 を 待って、 はじめて 明らかなる 

を 得た のです。 奔馬の 紋の ついた 真白い 着物 を 着た、 


想像より はずつ と 痩 形 だが、 長身の 方で、 そうして 髪 

さかやき  おお  いぢ  あお 

は 月 代で 蔽 われて いるが、 面の 色 は 蒼い ほど 白い。 爛 

じゅくし 

酔と いう 想像から、 熟柿の ような 息 を 吹き、 同時に 面 

たる かき 

ざし も 酒ぶ と り のした 樽柿の ような 赤味 を 想 い 浮べて 

みると 案外に も、 これ は 蛍 を 欺かん ばかりの 蒼白 さな 

のです。 それで、 月 代の 乱れ髪の 髪の毛 も 相当に 黒い 

まさ 

のです から、 その 蒼白み もよ けいに 勝って 見え、 それ 

が 眼 をつ ぶって、 とろん とした 酔眼 を爛々 としてみ 

はって いると いう もので なく、 全く 眼 をつ ぶって、 両 

くぼ 

の 掌 を ぼんの 凹 あたりに 当てて 組合わせながら、 天井 

を 仰いで 泡 を 吹いて いるので す。 


もとより、 杯盤 もなければ 酒器 もない。 褥も 与え 

られ ていなければ、 煙草盆 も あてがわれて はいない。 

無人の 室へ ひとり 転がされて ある だけの ものな のです。 

村 正 どん は 案外の 気色に つまされて、 しばらく 無言 

たもと 

で 雪洞 を 上げた まま 見つめて いると、 その 抉の 下 か 

ら のぞき 込んだ 雛妓 共が、 また 黙って、 その 室内 を 見 

つめた ままで いる。 怖い ものの 正体が、 そこに 現存し 

ている ことで、 朝霧 は 自分が 臆病の 幻 を 笑われた 不名 

誉 だけ は 取 戻した が、 ここに ひとり 横たわる 人の 姿 を 

見て、 また 何とな しに、 恐怖 か 凄み かに 打 たれて、 沈 

黙して、 村 正 どんの 抉の 下から 息 を こらして 見て いる 


だけです。 酔 客 は、 黙って いる 時 は 死んで いる 人と し 

か 見えない、 死んで ここへ 置 放しに された 人相と しか 

見えない くら いです から、 

「殺されて るの？」 

「死んで るの？」 

こども 

雛妓 たちが、 やっと、 相 顧みて ささやき 合うた の も 

無理の ない ところで したが、 その 死人が、 やがて また 

口 を 利き 出しました、 

「斎 藤 一はい ないか、 伊藤 甲子 太郎 はどうした、 山 崎 

—— 君た ち、 おれ を 盛りつ ぶして、 ひとり 置きつ ぱな 

し はヒド いじ やない か、 来ない か、 早く 出て 来て 介抱 


しない か、 酔った、 酔った、 こんなに 酔った こと は 珍 

しい、 生れて はじめての 酔い 方 じ や」 

仰向けに なった まま、 紅霓を 吹いて は 囈語を 吐いて 

いる。 その 囈語を 小耳に とめて よく 聞き、 それから 改 

めて、 この 室内 を 篤と 見定めて、 村 正 どん は 相当、 思 

い 当る ところが ありました。 

爛 酔して 寝て いる 人 は、 枕許に 大小 を 置いて いる。 

さ  お  ひじ 

その 提げ 緒が かすかに 肘の 方に 脈 を 引いて いる。 それ 

を 見る とこの 客 は、 帯刀の ままに 登楼した 客で ある。 

この 地の 揚屋で は 帯刀の まま 席に 通る こと は 許されな 

お ん など も 

い。 玄関に 関所が あって、 婢 共が 控えて 心得た 受取 


り 方で、 いちいち これ を 保管して からでな いと、 各室 

の 席に は 通されない。 それ は 貴賤 上下に 通じて、 古来 

今日まで 変らぬ、 この 里の おきてな ので あるが —— 最 

近、 そのお きて を 蹂躪 —— でなければ、 除外例の 特権 

を 作らせた 階級が ある。 それ は 程近い 壬 生 寺の 前に 住 

する 東国の 浪人、 俗に 称して 壬 生 浪人、 自ら 称して 新 

撰隊、 その 隊士 だけ は 古来の 不文律 を 無視して、 帯刀 

のままで どの 席へ でも 通る。 当時、 それ を 差 留める 力 

を 持ち 合わす ものがない。 そこで、 この 爛 酔の 客が、 

通常の 客で はない、 新撰 組に ゆかりの ある 壮士の 一 人 

か、 或いは、 それらの 徒の 招きで ここへ 押 上った もの 


かに 相違ない、 という 想定が、 早く も 村 正 どんの 頭に 

来る と共に、 その 夢中で 口走る 囈 語の 中に、 呼び立て 

る 人の 名 もどう やら 聞 覚えが ないで はない。 

右の 種類に 属する 程度の 者と すると、 これ はう つか 

リ近 よらぬ がよ ろしい、 普通の 酔 客なら ば、 あやなし 

て 持 扱う 手 も あるが、 あの 連中で は、 うっかり さわつ 

て は 祟りが ある、 と い う 警戒 の 心が そこで 起った もの 

てす 力ら 

「雛妓 たち、 ここ はこのお 客さん のお 友達が 来る らし 

いから、 われわれ は、 また 別の 座敷で 別の 遊び をし よ 

う、 さあ、 このままで 一 同 引 揚げたり」 


こう 言って、 村 正 どん は 手勢 を 引 具して 退陣 を 宣告 

すると、 夢うつつ で、 その 声 を 聞き咎め たらしい 爛酔 

の 客が、 

「なに、 こども、 こどもが 来た か、 子供が 来たら 遠慮 

なく ここで 遊ばせろ。 実は 拙者 も、 こう 見えても 子供 

は 極めて 好きな のじ や、 子供と 遊ぶ ほど 愉快な こと は 

ない、 女 は 駄目 だ、 成熟した 女と いう やつに は みんな 

毒が あるが、 子供に は 毒がない、 今晚 も、 わし は 招か 

れる ままに ここへ 遊びに 来たが、 女、 女と 呼んで はみ 

たもの の、 もう 昔の ように 女 を 相手に してみ ようとい 

う 気な ど は 起らぬ じ や、 子供が いたら 子供と 遊びたい。 


そうだな、 せいぜい、 あの 時のお 松と いった あの くら 

いの 年ば えの 子が いたら 出せと 頼んだ が、 今晩は、 子 

供さん を 買 切りのお 客が あって、 あいにく 一人 も 子供 

さんが ありませ ぬ —— とかなん とか 挨拶し おつたわい。 

いかにも 残念 千万 —— 怪しからん、 子供の 買占めと は 

怪しからん、 つれて 来い と 怒鳴って やった が、 子供の 

方から 押し かけて 来て くれたと は 何より、 なんの、 座 

敷 を 替えて 遊ぶ 必要 は 更にない、 遠慮なく この 席へ 

入って お遊び」 

夢うつつ の 境で、 こう 明瞭に 言いました から、 村 正 

どんの 足が 釘附 けられました。 


人 を 人と 認めて 申し出た わけで はない、 相 変らず 天 

井 を 仰いで、 掌 を 頭の 後ろに 組んで、 眼 はじつ くりと 

た わ"， 一 J と 

塞いだ ままで、 こう 言う のです から、 正気 か囈言 かの 

境が いよいよ 怪しい ものに なって くる。 すでに、 相手 

の 人見知り をして、 かかわり 合い を 怖れた から、 こつ 

そり 立 退き をしょう と 期して いたと ころと て、 看過 さ 

れて、 ついに 先方から 注文 をつ けられて みると、 それ 

を 振 切る のが また 一 つの 仕事に なって くる。 

触って 祟る ほどの ものなら ば、 心あって の 申込み を 

拒んだ 日に はまた 事 だ、 酔漢と いえ ども 底 心の あり そ 

うな 奴 だ、 何とか 適当の 挨拶 を しないと 引 込みが 悪 か 


ろう、 と 村 正 氏 は、 立 去り もし 兼ねて 悩みました。 

二十 五 

「いや、 どうもた あいのない ことで、 お騒がせ して 相 

済み ませぬ」 

村 正 氏 は、 それ を あっさりと 仕切って 引上げようと 

する の を、 爛 酔の 客 は 放しませんでした。 

「そのた あいのない ことが 至極 所望、 毒の ある こと は 

もう 飽きた、 子供と 遊びたい、 遠慮なく 子供た ち を こ 

れへ お通し 下さい、 どうぞ、 お 心 置きな くこの 部屋で 


お遊び 下さい」 

らち  V- た y 

「いや、 なに、 もう 埒 もない ことで、 みんな 遊び 草 臥 

こうむ 

れ たげ な、 この辺で 御免 を 蒙る と 致そう」 

村 正 氏が、 なにげない ことにして 逃げ を 打とうと す 

しつよう 

ると、 爛 酔の 客が、 存外 執拗でありまして、 

「しからば、 貴殿 だけ はお 引取 リ 下さい、 子供た ち は 

拙者に 貸して いただきたい」 

「いや、 そうは 参り ませぬ、 子供 たちだけ を 手放して、 

拙者 ひとりが 引上げる という わけに 参らんで な」 

「ど、 どうしてで すか」 

「どうして という 理由 もない の だが、 子供 を 監督す る 


は 大人の 役目で な」 

「子供 を 監督  では あるまい、 貴殿 は 子供 をお も 

ちゃに している」 

「何とお つ しゃる」 

「世間の 親 は、 子供 をよ い 子に 仕立てようと 苦心して 

もて あそ 

いる、 君 は その子 供 を 弄 び 物にして、 なぶり 散らし 

ている」 

「何 を 言われる やら、 拙者 はた だ、 子供 を 相手に 無 邪 

気な 遊び —— 」 

「なんと それが 無邪気な 遊び か、 成熟した 女と いう 女 

を 弄んで 泡き 足らず、 こんど は问も 知ら ぬ 娘 ど も を 買 


い 切って、 これ を 辱し めて は 楽しむ、 にくむべき 仕業 

だ」 

「いや、 長居 は 怖れ、 これで 失礼 —— 」 

前後不覚に 酔い しれて いると 思う と、 なんでも 知つ 

ている らしい。 知って そうして ヮ ザと こだわる のか、 

知らず して 無心に 発する 囈 語の 連続、 とにかく、 ィャ 

な 相手で ある、 振り切って 退散す るに 如かず と、 村 正 

氏 は 兵 を まとめに かかる と、 爛 酔の 客 は、 すさまじい 

笑い を 発しました。 

「は、 は、 は、 逃げるな、 逃げる と は 卑怯 だよ、 さ だ 

めし 貴殿 は、 これが あるから、 これが 目ざわりで、 子 


供た ち を 遠の ける、 こんな もの は —— 」 

と 言って、 今まで 押えつ けたよう に 仰向けの 姿勢 を 崩 

さなかつ たのが、 急に その 頸に していた 一方の 手 を 引 

抜いて、 枕頭の 大小の 下げ 緒 を 引いた と 見る と、 それ 

を 無雑 作に 引 寄せて、 カラ リと 一 方の 方に 投げ出して 

しまいました。 

「子供と 遊ぶ に、 こんな もの は 要らぬ、 さあ、 どちら 

へで もこれ はお 片 づけ 下さい、 こうして 席 を 広く して 

子供 を 存分に これで 遊ばせて 下さい」 

「いや、 その 儀に も 及び 申さぬ て」 

村 正 氏 は、 つかぬ 事 を 言って、 とにかく 引上げが 肝 


腎 だと 思う が、 無気味な ことに は、 動け ない ので ぁリ 

ます。 別段、 そくい づけ を 食って いる わけで はなし、 

抱き すくめられ ている わけで もな し、 衣の 裾の 一方 を 

押えられ ている わけで もない のに、 動こうと して 動け 

ない、 立直ろう として、 いよいよ 足が すくむ 思いが す 

る。 

というの は、 こう、 しゅうね く からんで 来られる 客 

の 意志 を、 無下に 振り切る と 必ず 反動が ある、 相手が 

相手 だけに その 反動が、 また どんな 騒動 を 呼び 起す ま 

いもので もない。 この 手の 客はト カク はなれて いけず 

つ い ていれば 御意の 召す まで 引きつ けられて しまう。 


簡単な 相手の ようで かえ つ てうる さい —— 村 正 氏 は、 

ようやく 何 かにから みつかれる 思い をし ました。 

だが、 一方の 爛 酔の 客 は、 ちっとも その 座 を 動く の 

ではない。 今の 先、 両刀 を 投げ出して みたば つかりで、 

たち ま 

忽 ちまた 以前の ように 仰向けの 不動の 姿勢に なり、 

くぼ 

その 両掌を ぼんの 凹で 組合わせ ている こと はか わり ま 

せん。 

この 酔 客 は 前に 言う 通り、 酔って 紅くなる 酔 客で は 

あお 

ない、 酔って ますます 蒼くなる 性質の 飲み手で ある こ 

と はわ かってい るが、 すべての 応対のう ち、 一度 も 眼 

を 開かない という ことが 一 つの 不愉快 だと 思いました。 


いかに 爛 酔の 客と いえ ども、 これ だけに 筋の 立った 発 

言が できる ので ある、 いかに 酔眼と は 言いながら、 こ 

れ だけの 物 を 言う 間に は、 一 眼ぐ らい は、 ちらと でも 

開いて、 そうして、 相手の 方面 を、 たとえ 上眼づ かい 

になり とも 見やって 置いて、 それから 舌 なめずり でも 

し て 物 を 言う のが、 生態 上し かく あるべ き はずな の に 、 

この 人 は、 ちっとも 眼 を 開かないで、 こっち を 見ない 

で、 こっち を 相手に している。 いわば 眼中に 置かぬ あ 

しらい 方で ある ことが 不愉快 だと、 村 正 氏 も その 途端 

に 相応に それに 悪感 を 催した のです。 

こうむ 

「では、 少々 御免 を 蒙 つて、 お 邪魔いた すと しょうか 


な、 皆の 者 も、 ここでし ばらく 遊んで 行きな」 

切上げよ うとして、 かえって 深間へ 入り込んで 来た 

の は 通人に 似合わぬ 不覚でした。 

こども 

村 正 氏 を 先に 立てて、 一隊 十 余人の 雛妓 は、 有無な 

くこの 一間に 進入して、 そうして、 これから 遊ぼうと 

いう、 全く 遊びたくない 気分で 遊ばなければ ならない。 

雛妓 たち は、 舞 をす る 手ぶ り 足ぶ りで、 一 種 無気味 

な 気持と 好奇と を 持って、 早く もこの 一間の 中に 充ち 

満ちて 来て、 

「おじさん、 これから 何 をして 遊ぶ の」 


らんすい 

この 一間へ 招き 入れた と 見る と、 爛 酔の 客 は、 急に 

身 を 引きずって、 自分で 自分の 頭 を 持って 引摺 つて 行 

く かとば かり、 ずっと 壁 際の 方に 身 を 寄せて しまい ま 

した。 

壁 際に 身 を 引きずる と共に、 仕掛 物で でも あるよう 

に、 さきに 投げ出した 大小 も、 同じよう について 行つ 

たのみ ならず、 その 頭の 下に 敷いて いたらし い 黒い 

ずきん  あ い 

頭巾と、 藍の 合羽 様の もの を も、 共に 引きずって、 そ 

うして 壁 際に ビタリと 身 を 置いた かと 思う と、 今度 は 


横向きに 頰杖 をして、 以前の 身構えで、 長く すんなり 

と 身 を 横たえた ままで、 こちら を 向いて いるので す。 

多分、 気 を 利かして、 席 を 広く してやった つもりで 

も あり、 同時に、 席 を 広く してやって、 充分に 相手 を 

遊ばせ、 自分 は 長身の 見物と 洒落の めそうと してみ た 

かも 知れない が、 やっぱり キザ なの は、 それらの 挙動 

の 間、 少しも 眼 を 開かない のです。 蒼白い 面に して か 

らが、 爛 酔の 気分 は 充分 だから、 わざと 生酔いの 擬勢 

こんこん 

をして 見せる ので はなく、 当人 は昏々 として 夢 かう つ 

つかの 境に いるら しいが、 それにしても、 眼 をつ ぶつ 

たきり で、 こちら を 眼中に 置かない のが、 やっぱり キ 


ザで あり、 癩 であると 村 正さん も、 きわどい 間に 始終 

それ を 気にして おりました。 

さて、 こうな つてみ ると、 遊ばざる を 得ない。 こう 

あしらわれて みると、 ィャ でも ここで 遊ばせざる を 得 

ない ことに 立ちいたり ましたが、 そこ は、 村 正 どん も 

一種の 通 客 だから、 このまま 遊ぶ の は 遊ばれる ような 

しろもの 

もので、 見たところ、 喧嘩の 相手に はしたくない 代物 

だが、 遊びながら からかって やる 分に は、 どうしょう 

も あるまい、 また、 そうで もして、 こい つ を 少し ムセ つ 

ぼい 思いでも させて やらな いこと に は 腹が 癒えない。 

村 正 どん も、 そんなよ うな 仕返し 気分が やや 働いた も 


のです から、 舞子た ちに 集まれの 令 を 下して、 

「さあ、 これから 一遊び、 みんな 思いきって 面白く 遊 

ぶの だよ、 それに は、 こうして いて は 遊べない から、 

みんなして 寝ながら 遊ぶ の だ、 女中さん に 頼んで、 こ 

ふとん 

こへ お 蒲団 を 敷いて おもらい」 

「ここへ 寝む の？」 

「みんな 一 緒に？」 

「ああ、 雑魚寝よ」 

「雑魚寝つ て？」 

この やから も 雑魚寝 を 知らない はず は あるまい。 だ 

が、 遊ぶ こと は 好きだし、 ひどい 骨折り をせ ずに 寝て 


遊ぶ ように 教育され る雛妓 は、 寝る こと を 怖れずに 喜 

んで いるら しい。 

まもなく、 仲居お ちょぼ 連の 活躍が はじまり、 幾 枚 

かの 夜具が この 座敷へ 持 込まれる と、 さきの 爛 酔の 客 

のま わりだけ を少々 残して、 ほとんど この 座敷 いっぱ 

い の 面積に 夜具が 展開され ました。 

そうすると 村 正 どんが、 仲居の ねえ はん を 呼んで、 

「大儀 だが、 肴 を これへ ひとつ 運んでも らいたい。 

肴と いつ て も、 飲み手 はいない から、 甘い もの をお ご つ 

て くれ、 ようかん、 餅 菓子、 今 川 焼、 ぼったら 焼、 今 

坂、 ぉ薯、 何でもよ ろしい、 山の 如く 甘い もの を 買い 


集めて、 これへ 持参す るよう に」 

と 言い つけました。 

この 景物 は、 よほど 一座の 人気 を 呼んだら しい。 さ 

すがに 手 を 出して ガ ッガッ はしない が、 みんな 面 を 見 

合わせて 嬉しそうな 色 を 見せる。 

それ をみ ると、 村 正 どん は 寝巻に 着替え もせずに、 

ごろり と 夜具の 真中に 横にな つ て、 

「おじさん は 男 だから、 身ぐ るみこの ままで 寝る が、 

じゅばん 

お前た ち は 襦袢 一枚に なって、 ここへ おじさん を 真中 

にして、 仲よ く 枕 を 並べて お寝み —— 」 

「はい、 お寝み なさい」 


「お寝み なさい」 

言われた 通りに 彼等 は、 き や つき や つ と 言いながら 

帯 をと り、 上着 をと つて、 襦拌 一枚に なって、 はしゃ 

ぎ 廻って いる。 

この 連中 は、 ある 程度まで は 客の 言うな リ 次第にな 

るべ く 仕込まれても いるし、 また、 身の 防衛 本能から 

言っても、 命から 二 代 目の 衣装 飾りと いう もの を 犠牲 

にして、 ゴロ 寝 をす るよう なぶし つけ はない。 

ゎリ しのぶ  はリ うち はなかん ざし 

割 信 夫、 針 打、 花 簪 の 舞子 はん 十 何人、 厚板、 金 

しゅ ちん  はず 

入り 襦 珍の 帯 を 外し、 大 振袖の 友 禅 を 脱いで、 真 赤な 

襦袢 一枚に なって、 はしゃぎ 廻って いる 光景 は、 立 田 


の 秋の 錦と 言おう か、 吉 野の花の，， 筏と 言おう か、 見た 

目 も あやに、 高嶺の花と は 違った ながめが ある。 

むら まさ  ふぜい 

さすがに 村 正 どん、 その 風情 を 興がって、 眼 を 細く 

ま ね 

して、 前の 酔 客の 形 を 真似で もした ように 仰向けに 

なって ながめ 廻して いたが、 さて、 どんな もの だと、 

壁 際へ 避けた 件の 酔 客の 姿 を 見る と、 相 変らず 長身 

を 延ばした つきり、 肱 杖 をつ いて、 じっと こっち を 見 

ている に はいるが、 眼 を 開いて いない こと 前に 同じ。 

やっぱり 気取って いやがるな、 眼 を あいて 見い、 眼 

を あいて、 この 未開 紅の 花 を 前後左右に 置き 並べて、 

色気な しに 眠ろうと する、 おれの 風流 をち つと 見習え 


—— こうで も 言って やりたい くらいだ が、 眼の あかな 

い 奴に は 手が つけられない、 とテレ 加減のと ころへ、 

「お 待 遠 さま」 

そこへ、 山の 如く 甘い もの、 フカ シ たての 薩摩芋、 

むしょうかん 

京 焼、 蒸 羊羹、 七色 菓子、 きんつ ば、 今 川 焼、 ぼった 

ら等々 の 数を尽 して 持 込まれる。 

それから 暫く、 眼 を 見合わせて 遠慮 をして いる 時間 

を 除いて、 やがて、 甘い ものに 蟻が つき 出す と、 みる 

むしょう 

みる 餅 菓子の 堤が くずれて、 ぉ薩の 川が 流れ、 無性に 

よろこび 頰 ばる 色消し は、 色気より 食い気 ざ かりで 是 

非 もない ことです。 


二十 七 

食い気の 半ばに 村 正 どん は、 次の ような 話 をし まし 

た。 

ちょうちん や 

「昔々、 京の 三条 の 提灯 屋 へ 提灯 を 買 い に 行き まし た 

とさ、 提灯 を 一張 買って 壶両 小判 を 出し ましたが、 番 

頭さん がお つり を くれません、 もしもし 番頭さん、 お 

つり はどうし たと 言 えば、 番 頭 さ ん が 言 うこと に は、 

提灯に 釣が ねえ」 

だが、 この 落ち は、 舞子た ちに あんまり 受けません 


でした。 というの は、 かんじんの、 釣が ねえの ねえ は、 

なま 

江戸 方面の 訛りで、 関西で は 同様の 格に 用いない。 

そこで、 まず 御座つ き は 終った、 それから あとが 大 

変な のです。 

十 余人の 舞子 部隊に 命令一下 すると、 「くすぐり 合 

い」 の 乱闘が はじまつ たの は —— 

甲 は 乙、 乙 は 甲の、 丙 は 丁の、 咽喉の 下、 脇の 下、 

こめかみ、 足の ひら、 全身の ドコと 嫌わず くすぐって、 

くすぐって、 くすぐり 立てる。 甲から くすぐられた 乙 

は、 甲へ やり 返す と共に、 丙の 襲撃に 備えなければ な 

て 、>  ま 

らぬ。 丙 は 乙に 当る と共に、 丁 戊の 側面 攻撃 を 防禦し 


き  ぼ 

なければ ならぬ。 己と 戊と が 張り合つ ている 横合い か 

ら 丁が 差 手 をす る。 そう 当る と 庚と 辛と が、 間道 づた 

いに 奇襲 を 試みる。 甲と 丙と は、 自分の 身 をす くめな 

がら 両面 攻撃 を やり 出す と、 丁と 己と は、 その後 部 背 

面を衝 こうと する  いや、 十 余人が 入り乱れて、 く 

かんせい 

すぐり 立て、 くすぐり 立て、 その 度 毎に 上げる 喊声、 

叫 撃、 笑 撃、 怨撃は 容易な もので はない。 千 匹 猿を睚 

み 合わせた ように、 キヤ ツキ ャッ と、 目 も 当てられぬ 

乱軍であります。 

御 大将の 村 正 どん、 無論、 総勢 を 引受けて、 ひるま 

ず 応戦す ると 共に、 折々 奇兵 を 放って、 道具 外れの 意 


外の 進撃 をす る ものです から、 そのたび に 抗議が 出た 

り、 復謦 戦が 行われたり、 その 揚句 は 計らず も 聯合 軍 

の 結成 を 誘致して しまいました。 唯一 の 大人、 大人の 

くせに 卑怯な 振舞 をす る、 乱軍の 虚を 狙って は 道具 外 

れ、 くすぐるべき 急所で ない ところ をく すぐるの は 国 

際 法に 反して いる、 こんな 卑怯な 大人から やっつけな 

ければ、 正しい 戦争 はでき ない、 そういう 不平が 勃発 

して、 そこで、 同志 討ちの 戦闘が 一時 中止され て、 聯 

合 軍の 成立 を 見ました。 

「やつ つけち やい なさい よ」 

「こんな 卑怯な 村 正て、 あり やしない」 


「油断して ると ころ をね」 

「ばかにし てる わよ」 

「大人から、 やっつけ ちゃい なさい よ」 

「村 正 を 切つ ちゃ いなさい よ」 

「打って おやりよ、 くすぐる だけ じ や 仕置に ならない 

わ」 

「癖が 悪い わ」 

「抓って おやりよ」 

「こいつめ、 こいつめ」 

「村 正の なま くらめ」 

「のしち や いなさい よ」 


聯合 軍が 同盟して、 激烈な 包囲 攻撃 やら、 爆弾 投下 

まで はじめた ものです から、 たまり 兼ねた 村 正が つい 

に 悲鳴 を 揚げました。 

「こいつ は堪ら ぬ、 降参 降参」 

白旗 を 掲げた けれども、 聯合 軍 は その 誠意 を 認めな 

いらし く、 どうしても 息の根 を 止めなければ 兵 を 納め 

ない らしい。 

「拝む、 拝む、 この 通り」 

そこで、 聯合 軍 も いくらか 胸が 透いた と 見えて、 

「ごらんなさい、 拝んで る わ」 

「拝んで るから、 許して 上げましょう よ」 


「その代り、 もう、 この 人 は 戦争に 入れない ことにし 

ましょう、 決して 手出し を させない ことにしましょう」 

「それが いい わ」 

「では 捕虜な のよ、 捕虜 はこ こで、 これ を 持って、 お 

となし く 見て いら つし やい」 

ま ,飞 ま り 

と 言って、 一人が 有 合わした 雪洞 を 取って、 長柄の 铫 

子 を 持たせる ように、 しかと 両の手に あてがつ たの は、 

捕虜と しての 当座の 手錠の 意味でしょう。 

無惨に も 捕虜の 待遇 を 受けた 村 正 どん、 命ぜられる 

ままに、 柄 香炉 を 持つ ような 恰好 をして、 神妙に 坐り 

込んで いると、 そこで、 聯合 軍が また 解けて、 同志 討 


ちの 大乱 闘 を つづけて しまいました。 

その 騒々 しさ、 以前に 輪 を かけた ように 猛烈な もの 

になって、 子供と は 思われない 悪戯の 発展。 

この 騒動で、 すっかり 忘れられて いたさい ぜんの 

蒼白い 爛 酔の 客。 

騒がしい とも 言わず、 面白い とも 言わず、 静まり返 つ 

ひじまくら 

て、 以前の ままの 姿勢。 長々 と 壁に よって、 肱 枕で、 

こちらへ 向いて はいるが、 相 変らず ちっとも 眼 を 開い 

て 見ようと しない。 

この、 いよいよ 嵩 じ 行く 乱闘の 半ばで、 不意に 燈火 

が 消えました。 雪洞から 丸行燈 にう つした 唯一 の 明り 


が パッと 消える と、 乱闘が 一時に 止まる。 

「わ— つ」 

という 一 種 異様な 合唱が あ つ て、 

「あら、 怖い わ、 早く 燈を つけて よう」 

「怖い わ」 

「あら、 村 正の 奴、 いたずら をし たんだ わ」 

「卑怯な 奴、 暗い もんだ から」 

「あら、 村 正が 逃げる わよ」 

「逃げ出 したわよ」 

「逃 力す も び 力」 

「捕虜の 奴、 逃がす もの か」 


暗に 乗じて、 捕虜が 逃走 を 企てた こと は 確実で、 そ 

れを 気取った 一 同 は、 同じく 暗の 中 を 手 さぐりで、 捕 

虜を 追い かける と 同時に、 この 室 を 退散。 

そうして、 最初に 計画 を 立てた 明るい 広間の 中に 乱 

軍が 引上げて 見る と、 村 正 どん は、 もうす ました 面で 

ながぎ せる 

床柱に もたれて、 長 煙管で ャニ さがって いる。 

二十 八 

燈 の 不意に 消えた こと は、 乱軍の 休戦 ラッパと なり、 

同時に また、 あの 強 もての ような、 変な 空気で はじめ 


た 余興の 見事な 引上げぶ りに 終りました。 

いい 汐合いに 引上げた もの だ、 まさに 甲賀 流の 極 

意！ 村 正 どん は 床の間へ 帰って、 長 煙管で ャニさ 

がって、 それから 腮を 撫でて いると、 あとから あと か 

そう い まんしん 

らと、 創痍 満身の 姿で 聯合 軍が 引上げて 来る。 その あ 

とから 仲 どんが、 衣裳と 帯と を 揃えて 持って来る。 

みんな 疲れ果てて、 もう 愚痴 も 我慢 も 出ない。 せい 

せいと 息 をき つて、 眼 を 見合わせて、 息をつい ている 

ばかり だが、 それでも 皆、 昂奮し きって、 愉快な 色が 

面に 現われて いる。 

つぼみ がっせん 

村 正 どん もまた、 花 合戦よりも 蕾 合戦の こと だと 


ことき わ 

内心 得意がって、 この 清 興 (？) を 我ながら 風流 事 極 

まれり と 納まって いる。 子供 を 相手に、 こういう 無 邪 

気 (？) な 色気 抜きの 遊びに 限る、 こういう 遊びぶ リ 

こそ は、 色 も 恋 も 卒業した 通の 通で なければ やれない、 

と いう 面つ きをして 得意 満々 の 体に 見えた が、 しかし、 

もう 時刻 も だいぶお そい、 この辺で、 この 清 興に 疲れ 

た 可憐の 子供た ち を 解放して、 塒 につかせて やる のが、 

また 通人の 情け、 無邪気と いう もの も 程度 を 知る こと 

が、 また 通人の 通人た る 所以で なければ ならない とい 

う 面 をして、 

「どう だ、 面白かった か」 


「ほんと に 面白かった わ」 

「ずいぶん 面白かった わ」 

「でも、 わたし 苦しかった わ」 

「負傷者 は 出なかった ね、 怪我 をした 者がない のが 何 

より。 さあ、 この辺で、 みんな 引取って 家へ 帰って、 

お母さんのお 乳 を 飲んで お寝み —— 」 

そこで、 みんな 衣裳 髪 かたち を 一通り 整えて、 本当 

の 安息 の 時間へ 急ごうと して、 な お 余 勇が ベち ベち や 

とりさ わ 

と、 あれよ あれよ と取噪 いでいる うちに、 なんとなく 

物足りない 気がした と 見えて、 その 中の 誰 言う となく、 

「朝ち やん は —— 」 


「朝霧さん がいない わ」 

「おや」 

ちょ うず 

「お 手水 じ やない の？」 

「さっきから 見えない わ」 

「どうしたん でしよう」 

「朝霧さん」 

「朝 子ち やん」 

一 人が 言い出す と、 みんなが 言い合わせ たように 呼 

びかけ たが、 その 求める 人の 返事がない。 村 正 どん も、 

さすがに それが 気に かかつ て、 

「 一 人で も 討死 を さして は、 大将の 面目が 立たない」 


そこで 改めて 簡閲 点呼 を 試みた が、 真実、 その 朝ち や 

ん だけが いないの です。 呼んでも 返事がない のです。 

はつ！ と 何 かに 打 たれた ように、 村 正 氏 は 慌 し 

く、 以前の ぼんぼりに 火 を 入れさせて、 わざと 騒がぬ 

体に して、 

「おじさんが 探して 来る から、 みんな 安心して 待って 

おいで」 

一人で、 その 雪洞 を 持って、 また 廊下 を 引返して 来 

みす  ま 

たの は、 今の 乱闘の 現場 —— 御簾の 間 —— そこへ、 二 

の 足 をしながら、 雪洞 を さし 入れて 見る と、 座敷い つ 

ぱいに 敷きの ベた 古戦場の あと は そのまま。 はつ！ 


と 再び 動顚 してまず 眼に ついた は、 かの 壁の 一隅、 ま 

だ 人 はいる。 以前の 長身 白 顔の 爛酔 客が、 あちら 向き 

になって うめいて いる。 しかも、 その 壁に 押しつけら 

おろち 

れた ところ は、 大蛇が 兎 を 捕えた ように、 可憐の 獲物 

を 抱きす くめて、 放す まじと、 それに わ だか まってい 

る。 獲物 は、 声 も 揚げない、 叫び も 立てない、 死んだ 

ものの ようになつ ている。 死んで いるの かも 知れない _ 

ぜ ん ど う 

大蛇 は 静かに 蠕動して、 そうして 確かに 生きて いる。 

はつ！ と、 村 正 氏 はついに 雪洞 を 取 落して しまい 

ました。 

四方 はまた ま つ くらやみ。 


二十 九 

その 曰、 大 びけ 過ぎと いった 時刻の 暁 方、 追い立て 

られ るよう に、 島 原の 大門 を 出た、 たった 一人の 客が 

ありました。 

追い立てられる というの は、 ホンの 形容で、 事実、 

誰も 追う 人 はなし、 追わる るよう な 弱味の 体勢に は 

なって いないが、 時が 時であって、 四方が 四方でした 

から、 引窓の 中から 抜け出して、 朝霧の 中へ 消えて 行 

ゆる 

くような 感じで 大門 を 出た が、 足 どり は 寛 やかで、 時々 


町筋に 留ま つ て は、 前後 を 思案す るよう な 気配が ある。 

黒い 頭巾 を かぶって、 着て いたのが 合羽で はない、 

被 布で あるら しい。 下着 は 白地で、 大小 を 落し 目に 差 

しこんで いるが、 伊達の 落し 差しで はない。 ス ヮ！ 

と 言わな いまでも、 いつ 何時でも 鞘 走る ような 体勢で、 

それでもって、 はなはだ 落着いて、 静かに 地上 を 漂う 

が 如く 忍んで 行く。 

はは あ、 これ だな、 先刻、 御簾の 間の、 闇に ひとり 

ぼつち の爛 酔の 客、 しきりに 囈語を 吐いて 後に、 小 兎 

一 匹を虜 にして とぐ ろ を 巻いて 蠕動して いた 客。 

中堂 寺の 町筋へ 来る と、 その 晚は 残ん の 月が 鮮 かで 


ありました。 が、 天地 は屋の 棟が 下る ほどの 熟睡の 境 

から、 まだ 覚めき つて はいない。 一貫 町から 松原 通リ 

へ 出る あたりの 町角に、 また ちょっと 立ち どまって、 

仔細ら しく 思案の 頭 を ひねって いる 時、 後ろから こつ 

そりと 忍び寄った、 別に また 一 つの 物影が ありました _ 

さび 

「 へ え  お 淋しく つてい らっしゃ いましょう」 

と ィャに 含み声で、 前なる 落し 差しに こう 言い かけた 

ので、 立ち どまった 前の 爛 酔の 客が、 黙って こちら を 

かえり 見る 形 だけ をし ました。 

「誰 だ」 

「へえ —— お 一人でお 帰りで は、 さだめて お 淋しく つ 


てい らっしゃい ましょうから、 お 宿 もとまでお 送 リ申 

し 上げようと 存じまして」 

前なる 人から 誰何され たので、 後ろなる 忍び足が 直 

ちに 答えました。 

「別に、 送って もらわんでも いいが」 

「いいえ、 その、 頼まれ たんで ございま してな、 あな 

た 様 をお 宿所まで お送り 申し上げ まする ように、 実は 

頼まれたん で，) J ざいまして」 

「誰が 頼んだ」 

「わつ し は、 島 原の 地 廻りの 者なん でございますが、 

すみ や 

角屋 さんの 方から、 たった今、 これこれの お客様が お 


帰りになる から、 おそそう のない ようにお 宿 もとまで 

お送り 申せと、 こう 言い つけられ たもので ござんす か 

ら、 それで、 お あと を 慕って …… 」 

「要らざる こと だ、 女子供で は あるまい し、 一 人 歩き 

のでき ない 身で はない」 

「では ございま しょうが、 お見受け 申す と、 どうやら 

不自由な ところが ございます 御 様子、 ぜひお 前、 お 宿 

もとまでお 送 リ 申せと、 このように 頼まれた もので ご 

ざいます から、 ついその、 失礼ながら、 お 後 を」 

くるわ 

「 廓 からつ いて 来たの か」 

「はい、 左康 でございます」 


「お前が 勝手に 頼まれて、 勝手につ いて 来る 分に は、 

来るな と は 言わない が、 こっちで は 頼まぬ ぞ」 

と 言いき つて、 また 立ち直って、 前へ 向って 歩み 去ろ 

うとし ますが、 ここまでお 後を慕って 来たと いう 忍び 

足 は、 はい、 左様ならと 言って は 引返さない。 

ついと、 鼠の 走る ように 走り 寄って 来て、 ついその 

落し 差しの 膝元まで 来て しまいました。 

「はい、 あなた 様に は 御迷惑で おいで あそばしても、 

こちら は 頼まれた お 役目が 立ち ませぬ で ござります か 

ら、 どうか、 お供 を 仰せつ けられ 下さい ませ、 お 宿 も 

とまで」 


見れば 町人 風の たぶ さが、 頰か むりの 下に 少し 崩れ 

ももひき 

ている。 紺の 股引 腹が けで、 麻裏草履 を はいて 片膝 を 

端折って いる。 抜け目がない 体勢で は ある。 

「は、 は、 は、 送り狼と いう やっかな」 

と 前なる 頭巾が、 冷やかに 笑いました。 

「え ッ」 

少々 仰山な 驚き かた をして 見せた が、 それ 以上、 火 

花 も 散らず、 ともかくも、 形 は 送りつ 送られつ の 形で、 

道 はよう やく 木津屋 橋まで 差し かか つ た 時分、 

「いったい、 お 宿 もとは どちら 様で ござんし たかな あ 

 どちら 様へ お越し？」 


送り狼 もどき の頰 かむ りが、 改めて ここでお 宿 もと、 

お 宿 もとと つきとめに かかる のが、 うさんで、 しっこ 

く、 からむ ように も 聞きな される が、 前の はいつ こう 

平気で、 

「こちらの 宿 もと をたず ねる ょリ、 お前の 方で 名乗る 

がいい、 何のな にがしと 名乗って みろ」 

「何のな にがしと 名乗る ような、 気の利いた 奴で は 

とどろき  あずま じ 

ございま せんが、 轟 の 源 松と 申しまして、 東路 から 

渡り 渡って、 この 里に 追 廻し の 役 どころ を、 つとめて 

おります る」 

轟の 源 松、 聞いた ような 名 だ。 おお、 それ それ、 御 


老中 差 廻し の 手利き だと 言った、 長 浜の 町で、 宇治山 

田の 来 友 を 捕り 上げた 男。 あれが、 やがて、 農奴と し 

て 曝しに かかって、 草津の 追分に つながれた 時分、 往 

来の 道俗の 中から、 がんりきの 百 を 見出して、 こいつ 

怪しい と 捉まえに かかった が、 それ は 片腕の ないた め 

と、 両足の 有り 過ぎる ために、 お ぞく も 取 逃した、 あ 

の 有名な 捕 方の 名に 相違ない。 有名と いったから とて、 

この 冊子に 於ての 相当の 有名 だけであって、 ここで、 

フリの 客に、 轟の 源 松と 名乗 リか けたから とても、 誰 

でも それと 知っている 名前で はない。 

「ナ 二、 目 明し の文吉 —— というの がお 前の 名 か」 


と、 前なる 黒頭巾が 聞き耳 を 立てて、 駄目 を 押す と、 

「いいえ、 目 あかしの 文 吉じゃ ございません、 轟の 源 

松と 申しまして、 渡り者の ケチな 野郎で ございます」 

「はは あ、 轟の 源 松」 

その 名 を 繰返しながら、 二人 は 見た目に は 主従の 形 

で、 すれつ もつれつ 前へ と 歩みます。 

三十 

き 

轟の 源 松なる もの は、 手の 利いた 岡つ 引で ある。 江 

州 長 浜の 夜で、 宇治山 田の 米 友 を 相手に、 あれほどの 


活劇 を 見せた が、 本来、 この辺の 地 廻りで はない。 特 

に 天下の 老中 差 廻し で、 お 膝元の 大 江戸から 派遣 せら 

れ たもので あって みれば、 草 津ゃ長 浜の 町が、 その 腕 

の 見せ場で はない はず。 米 友 やがん りき だけが 当の 相 

手で は あるまい。 あれら は、 ほんの 道中の 道草の 小手 

調べ。 されば、 あれから 農奴が 膳 所 藩の 曝し 場から、 

なんらかの 手に よって 奪われて 行方不明 になった にし 

てからが、 また、 その 曝しの 現場 を 見て、 挙動 不審で 

拘引 を 試みようと 思った 旅の やくざ 者 を、 上手の 手 か 

ら 洩らして、 ちょっと 歯 嚙みを させられた にしてから 

が、 その 執念の ために、 京都から 進入して、 もっぱら 


これが 追跡に 当る ほどの こと は 想像され ない。 

何 か、 もっと 大きい 使命が あって、 その 利 腕 を 見込 

まれ たれば こそ、 京の 天地へ かく 身 を やつして、 当時、 

血の 花の 咲く 島 原 界隈に 網 を 張って いるものと 見なけ 

れ ばなら ない。 

この 晚方、 ひと リ、 島 原 を 追い立てられ たこの 怪し 

の 客に、 何 か 見る ところが あれば こそ、 お 宿 もとまで 

お送り を 名と して、 近づいて 来た ことに 相違ない とす 

ると、 そうな つてみ ると、 前の 長身の 客が、 はは あ、 

送り狼と 冷笑した の も、 あながち、 からかいの 言い分 

ではない、 転べば 食う ので ある。 いや 転ばなくても、 


次第によ つて は 転ばせて、 捕縛に 物 を 言わせる 凄味の 

相手で ある こと は、 つい 今頃、 送られる 身に なって、 

ぴ ー んと 来て いない 限り はない の だが、 草 律の 駅で が 

んり きを 咎めた ように、 頭 ごな しに 咎められない。 が 

んリ きを 引 捕ろうと する ような、 待ったなしの 出足で 

は 近寄れない、 相手が 違う、 という こと は、 近寄る 方 

でも、 最初から その 勘に ある ことです。 ですから、 こ 

の 芝居 は、 最初から 双方の 腹が 読めき つて やって いる 

芝居で、 自然、 その 渡り ゼリフ も、 双方と もに 一 物 あつ 

ての 受け渡し なのです から、 両方と もに 相当の 凄味が、 

底 を 割って しまって いて、 表面 だけ はしらば つくれた 


外交辞令 になって いる、 というの だけの もの だから、 

見て いても 存外 白ける。 これが 七兵衛 あたりの 役者に 

なると、 同じ 狸 同士で も、 そこに はまた 相当の コクも 

あろうと いう もの だが、 最初から 芝居が かりが お 客に 

ちと 

見えた ので は、 芝居に ならない。 素と 素と がカチ 合つ 

ている ような ものです。 そこで、 おた がいが 兼 合いな 

がらの 問答であります。 

「ェ ェ、 お客様のお 宿 もとは、 どちら 様で ございまし 

たかな、 お帰り 先 は」 

むきだし 

またしても、 お 宿 もと、 お 宿 もと、 そう 露出に 鎌 を 

振り 廻 さなく とも、 身分 素姓が 知りたい ならば、 もう 


えんきょく 

少し 婉曲な 言い 廻し もあろう もの を、 いったい、 最初 

から セリフが 無器用 だ。 そうそう 繰返して、 詮索め か 

して 出られる と、 憤らない 相手 を も 憤らせて しまう で 

はない か。 ところが 今日の 相手 は 存外 淡泊で、 

「そのお 宿 もとがない の だよ —— 実はな、 拙者 も 久し 

ぶりで 京の 地へ 足 を 入れた 最初の 晚が これなん だ。 そ 

うさな あ、 もう 何年の 昔になる かな あ、 たった ー晚、 

島 原で 遊んだ 風味が 忘れられないで、 京へ 着く と 第一 

の 夜が、 それ あの 里 さ。 尤も、 おれが 好んで 第一に あ 

の 里へ 足 を 入れた という わけで はない、 途中、 要ら ざ 

る 出しゃばり 者が 出て 来て、 おれ を あの 里へ つれ 込ん 


だ、 下地 は 好きな リ 御意 はよ し、 というと ころ かも 知 

れ ない。 その 出しゃばり 者と は、 まず 旧友と いったよ 

うなと ころ かな、 そいつが 二人 も 出て 来て、 そ ぞろ心 

のつ いている 拙者 を、 あの 里へ 引 張り込んだ はいいが、 

あんどんべ や  みす  ま 

おれ を 真暗な 行燈 部屋、 ではない、 御簾の 間と いって、 

ほう 

相当 時代の ついた 別 座敷へ、 おれ を 抛り 込んで 置いた 

まま、 その 二人の 奴が 容易に 戻って 来ない、 いやに 旧 

友ぶ り をして 見せ はした が、 実は 薄情 極まる もの だ。 

だが また、 一概に 薄情 呼ばわり もき つい、 あいつら も 

皆、 今日あって 明日の 知れない 命 を 持って いる 奴等 だ 

から、 おれ を あそこへ 案内して 置いて、 久しぶりで 大 


いに 遊ばせようと 思って、 外へ 所用 を 済ませに 出た の 

が、 万一、 その 途中、 不慮の ことで も 起って …… まあ、 

そんな こと を 思い やって、 ひとり 真暗な 御簾の 間にく 

すぶ つていた が、 が 過ぎる と、 この 通りの 追 払われ 

もの、 振られて 帰る と いう 里の 合言葉が あるそう だが、 

追われて 帰 るんだ。 だが、 追われる はいいが、 その 帰 

り 先が わからん、 心細い 次第の もの だ」 

よど 

さらさらと、 少し かすれた 声で 淀みな く 言っての け 

て、 自ら 嘲る ように も 聞え たから、 轟の 源 松が、 

「いえ、 どう致しまして、 追い立てる なんて、 そんな 

失礼な こと を 致す 里の 習いで は ございません、 おそ そ 


うがあって はいけ ないから、 お 宿 もとまで 確と お送り 

申し上げ ろと、 わざわざ わつ し を、 あとから せき 立て 

て、 よこしました くらいなん ですから」 

「いずれにしても 御苦労な 話 だが、 御苦労つ いでに、 

その 拙者のお 宿 もとと いう やつ を ひとつ 心配して くれ 

とま 

ないか、 わし は 今 晚ドコ へ 行って 宿ったら いい か」 

「御 冗談 じ や ございません、 おれの 行く ところ は どこ 

ささや ま  もく ベえ 

だと 交番で お聞きになる は、 篠 山の 太 H 兵衛 さんに 限つ 

たもので す、 あなた 様な どの 御身 分で、 めっそう もな 

い」 

「何 は ともあれ、 島 原 は 源平 藤 橘 を 嫌わない ところ だ、 


金 さえ あれば、 王侯 も、 乞食 も、 同じ 扱い をす る 里で 

追い払われた 身 は 行く ところが ないじ やない か —— お 

前、 親切で 送って くれる の だから、 親切つ いでに、 わ 

し を 送り込む 宿所まで 見つけて くれる のが、 本当の 親 

切 だ」 

「恐れ入りました、 左様の 御 冗談 を おっしゃらずに、 

どうか、 お 行 先 を おっしゃって いただきます、 暁 方と 

は 申せ、 まだ 先が 長う ございます、 どれ、 この辺で ひ 

と つ 提灯 に 火 を 入れさせて いただきまして」 

轟の 源 松 は、 腰に 下げて いた 小田原提灯 を 取り出し 

て、 燧をカ チカ チと 切って、 それに 火 を 入れた の は、 


と ある 橋の 袂 でありました。 

三十 一 

「ここ は 三条大 橋で ございます、 この辺で、 お 宿 許 を 

教えて いただかない ことに は、 あと は 東海道 筋 百 二十 

ろうそく 

二 里 …… あ、 提灯の 蠟燭も 寿命が 尽きた かい」 

せっかく 火 を 入れた 小田原提灯が、 もう 少し 前から 

消滅して しまって いる。 送って くれと 頼んだ わけで も、 

頼まれた わけで もない から、 不平 を 言うべき 筋 はあり 

得ない の だが、 京の 町 を、 てんから 無 目的で 際限な く 


引 張り 廻され た 日に はやり きれない。 それ を、 相手方 

はむしろ 気の毒と でも 思った か、 素直に 受 入れて、 

「では、 芹 沢が ところまで 送っても らおう か」 

「芹 沢 様と おっしゃ いますの は」 

「芹 沢 鴨、 いま 名うての 新撰 組で は 隊長 だ」 

「ああ、 その 芹 沢 先生なら ば …… 」 

轟の 源 松 は、 仰山ら しく 声 を 上げて、 

「芹 沢 先生 は、 お気の毒な ことに 殺されました」 

「殺ら れ たか」 

「ええ、 まことにお 気の毒な ことで、 あの 剛勇 無双な 

先生で も、 災難と いう もの は 致し方が ございません」 


「いったい、 芹 沢 は 誰に 殺ら れ たの だ」 

「それが その —— 隊の 方の 評判に よります ると、 長 州 

の 者だろう とのこと でございますが、 な あに、 そうで 

は ございません。 では 何者 だとお 聞きに なると 困り ま 

すが、 薩摩 でも、 長 州で も ございません、 ちゃ あんと 

犯人 はわ かってい るので ございま すが、 申し上げられ 

ません」 

「お 梅 はどうした」 

「ああ、 あの 女 は —— 势 い 女で ございま したが、 芹 沢 

先生と 一 緒に 殺され ましたよ」 

「人の 女房 を 奪った の だそう だな」 


「女房で は ございません そうで、 菱屋 太兵衛 のお 妾 

だそう です、 太 兵衛に 代って 掛金の 催促に 来たの を 芹 

沢 先生が、 いやおう いわさず、 ものにされて しまった 

というが 本当ら しいので ございま す  芹 沢 先生 と 、 

あの 美い 女と、 二人 寝て いると ころ を やられました、 

その 場の 有様と いう もの は、 いやもう、 目 も 当てられ 

ぬ 無惨な もので ございまして」 

ひ とづ て 

彼 は、 自分が 親しく 見た わけで は あるまい が、 人伝 

にしても、 手に 取る ように その 現場の 状況 を 聞いて 

知っている らしい。 そこで、 所望に よって は、 そのく 

わしい 物語 を も 演じ 兼ねない 様子に 見えた が、 聞き手 


はそう いう ことに 深い 興味 を 持たない 人ら しく、 或い 

はそんな こと は疾 うの 昔に 知つ ている かの 如く、 

「では、 やむ を 得ない」 

その 芹 沢に 厄介に なろうと いう 希望 も 撤回せ ざる を 

得ない と、 あきらめ るより 仕方がない。 さりと て、 そ 

れに 代るべき 候補 宿 を 提案す る 心 当り もない らしい。 

そこで、 今度 は 轟の 源 松の 方から、 鎌 を かけて、 

「では、 近 藤 先生のお 宅 はいかが で、 木津屋 橋の 近 藤 

先生のお 仮宅なら ば、 わたしが くわしく 存じて ぉリま 

す」 

「近 藤 は 虫が 好かん」 


と 覆面が 言いました。 

「では」 

轟の 源 松が、 いいかげん テレ きった 表情 を 見て、 長 

身の 人が、 ついに 決然と 最後の 決 答 を 与えました、 

「高台 寺の 月 心院へ 届けて くれ」 

「高台 寺の 月 心院、 心得ました」 

ここで、 無 目的の 目的が 出来た。 指して 行く あたり 

の 壷が すっかりつ いたの だから、 源 松 も 勇み をな して、 

再び 提灯に 火 を 入れよう とする 途端に、 何 か 物の 気に 

感得して しまいました。 

こういう やから は、 道に よって 敏感で ある。 まして 


送り狼の 役 をつ とめて みると、 送る 方 も、 送られる 方 

も、 あやまてば 食われる の だから、 寸分 も 神経の 休養 

が 許されない。 

轟の 源 松 は 再び 提灯の 火 を 入れよう として、 何 かの 

物の 気に 感じて、 三条 橋の 上から、 鴨 川の 河原の 右の 

方、 つまり 下流の 方の 河原 をず つと 見込みました。 

前に 言う 通り、 残ん の 月夜の ことです から、 川霧の 

立て こむ る 鴨 川の 河原が 絵の ように 見えます。 その 河 

かち わた 

原の 中 を 走る 二 筋の せ せらぎ を、 今、 徒渉 リ している 

物影 を、 この 橋の 上から 認めた からであります。 


三十 二 

橋の 上から は、 物の 二 町と は隔ら ない 川下 を、 かち 

渡りして いる 二つの 人影 は、 ここから 見当 をつ けても、 

そう 危険性な もので はない らしい。 

本来、 この 時分に、 天下の 公 橋 を 渡る さえ 二の足が 

踏まれる のに、 河原の 真中 を 横に 歩く ような やからが、 

尋常の やからで ない こと はわ かってい る。 だが、 轟の 

源 松の 物に 慣れた 眼で 見て取った ところでは、 特に 危 

険性 のない ものである こと は、 一眼で 明らかになり ま 

した。 危険性と いうの は、 つまり 人命に 関する ことで、 


最近、 この辺の ところ は、 足 利 三代の 木像 首 を はじめ 

として、 幾多 人間の 生首 や、 片腕 や、 生 きざらし など 

の 行われた 地点で あるから、 かりそめの 人影の 動揺に 

も、 油断の ならない のが 当然であります が、 それと こ 

れとは 別、 ただいま あなたに うごめく 人影 は、 左様な 

危険性 を 帯びない ものである こと を、 轟の 源 松が 認め 

たのです。 

こも 

それ は、 どこに も あるお 菰 さんであります。 乞食 種 

族に 属する 者で ある ことが 月明で 見て よく わかります _ 

つまり、 乞食の 川 渡りな のです から、 一 度 は 耳と 目 を 

拡張して 見ました けれど、 その 点 を 見届けて 安心した 


と いう ものです。 

乞食と いう もの は 天下の 遊民であって、 天下 大いに 

治まる 時 は、 三日で もって 人生の 味 を 嘗めつ くして し 

まって、 天下が 麻の 如く 乱れよう とも、 現状 以下に 落 

しろもの 

つるの 憂いの ない 代物で ある。 持てる 者が みな 狼狽 焦 

心する 時に、 乞食 種族 だけ は、 悠々 自適の 生活 を 転移 

する 必要 を 認めない 現状維持 派であります。 今、 日本 

の 天下 は、 王政の 古 えに かえる か、 徳 川の 幕府に つな 

がる かとい う 瀬戸際に 於て、 王城の 地 は その 鼎 沸の 中 

心に 置かれても、 乞食と なって みると、 一向 その 冷 熱 

に は 感覚がない のです。 かくて この 無感覚 種族 は、 い 


かなる 乱世に も 存在の 余地 を 保留して いると 見えて、 

今の 京都の 天地に も、 相応に 棲息し、 横行 倒 行して い 

る。 今晚 も、 ここで、 物騒な 京都の 夜 を、 平々 かんか 

ん として 川 渡り を 試みら るる 自由 は、 また この やから 

の 有する 特権で なければ ならぬ。 住所な きと ころが 即 

ち 住所で ある。 河 西の 水草に 見切り をつ けたから、 明 

日 は 河 東の 水草に 稼ごうと して、 その 勤務先の 異動 を 

企てて いるまで です。 前の 方 は 少し 背が高い。 前の 背 

の 高い のの わかる の は、 後ろの が、 それより やや 劣る 

からで ある。 といっても、 前後の 比例が 桁外れ なるこ 

と、 道 庵 先生と 米 友 公の 如きで はなく、 先なる は 人並 


より やや 優れた 体格であって、 後ろの は 世間並み とい 

う 程度の もの だ。 

しばらく その 菰 かぶりの 川 渡り を 遠目に ながめて い 

た 轟の 源 松 は、 自然 提灯に 火 を 入れる 手の 方が お 留守 

になる。 

「あ、 旦那、 済みませんが、 少しの 間、 ここに 待って、 

ここに 待つ ていてい ただく わけに は 参りますまい か I 

I ちょ つ と 見届けて 参る ものが ございます」 

と 言って、 送りの 客 を 顧み ましたが、 この 時、 提灯 は 

抛り 出して しまって、 懐ろ へ 手 を 差し入れ たの は、 火 

打 道具 を 取り出 さんがた めではありません —— 一 張の 


とりなわ 

、1nTT ョョ  1 1、、 i  一  o 

その 時の 源 松の 気勢 は、 変って おりました。 職務の 

遂行の ために は 死 を だ も 辞せず という、 一種の 張り 

きった 気合が 充ち 満ちた かと 見る と、 件の 長身 覆面 

の 客から 物の 三 間ば かり 離れて、 橋 板の 上へ 飛びの い 

て、 足踏み 締めて、 身 を 沈めて、 捕緦の 一 端 を 口に 銜 

えて、 見得 をき つてし ごいた の は、 かの 長 浜の 一夜で、 

米 友に 向つ て 施した のと まさに 同じ 仕草です。 

だが、 今晩の は、 捕手の 中心が よく 定まらな いよう 

です。 ここで、 自分の 送り狼 を 捕ろうと する のか、 或 

いはまた、 一 旦は 天下 御免の 遊民と 見て 安心した 下流 


の 川 渡りに、 再吟味す るまで もな く、 なんらかの 不安 

を 感じた ために、 それ を 捕りに 行く ための 身構え か、 

二つの 目標が 同時に 現われた ものです から、 源 松の 着 

眼が 乱視 的で、 これ だけの 仕草で はよ くわから ない の 

です。 

だが、 送られて 来た 覆面の 遊客 は、 こころもち 移動 

して、 橋の 欄干 を 背後に した ことによって、 この 気合 

を 感得した ものら しい。 ただ、 それだけで、 柄に 手 を 

かける ので もな く、 刀 を 抜こう でもない が、 その 身 そ 

のま まが 構えに な つ ている。 

源 松に 於て は、 依然として 三 間ば かり を 遠の いた 地 


点に いて、 あえて それより 遊客に 近づいて は 来ない の 

です。 源 松の 眼 を 見る と、 二つの 眼 を、 二つに 使い 分 

け をして いる ことが わかる。 すなわち 一 つ はこの 橋 上 

の 送り狼に、 もう 一 つ は 川下 を わたる 二人の 乞食に、 

双方に 眼 を 配って、 一 本の 捕 網 をし ごいて、 空しく 立つ 

ている らしい。 

それ は その はずで、 優れた 獵師 といえ ども、 方向の 

違った 二つの 兎 を 同時に 追う こと はでき ない。 まして、 

相手 は 兎ではなくて 狼で ある。 

この きわどい 場合に も、 さすがに 源 松 は 打算 をし ま 

した。 そこで、 がらり と 気分 を 崩して、 あわただしく、 


い つたん 取り上げた 捕緦を 再び 懐中に ねじ 込んで し 

まって、 

「いや、 どうも、 川下に 変な 奴が 川 を 渡って おります 

るで な、 ひとつ 様子 を 見届けて 参りたい と 存じます が 

その 間、 相 済みませんが、 ここで 暫くお 待ち を 願いた 

いので ございます、 な あに、 直ぐ 戻って 参ります、 ど 

うか、 暫くの 間、 ここのと ころで」 

妥協 を 申し入れる ような 口ぶりで、 急に 折れて 来た 

の は、 つまり、 ヒット ラ ー ではない が、 同時に 二つの 

敵 を 相手に する こと は、 戦略から 言っても、 外交から 

見ても、 策の 得た る もので ない ことが わかる から、 そ 


こで、 前門の 狼と は 暫く 妥協 を 試みて 置いて、 下流の 

乞食から 退治に かかろう とする 魂胆で あるら しい。 

そう 言い っぱなし にして、 相手の 返答 は 聞かず、 早 

たもと 

くも 橋の 袂 をめ ぐって、 河原 を ひた 走りに 走りました _ 

こも 

もちろん、 めざす ところの 目的 は、 月夜のお 菰の川 渡 

りであります。 彼等の 二 個のお 菰は、 斯様な 鼻 利きの 

すばらしい 獵 犬に 嗅ぎつ けられた 運命の ほど を 知る や 

まて、 > 

知らず や、 悠々 閑々 として、 月夜に 布袋の 川 渡 リを試 

みて、 誰 はばかろうと はして いない。 いい 度胸です。 

でなければ の ほほん の 無神経です。 

且つ また、 橋の 上に 取 残された 狼に してから が、 頼 


み も 頼まれ もしない 藪から 棒の 送り狼に、 待って いて 

くれと 注文され て、 その 注文 どおり、 馬鹿な 面 をして 

待って いて やる 義務 も あるまい ではない か。 

三十 三 

一方、 視野 を 転換して、 のんきな 月夜の 川 渡りの 二 

人のお 菰 さんの 身の上に 及ぶ。 

二人とも、 いい 図体 をした 屈強の 男 ざ かりで ありな 

がら、 ドコぞ 箍が ゆるんで いれば こそ、 今日こう して 

菰を まと つてい る。 


「いい 心 持 だな あ、 月夜の 川 渡り」 

ほて 〈. 

「ほんと にいい 心 持 だよう、 月夜の 布袋の 川 渡リ」 

「月夜に 釜 を 抜かれる という ことがあ るが、 その 解釈 

を 知ってい るか」 

「知らん —— いろは ガル タに は、 わかった ようで わか 

らんの が 幾つ も ある、 我々 いい 年 をしながら、 いろは 

さえ 充分に はわ か つ とらん」 

「^ んゃ 天下 国家の こと や」 

「なんにしても、 月夜の 布袋の 川 渡り はいい」 

しきりに この 二人が 布袋の 川 渡り、 布袋の 川 渡りと 

いう こと を 口にして いるの は、 自分た ちが 菰を 被って 


いる 頭の 上に、 身上 道具の，. 一切 合 耽 をいた だいて いる 

からで あろうと は 思われる。 身上 道具の 一 切 合 財と 

いっても、 鍋釜で 尽きて いるら しい。 鍋釜 を 所有して 

いれば、 中に 入れる もの は、 今日は 今日、 明日 は 明日 

で、 絶対 他力 まかせに なって いると ころに 彼等の 身上 

が ある。 そこで、 月夜に 釜 を 抜かれる という 「いろは 

ガル タ」 が 不意に 飛び出し たの も、 つまり、 頭上に い 

ただく 鍋釜から 起 つ た 聯想ら し い。 

「乞食 を 三日 すれば 忘れられん  というが、 まさに 

正 真の 体験 だ」 

「そうだ、 この 趣味が わかる と 全く、 人間並み 生活な 


ど はばから しくて 出来る もので はない、 ただ 人間並み 

を 廃業して、 ここまで 来る 試験地獄が つらい、 ここへ 

来て しまえば、 何とい う 清浄に して 広大なる 天地 だろ 

う」 

「まあ、 あんまり 惜しい から、 そう 川 渡り 急ぐな よ、 

ゆっくり 月 をな がめ ながら 川 を 渡ろう ではない か、 こ 

の 良夜 をい かんせんと いうと ころ だ」 

「月 は 天に ぁリ、 水 は 川に ぁリ、 いい 心 持 だ」 

名 は 高い けれども、 鴨 川 は 大河で はない。 ちょろ 

ちょろ 水 を 渡る 程度の 川 渡り も、 今晩は 無下に 渡りき 

るの が厝 しくて たまらない らしい。 そこで、 中流と い 


うとす ばらしい が、 飛べば 一 ハネの 川の 真中で、 わざ 

と 二人 は 歩み を 止めて しまい、 空の 大月を 打 仰いで、 

もち 

「清風 明月 一 銭の 買う を須 いず —— と、 たぶん 李 白の 

詩に あつたけ な、 一 銭のお 手の 中 を 頂く にも、 人間と 

な ると 浅 ま しい 思い をす るが、 こ の 良夜 を 無代 価 に 恵 

与する 天然の 贅沢 はす ばら しい もの だ」 

「その 天然の 贅沢 を、 無条件で 受 入れ 得る 我々 の 贅沢 

さは、 また 格別 だな あ、 事実、 乞食に ならん と、 本当 

の 贅沢 はで きん もの だな あ」 

「そうよ、 うんと 欲張って 我が物に したければ、 袋 を 

空 にして置くに 限る よ、 物が あると 誰も 入れて くれね 


え、 天下 将相 になって 見 給え、 志士 仁人に なって 見 給 

え、 夜の 目 も 口 クロ ク 眠れずに、 やれ 国の ためだ、 人 

ちまなこ 

のた めだと 血眼に なって いる、 この 天与の 恩恵 豊かな 

きた 

る 清風 明月が 来りめ ぐっても、 火の車 を 見る ようにし 

か 受取れ ない 奴等 こそ 憫れ むべき もの だ」 

「大燈 とか、 大応 とかいう 坊主が、 そこらの 橋の 下に 

穴 を 掘って、 そこ を 宿と して 園 林 堂閣へ 帰りた がらな 

かった というが、 それ はわれと スネ たんで はない な、 

そういう 生活が むしろ 自然なん だから、 彼等 は それ を 

むさぼ 

貪り 好んで 生きて いる、 世間の 馬鹿 共が 見る と、 それ 

が、 大徳の、 達観のと 渴仰 する、 見方が 違って いるん 


だ」 

「そうだ、 トモ カク 坊主で も 大物に なると 横着 千万な 

もので な、 自分 は 楽 をして いながら、 世間から は 難行 

ほうき 

苦行の 大徳で あり、 人生の 享楽 を 抛棄した 悟道 人の よ 

うに 見える が、 あり やみん な 道楽 だね」 

「まず、 そんな もんじ や、 乞食の 六と いう 奴の 詩に 有 

名な のが ある」 

「そうだ そうだ、 畸人 伝 かなに かにあった つけ、 あれ 

だけの 詩 を 作れる くせに 乞食して いる 横着 者、 まさに 

三十 棒に 価す る、 その 詩 を 一 つ ：••： 」 

一人が、 そこで、 詩 を吟じ 出して しまいました。 


一 鉢 千家 飯 

孤 身 幾度 秋 

不空 又不色 

無 楽 還 無 憂 

日 暖堤頭 草 

風 涼 橋 下流 

人 若 問此六 

明月 浮 水中 

これ を、 高らかに 和吟 して、 「 一 鉢 千家の 飯、 孤 身 幾 

くう  しき  また 

度の 秋、 空なら ず 又 色なら ず、 無 楽 還 無 憂、 日 は 暖か 

なり 堤 頭の 草、 風 は 涼し 橋 下の 流、 人 若し この 六 を 問 


はば、 明月 水中に 浮ぶ」 と吟じ 了って から、 この 六な 

る ものの 事蹟に 就いて 語り合いました。 

ゆき だお 

これ は 昔、 この 川の 岸に 一 人の 乞食の 行 斃れが あつ 

たから、 それ を 水葬して やろうと、 ある 坊さんが 抱き 

起して 見たら、 乞食の 懐ろ の 中に、 この 詩が 書いて 入 

れ てあつた という こと。 

なるほど、 遠目で 見た ので は、 単なる 求 食人種の 移 

動に 過ぎない が、 ここで この 話しぶ リを 聞いて いると 

以ての外。 こいつら も 世 を 欺く 横着 もの、 大応 大徳の 

とうすい そんじゃ 

それに 匹敵すべき か、 乞食の 六 や 桃 水 尊者と 比ぶべき 

や 否や は 知らないが、 トニ カク、 乞食 を 生きる もので 


なくて、 少なくとも 乞食 を 楽しむ こと を 解して いる。 

それ もどう やら、 今日 昨日の 附焼 刃ら しいが、 それで 

も 楽しむ こと を 知る ことに 於て、 一応 筋 は 立った 話 を 

している。 これ を 遠目に 睨んだ だけで、 直ちにう さん 

と 眼 をつ けた 源 松の 眼 も 高い と 言わなければ ならない。 

これ 別人なら ず、 よく 見れば、 前なる 背の 高い 方の 

が南条 力、 後ろの やや 低い 方の が 五十嵐 甲子 雄 —— 

なじみ 

毎々 お 馴染の 二人の 成れの 果て —— 果てと いうに はま 

だ 間 も ありそう だが、 一 一人の 変形で ある こと は 疑いが 

ない のです。 


三十 四 

この 南条、 五十嵐の 両 壮士が、 ある 時 は 志士の 如く、 

ある 時 は 説 客の 如く、 ある 時 は スパイの 如く、 ある 時 

は 第五 部隊の 如く、 全国的に 要所 要害 を 経歴して 来た 

こと は、 ほぼ 今までの ところに 隠見して いる。 

つい さき 程 は數山 四明ケ 岳の 上で、 大いに 時事 を 論 

けいらく 

じていた と 見た が、 もう 京洛の 真中へ 入り込んで、 こ 

すき 

んな 行動 をと つてい る。 また 油断 も 隙 もなら ぬ 者 共で 

しかし、 今晩の ような 夜空に、 こんな 風 をして、 こ 


ほうこう 

こら を 彷徨 するとい うこと は大 なる 抜かりで、 早く も 

とどろき 

轟 の 源 松の 注視 を 受けた という こと は、 大 なる 不覚 

と 言わなければ なりません。 

こうして 二人 は 河原 を 三条の 橋の 橋 詰まで 来ました 

が、 橋に 近くなる と、 彼等 もズ ルイ、 急に 沈黙 を 守り 

出して、 木と、 茅と、 石と 水との 中に 没入し、 人 をし 

て その 痕跡 を 認めし めない 芸当 は 心得て いたよう です。 

あげひばり  さえず 

楊 雲雀と いう もの は、 中空 高く 囀りつつ 舞って い 

るが、 己れ の 巣へ 降り 立とうと する 時 は、 その 巣より 

遥かに 離れた 地点へ 着陸して 来て、 そこから 麦の 株 や、 

畦の 間 を、 若干 距離の あいだ 潜行して 来て、 はじめて 


己れ の 巣に ありつく もの だが、 この 二人の 壮士 も、 そ 

の 鳥 跡に 学ぶ ところあって、 川 渡りの 地点 は 巣に 遥か 

に 遠い ところで あつたが、 そこから 橋の 抉の 元 巣まで 

たどりついた 間の 行動 は 誰に も わかりません。 

しかし また、 上手な 雲雀 取り は、 右の 雲雀の 着陸 点 

をまず 認めて おいて、 その あと を ひそかに 追ったり、 

前路を 考えて、 これ を 要したり する こと も あるよう に 

轟の 源 松 も、 いったん は 橋から 河原へ 飛び下り たが、 

それよ リ 後の 行動 は、 月に も 水に も 知らせません。 し 

かし、 程経て、 二人の 壮士 は 橋の 抉の 穴つ 子へ 到着し 

ました。 


その 橋の 抉の 穴つ 子 こそ、 彼等の 住所であって、 そ 

の 先祖 をたず ぬると、 大燈国 師伝 以来の 由緒の あると 

ころです。 二人が この 穴つ 子へ トャ について しまった 

頃 を 見計らい、 外で そろそろと 網 を 張って いるものが 

あります。 言わず と 知れた 轟の 源 松で、 もうこう なれ 

ば こっちの ものと、 網 を 張りながら、 二 タリと 笑って 

橋の 上 を 見上げました。 

橋の 上の 一方に 待た して 置いた 送り狼 は、 いかにと 

見上げた もので しょうが、 前に 言う 通り、 この 男の 要 

求 通りに、 馬鹿な 面 をして、 橋の 上に 待って いなけれ 

ばなら な い 義務 も 責任 もな いこと は、 先方より， J ちら 


がわ かってい るから、 二 兎 を 追う こと はでき ない 道理 

だから、 一方 は 一方で 一 時 は 取 逃がしても、 やむ を 得 

つが  えもの  み い 

ない。 比べて みると、 こちらの 番 いの 獲物の 方が 実 入 

りが ありそう だ。 あれ は あれで、 出直して 突 留める 分 

に は、 相手が 不自由な 身 だから 手間 ヒマ はいらな いは 

ず だが、 芹 沢 鴨 を 名指したり、 伊東 や 近 藤と も 相当 

かおなじみ 

面 馴染が あるら しいと ころ を 以て 見る と、 ただの 鼠で 

はない が、 新撰 組 や 御陵 士 頭に 属する ほどの 者で ない 

こと は、 その 言語 挙動で わかりきつ ている。 当座の 口 

実に、 新撰 組 や 御陵 士 頭の 名 を 仮り てみ る だけの もの 

で、 最後に 突き つめたお 宿 許の 名乗りに、 高台 寺 月 心 


院の名 を 指した が、 それ とても、 果して 月 心院で 受け 

つけられる かどう かわかつ たもので はない。 とにかく、 

島 原の 行動と 言い、 その後の 応対と 言い、 捉まえ どこ 

ろが 有る ようで 全くない。 これ また 近 ごろの 珍しい 獲 

物 だと、 源 松 は ほほ 笑みながら、 近いうちに 手の内 を 

見せて やる と、 いささかの 得意で 橋の 上 を 見上げる と、 

どうでしょう、 命じて 置いた 通りの 地点、 欄干 を 背に 

したと ころに、 たしかに 待って いる。 よも やと 眼 を 

拭って 見直した が、 間違いがない。 

や あ、 やっぱり、 世界に は 馬鹿正直な 奴が ある。 源 

松 を 源 松と ちゃんと 心得て いる はずな のに、 馬鹿な 面 


をして、 ああして おれの 帰る の を 待って いる。 呆れた 

もの だと、 源 松 も 口 を あいてし まいました。 

だが、 待てよ、 一概に 馬鹿正直 扱い もで きますまい。 

真実 あれ は 眼が 見えな い の だから、 意地と 場合で 島 原 

を ひとり 抜け をして 出て 来たが、 出て みれば、 西 も 東 

も 動きの 取れない 身な の だ。 そこへ、 おれが ぶつつ 

かった もの だから、 しらをきって 挨拶 をしながら も、 

実は おれ を頼リ にして、 引 廻され るふり をして 引 廻す 

つもりで 来たの かも 知れない。 送り狼と 知りつつ、 送 

らせ ると ころまで 駕籠 賃 なしで 送らせて、 どろん と 消 

える つもり か 知らん。 一枚上 を 行った 図々 しさ だか、 


また 事実、 ひとりで は 動きが 取れない から、 ああして 

この 源 松の 帰り を 待って いるの か、 なんにしても 微苦 

笑 もの だと 源 松 は 呆れた の だが、 こうな つてみ ると、 

自分 もまた、 悧 口な ようで、 なんだか 馬鹿にされ てい 

る、 上手な 獵師 のつ もりで、 一方の 兎 を 思いきって、 

一 方 だけ 確実に 手に入れる 策戦に 出で たことの 思いき 

り を、 我ながら 腕前と 信じて いたのが、 ここへ 来て 見 

ると、 獲物 は やっぱり 二つで、 獵師は 自分 一人 だ、 獲 

物 をせ しめたと 思った 獵師 が、 かえって 獲物に せしめ 

られ ている ような 感じが しないで もない。 

そこで、 源 松と して は、 またしても、 橋 上と 撟 下と 


二つの 方面に、 一つの 注意 を 張らなければ ならない。 

口 シャと 手 を 握って 英国に 当る 策戦の 裏 を かかれた よ 

うな 気持が しな いで もない。 

そこで、 張 網の 地点から、 二つの 方面に 注意 を 向け 

ている と、 またも 意外、 こちら はい ま 巣へ もぐり 込ん 

こも  けんびし 

だばつ かりの 二人のお 菰が、 相 変らず 剣菱 の 正装で、 

は 

のこのこと 這い 出して 来ました。 

三十 五 

おやおやと 見て いるう ちに、 頭に いただく 鍋釜 は 穴 


の 中に 安置して 置いた と覚 しく、 手 ぶら で、 第一 公式 

のお 菰を ひらつ かせて、 のつ しのつ しと 這い 出して 来 

はしぐ い 

たが、 ドコへ 行く かと 見る と、 橋杭の 太いのに とつつ 

かまり、 それ を、 なかなかの 手練で 攀じ 上って、 橋の 

上 へ 出ようと する。 

とどろき 

逃げ出し たので はない、 轟 の 源 松 これに ありと 

知って、 風 を 喰って 逃 出しに かかった のでない こと は、 

その 気分で はっきり わかる。 つまり、 あいつら は、 こ 

の 老練な 獵師が 網 を 張って いると いう こと を 少しも 知 

ら ない。 ちょっと 何 か 用達しに 出かけて、 やがて また 

この 巣へ 舞い戻って 来る の だとい う 気分 は、 源 松に も 


はっきりと 受取れ るが、 さりと て、 舞い戻る まで、 空 

巣へ 網 を 張って 株 を 守る の 愚 を 為すべき ではない。 源 

松 も、 急に 手近な 柳の 木へ 上手に 攀じ 上って、 彼等の 

行動 を 注意して 見る と、 橋杭から 橋 板の 上まで 攀じ 

上った 二人のお 菰は、 橋の 東 詰の 程よ いところ まで 来 

ると しめし 合わせて、 一方 は 橋の 南端へ、 一方 は その 

北端へ 居 を 占めて、 そこの 橋の 上に 横にな つて、 ぉ菰 

を さし 繰り上げて 自分の 身体 を 覆い、 そこに 平べ つた 

くな つ て 寝込んで しま つたので す。 

はは あ、 こいつら、 穴の 中よりも 板の 上が 寝 心が い 

いと 見えて、 お寝 間 直しと 洒落 こんだ な、 とにかく 安 


心、 橋 上と 橋 下と は 彼等に とって 本宅と 別邸との 相違 

だ、 どのみ ち、 自分の 緦 張り を 出ない の だから 安心な 

もの だ、 どれ、 この間に 一番、 空巣 狙いと 出かけて、 

この 穴 屋敷の 中を取 調べて くれよう、 と 源 松 は そろ そ 

ろと 柳から 下りて、 彼等が たった今、 もぬけの 殻と し 

た 穴つ 子の 中へ 潜入して 見ました。 

ひうち 

この 忙しい 折 柄に、 轟の 源 松 は、 燧を きって かがや 

かし、 穴つ 子の 中 を 一通りの ぞいて 見た が、 穴つ 子の 

空巣で ある 以外に 別段に 異状 はない。 天井 も 相当 雨 漏 

りと 土 落ちに 備えて ある。 中には 藁と むしろと が 敷か 

れて ある。 その 天井の 上に 仕掛け も ありそうな こと は 


なし、 むしろの 下に も 特別に 隠された 物件 はありそう 

もな し、 ただ 多少 気に かかる の は、 その 敷物の 真中に 

置き 据えられて ある 鍋釜 だけの ものです。 いと 古びた 

三 升 焚きの 釜と、 それに 釣合いと して は 小さき に 過ぐ 

る 割れ鍋が 安置して ある だけの もので したが、 源 松 は、 

まず 釜の 方の 蓋 を 取って 見ます と、 今時の 乞食に して 

は 贅沢 千万、 外来 入らず、 手の 切れる ような 未 炊の 白 

来が 八分目ば かり。 手 を 入れて みたが、 ザック という 

手 ざ わりの ほかに は 異状がない。 連合い の 方 はと、 と 

じ 蓋 をと つて 見る と、 割れ鍋の 中に 竹 皮 包の 生々 しい 

一塊、 これ も 味噌 以外の もので ありよう はない。 この 


忙 がしい 折 柄に 一応、 穴つ 子の 中へ 眼 を 通す だけ は 通 

してお いて、 次の 瞬間に、 源 松 は 外へ 飛び出し、 再び 

橋 上の 職場へ 取って返し、 さて、 仕事 はこれ からと、 

勇み足 を 踏みし めた 途端、 橋の 上で 突然、 人 をば かに 

したよう な 声が 起り ました、 

「おいおい、 吉田 氏、 竜太郎 どの、 何 を そんなと ころ 

で、 うろうろして いるの だ、 気の きいた 幽霊 は 引 込む 

時分 だ」 

その 男 は、 菊 桐の 御 紋章の 提灯 を 提げて いたのが、 

これ も少々 酔って いると 見えて、 声 は 大きい けれども、 

うつろです。 呼びかけた 相手の 主 は、 誰か 知らないが、 


ほかに それと 覚 しい 人 もない から、 多分 自分が 置きつ 

ぱ なしにして 来た 送り狼の その 当人 だろうと 思って、 

踏みと どまって みている と、 果して、 

「斎 藤 だよ、 斎 藤 一 だよ、 一足違いで 君に 逢えな かつ 

みす  ま 

た、 君 を 御簾の 間へ 残して 置いた の は、 こういう 時の 

頼みの ためなん だ、 君と いう 男 も、 前に は 芹 沢で 立 後 

れ、 今 は 伊東で また 後手に 廻る、 仕様がな いな あ、 と 

も かく、 これから 月 心院へ 引上げよう」 

菊 桐の 紋の ついた のがこう 言って、 忙 がわし く 橋桁 

の 方へ 近寄って、 送り狼の 身にから みつくよ うにした 

時、 またもや 橋 上がに わかに 物騒がしくな りました。 


人が 来る、 しかも、 夥 しい 人数が 来る、 粛々 とし 

て 殺気 を 帯びて 来る。 殺気 を 帯びた 人数の 出動す る こ 

と は、 このごろの 京の 天地に 於て は 物珍しと はしない 

が、 時が 時であって、 源 松の 六感 を 震動 させた の は、 

その 一隊が 手に 手に 武器 を 携えて、 一方に は 夥しい 提 

灯 を かざして 来る 事の 体と いう ものが、 普通の 巡邏と 

は 巡邏の おもむき を 異にし、 いわば、 うちいり を 済ま 

した 後の 赤 穂 浪人 —— 或いは これから 吉良邸 を 襲いに 

かかろう とする 赤 穂の 浪人が、 まさに 両国 橋 を 渡りに 

かかった 事の 体な のであります。 彼等 は 抜 身の 槍の 光 

を 月に かがやか している、 鞘 走る 刀の かがり を 指で 押 


えてい る。 その 一行が 無慮 数十 人。 粛々 として 橋 板 を 

踏み鳴らして 来 かかった ものです から、 さすがの 源 松 

も、 これに はお どろかざる を 得ません。 しかも、 その 

数十 人の 手に 携えた 提灯と いう もの は、 前に 斎 藤 一と 

名乗る 男が 手に していた 御 紋章の 提灯と は 事変り、 

「誠」 の 一 字が 楷書で、 遠く離れていても 歴々 と 読み取 

り 得られる ほどに 鮮 かに 記されて ある ことです。 

「誠」 の 一 字の 提灯 は、 新撰 組の 一 手の ほかの もので 

ありよう はず はない。 

かくて 轟の 源 松が 再び 橋 上に 戻った 時分に は、 自分 

が 残して 行った つもりの 人影はありません。 


新撰 組の 一 行が 粛々 として 三 条大橋 を 西に 向って 渡 

リ 去った、 その後ろ 影 を、 はるかに ながめ やる ばかり 

でありました。 

三十 六 

月 心院の 一 間で、 机 竜 之 助が、 頭巾 も 取り、 被 布 も 

取 払って、 真白な 木綿の 着衣 一枚に なって、 大きな 

しがみ ひばち  りょうひじ  あ こ や 

獅嚙 火鉢の 縁に 両肱を 置いて、 岩 永左衛 門が 阿古 屋 

の 琴 を 聞く ような 形 をして、 黙然と している。 

それと 向き合って、 火鉢と はかなり 離れた ところに 


敷きの ベた 大 蒲団の 上へ、 これ も 白衣 一枚で 寝 まき 姿 

で、 斎 藤 一が 無雑 作に 坐り込んで、 しきりに 竜 之 助に 

向って 話 をし かけて いる。 二人ともに、 この 寺院の 荒 

涼た る 広間で、 白衣 を 着て 対坐した ところが、 行者 か 

亡者 かみた よう だが、 事実 は、 寺院 備えつ けの 納所の 

坊主の 着用 を 一 時 借用に 及んだ ものら しい。 

今、 二人ともに、 これから 寝に 就こうと して、 その 

寝つき 端 を まだ 話が 持てて いるら しいので す。 会話と 

いうう ちに、 お喋りの 斎 藤が 一人で 持ちき つてい る 

ような もので、 

「ねえ 君、 ぜひ 一度、 近 藤に 会って 見 給えよ、 君が 毛 


嫌い をす るよう な 男で はない、 世間が 誤解して いる 如 

く、 君 もまた 誤解して いる、 一度、 近 藤に 会った もの 

は、 必ず 認識 を 改める の を 例と している の だ、 彼を以 

て 殺伐 一方の、 血 も 涙 もない 殺人鬼の 変形の ように 見 

るの は 当らない。 まあ、 この 一 軸 を 見 給え。 見 給えと 

言った ところで、 君に は 馬 念に 過ぎない が —— J 

ここに 斎 藤が 馬 念と 言った の は 「馬の 耳に 念仏」 と 

ことわざ 

いう 諺 の 略語 だと 思われる。 つま リ 眼の 見えない 机 

竜 之 助に 掛物を 見ろ というの が 失当で ある こと を、 そ 

の 瞬間に 気がついての 駄目な の だが、 それでも 壁に か 

けた 一 軸 を 指した 指 は 撤回し ない。 


「これ は、 近 藤に 頼んで 僕が 書いて もらった の だ、 彼 

の 詩 だよ、 七 言 絶句 だよ、 いい かい、 僕が 読み 且つ 吟 

ずるから 聞いて 居 給えよ」 

と 斎 藤 は 婆 心 を 加えた。 読め と言うの は 無理 だが、 聞 

け と言うのに 無理 はない。 そこで 斎 藤 は、 壁に かけた 

とうし はんせ つ 

唐紙 半切の 二 行の 文字 を 読みました。 

百行 所 依 孝与忠 取 之 無失果 英雄 

英雄 縦 不吾曹 事 豈抱 赤心 願此躬 

「百行 依ル トコ 口 孝 ト忠、 之ヲ取 ッテ失 フ無キ ハ果シ 

テ 英雄、 英雄 ハ タトへ 吾 曹ノ事 二 ァラズ トス ルモ、 豈 

赤心 ヲ抱ィ テ此ノ 躬ヲ願 ハン^  」 


と吟じ 了って 斎 藤が、 附け 加えて 言う、 

「彼 は 知っての 通り 武州多 摩 郡の 土民の 出で、 天然 理 

心 流の 近 藤 家へ 養われて、 その 四 代 目 をつ いだ もの だ。 

天然 理心 流と いうの は、 彼の 先祖が 立てた 一 流 だが、 

新 陰 や 一 刀 流の 如き 立派な 由緒 はない。 この 詩 は 彼が 

先頃、 養父 近 藤 周 斎の 病 を 聞いて 心痛の あまり、 幾度 

あずま 

か 養父の 病気 を 見舞わん がた めに 東 へ 下る こと を 

願った が 聞き入れられない、 今のところ、 この 京都の 

お 膝元から、 近 藤に 離れられ たので は 代る ものがない、 

たとえ 親の 病気と いえ ども、 朝 幕に 於て 今の 近 藤 を 放 

せない というの は 無理がない、 よって 近 藤が 悲しみ を 


抑えて 詠んだ 詩が これなん だ。 いい か、 もう 一 べん 読 

むから、 よく 聞いて 居 給えよ」 

斎 藤 一は 感慨に 満ちた 声で、 右の 近 藤の 詩 を 再吟し 

た 上、 

「詩 だって 君、 詩人の 詩と いう わけに はいかな いが、 

ちゃ あんと 一 東の 韻 を 踏んで いるし、 行の 字 を 転換す 

ひょうそく 

れば、 平仄 も ほぼ 合って いるそう だ、 無茶な こと はし 

てお らんそう だ。 しかし、 我々 は 詩 を 取る ので はない、 

志 を 取る の だ、 これの 解釈 をして みると、 人間 百行の 

もとは 忠と孝 だ、 忠と孝 を 離れて、 行 もなければ、 道 

もない、 真の 英雄と いう もの は、 この 道 を 取って 失わ 


ざる もの をい うの だ、 そこで、 転 句に 至って、 わが 身 

を 謙遜して 言う ことに は、 我々 は 決して 英雄で もな け 

れば、 英雄 を 気取る もので もない が、 この 赤心 を 抱い 

て、 この 躬を尽 そうと 思う 精神 だけ は 英雄に 譲らない、 

とこう 言う の だ。 立派な 精神で はない か、 立派な 覚悟 

さしゅ 

ではない か、 近 藤の 鬼 手に 泣かない もの も、 この 詩に 

は 泣く よ、 泣かざる を 得ない よ。 あの 時に、 この 詩 を 

示された 時に、 鬼の ような 隊 中の 荒武者が みんな 泣い 

たせ、 おれ も 泣いた よ。 彼の は噓じ やない の だ、 言葉 

を 飾って、 忠孝 を銜 うような 男で はない の だ。 その 彼 

が、 この 詩 を 詠 じた 心 胸に は 泣かざる を 得ん —— 」 


斎 藤 一は、 感情の 高い 男と 見えて、 その 当時 を 回想 

すると 共に、 声 を 放って 泣き出して しまいました。 

三十 七 

「世間 は 彼 を 誤解して いる、 彼の 如く 精神の 高爽 にし 

て、 志気の 明快な 男 を 見た ことがない、 英雄た とえ わ 

が 事に あらず とも、 と 言って いるが、 彼 もまた 一 個の 

英雄 だよ。 時勢に 逆行す る 頑冥 者、 血 を 見て 飽 くこと 

を 知らざる 悪鬼の 如く 暄伝 する やから は 別 だ、 僕の 見 

ると ころで は、 彼 ほど 大義 を 知り、 彼 ほど 人情 を 解し、 


しかして また 彼 ほど 果敢の 英雄的 気魄 を 有し ている 男 

はまず 見ない」 

斎 藤 一は、 声 涙 共に 下って、 近 藤 崇拝の 讃美 を やめ 

る ことができない。 彼 は 心から 近 藤 を 尊敬して いると 

共に、 世間の 彼に 対する 誤解 を 憤り、 その 誤解 を 憤る 

より は、 彼の 長所 を 没却して、 それ を 誤解せ しめんと 

ほとばし 

する 浮浪の やから を 憤って いる。 そこで、 余憤の 迸 

ると ころ、 前に 人 を 見ない ように、 意気が 揚 つて 来る 

のみで ある。 

いさみ 

「養父の 周 斎に は 僕 は 会った こと はない が、 勇の そ 

れ に対する 孝心と いう もの は、 それ は 実に 他の 見る 眼 


もい じらしい くらいで、 事 あれば 必ず 江戸 に 残した 父 

に 報ずる、 立身した からと言って は 父に、 功名した か 

おの 

らと 言って は 父に  それから、 己れ の 仕 給 せらる る 

手当 は 割いて 以て 父に 奉ずる。 周 斎 老人 は 江戸に 於て 

も、 おれ は 勇が 孝行に よって、 この 通り 何千 石の 旗本 

も 及ばぬ 楽隠居の 身分に 暮 している、 一に も 二に も 

悴 のお かげ だと 言って 喜んでい るの が 江戸で は 評判 

で、 それ を 見聞きす る ほどの ものが、 ゆかし がらぬ 者 

はない という。 事実 その 通りなん だ、 彼 は 親に 孝た る 

べき 所以 を 知り、 且つ これ を 稀 有なる 純情 を 以て 実行 

、 o 

している、 況んゃ 朝廷 を 尊ぶべき 大義 を 知り、 為政者 


としての 幕府 を 重んずべき 所以 を 知っている、 彼の 手 

紙 を 読んで 見 給え、 ドコを 見ても 尽忠報国の 血に 染ん 

で いないと ころ はない。 しかるに 彼 を、 血 も 涙 もない 

殺人鬼の 如く 取沙汰す る やから は 何者 だ、 たとえ 反対 

側に 立つ の浪士 共と いえ ども、 彼 を 知っている 者で あ 

る 限り、 彼の 心情 を諒 とせざる はない、 彼の 刀剣 を 怖 

るる こと を 知って、 その 心情 を 解す る ものの なき こそ 

遺憾 千万 だ。 見 給え、 彼 は 必ず 成功す るよ、 新撰 組の 

実権が 一枚上 席であった 芹 沢に 帰せず して、 近 藤に 帰 

したと いうの も、 策で はない、 徳 だよ、 おのずから 人 

望が 帰すべき 道理あって 帰した の だ、 伊東 甲子 太郎の 


一 派が あれほどの 後援 を もちながら、 近 藤 一 派の 手に 

殪 された の も、 暴が 正 を 制した と は 言い きれない、 近 

藤の ために 死ぬ ものと、 伊東の ために 死ぬ ものとの、 

意気と 意気 と の 勝敗な の だ 、 意気 と 意気 との 戦いな の 

だ、 意気が 意気 を 圧倒した の だ、 『人生 意気 一 一 感ズ 』 と 

いうの が 本当 だな、 人が 一命 を 捧げて 悔いない 場合 は 

ただ 意気 あるの みだ、 近 藤 勇 は 意気の 男 だ、 彼 は徹骨 

徹髄、 意気 を 以て うずめて いる、 名利 それ 何す ると こ 

ろぞ ！」 

斎 藤 一は 極端なる 近 藤 讃美から、 腕を扼 して 悲歌 慷 

と - つとう 

嘅の 自家 昂奮に 堪え やらず、 滔々 として まくし 立てる _ 


ここに 至る と、 眼に 相手 を 見ざる こと 対談者と 変ら な 

ヽ o 

レ 

「忠と 孝と は 冷やかな 名分 だ、 ここに 意気に 殉 ずる 血 

脈が 加われば こそ、 冷やかなる 忠と 孝との 名分が 生き 

て 来る、 意気の ない 忠が何 だ、 意気の ない 孝が 何 だ」 

彼 は 最初に 涙 を 下した 忠孝の 名分の おごそかなる を 

も、 ここに 至って、 冷やかなる 一片の 名分と 見なして、 

意気の 讃美 論に 転換して しま つ た。 

「当代、 意気に 生きて いるもの は 近 藤 勇 だ、 彼 は 鬼で 

はない、 男児の 生命た る 意気に 生きて いる 男 だ、 彼 を 

鬼と 見る 奴 は 眼の ない 奴 だ、 天下 は 盲 千 人の 世の中 だ、 


や あ 失敬 失敬、 君に 当てつけて 言った わけで はない か 

ら、 悪く とってくれる なよ」 

と、 ここに 斎 藤 もわず かに 余裕 を 得て、 いささか 弁解 

に 落つ るの 変通 を 示す ことができ たの は、 眼の ない 奴 

とか、 盲 千 人と か 言った が、 偶然に も、 最初から、 前 

にいて 神妙な 聞き役と なって、 自分が 昂奮しても 昂奮 

からかね 

せず、 悲憤しても 悲憤せ ず、 最初の 通りに、 唐金の 

しがみ ひばち  りょうひじ 

獅嚙 火鉢の 縁に 両肱を 置いて、 岩 永左衛 門が 阿古 屋 

の 琴 を 聞いて いる 時と 同様の 姿勢 を 崩さない 当の 

はなしが たき 

談 敵が、 眼前に 眼 をな くして いる ことに、 ふいと 気 

がつ いた もの だから 失笑し、 たあいな く 釈明に 落ちて 


しまったが、 また 猛然と して 気焰が 盛り返して 来て、 

「それ はま だいい 方な の だ、 一層 下等な 奴になる と、 

彼が 金銭の ために 働いて いる、 利禄に 目が くらんで 盲 

動し とる  」 

またしても 目前、 盲動と 言い、 差 合いが 眼前に ある 

ことに 今度 は 気がつかず、 躍起と なって、 近 藤の ため 

に 多々 益々 弁ずる という 次第であります。 

三十 八 

「なるほど、 今日の 近 藤 勇と、 昨日の 近 藤 勇と を 比べ 


て 見る ことし か 知らぬ やから は、 彼が、 さも 過分の 立 

身 出世で もした かの 如く 唇 を 翻す、 将来 もまた、 彼が 

みよ うもんり とく 

この 名聞 利得の 野心の ために —— 殺人 業 を 請負って い 

るかの 如く 曲解したがる 奴が あるが、 なるほど、 彼 は 

武州 府中 在の 土民で、 主人から 禄を もらって 養われた 

さむらい という 階級の 出身で ない こと は 勿論、 その 表 

看板の 剣術に してから が、 天然 理心 流の 一 派の 家元と 

いえば 武芸 流 祖録に は 出て いるが、 柳 生 だの、 心 陰 だ 

の、 一刀 流 だのと 比べて は 比較に ならぬ 田舎 剣術、 い 

わば なんらの 氏 も 素姓 もない ところから、 飛 入りで、 

今 は徳川 直轄の 扱い、 旗本の いいと ころ、 今日で は 若 


年寄の 待遇に なって、 諸侯と 同じ 威勢で 京の 天地に 風 

を 切って いる。 事実、 京都に 於ての 彼の 勢力 は、 かい 

なでの 大名で は 歯が立たない、 大 諸侯と いえ ども 彼の 

勢力 を 憚らず して は 事が なせない。 いずれ は 関東に 

於て、 甲府 百万 石 を 賜わって 国主になる なん ぞと、 も 

て は やす も の も あるが、 まんざらの 誇張と も 思われ ぬ 。 

事実、 彼が 戦国時代に 生れて いたら、 当然、 一国 一城 

の 主に なれる 身 だ、 人殺し をす るが 天職、 殺人 業の 元 

兇な どと ホ ザく 奴の 口の端 を 裂いて やりたい、 いずれ 

元 亀 天 正 以来の 大名 小名で、 この 殺人 業 を やらな かつ 

た 奴が 幾人 ある、 槍先の 功名と いう やつが 即ち それな 


んだ、 何 を ひとり 近 藤 勇の みそれ を 責める」 

斎 藤 一 の 口吻 は、 近 藤 勇の 崇拝に はじまり、 讃美に 

ベ ん ぼう 

進み、 その 弁妄 となり、 釈明と なり、 ついに は 相手 か 

まわず の 八つ 当りと な つ てし ま いました。 

ふすま 

こうな つて 来る と、 衾の 上に 就眠の 体勢に こそつ 

いたが、 眠れなん ぞ される わけの もので はない。 いよ 

ののし 

いよ 昂奮し きってし まって、 斎 藤 は 罵るべき を 罵つ 

て 快な りと している。 

だが、 程経て、 これ は、 ひと リ気焰 を 揚げて いるべ 

き 場合で はない、 話の 最初 は、 自分の 相手方に なって、 

自分の 昂奮 を 冷然と して 倦まず 引受けて いる その 相手 


方に 向って、 近 藤 勇に 会え、 と 簡単に 勧誘 を 試みた こ 

とから 出立して いるの だと 反省して みると、 そこで 昂 

奮が おのずから 静まり、 

「とにかく、 そういう わけ だから、 君 も 食わず嫌い を 

避けて、 一度 近 藤 勇に 会って 見 給え。 君 を 近 藤に 会わ 

せた からと て、 一味に 懐柔しょう という ことで はない、 

また 懐柔され るよう な 相手で もな し、 懐柔した ところ 

で 結局、 こっちが 厄介者 —— ただ、 世間の 奴等の 誤解 

と、 誤解 を 誤解と して 放任す るの みか、 その 誤解 説の 

伝播 宣伝 を 目的と する やからが 横行して いるから、 そ 

れが 残念で、 誰でもい いから、 一人で も 認識 を 新たに 


する 奴が 出て 来れば、 こっちの 腹が 癒える という もの 

だ。 どう だ、 ひとつ 会って みない か」 

いとぐち 

ここで、 話 は 緒 に 戻った ので ある。 すべて は無頓 

着に 受けて いても、 こういう 単純 明白な 勧誘に は、 否 

とか、 応 とか、 簡単で よろしい から 挨拶 を 与うべき 義 

務が ある。 ところが、 会おうと も、 会うまい とも 答え 

ないで、 

「近 藤 は 何 を 用いて いる、 刀 は 何 を 好んで 使って いる」 

あらぬ 方へ 話頭 を 持ち出し たが、 それ も 全然つ かぬ 

ことで はない から、 斎 藤 は 不承不承に 答え て 言 つ た、 

「虎徹 だよ —— 刀 は 虎徹に 限る と 言って いる、 近 藤 は 


虎徹が 好きら しい、 虎徹 もまた 近 藤に 好かれ そうな 刀 

だ」 

「近 藤の 虎徹も 古い もの だが、 あれ は 偽物 だと 言 う 

じ やない か」 

「偽物 説 —— それ も 聞いた よ、 江戸 を 立つ 時に、 ぜひ 

性の いい 虎徹が 欲しい と 苦心した 末に、 ようやく 手に 

入れた の だが、 あれ は 偽物、 あまり 虎 徹虎徹 とせが ま 

れ るので、 刀屋が 偽銘の 虎徹を こしらえて、 近 藤に 売 

リ つけた、 それと 知らず 秘蔵 名代の 虎徹 にして しまつ 

た 近 藤の 甘 さ 加減 を、 あとで 刀 屋が舌 を 出して 笑った 

という 話 は 聞いて いるが、 その 噂の 真偽の ほど は 知 


ら ない、 いい 刀 はいい 刀 だ、 拙者 は 確実に 虎徹と 信じ 

ている、 よし 虎徹 でな いまでも、 近 藤が 虎徹と 信じて 

買 入れる ほどの 刀 だ、 まして、 近 藤 自身の 手に かけて、 

その 切れ味 を 保証した 刀 だ、 もし 虎徹 でない とすれば、 

虎徹 以上の 刀 だと 言って よろしい。 実際、 虎徹も その 

人 を 得 ざれば 猫徹 となり、 猫 徹も近 藤に 持たせれば 

虎徹 となる、 猫め が —— 」 

近 藤 勇と 虎猫が あやにな つて、 少し こん がら かって 

来る。 ちょうど そこへ、 庫裡の 方から 猫が 一匹 出て 来 

たからです。 寺院に 猫 はふ さわし いようで ふさわしく 

ない、 ふさわし からぬ ようで ふさわしい、 白 猫が 一 匹 


出て 来て、 左 見 右見、 天井の 方 を 向いて 前足 をのした 

かと 思う と、 竜 之 助の 方へ 向って、 のそのそと 歩いて 

来る の を 見た から、 それ を 力 セに斎 藤が、 話の 中へ 猫 

を 織り 交ぜ てみ たの か、 猫 を 織り 交ぜる 途端に 猫が 出 

現した のか、 どちらも 偶然に して 因縁 事が ありそうに 

思われる。 今い う 通り、 寺院に 猫 —— 寺院と いう もの 

は 葷肉を 断つ こと を 原則として いるの だから、 寺院の 

庫裡に 養われる 猫 は 営養が 不良で なければ なるまい。 

何 を 食って 生きて いる。 斎 藤 はこの 偶然 を奇な リ奇な 

りと 感じたら しく、 

「貴様、 猫 か、 猫で は あるまい、 化け物だろう」 


と 言って、 猿臂 をのば して その 猫 を かいつ かんで、 己 

れが 膝の 上に 搔き のせた ままで、 

「近 藤に 虎徹 は、 猫に 鰹節の ような もの だ」 

あんまり 適切で もない 苦しい 譬喩 を 口走って いる 時 

に、 竜 之 助が、 

「拙者 も、 刀が 欲しい。 拙者 は あまり 作に 頓着し ない 

方なん だが、 やっぱり いい 刀 は 持ちたい よ。 それ以来、 

旅から 旅で、 腰の ものにさえ 定まる 縁がないの だ。 一 

本、 何 か 周旋して くれない か、 古刀に は 望みがない、 

新刀の めざまし いところ を 一本、 世話 をして くれない 


と、 人の 勧誘 は そっちの けにして しまって、 自分勝手 

の 註文 を 持ち出し たが、 斎 藤 も 好きな 道と 見えて、 

さよ まろ 

「よろしい、 何 か 一 つ 探して みょう。 清 麿 はどう だな、 

山 浦の 清 麿 —— つまり 四ッ谷 正宗」 

と、 猫のう しなつ こぞ を 持って 宙 につる しながら、 こ 

う 言い出した ところへ、 遥かに 次の間から 、猫よりも つ 

と 不思議な 生物が 一 つ 現われました。 

三十 九 

たま 

「モシ、 こちらのお 座敷へ 玉が 参りませんでした か」 


「あ」 

と 斎 藤が ふるえ 上って、 思わず 手に した 猫 を 振り放し 

てし ま つ た。 

「おお、 玉 や、 玉 や、 ここにい たかい」 

入って 来た もの は、 何とも 言いよう のない しなやか 

な 美人でした。 それが、 寝 まき 姿の しどけ ない 風 をし 

て、 不意に この 場へ 現われて 呼びかけ たの は、 人で な 

けもの 

くして 獣 でありました。 

獣のう ちの 最も 人に 愛せら るる 獣に して、 且つ 最も 

小なる もの、 この 獣 を 玉と 言い、 この美 人の 愛猫で あ 

りました。 


愛 は 怖ろ しい ものです。 婦人と して、 他人に は 見せ 

てなら ない 寝巻の 姿の まんまで、 そうして 進んで はな 

ら ない 他人の 室へ、 女と して 無断に 入り込ん だの も 愛 

すれば こそです。 人 を 愛する ので はない、 猫 を 愛すれ 

ば こそで ありました。 

「あ、 ここに 来と りました、 お持ち帰り 下さい」 

血 を 見て は 怖れない 新撰 組の つわものの 一人で、 さ 

る 者 ありと 知られた る 斎 藤 一 も、 この 深夜の 美人の 突 

然の 来襲に は、 いたく 肝 を 抜かれた と 見えまして、 さ 

きた 

も 自分が 猫 を 盗み出して でも 連れ 来って、 申し わけの 

くちぶ リ 

ないような 口吻で あやまる のが 笑止千万。 


「まあ、 何とい う 失礼な なりで、 ごめん 遊ばし ませ、 

玉 や」 

猫に おわび をして いるの だか、 人間に おわび をした 

の だか わからない ほどに 挨拶 をして、 足 もとへ 寄って 

ほおず 

来た 猫 を 拾い上げ ると 同時に、 頰へ押 当てて 頰摺リ を 

しながら、 逃げる ように 出て 行って しまいました。 そ 

れ だけです。 だが、 それだけの 出入りが、 この 部屋の 

空気 を 震動 させた こと 容易なる ものではありません。 

震動で はない、 ほとんど 一変 させて しまいました。 

今 は 近 藤 勇 も、 虎徹 も、 清 麿 も、 いずれへ か 影 を ひ 

そめて しまって、 残る もの は、 今の 女性が 残して 行つ 


た 雰囲気の 動揺 だけであります。 眼の 見えない 方 は、 

さの み 動揺 はしなかった のか も 知れない が、 眼の 見え 

る 斎 藤 は、 美人の 夜襲に 心身 を 悩乱せ しめられ たと 見 

えて、 

「あれ だよ、 君、 一 件の 女 は、 ああ、 見ようと する 時 

に は 見られずに、 意外の 時に、 正体 を、 あのし どけな 

い 姿 は、 お釈迦 様で も 拝めまい、 ああ、 千載の 一 遇 だ」 

と 言って、 とっても つかぬ 長大息 をした ので、 相手の 

竜 之 助が、 

「美い 女だった な」 

と 言いました。 


わる 

「美い 女 —— 君に はどうして、 いい 女 か、 醜い女 か、 

それが わかる、 まあ、 いいや、 勘で わかる として 置い 

て、 事実、 女 も ああなる と 凄い ね」 

「まだ 若い な」 

「若い にも、 まだ 嫁入り 前なん だ、 しかも、 たまらぬ 

由緒の ある 女なん だ、 あれ を 今晚、 この 座敷で 拝もう 

と は 思わなかった —— しかも、 あのし どけない 寝巻 姿 

の艷 なる を 見 給え、 迷うよ、 仏で も 迷う の は 無理が な 

いな あ」 

斎 藤 一が、 二た び、 三た び浩 歎して、 続いて 物語る 

よう、 


「君、 実際 あの 女 は、 仏 を 迷わした 女なん だが、 いい 

か、 まあ、 さしさわりのない その 辺の 京都 名代の 大寺 

の 住職に 毒 水禅師 というの があった と 思い 給え、 これ 

は 近代の 名 宗匠で、 会 下に 掛錫 する 幾 万の 雲 衲を猫 

しんらつ  ぎょうじ 

の 子 扱い、 機鋒 辛辣に して 行 持 綿密、 その 門下に は 天 

下知 名の 豪傑が 群が つ て 来る、 その 大和 尚が とうとう 

君、 あの 女に やられて しまったんだ ぜ」 

「いったい 何者な の だ、 処女 か、 玄人 か、 商売人 か I 

I」 

「何者で もない、 単に その 寺の 門番の 娘に 過ぎない の 

だ。 門番と いっても、 もとはし かるべき さむらいなん 


だそう だ。 ところで、 その 毒 水禅師 というの が、 修行 

者の 間に は 悪辣なる 大 羅漢 だが、 一 般の 善男善女の 前 

、， きぼと け 

に は 生 仏と 渴 仰され る 生 仏 だから、 仏の 一種に 相違 

あるまい、 その 仏 を 迷わせて 地獄に 堕した のが、 今の 

あの 手 弱 女 だ。 と 言えば、 今の 女が 相当の 妖婦で でも 

てくだ 

あって、 手腕に かけて 禅師を 迷わした もので も あるか 

に 受取れ るが、 事実 は、 妖婦で も 淫婦で もなん でもな 

い、 尋常の 門番の、 尋常の 娘で、 ただ、 世間並みより 

は 容貌が 美しかった というに 止まる、 それ を 七十 を 越 

した 禅師 が、 ものにして しまったの だ、 どうした 間違 

つぼみ 

いか、 七十 を 越した 禅師が むりやりに その 蕾の 花 を 


落花狼藉 とやら かしたん だ。 それが 問題に なって、 毒 

水禅師 は、 あの 大 寺から 辺 隅の 寺へ 隠居、 これが 出家 

なまぐさ ごぜん 

でなかったら、 また 世間 普通の 生臭 御前であった なら、 

なんら 問題に なり はせんの だが、 あの 禅師が 落ちた と 

いう ことで、 修行と いう もの も 当てに はならぬ もの だ、 

しょうどう ひっきょう 

聖道は 畢竟 魔 行に 勝てない、 あの 禅師 が、 あの 歳で 

さえ あれ だから、 世に 清 僧と いう もの ほど 当てに なら 

ぬ はない —— 世間の 信仰 をす つかり 落した 責め は 大き 

い、 人 一人に 止まらず、 僧 全体の 責任、 仏教 そのもの 

の 信仰にまで 動揺 を 与える、 その 責めに 禅師が 自覚し 

て 身 を 引いた の だ。 隠居して 謹慎 謝罪の 意 を 表した、 


その 噂 は 一時、 その 方面に パッ とひろ がって、 よけい 

なお 節介 は、 その 娘 はどうした、 行き どころ がな けれ 

ば、 おれが その 将来 を 見ても いいなん ぞと、 垢つ きの 

希望者もう ようよ 出た そうだが、 本人 杳 として 行方 知 

れず、 そのうち ふと、 この 院内に、 それらし い 女の 隠 

れ姿を 見た と 言い触らした 奴が あつたが、 それ もなん 

らっか まえ どころ のない 蔭口 —— ところが、 現在た だ 

いま、 この 拙者と いう ものが 確実に その 正体 を 摑んで 

あ あ 

しまった！ 嗚呼、 これ ぞ由 なきもの を 見て しまった 

はるの ぶ 

わい！ あんなの は 見ない 方が よかった！ 春 信の 浮 

世 絵から 抜け出した その 姿 をよ、 まさに 時の 不祥！ 


しち- リ 

七 里 けっぱい！」 

この 男の 一面 は、 意気 だの 情 だのと 言って は、 溺れ 

やす 

易い 感激 性が 多分に 備えられて いると 見える。 それが 

今晚、 ことさらに 昂奮と 激情の み 打ち つづく 晚だ。 

かくの 如く、 斎 藤 一が 昂奮に つぐに 昂奮 を 以てする 

にか かわらず、 机 竜 之 助 は 冷洒に つづく 冷洒を 以てし 

て、 いちいち、 その 言う ところ を 受けて いる。 

つい 近いと ころの 知 恩院の 鐘が 鳴りました。 幾つの 

時 を 報じた のか、 時の 観念 を 喪失して しまって いる こ 

の 二人に はわから ない が、 どのみ ち、 もう 夜明けに 近 

かろう。 夜が 明けて はじめて 寝に 就く というよ うな こ 


とに なりました。 

果して その 翌日、 机 竜 之 助が 目 ざめ たの は 正午に 近 

い 時で、 気がついて 見る と、 またしても 斎 藤 一が いな 

い。 島 原で も 出し抜かれ、 ここで もまた 置 去リを 食つ 

たこと に 苦笑い をしながら、 竜 之 助 は 枕 を もたげて、 

何 を か 思案し ました。 

四十 

斎 藤が いない こと を 知った だけで、 竜 之 助 は その ま 

ま 起き 上ろうと もせず、 再び 寝込んで 眠りに 取られて 


しまいました。 それから また 眼が 覚めた 時 は、 もう 暗 

くな つてお りました。 つまり、 一日 を 寝 通した のです- 

暗い から 寝て、 暗い ところまで 寝 通した のです が、 さ 

て それ は、 他人に とって は 昼と いう もの を 全く 超越し 

てし まった ことになるので すが、 この 人に とって は、 

人生に 昼と いう ものがない のです から、 飛躍で も 超越 

でもなんでも ありません。 

「ああ、 また 夜が 来たな！」 

歎息と も、 自覚と もっかない 認識 は、 視覚 以外の 感 

覚で する ことであって、 時間と いう もの を 光に よって 

区別せ ずして、 勘に よってす るまでの ことで、 おおよ 


なんどき 

そ 何が 夜の 何時で あり、 昼の 何の 刻で あり、 あるいは 

昼と 夜の さかい 目、 人間に 於て たそがれ という 時、 

こう. ちリ 

蝙蝠に 於て は 唯一 の 跳梁の 時間 —— という ことまで、 

枕 を 上げた 瞬間に ちゃ あ ー んと わかる。 

朝寝して、 昼寝す るまで、 宵寝して、 時々 起きて 

居睡り をす る 

という 歌 を 思い出して、 彼 は 苦笑 を 禁じ 得ない。 その 

辺で、 はじめて 冠 を 上げて、 身 を 起す ことにな リ まし 

た。 

身 を 起して 見る と  見る というの は 勿論、 その 特 

有の 超 感覚で 見る のです、 以前 も 以下 も それに 準じて 


いただきたい —— 例の 唐 銅の 獅嚙の 大火 鉢に は 相当 火 

おおてつ びん 

が 盛られて いた。 大 鉄瓶が かかって いるし、 お茶の 用 

意 も 一通り 出来て いる。 それに、 お 弁当が ちゃ あ ー ん 

と 備えられ ている こと を 知りました。 だが、 誰も ほか 

の 人の 気配 はない。 いつもな らば、 二人、 三人、 或い 

は それ 以上 雑多な 人数が ここへ 詰めて 来て、 がやがや 

とし、 食事 を 取って、 談じ込む も あれば、 そうそうに 

出て 行く も ある。 或いは 昨夜、 斎 藤が したよう に、 人 

物 論から 時世 論に 及んで 悲歌慷慨して 声 涙 共に 下る も 

の も あるかと 思えば、 芸術 談に 花が 咲く こと も ある。 

芸術 談 というの は、 むろん 武芸 十八 般 に関する ことで、 


それに は 思わず 竜 之 助 も 釣り込まれる こと も あるが、 

そうかと 思う と、 聞く に 堪えない 猥談に 落ちて 行く こ 

とも ある。 それ は 王侯 貴人の 品行の こと だの、 巿 井の 

三面 種に 及ぶ まで、 思いきって 内秘を 発き 立てて、 汚 

ない 哄笑で 終る こと も ある。 そういう ような 空気で 

あつたのに、 今日は  ではない、 もう 今宵と 言って 

いい 時刻な のに、 人っ子 ひとり 来ない。 つまり、 出て 

きた 

行った 壮士 は 一 人 も 帰らず、 とぶらい 来る 風 客と いう 

もの も 一 人 も 見えない の だから、 空気が 手 持 無沙汰で、 

人に とって は 一 種の 荒涼な 気が 襲って 来る のです。 

それでも、 常の 通り、 ちゃ あんと お茶 弁当の 接待 は 


整って いる。 竜 之 助 は 部屋の 一隅の 洗面所へ 行って、 

簡単に 洗面 を 果してから、 ひとり その 食事に とりかか 

りました。 

おわ 

弁当 を 食べ、 お茶 を 飲み 了る までに 相当の 時間 を 費 

した けれども、 誰も まだ 一人 も 帰って来ない。 

「壮士 ひとたび 去って また 帰らず —— か」 

ひと  ごと 

竜 之 助 は、 思わず こんな 独り言 を 言う ほどに、 心に 

荒涼 を 感じました。 

実際、 ここに 出入りし ていた 者 共 は、 新撰 組から 分 

離、 或いは 脱走して 御陵 隊へ 走った 壮士ば かりで あつ 

た。 つまり、 ここ は それらの 壮士の 控 所に 当てられて 


いたので すから、 竜 之 助が、 一 人 も 帰らない その 控所 

に 取 残されて、 「壮士 ひとたび 去って また 帰らず」 と 言 

しょうはつ 

う 口ずさみの 感じ も、 偶然に 聳 発されて 来る ので、 彼 

は 昂奮 を 感じ、 悲愴に 別離され て、 そういう 気分が 口 

頭に 上った ので はない のです。 

食事 終って、 人 を 待つ でもな く、 待 たれる でもない 

気分のう ちに、 ゆっくり 落着いて みたが、 もう それ か 

ら、 三度 目の 休息に 就く という 気合ではありません。 

ずきん 

羽織 を 取り、 頭巾 を 取り、 両刀 を 引 寄せて 膝に 置いた 

の は、 まさしく これから 出動と いう 気構えで ありまし 

た。 


なるほど、 これからが 彼の 世界 かも 知れない。 悪魔 

は 夜 を 世界と して、 闇 を 食物と する。 明 を 奪われた 人 

間 は、 夜 は 故郷に 帰る ような ものである。 それにして 

も、 この 男に まだ 出動の 世界 を 与えて いると いう こと 

は、 いささか 時の 不祥と 言わなければ なるまい。 江戸 

の 弥勒 寺 長屋に いた 時分、 江戸の 闇 を 食って 歩いた 経 

歴は 知る 人ぞ 知る。 甲府の 城下へ たどりついた 時分に、 

甲府 城下の 如法 闇夜に 相当 以上に 活躍した こと も 知る 

人 は 知っている。 それが 信 濃の 山、 飛 驛の谷 を 引 廻 さ 

れ ている 間 は、 巿 民の 里で は 幾つかの 罪のない 人の 夜 

歩きが 保証され たはず なのに、 業と いう 出しゃば リ者 


が、 いらぬ 糸 を 繰って、 これ を また 京洛の 天地に 釣り 

戻して しまった。 悪魔に 地歩 を 与えた こと は、 与えら 

れた者 も、 与えた 者 も 共に 不幸です。 

つつじ  さき 

かくて、 甲府 城下の 躑躅 ケ 崎の 古 屋敷でした 時の よ 

うに、 一 応刀を 抜き はなして、 それ を 頰に押 当てて、 

びん 

鬢の毛 を 切って みました。 

ただし、 あの 時には、 自分 一個の 天地の 隠れ家に い 

て、 秋 夜、 水の 如く、 鬢の 毛の 上に 流れ、 一 行の 燈の 

光 も 微かながら 冴えて いたが、 今晩は、 火鉢の 火の ほ 

かに は 光と いう ものと、 熱と いう ものが 与えられ てい 

ない。 それと、 もう 一 つ、 あの 時には 得物が 相当に 豊 


富で、 古名 刀 を はじめ、 新作の つわものが 鞘 を 並べて 

眼前に あって、 そのい ずれ を も、 切取り、 切 試しに 任 

せて あつたが、 今日は、 数日 来、 身に 帯びて いた 一 腰 

ばっかり。 その 一 腰 とても、 昨夜、 斎 藤に 向って 歎い 

て 言った 通りで あるから、 意に かなう ほどの 名刀で あ 

ると は 思われない。 それでも、 唯一 の 打 物で ある それ 

を 取って、 腰に さし 下ろして、 その 座 を 立ち上り まし 

た。 

やおら 立ち上って、 これから いずれへ 向って か 御 出 

動と いう 間際に、 よよと 泣く 声が 座敷の 一方から 起り 

ました。 


もつ きゅう  どうこく 

よよと 泣く の だから、 黙 泣で もなければ 慟哭で も 

ない、 むしろ 忍び音と いった 低い 調子でした けれども、 

ソプラノの 音で、 女の 泣く 声でした。 

それに は 思わず 立ちす くまざる を 得な か つたので、 

みる ともなく、 見 上ぐ る ともなく、 声の した 方に 面 を 

向ける と、 あ、 ああ  という これ も 泣く 音。 前 

に、 よよと 泣いた の は ソプラノで、 次に、 あ、 あ、 あ！ 

と 泣いた の は バス。 ただ、 ソプラノ は 低くて、 バスが 

高い。 

よ、 よ、 あ、 あ！ よ、 よ、 あ、 あ！ テノ ー ルと 

なり、 アルトと なって、 完全な 二部合奏が はじまった 


の は、 ついその 瞬間で、 まさしく 男女 抱き合って 泣い 

ている 声です。 

竜 之 助 は、 それ を 忌々 しい 声 だと 思いました。 人の 

出際に あたって、 笑って これ を 送る というなら 話に な 

るが、 泣いて これ を 送り出す という は 忌々 しい。 

それ を 癩 にさ わ つ て、 改めて、 その 泣く 音の 方 を 見 

廻し —— やっぱり、 眼 は 利かない し、 光 はない のです 

が、 本能 的に 左様な 身ぶ リ をして、 ドコで 誰が 泣いて 

いやがる —— という こなしで ありまし たが、 その 男女 

の悲 泣の 合奏の、 この 部屋の 一隅でして いるの か、 柱 

の 中でして いるの か、 あるいは 天井裏で している のか、 


トンと 見当が つきません。 

それ を 忌々 しがりながら、 竜 之 助 は、 ついに この 座 

きっす：；' 

敷 を 出て しまいました。 外 は 生粋の 夜です。 しかも、 

京都の 天地の 絹 ごしの 夜で は あるが、 その 横 も、 縦 も、 

一 匹の 悪魔の 跳梁に は 差しつ かえの ない 闇の 空間が 与 

えられて いる  

ただし、 王城の 夜 は、 甲 州 一国の 城下の 夜と は 違い、 

こぞ  ね..： ま 

ここに は 天下 選抜き の 壮士が、 挙って 寝刃 を 合わせて 

いるから、 この 男 一人が 出動した からと て、 城下の 人 

心の 警戒と 恐慌 は、 あえて 増し もしない し、 減じ もし 

ない。 当時、 ここで、 三つ や 四つの 人間の 首が 街頭に 


ころがって いたから とて、 それだけで 人心 を聳 動す 

るに は、 人心 そのものに もはや 毛が 生えて いる。 人心 

を おびやか さんがた めの 出動なら よした 方が よい。 さ 

しせ まった 血 なまぐさい 聳 動に はたいて いの 京人 はも 

う 食 鼻して いる。 

第一、 御 当人の 身が 危ない。 辻 斬と いう もの は、 人 

の 気の 絶えた 辻に 行つ てこ そ 多少の 凄味 も あると いう 

もの だが、 合戦の 場へ 辻 斬に 出た からと て、 幕 違いの 

嘲笑 を 受けて、 結局、 自分の 身 を 木 乃 t にす るが 落ち 

だ。 

されば こそ、 この 当人 は、 当座の 食物 を あさるべく 


壬 生や、 三条、 四条 方面の 本場へ 行かないで、 むやみ 

に 場末に 向 つ て、 ふらふらと 歩いて 行く ように 見える 

四十 一 

ドコを どう 経め ぐって 来た か、 やがて 五条橋の 南の 

詰 をめ ぐった かと 思う と、 本覚 寺に 近いと ころ、 深い 

竹林の 中 を 彼 は 歩いて いるう ちに、 一 つの 堂の 前に 立 

ち 出で ると、 

「これ は、 ようお 越し やす、 近 ごろ はとん と 御 参詣の 

方 も ございませ ぬに、 これ はま あ、 珍しう お越し やし 


て」 

と、 先方から 呼びかける ものが ありました、 これ は 相 

当の 年配の 女の 声であります。 

打 見る ところ  ではない、 打 聞く ところです、 そ 

の 聞く ところの 音声に よって 判断、 ではない、 想像で 

あります、 その 想像に よると、 竹林に 近く 一  つの 堂が 

あって、 その 堂守と して 尼さん がいる、 堂の わきに は 

塚が あって、 石の 塔が 立って いる、 その 前へ 竜 之 助が 

近づ いた ことから、 堂守が かく 呼びかけ たもので あり 

ま ^9 

「いや、 どうも  」 


と、 出端 を 抑えられ たもの のように 竜 之 助 は 立ち ど 

あやま 

まって、 その 過ち 認められ たこと を かえって 仕 合せ 

なりと しました。 

「近 ごろ は、 あちらこちらの 御利益 あらた かな 方への 

きとう てんのう さま 

御 信心 は、 昔と 相 変り ませね ど、 この 鬼 頭 天 王様へ は 

一 向、 皆様の 御 信心が 向き ませぬ、 そのと ころ を、 あ 

なた 様 だけが 斯様に 夜 参りまで あそばします、 その 御 

奇特な ことに 存じ やして」 

尼さん は 重ねて、 かく 悦び ごと を 言いました。 その 

言葉に よ つ て 察する と、 ここに 仏 神の いずれ かの 信仰 

の 道場が あって、 その 名 を 鬼 頭な にがしと 呼んだ かな、 


その 道場の 前へ 竜 之 助が 到りつ いたので ある。 無論、 

この 男が なんらかの 信仰心が あって 到着した わけで は 

ない。 心 は うつろに さまようて、 ついこ こへ 来て し 

まった の だが、 先方 は それ を、 特に ここ を 目 ざして 参 

詣に 来た 御 奇特な 信心 者の ように 受取って しまったの 

であります。 しかし、 そう 受取ったならば、 そう 受取 

ら せて 置いて、 あえて 苦しい とも 思わない。 どちらへ 

受 取られて みたと いつ て、 身に 直接の 利害が 及ばない 

範囲に 於て は、 弁明に 及ぶまい が、 それに 相当す る挨 

拶は 返さなければ なる ま い。 

ところが、 それ も 先方が うまく 引取って くれる ので 


した。 

ちラ しゅ ラ 

「さあ、 どうぞ、 これへ お越し やして、 朝霧の 妄執の 

ために 一片の 御 回向 を 致し 下さい ませ、 重 清が ために 

もこの 上な き 供養と なります るので ござります、 いや 

もう 御 奇特な ことで」 

ひと  がてん 

堂守の 独り合点 は 早口 調で、 たださえ よく わからな 

いが、 その 早口のう ちに 聞いて いると、 朝霧の 妄執の 

ために 一 片の御 回向な にがしと やら 言った な、 朝霧！ 

Vj こ ね  すうぎ 

というの は、 島 原で 雑魚寝 をした くすぐり 合いの 雛妓 

の 一 人で、 最後まで 留り 残された あれ だな、 いや、 最 

後に 拾い物 をした あの 子供の 名が 朝霧と いったな、 こ 


れが、 もはや 妄執と なって、 一片の 御 回向 下の 人に さ 

れ ている と は、 さりと は 気が 早 過ぎる。 

いや、 こっちが 気が 早い の だ、 朝霧と いったと ころ 

で、 天下に 一人 や 二人で は あるまい。 あの 時の 朝霧 は 

罪のない 舞子で、 ここで 回向 をされ ようとい うの は 罪 

業 深い 過去 仏の ことだろう。 

そんな こと を 考えて、 竜 之 助 は、 ともかくも、 この 

声の する 方へ 近づいて 行く と、 

「これ はこれ は、 あなた 様 は、 いずれに おすまい でい 

ら せられます るか」 

「高台 寺の 月心院 に」 


「ええ、 何と 仰せられました」 

堂守の 尼が 聞き耳 を 立てました 様子です から、 竜 之 

助 は 重ねて、 

「月 心院 の庫裡 に、 しばらく 世 を 忍んで おります るが、 

今晚、 月が よろしい ようです から、 ついう かう かと 出 

て 参りました」 

「まあ、 その 月 心院の 庫裡と 申します の を、 あなた 様 

は 御 承知の 上で おすまいで ございます るか」 

「いや、 何も 知らない」 

「それで は、 お話し 申し上げ ますが、 その 前に、 おた 

ずね 申し上げて 置きたい こと は、 あの 車裡の 中で、 夜 


分になります ると、 毎夜、 怪しい 物 を ごらん あそばし 

まする ような こと は ござ リ ませぬ か」 

「左様 —— 」 

と 竜 之 助 は、 問われて はじめて 思案して みたが、 何 を 

言う にも 昨今の ことで、 しかも、 同居 は 血の気の 多い 

幾多の 壮士 共 だから、 特に、 怪しい とも、 怖い とも、 

感じて いる 暇がない ので ありました。 

「夜分、 ある 時刻になります と、 あのお 台所の あたり 

で、 男女の 悲しみ 泣く 声が すると、 世間の 噂で ござり 

まする」 

「ああ、 そのこと ならば …… 」 


そこ を 出る前に、 たしかに 経験して 来た ことです。 

男と 女の すすり泣きの 合唱が あった。 その 合 泣が、 

自分の 部屋の 一隅で 起った のか、 柱の 中でして いるの 

か、 或いは 天井裏で している のか、 見当に 苦しんだ 覚 

えが、 急に よみがえって 来ました。 尼の 問う の は、 た 

しかに そのこと に 相違ない。 

してみ ると、 あの 忙しい 男女の すすり泣き は、 自分 

が 経験した 妄想 だけで はない、 この 尼 さえ も 知ってい 

る。 程遠い ところに 住む 人 さえ 知っている くらいだ か 

くち  は 

ら、 もはや、 一般の 常識 化して、 世間の 口の端に 上つ 

ている に 相違ない。 


竜 之 助の 合点が 参った 様子 を 見て取って、 尼 も 安心 

したら しく、 

「夜分、 ある 時になります ると、 必ず、 若い 男女の 悲 

しみの 泣き声が、 いずれよりか 聞え て 参りまして、 そ 

の 泣き声が やみます ると、 暗い 中から 白い 手が 出て 参 

り、 柱から 壁、 長 押 をず つと 撫で 廻す そうに ござり ま 

する が、 それ は 真実で ござります るか」 

待てよ、 男女の 悲泣 する 声 だけ は、 たしかに 聞いて 

出て 来たが、 その 白い 手 は 見なかった。 闇の 中から 白 

い 手が 出て、 柱から 壁、 壁から 長 押 を 撫で 廻す、 それ 

は 見なかった ぞ。 してみ ると 自分 は、 前の 卷 だけ を 見 


て、 つまり、 前奏曲 だけ を 聞いて、 仕草のと ころ は 見 

届けな か つ たという わけ かな —— 

竜 之 助 は、 一旦 はうな ずいて、 こう 言って 附け 足し 

ました、 

「いや、 その物 悲しい 男女の 泣き声 だけ は 確かに、 こ 

の 耳に 留め 申した が、 その 白い 手首が 出て、 柱から 壁、 

壁から 長 押と 撫で 廻す、 それ は 見ないで 参った」 

と 繰返し 言の ように 言って みました が、 はて、 見な か つ 

たの は、 出なかった ので はない、 自分 は 物 を 聞く 人で 

あって、 見る 設備 を 欠いて いるから、 それで この 耳に 

聞いた だけで、 目に は 見えなかった。 


見えない のが 当然で あるよう で、 また 見えない はず 

がない とも おもわれる。 よし、 今晚、 立ち かえったら 

改めて 見直して みょう。 そういう ものが 見える か 見え 

ないか は、 眼の 問題で はない ように 疑われて 来た もの 

ですから、 竜 之 助の 足 はこ こに ありながら、 頭 は 月 心 

院の 座敷に 戻って おりました。 そこで、 尼への 挨拶に 

は、 何ともつ かず、 

「実は、 拙者 も、 つい 昨今 あれへ 参った もので ござつ 

てな、 いやもう、 殺伐な 壮士 共と 雑居 を 致して ぉリま 

すき 

する から、 化け物の 方 も 出る 隙がなかった もので しょ 

う、 それが 今晚 あたりから、 急に 人が 減って 静かに なつ 


たので、 常例で 出る ものなら ば、 改めて 出直しの 幕が 

とく 

あるか も 知れない、 立 戻って 篤と 見直しと 致し ましよ 

う」 

こんな こと を 返事して みました。 

四十 二 

「いや、 元はと 申します とた あい もない ことで ござり 

まする が、 起り は 斯様な 訳 合で ござり ましてな …… 」 

竜 之 助が 現象 は 見た が、 事実 は 知らない 人 だとい う 

ことに 気がついて、 堂守の 尼さん が、 次の ような 一条 


の 物語 を 語って 聞かせて くれました —— 

天 竜 寺に、 若い 一人の 美 僧が あって、 それが 門番の 

美しい 娘と 出来合って しまった。 二人 は 上りつ めて、 

切； i: つまった 末に、 とうとう 龃 落と 覚悟 をき めて、 あ 

る 夜、 しめし 合わせ、 手に 手 をと つて 龃落を 決行した 

が、 その 時、 若い 美 僧 は、 重々 悪い ことと は 知りな が 

てもと 

ら、 師の坊の 手許から 若干 金 を 盗み出し、 それ を 後生 

大事に 財布に 入れて 肌身に つけたの は、 世間 を 知らな 

い 二人が、 われから 世間の 荒波に 乗り出す から は、 何 

を 置いても 通用 金の こと、 これ さえ あれば 当座の 活路、 

という だけの 分別 はあって、 何 をす るに も 先立つ は 金、 


という 観念から、 それ を 恋の 次の いのちと して 後生 大 

事に 持って 逃げ出した、 額 は、 百両 とか、 二百 両 とか、 

相当の 大金であった とのこと。 

どういう 縁故で あるか 知らないが、 この 月心院 まで 

落ちて 来て、 ここへ ー晚 かくまわれ、 いよいよ 明日 は 

奈 良へ 向けて 落ちの びの、 その 夜の ことで ありました。 

美 僧 美女 は、 ここの 一室に 一夜 を 明かし、 その 時に 僧 

は、 肌身 放さぬ 大金の 財布 を 柱の 上の 釘に かけて、 そ 

うして 一 夜 を 女と 明かした ものです。 

いと  きか や 

さて、 その 朝 まだき、 人目 を 厭うて、 木 萱に心 を 置 

しんざいけ 

いて、 この 庫裡を 忍んで 立ち 出で たが、 木 律の 新 在家 


へ 来て、 はじめて 気がつい たこと は、 昨晚、 月 心院の 

庫裡 で、 後生大事の 財布 を 柱に かけて かけ っぱなし、 

忘れて はならない はずの もの を 忘れて 出て 来た、 

はつ！ と 顔の 色の 変った 時 はもう 遅い、 それ を 取 戻 

すべ く 立 戻れば 身が 危ない、 このまま 行けば 身が 立た 

ない。 

二人 は、 その 運命の 怖ろ しさと、 師に そむき、 戒に 

きた 

そむいた 現 罰が、 あまりに も 早く 身に 報い 来った こと 

おのの 

に 戦いて、 とうとう、 そこで、 相 抱いて 木津の 川へ 身 

を 投げて 死んだ。 

それから という もの、 月 心院の あの 庫裡 では、 夜な 


夜な 若い 男女の、 世に も 悲しい 泣く 音が 洩れる と、 白 

い 細い 手が 柱から 壁、 壁から 長 押と 撫で 廻して は、 最 

後に また 絶え入る ばかり、 よよと 泣き沈む …… 

そういう 伝説が、 パッと 縁 無き 世間にまで 広まり わ 

た つてい る。 

右の 一条の 物語 を 尼さん から 聞かされて、 はじめて 

竜 之 助 も、 さる 因縁 も ありつる もの かな、 と 思い まし 

た。 聞いて みれば、 哀れで ない という 話で はない が、 

そうした 行き方 は 世間に はザラ にある こと だと、 例に 

よって 竜 之 助の 同情が つめたい。 つむじが 意地 を 巻い 

て 心頭に 上って 来たが、 やっぱり 挨拶の 都合 上で、 


「して、 その 財布の 金 はありました か」 

と 駄目 を 押した が、 我ながら、 これ は 甚だまず い、 ま 

ずいだ けで はない、 この場合、 さもしく 響く 挨拶 だと 

思いました。 

堂守の 尼 も、 そこ を 透かさず 咎めた わけで も ありま 

すま レ 力 

「左様に 仰せられる もので は ござり ませぬ、 お金の 有 

る 無し は 問題で は ござ リ ませぬ、 捨てられた 二つの 

い のち 

生命の 恨み、 よし、 その 財布のお 金が 十倍に なリ、 百 

倍に なって 戻って 参りました からと て、 もはや 二人の 

命 は 浮べ る もので は ござり ませぬ」 


「いや、 その 財布の 金 を 盗んだ ものに、 拙者 は 心 当り 

が あるので、 お聞き 申して みたまで だ」 

「そのお 金 を 盗りました 者が」 

「たしかに、 心 当りが ある」 

「それ はも はや 疾 うの 昔の ことで ござり ますが」 

「いや、 現在、 拙者の 頭で は II その美 僧の 金 を 奪つ 

た 女が ほかに ある」 

「何と 仰せられます る」 

堂守の 尼 は、 竜 之 助の 言 うこと を 解し 得 ざらん とし 

ていたが、 その 時、 また 竜 之 助の 心頭に むらむらと 上つ 

て 来たの は、 つい 今まで 忘れて いた、 昨晩、 斎 藤 一が 


口 を 極めて 艷 称した、 あの 愛猫 を 探すべく 不意に 二人 

の 座敷へ 侵入して 来た、 しなやかな 美人の ことで あり 

ました。 

今まで、 それ を 思い出さなかった の はどうし たもの 

だ。 

あの 女が 盗った の だ、 あの 女が、 泊り 合わせた 美 僧 

と美 女の 情 合い を嫉ん で、 美 僧が かけて 置いた 釘頭の 

財 を、 そっと 奪って 隠し たれば こそ、 二人 は 命 を 失つ 

た、 財 を 奪う は 即ち 命 を 奪う 所以であった。 

その 金 は、 天 竜 寺の 和尚と やらの 手許の 金であった 

というで はない か、 生 仏 を 地獄に 落した ほどの 女が、 


人 の 恋愛 の 糧を 盗み 得な い と 誰が 言う。 

憎い 女、 二人 を 殺した その 財布の 行き どころ は 確実 

にあれ だ。 

竜 之 助 は、 むらむらと、 その 心に 駆られて みると、 

敵 を 外に 求めて さまよい 歩き 出して 来た 自分 を、 少な 

からず うとまし いものに 思いました。 

庫裡へ 帰れば 女が いる、 憎い 女が いる。 老禅師 を 失 

まなでし 

脚 させ、 その 愛弟子の 命 を 奪った 女が、 猫 を 抱いて 眠つ 

ている。 それ を 追究す る こと をし ないで、 何 を こんな 

ところへ きて うろうろし ていたの だ。 

「帰る、 月 心院の 車裡へ 帰る」 


ほどなく、 堂 前 を 辞した 竜 之 助の 足 どり は、 宙に浮 

ぶ が 如く、 月心院 をめ ざ して 戻って 来たが、 庫裡へ 戻つ 

しがみ  おこ 

て 見る と、 獅嚙の 火鉢に 火 は カンカンと 熾って いるが、 

あんどん 

人の いない こと は 出て 行った 時と 同じで、 行燈は ある 

が、 明リ のない こと も 前と 同じ。 そこへ、 さあと 坐リ 

込んで、 ホッと 息をついて、 獅嚙 火鉢へ 肱 を あてがつ 

てみ たが、 落着いて みると、 四方の 森閑た る ことが、 

ひとしお 身に 染みて、 さて、 どうして 急に 自分の 心頭 

がわいて、 一気に ここへ 走せ 戻った かが、 気 恥 かしい 

くらい。 

火鉢に かかった 鉄瓶 を 取って、 湯 呑に ついで グッと 


一 口に 飲んで みると、 湯と 思った のが 酒であった。 

あ！ と 思った が、 この場合、 悪い もの を 呑まされた 

あお 

ので はない。 一杯、 二 杯、 グッ、 グッと 呷って みると、 

にぎ 

急に 自分の 心 持が 賑やかに なって、 四方が なんだか 面 

白くな つ てきました。 

面白くな つてき てみ ると、 はて、 なんで 自分が 急に 

思い立って、 ここまで 走せ 戻って 来た か、 これ もお か 

しい。 

はは あ、 斎 藤 はいい もの を 置いて 行って くれた わい、 

この 鉄瓶が 酒で あろうと は 思わなかった、 燜がロ 合い 

に 出来て いる。 鉄瓶から 直接に うつした 燜 だから、 


金気が あって 飲まれな いかと 思う と、 そうでない —— 

上燜 だ。 

竜 之 助 は 湯 呑で 立てつ づけに、 三 杯、 四 杯と 呷る と、 

その 一 杯 毎に、 無性に 気分が 面白くなる。 珍しく 浮か 

れて、 立って、 踊って、 舞おうと の 気分に までな リま 

した。 

その 時、 よよと して 人の 泣く 音。 

四十 三 

ああ、 はじまつ たな、 よよと 啜り 泣き、 わ あ！ と 


咽び泣き、 ふたり 相 擁して 泣く 男女の 二部合奏。 

出端に 聞いた 合方が また 聞け る わい。 陶然と して 酔 

うた 竜 之 助 は、 それ を 興 ある ことに 聞きな して、 その 

声の する 方 を 注視して いると、 なるほど、 真暗い 中 か 

ら、 まぼろしが 出て 来た。 

「出た な！」 

そうして、 うつ すらと、 弘 仁ぶ りの 柱と 長 押が、 十 

字 架の ように 現われる と 見る と、 ひらひらと 蝶の 舞う 

ように、 細い きゃしゃな 手が、 宙に 浮いて 来て、 その 

柱 を 下の 方から 撫で上げる、 と 見る 間に、 柱 は 暗に 吸 

いこまれる ように 消え失せて、 白い しなやかな 手首 だ 


けが、 暗の 空中に 舞って いる。 それが、 ひらひらと あ 

る 程度まで 上へ 舞い 上って は、 また、 右左の 柱の 方 を、 

撫でさぐ ると、 やがて また、 よよと 泣く 音、 わ あ！ 

と 絶望の 泣 落し、 それが 相つ いで、 何とも 言えない 悲 

哀の 響き を 伝える が、 竜 之 助 は、 この 声 ある 毎に カラ 

カラと 笑いました。 

途中 も 走って 来た、 かけつけ 三 杯に グッと 茶碗 酒 を 

あお  き 

呷った ものです から、 酔の まわ リも 異常に 利いた ので 

しょう。 その 勢いが あれば こそ、 泣 合せの 合奏と、 手 

の ひらの 芸の 影絵 を 面白い ことに ながめられる。 全く 

今宵に 限って、 なんて 世界が こんなに 面白いだろう。 


同じ 酔った にしても、 昨晚 はこん な ことはなかった。 

すみ や 

ゆく りなく 島 原の 角屋の 御簾の 間の 昔に 返って、 あそ 

こへ 寝て みたが、 べつだん 面白い 夢 は 見ないで、 悪 ふ 

ざけ の 実演 を 見た のか、 見せられた のか、 最後に いさ 

さか 溜飲 を 下げる ことで は あ つ たが、 決して、 面白 か つ 

たと は 言えない の だ。 

それが 今晩は 面白い。 出て 行く まで は、 そんなで は 

なかった のに、 帰りに 向って 宙を 飛ぶ 時から 面白く 

なった。 いや、 松原 通りで ひっかけた おでんかん 酒の 

利き目が、 ここまで 来て 発した ところへ 茶碗 酒の 迎え 

が、 めつぼう 利いた。 こう も 面白お かしい 気分のと こ 


ろへ、 訛え もしない のに 音楽の 合奏と、 頼み もせぬ に 

映画の 上演と があって 興 を 添えて くれる。 

なんだか 面白くて たまらない 竜 之 助の 脳 底へ、 音楽 

と、 映画と から、 いろいろの 想像が 続々 と 湧いて 来る。 

いま 盛んに 実演 中の 二人の 泣き声が、 いつしか、 近 江 

の、 大津の 宿のお 豊と真 三 郎の姿 を 浮き 上らせて 来る。 

その 真白い 手 は、 僧の 形に 姿 を 変えた 真三郎 が、 しき 

あせ 

リに 焦って 伸ばす 手 だ —— 届かない、 ぉ豊が 助けて 抱 

き 上げて、 背た けの つぎ 足し をして みたが、 それでも 

届かない。 そこで 二人が 崩 折れて、 よよとば かりに 泣 

いている。 


「馬鹿な 奴、 いくら 探した つて 無い もの は 有る もの か、 

いいかげんに あきらめて 往生し ろよ、 毎 晚毎晚 そうし 

て 合奏 をつ づけて は、 下手な 左官の 壁塗りの ような、 

薄っぺらな うつしえの 実演 を やりつ づけて いるそう だ 

が、 塗 直し、 焼 直し も、 そうそう 手が 重なって は、 凄 

くもなん ともない ぞ、 巿中 では 鬼 頭 堂の 堂守まで 鼻に 

ついている ぞ、 いまに 犬 も 食わない ことになる ぞ、 い 

いか げんに 引 込め、 引 込め」 

いや、 鬼 頭 天 王の 堂守と いえば、 もういい 年 だが、 

あれで 若い 時 は 相当に 美かった ぜ、 今 こそ 堂守で 行い 

澄まして いるが、 まだ 見られる 色香、 いや、 まだ 聞か 


れる 声だった。 

鬼 頭 天 王と は、 いったい 何 だと 反問したら、 あの 堂 

守の 尼が、 妙に 上ず つた 肉声 を あげて、 こんな こと を 

聞かせた ぞ —— 

ひょうぶ しげきよ 

昔、 北面の 武士に 兵 部 重 清と いうが あって、 それが 

正 安二 年の 春、 後伏見 院が 北山に 行幸 ありし 際、 その 

供奉の 官女の 中に、 ええ、 何と 言った かな、 そうそう、 

朝霧と いう 美女が いた、 それ を 兵 部 重 清が みそめて し 

まった、 つい、 いい 首尾が あって、 連理の 交わりと や 

らを 為した そうだ。 今晩は 頭が いいので、 尼の 口早に 

話した 人の 名 も、 年号 も、 ちゃ あんと 覚えて いる ぞ。 


その上に、 連理の 交わり だなん て 洒落た 文句 も 覚えて 

つやもの がたり 

いる。 あの 堂の 婆あめ、 その 艷 物語 を 語る 口に 肉声 

を 帯びて いたの は 怪しから ぬ、 恋と 無常 を 語り 聞かす 

枯れき つた 声で はない、 あれで はま だ 相当の 年 だ、 四 

十 かな、 三十 代 は 過ぎて るら しいが、 五十の 声 はか か 

ら ない ぞ。 おれが 一人、 さまよい 込んだ ので、 彼女 も 

異様に 昂奮した か、 頼み もせぬ に、 その 重 清と 朝霧の 

恋物語 を、 からくりの 口上 もどき で、 面白お かしく 語 

リ 聞かせた が、 さあ、 それから 一 一人の 身の上 はどうな つ 

たかと いえば、 左様、 二人の 仲 を、 重 清の 父が 見て、 

これ を 危ぶんだ —— と いうの は、 相手が やん ごとな き 


あたりの 官女で は、 悴 の 行末が 思われた からだろう。 

そこで、 体よ く悴を 口説いて、 別に 似合わしい 縁辺 を 

求めて、 八重 姫 —— お八 重 ちゃんと いう 娘 を、 これに 

娶 わせた の は、 親と してし かるべき 心づ かいだ。 且つ 

また、 なさねば ならぬ 義務 を果 したの だ。 そこで、 そ 

れ がその まま、 ポが 栄えれば 何の こと はない が、 恋愛 

いきしに 

という もの は 生死なん だ、 失う か、 得る かより ほかに 

は、 妥協と いう ものが 利かな いんだから、 やりきれな 

こうれ い 

い。 父の 定めた 伉 儷が 成立して みれば、 自分の 作った 

恋愛 は あきらめなければ ならぬ、 それ を あきらめ ると 

当然 一人の 犠牲者 を 出さな けり やならぬ、 この場合の 


失恋 者が、 とりも 直さず 官女の 朝霧な の だ。 彼女 は 深 

く 恨んだ、 その 結果が、 食物 を 断って 死んだ —— 

その 辺 を 語る 時に 尼 は、 さめざめと 涙 を 落して いた 

よう だが、 似つかわしい 新 夫婦の ために 同情せ ずして、 

不義 の 交り を 楽しんで いた 官女 に 同情 を 持 つと ころが 

怪しからん。 何 か 身に つまされる ものが 深 かつ たれば 

こそだろう。 おれ は、 そういう 事 は 世間に ある ことで、 

また 有り得る こと だ、 世間の 神仏に ある 取リ とめ もな 

い 誇張の 縁起物 語と 違って、 失恋の 結果、 自分の 生命 

を 断つ という こと は 自然であって、 無理で ない、 恋と 

いう やつ は、 それ を 失って は 生きられな いもの だ、 と 


いう 理窟 を そのまま 受取る。 そこで、 兵 部 重 清 も、 も 

こ 力  ぼたん 

ともと 深く 焦れた 仲 だから、 それが 菩提の 種と な つ て 

出家 を 遂げた。 つまり、 新 家庭 を 抛棄して、 出家 入道 

おそ ま 

の 身と なった の は、 遅蒔きながら 朝霧の 純情に 殉 じた 

もの だ。 死して 魂魄と なっても、 女 は その 殉 情に 満足 

を 感じた に 相違ない。 つまり、 生きて 遂げられぬ 恋が、 

じょうじゅ 

死して 円満に 成就した という ことにな つて、 その 艷 

話 は 一応 実 を 結んだ が、 それ、 恋と いう やつ は 戦と 同 

じこと で、 勝敗 だけが あって、 妥協と いう ものがない 

の だ。 あの世と、 この 世 だが、 とにかく 二人の 恋が 再 

び 好転して みると、 当然 また ここに 一 つの 犠牲者が 現 


われて しまった。 その後のお 八重さん はどうした、 父 

の 定めて 取って よこされた 八重 姫なる ものが、 それよ 

り はじまる 無惨な 落伍者の 運命 を、 堂守の 婆さん は 気 

の 毒と も 言わず、 哀れと も 思わず、 それ は それだけで 

立 消えて、 そんな こと は、 眼中に も、 脳 中に も 置かな 

いでいた の はヒド ぃぞ、 片手落ち だぞ。 官女と 重 清の、 

はかない 恋の 成就に 祝福 を 送る こと だけ を 夢中に 口 

走って、 若干の 肉声まで も 交えながら 語リ 聞かせた く 

せに、 公定の 女房の その後の 心理と 境遇に は、 なんら 

の 触る ると ころがない、 全く 存在 を 眼中に 置いて いな 

い 話しぶ りだつた が、 やっぱり、 かれに 同情すべく し 


て、 ここに 同情な り 難き おのれの 身の上に 引き くらべ 

て の 利己心から 出た 恋愛の 讃美に 過ぎな い。 

さて、 出家 を 遂げた 重 清 は、 それから 紀 州の なにが 

しの 島と やらへ 庵 を 結んで、 行いす ましてい たが、 あ 

る 時、 劇しい 疾病に 取りつ かれ、 苦悩 顛倒して いる 枕 

許へ、 官女 朝霧の 亡魂が 鬼女と なって 現われ、 重 清 入 

な  たち ま 

道 を 介抱して、 その 頭 を 撫でる と、 さしもの 病苦が 忽 

ち 平癒した。 わざわざ 病気 見舞に 来る までの 親切が 

き じ 

あったなら、 なにも 鬼の 面な ど を かぶらずに、 素地の 

ろう  じゅうにひとえ 

藤た けた 官女で、 十二 単 かなん ぞで 出たら よかり そ 

うな もの を、 鬼に 撫でられたん では、 入道 も あんまり 


いい 心 持 もしなかった ろう けれど、 利き目 は 確実に 

あったら しい。 その 功 積って、 重 清 入道 も、 朝霧の 魂 

魄も、 共に 成仏し、 末代 その 証として、 重 清 入道 は 死 

ぬ 時には 己れ の 頭 を 残す ように 言って 置いた が、 後世、 

その 頭 を ここに 祭って、 あがめて 鬼 頭 天 王と 申し 奉る、 

これが、 すなわち 鬼 頭 様の 由来 だと、 堂守の 尼が 細か 

に 説明して くれたの を、 手に とる ように 覚えて いる。 

「そこで 堂守の 婆さん、 お前さんに 聞いて みた いのは、 

何のよ しみで、 お前さんが、 その 恋 塚の 堂守 をな さる 

の だね。 後伏見 院の 御代 だとい うこと だから、 十 年 や 

二十 年の 昔で は あるまい、 まさかお 前さん が、 重 清 入 


道 や、 朝霧 官女の 身よりの 者と いう 次第で もなかろう、 

世が 世なら ば 当然、 その 第二の 犠牲た るお 八重さん と 

いう 正式 女房の する 役 まわりが、 今の お前さんの 役目 

というと ころ だが、 無論、 お前さん がそのお 八重さん 

の 成れの 果てであろう はず はない、 もし、 そうだと し 

たら、 そういう 片手落ちの 同情ば つかり はせ ぬ はず だ 

が、 お前さんの は、 ただの 堂守で はなく、 全く 二人の 

恋愛の 成就に 同情し きってい る、 そこの 気持が よく わ 

かる だけに、 お前さんの 立場が わからない、 どうです、 

婆さん —— 婆さんと 言った の は、 ついした 口 うら だか 

ら 勘弁して 下さいよ、 どうお 見かけしても、 いや、 こ 


の 暗い とこから、 どうお 聞き違いしても、 お前さん は 

四十 以上の 女で はない、 四十と いえば 女が 世 を 捨てる 

に はま だ 早い、 それに 声 もよ し、 品 も 相当 備わって お 

いで だし、 ことに、 いま 二人の 恋物語 を 語る につれ て、 

情が うつ つ て 昂奮して 来る 様子と 言い、 どうやら お前 

ただもの 

さん も 只者で はない よう だ、 まだ 枯木と なって、 世の 

春に そむく 年頃で も あるまい」 

と 言って、 近寄って、 その 手に さわって みると、 どう 

して どうして、 その 手が まるく 肥えて いた。 

「あなた 様、 怪 体な こと をな されます な」 

と 尼さん は 言った が、 驚いて 飛び 上り もせず、 その さ 


わられた 手 を 引つ こめ もしなかった。 

うみ せん 

果して、 相当 海 千の 女で あつたよ、 わしが 一人で さ 

まよい 込んだ の を、 いいかげんの 相手と、 つかまえて 

放さず、 朝霧と 重 清の 恋物語に 持 込んで、 情 をう つし 

たの は、 まあ 相当の 手と リ 者だった。 おかげで、 おれ 

せ つ しょう 

も 無益の 殺生 をし ないで 済んだ という もの だが、 い つ 

たい、 京都 は 女の 多い ところ だと、 そもそも この 時 か 

ら 嬉しくな り はじめた の は 馬鹿な 話さ。 

四十 四 


破産者の 笑い そのものの うつろな 笑いのう ちに、 机 

竜 之 助 は、 仰向けに 横にな つて 気 を 吐いて いたが、 も 

う 気の利いた 化け物 は 引 込んで しまい、 よよと 泣く 声 

もなければ、 わ あわ あと 合わせる バス もな く、 柱 も、 

なげし 

長 押 も、 すっかり 闇のう ちに 没入して、 あの 真白い、 

ま ね 

しなやかな 手首 も、 下手な 左官 屋の 真似 をす る 芸当 を 

あ. 1 こ 1J-  う) みつ 

やめて しまい、 四方が 森閑とした 丑 三の 天地に かえり 

ました ものです から、 さしもの 竜 之 助 も 疲れが 一 時に 

発した ものと 見えて、 仰向けに 寝た ままで、 すやすや 

と 寝息 を 立てる 頃に なりました。 

その 時分に、 不意に、 シュ ー ッと 音を立てて、 仰向 


けに 寝て いる 竜 之 助の 体の 上 を、 いなずま のように 走 

リ 去った ものが あるかと 思う と、 それに つづいて、 真 

白い 塊り が 一 つ、 雪 団子が 落ちて 来たよう に、 同じく 

竜 之 助の 体 を 踏み越えて 行こうと しました が、 寝入り 

ばな の 竜 之 助が 許しませんでした。 二番目に 来た 物体 

を、 むず と 右の 手で 押えて 動かさな いので、 そのもの 

がギュ ー ッと 言いました。 

この 物体と いうの が、 他の 何物で もない、 猫です。 

前に 竜 之 助 を 踏み越えた それより 小さい 物体 も、 珍し 

いたずらもの 

いもので はない、 ドコ にもい る 鼠と いう 悪戯者で あつ 

かたきどうし 

たのです。 猫と 鼠と は 前世からの 敵 同士で、 猫 は 鼠 を 


捕る ように 出来て いるし、 鼠 は 猫に 取られる ように 出 

来て いる。 その 造化の 造作 を 造作 通りに 行った までの 

ことで、 少しも 怪 とする にも、 異 とする にも 足りない _ 

ひょうかく 

ただ 前の 前世の 仇 は、 ともかく 首尾よく この 飄客 

の 体の 上 を、 無断 通過す る ことに 成功した けれど、 あ 

とからの 前世の 敵 は、 それに 成功すべく して 途中で 意 

外な 魔手に さまたげられ たという だけの ことで ありま 

した。 

だが、 人間と いう もの は、 猫 を 飼うべく 出来て いる 

もので、 猫 を 殺さねば ならぬ 前世の 宿縁と いうよう な 

ものの ない はずで あるのに、 罪のないのに 南 泉 坊に切 


られ たり、 こんなと ころへ 出現したり、 非業な ものに 

出来て おりました 。寝入りば なの 竜 之 助 は、 つづいて 

追い かけて 無断 突破 を 企てた その 猫め を、 単に 木戸 を 

ついて 妨げた のみではありません、 それ を 払いの けて 

かつ 飛ばした という だけの もので もありません、 猫め 

の 頭と 首のと ころ を 持って、 無慈悲に それ を摑ん だた 

めに、 摑 みつぶ してし まった のです。 それ故に 猫が、 

「ギヤ ッ」 

と 言いました。 その ギヤ ッ はな まなかの ギヤ ァ ではな 

い、 断末魔の 叫びで あつたの を、 かわいそう とも 何と 

も 思わずに、 そのまま 一方に 向って 邪慳に 取って 投げ 


たもので すから、 遥か 隔たった 一方の 壁に したた か 

ぶつつ かって、 そこで 改めて、 

「ギ ュ—」 

と 言いました。 ギヤ ッと 言った 時が、 すでに 致命な の 

です けれども、 死後の 空気が まだ 少し 脈管に 溜って い 

た。 それが、 「ギュ ー」 という 声で 完全に 吐き出されて 

絶望の 境に 入りました。 もうこれ 以上、 打っても、 叩 

OS 

いても、 息 もしなければ、 音 も 揚げません。 

そうして 置いて、 そのした こと を、 無自覚の ような 

こんすい 

昏睡のう ちに、 竜 之 助 は 再び 夢路の 人と なった のです 

が、 その 夢路 も あんまり 長い 時間の ことで なく、 また 


しても、 う つ つに その 夢 を さわがす ものが ある こと を、 

昏々 として 眠りながら、 うるさい ことに 苦々 しがって 

いる 耳 もとで、 

「モシ、 あの、 玉が 参りませんでした か。 玉 や、 玉 や、 

またお 前、 ドコぞ へ 行きました か、 また 人様に 失礼な 

こと をして はなり ません、 さあ、 こちらへ おいで、 玉 

や、 玉 や」 

よく まあ、 いろいろの ものが 出て、 自分の 安静 を さ 

またげる こと だ、 今の 猫で ケリが つ いたかと 思う と、 

その また 猫 を 探しに 来た 人間が ある、 その 人間に 挨拶 

をして いた 日に は、 また 続いて 何が 出て 来る かわから 


ない。 

「猫 はおりません よ」 

うつつで、 竜 之 助が 言う と 、 

「あ、 左様で ございま すか、 それ は 失礼 を 致しました」 

「もしゃ、 壁の 隅の 方 を 見て ごらんなさい、 あちらの 

方に いるか も 知れません」 

「左様で ございま すか」 

てしょく とも 

猫 をたず ぬる 主 は 手燭 を 点して 来ました が、 それ を 

かざして 室内 を 照らそう としたが、 室内が 広き に 過ぎ 

て 光が 隈なく 届きません、 そこで、 おもむろに 一 足、 

また 一 足、 いずれに も尋 ぬる 物の 体が 一 目に は 見出し 


難い ものです から、 ややもすれば 消えなん とする 手燭 

そでび ようぶ 

を袖屛 風に して、 また 一 足、 また 一 足、 怖い 人 穴の 中 

へ 忍び入る ような 足 どり も、 愛する ものの ため 故の 勇 

気で、 その 愛する ものと いうの が、 人で なくして 猫で 

ある だけの 相違でした。 でも、 かよわい 女が、 この 夜 

中に、 知って か、 知らずに か、 こういう 物凄い 気分の 

ひと 

ひそむ 室内へ、 独り 忍び入る という こと も、 愛すれば 

こそで、 その 怖る 怖る の 一足 一足が、 どうした もの か、 

竜 之 助の 寝て いる 方へ 近寄って 来ました。 

途端に、 よろよろして、 よろ けた ものです から、 細 

い 腰が 一 たまり もな く 崩 折れて、 そうして、 まともに 


寝て いる 竜 之 助の 上へ、 身体の 全部 を 以て 落ち 倒れ か 

かった ものです から、 全く 夢 を 破られぬ わけに は ゆき 

ません。 

今まで は、 夢であった リ、 うつつで あったり、 特に 

かんざけ 

おでん 燜酒 のせいで あったり、 茶碗 酒の 勢いであった 

りして、 夢中、 夢 をた どる 中に、 猫 を 一 匹 犠牲に 上げ 

てし まった こと は、 やはり 半 酔 半 眠のう ちに 記憶 をと 

どめて いるが、 人間が まともに ぶっかって 来た 時には、 

真実の 現在に かえらな いわけに は ゆかない。 ガバ とし 

て 竜 之 助が ハネ 起きました。 

倒れた 女 は 当然、 竜 之 助と 重なり合った 体勢にまで 


崩れて しまった。 

「あれ！」 

と 言った きり、 恐怖と、 失策と におび えて、 しばし 口 

が 利け ないで 動顚 してお りました が、 これが 竜 之 助で 

あつたから 仕 合せでした。 落ち かかる 女の 体 を、 よく 

支えて、 それ を 横抱きに 抱き起した なりで、 自分 も 起 

き 直った のです から、 双方の 身体に いささかの 被害 は 

ありません。 

「まあ、 何とも 申 上げよう もない そそう を 致しました」 

「いいえ、 なんでもないです」 

「玉 を 探しに 参り ましたば つ かりに」 


それでも、 もう 一 つ 異な こと は、 こんな 場合に も 手 

に 持って いた 手燭の 火が 消えなかった ことで、 これ は 

一種の 奇蹟で ありました。 この 残照 を 娘 は 無意識的に 

拾い 取る と、 すぐ 眼の 前の 大きな 行燈が 眼に うつり ま 

すと、 その 行燈 へ、 手燭の 火 をう つして しまいました _ 

孫 火 をう つした ような 親 火が 大きくな ると、 娘 は、 そ 

の 光で、 自分が 失礼 をした 当の 人 を 見届けよう とする 

先に、 また この 人に 失礼の 重々 のお 詫び をし なければ 

ならない 先に、 室の 四隅 を おろおろ として 見やった の 

は、 人より は 猫が 可愛かった からです。 そうすると 早 

1 つし とら 

くも 認めた 丑 寅の 方 一 隅に 向って、 


「あれ、 あそこに 玉が —— 」 

かけつけて、 手燭 をつ きつけた、 その ホンの 瞬間 か 

ら、 娘が 声 を 放って 泣きました。 

「あれ、 玉が 殺されて いる、 玉が 死んで いる、 あれ あ 

れ 玉が —— 」 

ここに 竜 之 助なる 人間の 存在な ど は、 全く 眼中に も 

脳 中に も 置かず、 ひとり 舞台の 狂乱でした。 

四十 五 

娘 は、 そこで 絶え入つ てから、 三日の 間 は、 猫の 死 


骸を 抱いた まま 枕が 上らな か つ たそうです。 

竜 之 助 は、 その 夜の 明けない うちに、 また ここ を さ 

まよい 出で て 行方が 知れません。 

その 夜が 明けても、 誰も この 座敷 をお となう ものが 

ありませんでした。 いつもな らば 御陵 隊士 の片 われ だ 

の、 それ を 訪ねて 来る 浪客 などで 甚だ 賑わう のです が、 

いつにな つても 人が 来ない だけに、 かえって すさまじ 

いものが あるので す。 

とんしょ 

しかし、 表向き 隊の 屯所の 方面 は、 今暁、 昨晩から 

かけて ものすごい 人の 出入りで、 ものすごい 殺気が 溢 

れ 返って いると 見えた が、 それ も、 やがて、 げっそり 


と 落ち込んだ ように 静かに なって しまったから、 今朝 

の 月 心院の 庫裡の 光景と いう もの は、 冷たい ような、 

寒い ような、 生ぬるい ような、 咽せ 返る ような、 名状 

すべ からざる 気分に 溢れて おりました。 

まんじゅう がさ 

そこへ、 饅頭 笠に 赤 合羽と いういで たちで 大小 二 

たまり 

人の 者が、 突然に やって来て、 溜の 前で 合羽 をと ると、 

警板を 力 チカ チと 打つ。 

「おう！」 

と 答えて 中から 出て 来たの は、 これより 先、 いつの ま 

にか 来着して 一 隅に 寝て いた 一 人の 壮士で ありました。 

しがみ ひばち  まわり 

そこで、 右の 三人が、 例の 獅嚙 火鉢の 周囲に 取りつ 


くと、 合羽 を 取った 大小 二人の 者 は、 南条 力と、 五十 

嵐 甲子 雄で ありました。 

「いやはや、 すさまじ いもの を 見せられた、 先般の 池 

田屋斬 込みよりも、 これ はまた 一 段の 修羅場 だ、 やり 

もやったり！」 

と 三人のう ち、 誰から となく、 まず 斯様に 口 を 切って、 

しばらく 沈黙が 続いた の は、 つまり、 三人が、 おのお 

のまず お 座つ きに 発すべき 感歎詞が、 期せず して 胸に 

一致して いたの を、 一人が 代って 口に 出した ものです 

から、 まず 異ロ 同意と いったよ うな ものです。 

異口同音に 舌 を 捲いての 感歎に よっても わかる 如く、 


およそ これらの 連中が 見て、 舌 を 捲いて、 やり もやつ 

たな ァと 沈黙せ しめられ たる くらいだ から、 相当な に 

か 外で 行われた に 相違ない。 猫 を 一匹 投げ 殺して、 娘 

が 三日 寝た という 程度の 仕事で は、 これらの 連中の 神 

経 は 動かない ことにな つてい る、 その 神経 を、 かなり 

最大 級に 刺戟した 事件が 外で 行われた ことの 現場 を、 

この 連中 は 現に 見届けて 来たれば こそ、 ここへ 来て、 

まず 舌 を 捲いて、 あっけに 取られて いるに 相違ない。 

しからば この 連中 をして、 かく 舌 を 捲 かして 啞然た 

らしめ た 外の 出来事の 性質 は 何かとい うに、 やはり、 

今の その 感歎詞 を 分析して みると 相当 当りの つく こと 


で、 先夜の 池 田屋斬 込みよりも、 これ はまた 一段の 修 

羅場だ —— という 一 句に よって 推察 せられる 如く、 先 

せいさん 

夜の 池 田屋斬 込みに 幾 倍す る 凄惨の 場面が、 この 京洛 

の 一 角の いずれ かで 展開せられ たに 相違ない。 

その 比較に 取られた 池田屋 騒動 は、 三条小 橋の 旅 宿、 

池田屋 惣兵衛 方に 集まる 長 州、 肥 後、 土 佐 等の、 勤王 

方の 浪士の 陰謀 を 探知した 新撰 組が、 隊長 近 藤 を はじ 

め 精鋭す ぐって 出動し、 一網打尽 にこれ を 襲撃して、 

七 人 を この 場で 斬殺し、 四 人に 負傷せ しめ、 二十 二人 

を 召 捕った 大 捕物、 というより は 小 戦争に 近い 乱 刃で 

あった。 近 藤 勇の 名 を 成した の は そもそも この 時から 


はじまつ たと 言って よい。 時 は 元 治 元年の 六月 五日。 

これ は いわゆる 勤王 方に 対する、 幕府の 手先と して 

おう さ つ 

の 新撰 組の 正面 襲撃で あつたが、 後の 高台 寺 鏖殺 は、 

朝 幕 浪士の 争いと は 言えない。 その バックに は 幾つの 

影が あるに しても、 もとはと 言えば、 みんな 同じ 釜の 

飯 を 食った 仲間の 同志 討ちであった。 

近 藤 勇 方の 手に よって 殺された 伊東 甲子 太郎 も、 以 

前 は 同じ 新撰 組の 飯 を 食った もので、 それが 御陵 衛士 

隊 になって 分裂し、 新撰 隊長 近 藤 勇に 隠然と して 対峙 

する 御陵 衛士 隊長 伊東 甲子 太郎が 出来 上 つたと は 前 巻 

に 見えた し、 伊東が 近 藤の 謀計で 誘き 寄せられて、 木 


津屋 橋で 殺された 顚末も 前 冊に ある はず。 伊東 を 殺し 

たの も、 芹 沢 を 殺した の も、 近 藤の 手で ある ことに は 

相違ない が、 その 殺され 方の 性質が 違って いる。 芹 沢 

は 兇暴に して、 隊長の 威信 を 傷つく るが 故に 殺された。 

伊東 は 全 然 諒解 を 得 て 新撰 組 を 離れ たの だが、 離れた 

その 事の 裏にす でに 危機が 孕んで いる。 両虎 相対して 

無事に 済まない 種が 蒔かれて いる。 表 は 立派に 名分と 

理解と によって 分れた の だが、 内心の 決裂 は 救う 由な 

きこと は 申す まで もない。 近 藤の 内命 を 受けて 間者の 

役 をつ とめた のが 斎 藤 一、 御陵 衛士 隊長の 伊東と、 薩 

州の 中 村 半次郎 とが 気脈 を 通じて、 近 藤 勇 暗殺の 計画 


が 熟して いる こと を 斎 藤 一 が 探知して、 これ を 近 藤に 

報じた から、 先手を打って 近 藤が 伊東 を 誘殺した ので 

あった。 単に 伊東 一人 を 殺した だけで は 納まらない、 

根 を 絶ち、 葉 を 枯らさ ずん ば 甘ん ずる こと を しないの 

が 近 藤の 性癖で ある。 そこで 斬 捨てた 伊東の 屍骸 を 白 

ちと  さら  さた 

日の 下に 曝して、 残る ところの 隊士の 来り 収 むる を 

待った、 来リ収 むる その 機会 を 待って、 その 来る とこ 

ろの もの を 全部、 隊長と 同様の 運命に 会わせよ うとす 

るの もくろみ であ つ た。 

果せる 哉、 変 を 聞いた 御陵 衛士隊 勇士の 一連 は、 甘 

ん じて その 網に ひっかかりに 来た。 みすみす 新撰 組の 


おびき の 手と 知っても、 往き ゆいて これ を 収め ざれば 

隊士の 面目に 関する。 

そうそう 

そこで、 隊士 中の 錚々、 鈴木樹 三郎、 服部武 雄、 加 

納道之 助、 毛 内 有 之 助、 藤 堂 平 助、 富山弥 兵衛、 篠山 

泰之 進の 面々 が、 粛々 として これに 走せ 向った。 いず 

れも 武装 を 避けて 素肌で 赴いた の は 不用意で はない、 

特に 覚悟す ると ころが 有った からで ある。 行けば 当然、 

新撰 組の 伏兵が 刃 を 連ねて 待って いる こと はわ かり 

きってい る、 そうして どのみ ち、 新撰 組 を 正面の 敵に 

廻した 以上 は、 衆寡 敵せ ざる こと も わかりきつ ている、 

きりじに 

従って 行く 以上 は 斬 死の ほかに 手の ない こと も わかつ 


ている、 すでに その 覚悟で 行く 以上 は、 未練が ましい 

武装 は 後日の 笑い を 買う のお それが ある、 むしろ 素肌 

で 一期 一 代の 腕 を 見せて 終る の 潔き に 越した こと はな 

い。 そこで、 いずれも 武装 はしなかった が、 ひと リ服 

部武雄 だけが 思う ところあって 武装した。 

かくて 七 人の 壮士が、 粛々 として 木 津屋橋 さして 

練って 行く と、 果して、 皓々 たる 月明の 下に、 隊長の 

きた 

惨殺 屍骸 は、 人の 来って 一指 を 触る る こと を 許さず、 

十字街 頭に 置き 放された ままで、 ほしいままに 月光の 

射し 照らす に 任せて ある。 

彼等の 悲歎と 慨歎 は 思うべし である。 そこで 隊長 伊 


東の 屍骸 を 取り上げて、 これ を 釣らせて 来た 駕籠の 中 

に 取 納めん とする 剎那、 物 蔭よ リ むらむ らばつ と 現わ 

れ出 でた、 新撰 組の 壮士 四十 余 名！ 

兼ねて 期した る ことながら、 ここで 入り 交っての 乱 

刃。 

前に 言う 如く、 この 夜 は、 月光 燦 として 鏡の 如き 宵 

であった から、 敵 も 味方 も、 ありあり とたが いの 面 を 

見る ことができる。 

以前 は 同じ 釜の 飯 を 食った 間柄と は 言いながら、 こ 

うなる と、 名 を 惜しみ 腕 を 誇る の 気概が、 猛然と して 

全身に 湧き上 つ て 来る。 


四十 余人の 新撰 組 はみ な 鎖 をつ けて いた。 七 名の 御 

陵衛士 は、 服 部 を 除く 外 はみ な 素肌であった こと 前に 

申す 通り。 

鳴り を しずめて 待 構えて いた 新撰 組に 隙間の あろう 

はずはなかった が、 来り 戦う 七 名の 壮士 も 武装 こそし 

ない が、 いずれも 覚悟の 上に は 寸分の 隙 もない。 

所 は 京都 七条油 小路、 時 は慶応 三年 十一月 十八 日の 

夜 —— 新撰 組の 方で、 角の 薔麦屋 に 見張りの 役 をつ と 

めて いた 永 倉 新 八と 原 田 佐 之 助 —— これ は 鉄砲の 用意 

までして いたと いう ことで ある。 

御陵 衛士隊 の 一 行が やって来る 方向 だけの 兵 を 解い 


て 置いて、 そのほか は 三方と もに 固めて いる。 三方 を 

固めた といっても、 特に 要塞 を 築いた わけで はなし、 

野戦の 利 を 得た 広野へ 導いた わけで もない。 いずれも 

連なる 京の 町家 並、 商家 はすつ かり 戸 を 下ろして いる。 

知らず して 寝て いるの か、 知って そうして 戦慄の 下に 

息を殺し ている のか、 力 タリの 音 もせず。 

そ の 町家の 家 毎に 兵 を 伏せ て 置 いた 新撰 組が、 ここ 

で 一 時に 現われて 四十 余人、 覚悟 をき めた 七 名の 壮士 

を 押 取 囲んで、 何 さえぎる 物 もな く、 器量 一 ぱいに 白 

刃 下にて 切 結ぶ の だから、 格闘と して は 古今無類の 純 

粋な 格闘に 相違ない。 


同じ 夜に、 南条、 五十嵐の 二人 は、 この 場へ かけつ 

けて、 と ある 商家の 軒に 隠れて、 その 白昼 を 欺く 月光 

の 下に、 惻々 として この 活劇 を 手に 取る 如く 逐一 見て 

いた ものら しい。 

鴨 川の 川べ りから、 三条 橋の 橋 上に 姿を消した 二人 

は、 あれから 直ちに その 見物に 間に合った。 やり も 

やったり と 舌 を 振って 物語る 実見 譚。 

四十 六 

これらの 会話に 花が 咲いて いると ころに、 いっか は 


知らず、 一人 加わり、 二人 加わり、 獅嚙 大火 鉢の 周囲 

が 五、 七 人の 人で 囲まれて、 いと ど 活気が 炭火と 共に 

燃え 上りました。 

その 連中 も、 いずれ 御多分に 洩れぬ 壮士 浪士、 ただ 

し 新撰 組で もな し、 御陵 隊 でもな し、 有 籍の諸 藩士、 

無籍の 修行 人で もな し、 いずれも、 フリ— ランサ ー で 

あるに 相違ない と 思われる。 フリ ー ランサ— は 英語で 

あって、 当時 日本の 流行語で 言えば、 脱走 者と も、 脱 

藩 人 ともいう。 

つまり、 諸 藩 を 脱走して、 おのおの その 懐抱す るィ 

デ ォロギ ー によって 自由 行動 をと る、 当時の 志 ある 青 


年 武士で ある。 藩籍 にあって 知行 をいた だいて いて は 

自由の 行動が 取れない、 よし 自由の 行動が 取れる にし 

て も、 その 行動が 藩主の 身上に 影響を及ぼ すと ころ を 

おそれて、 好んで 藩 を 脱して 諸国 を 放浪して、 大言壮 

あぶ もの 

語す る こと を 職と していた 筋目の 通る 溢れ 者が、 当時 

の 社会に は充ち 満ちて おりました。 

期せず して、 これらの ものが 会見して、 語り 出す 日 

になる と 談論風発です。 天下 国家の ことから、 経世 済 

民の ことから、 人物 汝 南の ことから、 尊王討幕 のこと 

から、 攘夷 清掃の ことに 及んで、 いつも 火の 出る よう 

な 言論 戦が 行われ る こと は あたりまえ であるが、 今日 


は、 話の きっかけが 見て 来た 修羅場の ことから はじま 

り、 その 内容の 叙述に ついて、 もはや、 かなりの 弁論 

時間 を 要した ものです から、 架空の 議論に は 及ぶ 余暇 

がなかった のです が、 ここで 右の 叙景 談が 一応 終り を 

告げる と、 次に 猛然と して 湧き起る の は、 天下 国家の 

談論風発 である こと は 是非 もない ことです。 

「いったい、 天下の 形勢 はどうな るんだ」 

「維新と いうの はいった い 何 を 意味す るんだ」 

この だいたいの 問題が、 まだ 明答 を 与えられ ていな 

い。 寄る とさわる と、 天下の 形勢 は 如何、 維新の 意義 

は如问 という ことが、 口癖に なって いる ことほ ど、 何 


人 も 天下の 形勢に 不安 を 感じ、 維新の 必要 を 信じて い 

る。 天下の 形勢が かく 不安 なれば こそ、 維新の 必要が 

当然であって、 維新な きに 於て は 天下の 不安が 救われ 

ない という こと は、 児童 走卒 まで もこれ を 信じながら、 

さて、 では 今の 天下の 形勢が ドコへ 落着いて、 維新の 

新体制 はどう 組織され るの だと いう 具体 観に な つてみ 

ると、 識者と いえ ども これが 明断 を 下し、 明答 を 与え 

る ことができない。 

そこで、 右 等の 壮士 連 も、 天下 国家の 談に 及ぼうと 

する 最初の 出立 は、 ここから はじまる のです。 古くし 

て 新し いのは、 新しく 解釈 せらるべく して、 現状維持 


の 底力が 動かない からです。 

「いや、 天下の 形勢 も 古い もの だが、 落着く 筋道 はた 

いてい わかって いる、 ただ、 その 筋道が 一筋で ない、 

幾 筋 か あるので 迷って いる だけの もの だ、 落着く とい 

うこと になれば、 ドレ かそのう ちの 一 つに 落着く」 

「 ま  ま  ま 一 

誰かが 高らかに 笑いました。 

「落着く ところに 落着く という 結論 は、 成る ようにし 

か 成らぬ という 論理と 同じ ことなんだ、 なりゆき 任せ 

きょ ラ 

に 手 を 拱して いる ことができない、 落着くべき とこ 

ろに 事物 を 落着かせ、 成るべき ように 国家 を 成らし め 


んが ために こそ、 我々 は 身命 を 顧みず 東奔西走 してい 

るの だ」 

「それ はまた 至極 同感で ある、 同感で あると いうの は、 

感服と いう 意味で はない、 その 意見 も、 要領 を 得た よ 

うで、 要領 を 得ない こと は 前者と 同じで ある、 すな わ 

ち、 問題 は 落着くべき ところに 物 を 落着かせる という、 

その 落着くべき ところ はドコ なんだ、 成るべき ように 

国家 を 成らし むと いう、 その 成らし むる 究竟 目的と い 

う もの を、 諸君 ははつ きりと 指示が できる のか —— 」 

肯定と 否定と を 同時にして 究竟 問題 を 提出した 一 人 

の 壮士、 それ を 判者 面の 南条 力が、 


「君た ち は 定義 を 先に 立てて 置いて、 弁証 を 後に する 

から、 それで 徒らに 抽象に はせ て、 意 余りあって 情が 

尽 せない ことになるの だ、 冷静な 逐条審議から 出直し 

て 見 給え、 当世 流行の 科学的と いう やつで …… 」 

「なるほど、 細目 を あげて、 しかして 大綱に 及ぶ とい 

う 帰納 論法 をと つて 見る 方が、 斯様な 時には わかりが 

早い かも 知れぬ」 

「では …… 」 

せき 

南条が 咳ば らい をして、 

「いい かい、 では、 その 落着くべき ところと いう 命題 

まないた 

をまず、 とっつかま えて 俎 にの ぼす  その 落着く 


ベ き 筋道が 幾 筋 も ある という こと を、 さいぜん 北山 君 

が 言った が、 単に 幾 筋 も あるで はいけ ない、 それで は 

当世 流行の 科学的と いう ことになら ないから、 幾 筋な 

んぞ とぼ かさずに、 五 筋なら 五 筋、 六 筋なら 六 筋と 明 

確に 数 を 挙げても らいたい、 これ も 当世 流行の 数学的 

じんこうき 

という やつで、 つまり、 昔の 塵 劫 記で 行く の だ」 

「そう 言われる と、 そうだな あ、 その 落着くべき 道と 

いうの が 幾 筋 あるかな あ」 

正直な 北山 は、 注文 を まともに、 あれ かこれ かと 胸 

らち 

算用 を はじめて、 急に は 埒が明かないの を 南条が 突つ 

こんで、 


「胸算用 はやめて、 まず、 頭に 浮んだ 一 筋ず つ を 言つ 

て 見 給え、 そうして、 一 筋ず っ抽き 出して、 抽き尽 し 

たやす 

た 後に 寄算 をして みれば 容易く してく わしい」 

さんじ や 

「君 は算者 だ」 

北山 は、 南条の 頭の よさに 敬服す る、 南条の 頭が い 

いので はない、 自分の 頭が 鈍に 過ぎる の だ、 と 申し わ 

けたら たらで、 勧告され た 通り、 逐条 列挙に 思考 を換 

え、 

「まず、 今の 天下が 落着くべき 筋道と して は —— 例 を 

挙げてみ るの だよ、 そこに 落着く のが 正しい とか、 そ 

こに 落着き そうだと かいうの 判定で はない よ、 例 を 幾 


つも 挙げてみ るんだ から、 これが 拙者の 希望で あり、 

意見で あるよう に 取られて は 困る よ」 

「そんな 申し わけ はせんで もい い、 早く 第一条 を 言い 

給え」 

「まず、 今まで 通リ徳 川の 天下に 安定 するとい うのが 

最初の 筋道と して」 

「次 は」 

「幕府が 政権 を 朝廷に 返し 奉る、 王政復古の 筋道」 

「次 は」 

「王政復古が 成らず して、 畏くも 建武の 古例 を 繰 返 

すよう な 事態が 到来した として、 いや、 そうでな くと 


も、 徳川 幕府に つづく 第二 第三の 幕府が 出来る として 

見る と」 

「徳川 幕府 以外の 幕府の 成立 を 予想して みる、 なる ほ 

ど」 

更に 第 四 条件に うつろう とする 時、 横合いから 口 を 

出し 石 井 権 堂と いうの が、 

「 そ の 科学的と やら 数学的 とやら いうと ころ を、 もう 

一 層 細かく、 単に 徳川 幕府 以外の 幕府が、 成立と かな 

ん とかの 仮定 条件で は 物足りない、 徳川 幕府に 代る 幕 

府が 成立す ると すれば、 誰が 代る か、 それ を ひとつ 具 

体 的に 言つ て みても らいたい な」 


「まず、 薩摩 か」 

「まず、 長 州 か」 

「毛 利だろう」 

「島津 だろう」 

この 二つ は 動かない、 誰も、 それ を 上下した リ、 左 

右に したりして 見る こと はする が、 それ 以外の もの を 

加えて 見ようと はしな い。 

そこで、 この 席に は、 薩州 論と 長 州 論との 談論の 枝 

が 出て、 その 枝が かんじんの 話題の 幹よりも 大きく、 

広くな りそうで、 長と、 薩と、 徳川家との 関係から、 

さかのぼ 

関ヶ原 以来の 歴史にまで 遡 つたり、 人物 はド チラに 


いる、 いや 薩が 断然 図抜けている という 者 も あれば、 

どうして 長の 方が 粒が 揃つ ている というものがある、 

そういう ことで 談論が 鋭 化し、 感情が 昂進して、 せつ 

かくの 科学的 も、 数学的 もケシ 飛んで、 鉄拳が 飛び 兼 

ねま じき 勢いで したが、 座長 格の 南条 がよう やく 取り 

しずめて、 

「してみ ると、 徳川 幕府 倒れて、 新たに 将軍職 を 襲う 

ものが ありと すれば、 これ は薩州 か、 長 州 かの いずれ 

かより 起る、 その 判断に は 異議 はない か」 

「異議が ないよう だ」 

「だが、 ここにな お 一 つの 勢力、 お 公家さん にも エラ 


ィ のがい るぞ、 中 山 卿 だの、 三条 殿、 死んだ 姉 小路— 

I 岩 倉  大名ば かり を 見て いて は 見る目が 偏 る ぞ」 

とさし はさむ ものが あるかと 思う と、 一 方に は、 

「いや、 まだ 大名のう ちに も 油断の ならぬ のがい る ぞ_ 

土 佐、 肥 前なん ぞは、 なかなか 食えない ぞ」 

と言う 者 も ありました。 

四十 七 

「土 佐 は 食えない」 

と 和す る ものが あって、 薩長 論から 続いて 話 壇 を 占有 


した もの は 土 佐で ありました。 

「土 佐の 国の 国論と いう もの は 一 種 不可思議 だよ、 志 

は 王政の 復古に あらず、 さりと て 幕政の 現状維持 でも 

ない、 どのみ ち、 天下 は 一大 改革 をせ にやな らんと い 

うこと は 心得て いるら しいが、 その 方法と して、 封建 

を 改めて 郡県 を 立てん とする の 意思 も 相当 徹底して い 

るら しいが、 それ はよ ろしい が、 その 手段 方策と いう 

ものが 土 佐 一 流で、 徳川慶 喜 をして 大政 を 奉還せ しめ 

る、 これ も 異議がない。 しかして 大政 を 奉還せ しめた 

後、 天下の 公卿 諸 大名から、 各藩の 英才 を徴 して 新政 

に 参与せ しめる、 その 理想 も 悪く はない が、 さて、 そ 


の 新政 体の 主 脳髄 は 何とい う 段になる と、 それが 今の 

慶喜を 将軍職 を 奉還せ しめた 後、 改めて 政権の 主 座に 

置いて、 三百諸侯 みな 現状維持の 下に、 つまり 藩主 を 

藩 知事と いう ものにして、 それで、 現状維持の ままに 

まつりごと 

政 を 一新せ しめて 行こうと いう 案ら しい。 それが、 

無用の 破綻と 摩擦 を 起さず して、 しかして 体制 を 一 変 

し、 新政の 実を挙 ぐるに 最も 妙 用で あると、 土 佐で は 

そう 考えて いるら しい。 そういう ような 意見と 運動が 

一藩の 輿論と なって いるら しい。 それ だとい うと、 い 

わ ゆる 公武合体の ような ありふれた 妥協で もない し、 

一 面 は 一 新の 革新 意識に 触れて いるし、 一 面 は 旧制度 


の 保守に も 通じてい る、 ちょっと、 まともに 反対し よ 

うが あるまい。 この 一藩の 輿論の 下に、 土 佐 はまず 幕 

府に 向って 大政奉還 運動 を 働き かけて いる、 徳川 氏に 

向って、 早く 政権 を 朝廷に 向けて 奉還せ よ、 それが 天 

しゃしょく 

下の 大勢で あるし、 また 徳川 氏の 社稷 を 保つ 最も 賢 

明の 方針 だ、 大政奉還が 一刻 早ければ 早いだ けの 効能 

が ある、 一刻 遅ければ 遅いだ けの 損失が ある、 という 

こと を、 あの 藩の 策士 共 はしき りに 幕府に 向って 建議 

勧誘して いるそう だ」 

き 

「それ は 利くまい、 三百 年来の 徳川 政権 を 無条件で 奉 

ひんぱつ 

還す る、 いくら 内憂外患 頻発の 世の中と はいえ、 一戦 


も 交えず して 政権 を 奉還す る、 そんな こと は 将軍職と 

してやれまい、 将軍職と して はやれても、 臣下が 肯 

ると いう こと は あるまい、 夢 だ、 空想 だ、 策士の 策 倒 

れ だよ」 

「ところが、 存外、 それが 手 ごた えが ありそう だとい 

うこと だ、 幕府 も 大いに 意が 動いて いるら しいと いう 

こと だ、 なんにしても、 もはや 徳川 幕府で はこの 時局 

担当の 任に 堪え 得られない、 よき 転換の 方法が あれば、 

早く 転換す るの が 賢い という 見通し は、 こと 今日に 

至って は、 いかに 鈍感な リ といえ ども、 気がつい てい 

ない はず は あるまい、 よって、 存外、 土 佐の 建策が 成 


功す るか もしれ ない」 

「そんな こと は 痴人の 夢 だよ、 天下の 幕府で なく、 一 

藩の 大名に してから が、 藩 政が 行 詰 つたから 大名 を や 

めます、 藩主の 地位 を 奉還し ますと は 誰に も 言えまい、 

取る に 足らぬ 一家に したって そうじゃ ないか、 みすみ 

す 家 をつ ぶす という ことが、 一家の主 人と しても、 ォ 

イソ レと はやれない、 幕府の 無条件 大政奉還な どと い 

うこと は、 いくら 時勢が 行 詰った つて、 これ は 夢 だよ、 

それ こそ 書生の 空論 だよ、 今の 時勢 だから、 書生の 空 

よろん 

論 も、 一藩の 輿論 を 制する という こと はでき ない 限り 

も あるまい が、 天下の 大権 を 動かそう などと は、 それ 


は 痴人の 夢 だ」 

「ところが、 存外、 痴人の 夢で ない という こと を、 僕 

は ある 方面から 確聞した、 それに 大政奉還 は徳 川の 家 

をつ ぶす 所以で なく、 これ を 活かす 最も 有効の 手段 だ 

という ことなんだ、 そこに、 徳川家と 土 佐と に は、 あ 

る 黙契が 通って いるら しい、 大政奉還 将軍職 辞退の 名 

を 取って、 事実、 新政 体の 主 座に は、 やっぱり 慶喜を 

置く、 そうして 天下 を 動揺せ しめず して 新政 体 を 作る 

というの が 眼目に なって いるら しいから、 そこで、 幕 

府も 相当 乗り気に なって いるら しい、 つまり 名 を 捨て 

て 実 を 取る、 名 を 捨てる ことによって 時代の 人心 を 緩 


和す る、 実 を 取る ことによって、 やっぱり 徳川家が 組 

ま つ しょ ラ 

織の 主班で ある、 多少、 末梢のと ころに は 動揺 転換 は 

あるに しても、 根幹 は 変らないで、 しかも、 効 を 奏す 

れば、 時代の 陰 悪な 空気 を これで 一 掃す る ことができ 

る、 至極の 妙案 だと、 乗り気に なって 動き 出した もの 

が 幕府 側に も あると いう こと だ」 

「ふ— ん、 してみ ると、 坂 本 や 後藤 一 輩の 書生 空論に 

よって、 天下の 大勢が 急 角度の 転換 をす る、 万一、 そ 

みもの 

れが 成功したら、 また 一 つの 見物に は 相違ない が、 同 

時に 徳川家 を 擁する 土 佐の 勢力と いう ものが、 俄然と 

して 頭 を もたげて 来る という ことになる、 慶喜を 総裁 


として、 容 堂が 副 総裁と いう ことにで もなる のか」 

「いや、 それが 成功した からと て、 いちずに 土 佐が 時 

を 得る という わけに は 参るまい」 

「失敗しても、 土 佐 は 得る ところがあって、 失う とこ 

ろ はない の だ」 

「だが、 諸君、 心配し 給うな、 そんな 改革が、 仮り に 

実行され ると して みても、 成功す る はずが ないから、 

心配し 給うな」 

「どうして」 

「たとえば だ、 君た ち、 ここに 拙者が 坐った ままで い 

て、 そうして、 この 畳の 表替え をし ろと 言った ところ 


で、 それ はでき まい、 畳の 表替え をしょう というに は、 

そこに 坐って いる 者から 座 を 立たねば ならぬ、 坐って 

いる 奴が、 座 を 立つ こと をお つくう がって、 このまま 

表替え をし ろと 言った つ て そり や あ 無理 だ、 家の 建替 

え や 根つ ぎに してから がそう だろう、 天下の ことに 於 

て はなお さら だ、 攻撃 をす る、 改造 を するとい う 時に、 

中に 人間 共が 旧態依然 としての さばって いて、 それで 

改造 や 改築が できる か、 現状維持 を やりながら 維新 革 

新 を やろうと したって、 そり や 無理 だよ、 そんな こと 

がで きる くらいなら、 歴史の 上に 血 は 流れない よ、 そ 

ん なおめ でたい 時勢と いう もの は、 いつの 世に もない 


よ」 

こういった 反駁が、 有力な 確信 を 以て 一 方から 叫び 

出される と、 さきに 土 佐 論 を演述 した 壮士が 躍起と 

なって、 

「だから、 徳川 はいつ たん 大政 を 奉還し、 慶喜は 将軍 

職 を 去り、 諸 大名 は 国主 城主の 地位 を 捨てて 藩 知事と 

なる  そこにまず 現状 破壊 を 見て、 しかして 革新 を 

断行しょう というの だ」 

「それ それ、 それが いかにも 見え透いた 手品 だよ、 再 

び 言う と、 今の 畳の 表替え だ、 この 広間なら 広間 全体 

の 畳の 表替え を やろうと する に は、 この 中に いるすべ 


ての 人と、 調度と が 一旦、 皆の 座 を 去らなければ なら 

ない の だ、 君の 言う 土 佐 案なる もの は、 去らず して 去つ 

た 身ぶ り をす る、 つまり、 こちらに いた ものが あちら 

に 変り、 あちらに いた 奴が こっちへ 来る、 座 を 去る の 

ではない、 座 を 置き換え るの だ、 前の 人 は 前のと ころ 

にいない けれども、 同じ 座敷の 他の いずれ かの 畳に 

坐って いる こと は 同じ だ、 単に 人目 をく らます ために 

人 を 置き換えた だけで、 それが 畳 を 換えて くれと 要求 

ちょ うさん ぼし 

する 朝三暮四のお 笑い草に 過ぎない」 

「そうだ、 その 通り だ」 

と 共鳴す る 者が ある。 反駁 者の 気勢が 一 層 加わって、 


「維新と か、 革新と かいう こと は、 旧来の 第一線が 全 

く 去って、 新進の 新人 物が 全面的に 進出して 主力 を 占 

める という ことに 於て、 はじめて 成された の だ —— 断 

然、 徳 川で はいかん、 徳川を 去らし めて、 全面的な 新 

勢力に 革新 を やらせな けり や 意味 を 成さん、 それが た 

めに、 相当の 摩擦 を 示し、 たとえ 多少の 血 を 流す こと 

があって も、 それ を 回避して は 革新 は 成らぬ、 血を以 

いろど 

て 歴史 を 彩る こと は、 つとめて 避けな けり やならん が、 

血 を 流す こと を 回避して、 革新の 時機 を 失する 不幸に 

比 ぶれば、 それ はむしろ 言う に 足らん の だ」 


四十 八 

これらの 連中の 高談 放言 を 別にして、 その 晚、 この 

月 心院の 一 間から 姿を消した 机 竜 之 助。 

その 格闘 史 として は、 古今無類の 七条油 小路の 現場 

へ龃 けつけ て、 そのい ずれ かの 一方へ 助太刀 をす るか 

と 思えば そうで はない。 また 乱 刃の あとへ なり 先へ な 

リ 廻って、 後見の 気取りで 逐一、 その 剣、 太刀の 音の 

使い わけで も 聞いて 甘心す るつ もり かと 思えば、 そう 

でもない。 

この 男の 腕立て として、 もうそう いう 油の 気の 多い 


ところ は 向かない。 猫 を 一匹つ かみ 殺して、 虫 も 殺さ 

ぬ 娘 を 一 人 絶え入らせる だけの 程度が せいぜいで、 そ 

の 前の 晚か、 後の 晚 かに、 さほどの 乱 刃が 月光の 下に 

行われた 京の 天地と は …… およそ 方角の 異 つた 方へ、 

お ま 

ひとり 朧 ろげ な 足 どり をして、 しょんぼりと、 月夜の 

下に 見えつ 隠れつ して、 ふらふらと 迪り 行く の は、 三 

条 から 白 川 橋、 東海道の 本筋の 夜の 道、 蹴 上、 千 本 松、 

ひのおか  やましな 

日 岡、 やがて 山 科。 

多分、 関の 清水の 大谷 風呂 あたりへ、 足 もとの 暗い 

うちに 迪リ ついて、 空虚 極まる 疲労 を 休めよう との 段 

耳し 


かくて 山 科の 広野 原 —— へ 来たが、 まだ 月光 酣ゎ 

なる 深夜な のです。 その 広野 原へ 来て —— 山 科に は特 

に 広野 原と いうべき ところ はない けれども、 彼の さま 

よう 世界の いずこ も 広野 原。 そこへ 来る とふら り ふら 

たど  すすきの はら 

り迪 つて 来た 足 を、 ものうげ に 薄 野原の 中に とどめて、 

ふっと 後ろ を 顧みる と、 東 山 を 打 越えて 見 透し、 島 原 

あか 

の 灯が 紅い。 

山 科の 地点に 立 つ て 島 原の 灯 を 見る という こと は 有 

リ 得ない こと だが、 ありあり と 島 原 傾城 町の 灯が 紅く、 

京の 一方の 天 を 燃やして いる その 灯に、 名残りが 惜し 

きぬぎ ぬ 

まれて、 後 朝の 思いに 後ろ髪 を 引かれた のかと 思う と、 


必ずしもそう でもない ようです。 

またしても、 人 を 待つ ものら しい。 行きに は 田 中 新 

兵衛 あたりの 人の 気配 を 感じた が、 戻りに もまた この 

あたりで、 どうやら、 己れ を 見かけて 慕い寄る 人の 気 

配 を 感じた ものら しい。 されば こそ 待って いる。 

たしかに、 この 男の 勘の 鋭 さも 昂進して きました。 

案の 如く、 人が 後から ついて 来る のです。 それ は 今に 

始まった ことで はない ので、 そもそも 月 心院の 庫裡を 

抜け出した 時から、 竜 之 助の あと をつ けて 来た 人影な 

くるわ 

のです。 いや、 それよりも、 もっと 前、 島 原の 廓 を 出 

た 時から、 三条大 橋で 待つ こと を 要求され た 時から、 


影の 形の ようにつ いて 来た 覚えの ある 人影。 

とどろき 

「へ、 へ、 轟 の 源 松で ございます」 

先方 はもう つい 鼻の 先まで やって来 ていて、 こちら 

とが 

から 咎められる を 待たず、 先方から 名乗って 出た の は 

先手を打った つもりら しい。 

「多分、 そうだろうと 思った、 お前に 見せて やりたい 

ものが ある、 それ 故、 ここで 待って いたの だ」 

「へ、 へ、 何で ございま すか、 わざわざ、 わつ しに 見 

せて えとお つし やい ますの は」 

「それ それ、 これ だ、 これ だ、 これ を 見ろ」 

竜 之 助から 指さ された ので 轟の 源 松が 、 この 指さ さ 


れた 藪の 中 を 見ます と、 

「あつ！」 

と 言って、 思わず たじたじと なりました。 轟の 源 松と 

とリ かた 

も 言われ る 捕 方 の 功の 者が おどろい たの だから、 尋常 

みもの 

の 見物ではありません。 

四十 九 

すすき 尾花の 山 科 原の まんなかに、 竹の 柱 を 三本 立 

てて、 その上に 人間の 生首が 一 つ 梟して あるので す。 

と 言った ところで 今時、 生首 を 見せられ たからと 


いって、 単に それだけで 腰 を 抜かす ようで は、 源 松の 

職 はっと まらない。 源 松が 驚いた の は、 その 梟し 首が 

自分の 首で はない かと 思った からです。 宇治山 田の 来 

友 も、 生きながら 梟 しにかけられ たこと は あるが、 あ 

れは 正式の 公法に よって 処分され たもので すから、 見 

る ほどの 人が 見て いい 気持 はしなかった けれども、 そ 

の 処刑と いう もの は、 形式が 異法 だと 思う もの はあり 

ませんで したが、 これ は 変則です。 いかに 重罪 極悪 非 

道の 者と いえ ども、 こういう 惨酷 極まる 梟され 方と い 

う もの はない。 

まず、 三本の 竹の 柱 を、 いと も 無雑 作に 押 立てて、 


その上に 人間の 生首 一 つ、 その 三本の 竹の 柱の 下に、 

丸裸に した 胴体の 下腹と 胴中 を 男 帯で 結えた 上に、 首 

だけ は 竹の 上に 置かれた ように 出て いるが、 実は、 首 

と 両腕と を 下で 細引で 結んで 釣り下げて ある。 細引 は 

まだ 新しくて、 ゆとりが たっぷり あるの が ブラ 下が つ 

て 地に 曳 いている。 

ばっさり と、 腕の 利いた のに 切っても らい、 それ を 

体よ く 台の 上へ のつ けて あれば まだ 見られる という も 

の だが、 斬られて いない 首が、 醜 体 を 極めた 胴中 その 

なぶ ごろ 

ものと 共に、 ダラし なく 梟し っぱなして ある。 嬲り 殺 

しにした 上に、 嬲り 梟し という ものに 挙げられ ている 


ので、 轟の 源 松が、 あつ！ と 言って それ を 見直した 

時に、 机 竜 之 助が、 淋しげ に 微笑 を 含んで 言いました。 

「どう だ、 お前の 面に 似て はいない か」 

「左様で ございま すねえ」 

源 松が、 なるほど、 そう 言われれば、 その 生首 は、 

見て いるう ちに、 自分の 面 に似てく るよう な 思いが し 

てな りません。 寒気が ゾッと 襲うて 来て、 足 もとが わ 

なないて くる、 それ を じっと 踏み締めて、 見上げ 見下 

ろす と、 つい 今まで 気がつかなかった が、 捨札 がその 

首の 傍らに ある。 

「右 之 者、 先年より 島 田 左兵衛 尉へ 隠 従 致し、 種々 


力ん ぼう 

姦 謀の 手伝 ひ 致し、 あまつ さへ、 戊 午年 以来 種々 姦 

吏の 徒に 心 を 合 はせ、 諸 忠士の 面々 を 苦痛 致させ、 

むさぼ 

非 分の 賞金 を 貪り、 その上、 島 田 所持 致し 候 不正の 

金 を 預かり、 過分の 利息 を 漁し、 近来に 至り 候と て 

も 様々 の 姦計 を 相 巧み、 時勢 一新の 妨げに 相 成 候 間、 

かく  ちゅう リく 

此の 如く 誅戮を 加へ、 死体 引捨 にいた し 候、 同人 死 

後に 至り、 右 金子 借用の 者 は、 決して 返 弁に 及ばず 

候、 且又、 其 後 とても、 文吉 同様の 所業 働き 候 者 

f  一  ^ ぁリ 

有 之 候 はば、 高下に 拘ら ず、 臨時 誅戮 せし むべき 者 

也」 

「旦那、 わかりました、 こり や、 わつ しの 首 じ や ござ 


いません、 猿の 首で ございま すよ」 

「猿！ いや あ、 猿 じ やない、 やっぱり 人間だろう」 

えてぼう 

「いえ、 猿と 申しましても、 野猿 坊 のこと じゃあ ござ 

いません、 目 明し の 猿の 文吉て 奴で、 ずいぶん 鳴らし 

たもんで ございま すが、 こんな ことになら なけ リゃ い 

いと 思い ましたが、 果して こうなる た あ 因果な 話で、 

いささか かわいそう でも ございま すよ  まあ、 お 聞 

き 下さい、 こいつの 素姓と いうの は、 こういう わけな 

ん です」 

と 轟の 源 松 は、 不意に 見せられた 生首が 自分の 首で な 

くて 仕 合せ、 その 素姓が すっかり わかって みると、 持 


前の 度胸 を 取り直して、 今度 は 逆に、 説法す る 気にな つ 

たもの らしい。 

かみがた もん 

「こいつ はねえ、 上方 者なん です、 京都の みぞろ とい 

ばくちうち 

うと ころに 生れた 奴なん です、 が 若い 時分から 博奕 打 

の 仲間入り をして 諸方 を 流れて 歩いた 揚句に、 本来 や 

こさ：：，  き 

く ざ じゃある が 小才の 利く 奴でして、 自分のと ころに 

む  きみか 

渋皮の 剝 けた 貰いつ 子 をし ましてね、 それが 君 香と 

まいこ 

いって 後に 舞妓で 鳴らしました、 そいつ を九条 家の 島 

田 左 近 様に 差 上げまして、 それが 縁で 島 田 様に 取 入り、 

そのお 手先 をつ とめて、 いやはや、 勤王 方の 浪人 を片っ 

ぱ しから 嗅ぎ 上げて、 お 召 捕りの 間者 をつ とめた 奴、 


安政の 時に 名の ある 浪人が 数珠つな ぎに なった の は、 

おんみつ 

一 つ は みんな こいつの 仕業なん でした、 こいつの 隠密 

で 召 捕られた 西 国 浪人が、 どのくらい あるか 知れた も 

ん じゃあり ません。 そうして 九条 家へ はおべ つか をつ 

かい、 仲間に は 幅 を 利かした 上に、 弱い者 はいじめ る、 

御 褒美の 方 も、 たん まりと せしめて、 小金 も 出来 まし 

た。 ニ条 新地に 女郎屋 を こしらえ ましてな、 召使 をた 

くさん に 使い、 天晴れの 親分 大尽 をき め 込んで おり ま 

したが、 志士 浪人の 憎しみが 積り 重なって いる、 決し 

力な 

ていい 往生 はしね えと 見て おり ましたが、 果せる 哉で 

ございました。 それにしても、 まあなん て 浅ましい 姿 


になり やが つたろう」 

轟の 源 松 は、 一面 わが 身に つまされる 淡い 感慨の 息 

を 吹いて いる。 源 松 は、 文吉 ではない。 その 職務と し 

て は 同じような こと をして いるよう な ものの、 性質が 

違って いる。 どのみ ち、 人に はよ く は 思われない 職務 

にいた が、 かりに 同職と して 見ても、 この 文吉の 成れ 

の 果てに 歎息 はしても、 さまでの 同情 は 持てない らし 

い。 それと いうの は、 源 松に は 源 松と しての 気負いが 

あって、 自分 は 腕で 行く の だ、 こいつの ように 利で 動 

おの  てら  まね 

いて、 人 を 陥れる ことで 己れ の 功 を 街うよう な 真似 は 

しない。 罪悪 を 罪悪と して 摘発す る こと は 己れ の 職務 


だが、 罪悪 を 罪悪と して 作り立てて 人 を 陥れる こと は、 

江戸つ 児に はでき ねえ、 という 自負心が あった。 おれ 

の は 本職 だが、 こいつ は インチキ だ、 二足 も、 三 足 も、 

わらじ を はいている 奴 だ、 我々 同職の 風上に も 置け な 

い 奴なん だ、 という 腹が あるから、 同情に 似た 痛快、 

痛快に 似た 同情の、 歯がゆい ような 心 持で、 それ をな 

力めな 力- ら 

「わかって おります よ、 わかって おります よ、 こいつ 

たけち ずい ざん 

を 殺した の は、 土 佐の 高巿瑞 山と いう 人の 弟子た ちで、 

みんなが 先 を 争って こい つ を 殺した がつ たんです が、 

< じと 

その 中で 鬮 取り をして、 岡 田 以蔵て すごい のと、 ほか 


に 三人が 鬮に 当つ ちまい ましてな、 こいつの ような 犬 

猿 同様の 奴 を、 刀で 斬る の は 全く 刀の 穢れ だから、 締 

め 殺して やる がよ ろしい、 締める に は 行李 を 締める 細 

引が よろしい …… と、 わざわざ 細引 を 買って 来て、 そ 

れで、 こいつ を 取 捕め えて 締め殺し たんだ。 それ ごら 

ん なせえ、 その 下に ブラ 下がって いる 細引が、 まだ 買 

立ての 新 身 じゃあ ございま せんか」 

おどか 

「何もかも、 そう 知り抜い ていたん じゃあ、 嚇し にも 

ならぬ」 

あき 

竜 之 助 は 呆れ果て たような セリフで、 また そろそろ 

すすきお ばな 

と 薄 尾花の 中 を 歩きに かかる と、 源 松が、 しゃ あしや 


あとして あと を 慕つ て 来る こと 前の 通りです。 

五十 

「時に あなた 様のお 宿 許 は、 どちら 様で ございました 

かねえ」 

轟の 源 松が またしても、 思い出し たように、 同じ こ 

と を 竜 之 助に 向って 問い かけました から、 竜 之 助が う 

る さいと 思いました。 

「まだ そんな こと を 言って いるの か、 それ は、 こっち 

が 聞きたい ところ だ、 島 原 を 振られて、 京都の 町の 中 


を 一晩中う ろつ いたが、 ついに 拙者の 泊る 宿所がない、 

ようやく のこと 月 心院へ たどりついて 見る と、 そこ は、 

夜もすがら、 あは は、 お ほほで 眠れ はしなかった、 仕 

方がない から、 日 岡 を 越して、 山 科まで 来て しまった 

の だよ」 

「して、 その 山 科 は、 ド チラ かお 心安い ところが ござ 

いまして」 

「いや、 山 科へ 来たから といって、 別に 心安い ところ 

もない がな、 関の 大谷 風呂へ 少し 厄介に なった ことが 

あるから、 もう ー晚、 あそこへ 泊めても らおう かと、 

それ を 心恃 みに して 来たまで だ」 


「大谷 風呂で ござんす か、 それ は 幸い、 わつ しも 少し 

あの 辺に 用 向が ございま すから、 御 一緒にお 供が 願い 

たい もので」 

「それ は 迷惑 だな」 

「いえ、 なに、 旅 は 道連れと いう こと も ございま すか 

らな」 

轟の 源 松 は、 人 を 食い そこねた ような こと を 言って、 

テレ 隠し をし ました。 

「あんまり 有難くない 道づれ だ」 

と 竜 之 助が 苦りき りました。 

「送り狼と いうと ころなん で ござんす かな。 この場合、 


どちらが 狼で ござんす かな。 左様、 送られる 方が 狼で 

…：- J 

「いったい お前 は、 何でそう、 わしの あとば つかりつ 

きたがる の だ、 盛りの ついた 野良犬の ように」 

「へ、 へ、 へ、 恐れ入りました、 これ は、 つまり、 わつ 

しの 病で はない、 役目なん でございますから、 いかん 

と も 致し方が >  J ざいません でして」 

「お前に 役目で つけられる ような 弱い 尻 は、 こっちに 

はない ぞ」 

「そちら 様に はとに かく、 わつ しの 方で、 ぜひ 最後 を 

見届ける ところまで、 おともが 致した いんで ございま 


す、 悪く つきまと うわけ では ござりません、 役目で ご 

ざい ましてな、 手つ とり 早い話が、 あなた 様の 昨晩の 

お 泊り 先 はわ かってお ります が、 これからの 先、 それ 

と、 もう 一 つ、 今晩のお 宿 許と、 お 国元の 戸籍のと こ 

ろ を 一 つ 伺えば、 それでよ ろし いんで ございます。 と 

申します の は、 まあ、 世間並みのお 方で ございま すと、 

ー当リ 当れば、 身分 素姓のと ころ、 すっかり 洗って お 

目に かけます が、 あなた 様に 限って、 当りが つき ませ 

ん、 まるで まあ、 失礼な 話 だが、 幽霊の ように、 姿が 

あって 影が な いんで ございます からね」 

「冗談 を 言うな、 今 はそんな 冗談 を 言つ ている 時で は 


あるまい、 おれの ような 幽霊 同様の 影の 薄い 人間 を、 

うでき 

貴様の ような 腕利き 一 匹の 男が、 鼻 を 鳴らして 夜昼 嗅 

ぎ 廻って いる 時節 じゃあるまい。 古いと ころで、 姉 小 

路卿を 殺した 下手人 はま だ わかって いないだろう、 三 

条 河原へ 足 利の 木像 を さらした 一 味 も 検挙され てはい 

な い はず だ 、 新撰 組 で 芹 沢が 殺された その 下手人 さえ、 

わかって いるよ うでわ からない、 つい 近い 頃、 大阪で 

は 天満の 与力 内 山彦 次郎が 殺された というに、 まだ そ 

の 犯人が わからない、 江戸で は、 上使の 中 根 一之 丞が 

長 州で 殺された。 ところで この 拙者な ど は、 生来、 悪 

いこと は 一 つもして いない、 たよりない 宿な しの 影 法 


師 同様な 拙者 を 追い かけ 廻して、 いったいい くらにな 

るの だ」 

と 竜 之 助から たしなめられて、 源 松 はいよ いよ テレ 

き つ た 面 をして、 

「で) J ざ いましても、 病で は 死ぬ 者 さえ あるんで ござ 

います、 どうか、 そこのと ころ を ひとつ、 御迷惑 さま 

ながら、 大谷 風呂まで、 その 送られ 狼と いうと ころで」 

執拗い —— がんりきの 百 以上 だ。 百の はいた ずらで 

やる の だが、 こいつの は 職務 —— ではない、 病 だ、 う 

る さい、 という 思 入れで、 無言に 竜 之 助が 歩き 出す と、 

「ェ へ、 へ、 送られ 狼 —— こっちが 気味が 悪 いんで ご 


ざ いますよ」 

かくて 源 松 はまた、 竜 之 助の あと を 二三 間ば かり 離 

すすきおば な 

れて、 薄 尾花の 中 を 歩みに かかる 程合いの ところで、 

またしても、 

「あつ！」 

と 言った の は、 その、 おどろお どろと 茂る 薄 尾花の 山 

科 原の 中から 不意に 猛然と して 風 を 切って 現われた も 

のが ありました。 

「あつ！ 狼！」 

轟の 源 松 も 立ちす くんで しまったの は、 冗談で はな 

い、 送り狼の、 送られ 狼のと、 口から 出 まかせに 己れ 


の 名 を 濫用す る 白 徒の 目に 物 を 見せようと、 狼が 飛び 

出して 来た、 正の 狼が 眼の 前へ 現われた！ 

と 源 松 も 一 時 は 立ちす くんだ が、 そこ は 相当の 度胸 

も あるから、 

「あ！ 狼で はない、 鹿 だ！」 

鹿 だ！ と 呼ばれた 時 は、 その 獣 は、 もはや 源 松の 

おど 

眼前 を ひらりと 躍り 越えて、 行 手へ 二三 丈 突つ 飛んだ 

時で ありまし たが、 

「鹿で はない、 やっぱり 犬 だ！」 

と、 源 松が 三た び 訂正の やむ を 得ざる に 立 至った もの 

であります。 


「犬に しちや あ、 すばらし くで けえ 犬 だな あ」 

源 松 は 追 註 をして、 改めて それの 馳せ 行く 怪獣の 

ぼうぜん 

後 ろ 影 を 呆然と 見送 つたば つかりです。 

五十 一 

不意に 出現の 怪獣に、 最初 は 狼と 驚き、 二度目に は 

鹿と 見直し、 三度 目に は、 やっぱり 犬と 訂正して、 そ 

うして 更に、 犬に して は 豪勢 素敵な 奴 だと 追加の 感歎 

を 加えて、 しばし 呆然と その後ろ 影 を 見送って 立ち 尽 

している。 そのす ぐ 背後から、 またも 突然に、 


「すっぱと、 らっぱと、 待った つた」 

「すっぱと、 らっぱと、 待った つた」 

ま 

こういう かけ 声 をしながら、 息せ きき つ て 走せ つけ 

て 来る ものが あるので すから、 源 松 は、 その 行 手 を 

お 4t ん よ 力 

慮 らな いわけに は ゆきません。 

「すっぱと、 らっぱと、 待った つた」 

「すっぱと、 らっぱと、 待った つた」 

後ろから 走せ て 来たの を、 避けて やり 過して やろう 

—— 轟の 源 松 は、 路傍の 草の 中へ 少し 身 を 引いて いる 

と、 

「すっぱと、 らっぱと、 待った つた」 


「すっぱと、 らっぱと、 待った つた」 

怪しげな 掛声に 呼吸 を 合わせて、 走せ て 来たの は、 

まさしく 今の 犬 を 追い かけて 来た ものでしょう。 と 見 

ると、 犬の 大な るに 比して、 人の 小さい こと、 ほ とん 

ど 子供と 思われる ほどの 弾丸 黒子、 それが、 宙を 飛ん 

でかけつ けた。 紺かん ばんに、 杖 を 調練の 兵隊さん が 

は 

する ように 肩に かけて、 まっしぐらに 馳 せて、 せっか 

く 道 を 譲った 源 松に 目 も くれず、 辞譲の あいさつ をす 

る 余裕 もな く、 今し 逃げ去った 豪 犬の あと を 追って 走 

きた 

リ 来り、 走り去る のであります。 

それ を も、 源 松 は 暫く 面 くらって 見送って いたが、 


その 時 急に 呼び さまされ たこと は、 犬 は はじめて 見る 

豪 犬 だが、 人間 はそう ではない、 どこかで 見て いる！ 

ああ、 あの 小粒！ びっこ を 引きながら、 しかも 軽快 

せいかん つらだましい 

に 疾走す る あの 足 どり、 精悍な 面 魂、 グロな 骨柄、 

どう 見た つて 見損う はず はない。 ほとんど 命が け、 江 

州 長 浜の 一 夜の 手柄に あげたが、 あいつが 譲らな けれ 

ば、 こっちが 危なかった。 

「あいつ だ！」 

轟の 源 松 は、 そう 気がつく と、 ここで もまた 二 狼 を 

追う わけに はいかず、 一方の 送られ 狼に は なんら 辞譲 

を 試む る ことなしに、 いま 目の前 を 過ぎ去った 弾丸 黒 


子に 向って、 全速の 馬力 を 以て 追い かけました。 

源 松が 急 角度の 方向転換で、 まっしぐらに 追い かけ 

た 当の 相手と いうの は、 宇治山 田の 米 友で ありました。 

こもの 

あの 晚、 あの 小者 めをやつ との 思いで 手 がらに かけ 

たが、 今以て 善良 不良と もに 不明な の は あいつ だ。 伊 

勢の 生れ だとい うのに、 江戸 ツ子 はだしの 啖呵 を 切る 

し、 兇悪 性 無類の 放浪 児とば かり 踏んで いたが、 その 

はつらつ  ひらめ 

啖呵 をき いている と、 正義 観念が 潑测 として 閃く こ 

とに、 源 松の 頭 も 打 たれざる を 得なかった が、 調べの 

途中から、 全然 口 を 利か なくなり、 胸の 透く ような 啖 

呵も 切ら なくなり、 問われても、 責められても、 一 言 


一 句 も 吐かない。 拷問 同様の 目に 逢わせて みても、 口 

がいよ いよ 固くなる ばかり だ。 のみならず、 大抵の 責 

め 道具で は、 あいつに は 利かない。 人間の 生身 だから 

痛い に は 痛い、 こたえる に は， ，- たえる だろう けれども、 

あいつに 限って、 痛い と 言わない のみ か、 痛そう な 面 

をし ない。 痛そう な 面 を しないの ではない、 本心 痛く 

ない の だ。 すなわち 不死身と いう 変体に なって いる、 

そう 思うよ り ほかはなかった。 それから、 あぐみ 果て 

て、 好意 を 以て、 だましつ 賺 しっして みても、 いった 

ん 固めた 口 はついに 開かない。 わざと 鎌 を かけて、 口 

を 開かない と 非常な 不利益な 立場になる、 損 だぞ、 と 


言っても、 損益が 眼中にない。 

ついに 政略 上、 是非 善悪 不明の ままに、 あいつ を 農 

奴の 張 本に 仕立てて、 曝しに かけた の は、 こいつなら 

えんざい  あとばら 

ば、 よし 冤罪に 殺しても、 後腹の 病まない 無籍者 だか 

ら、 時に とっての 人柱 もやむ を 得ない と、 当人で はな 

いき ざら 

い、 役人た ちが 観念して、 草 律の 辻へ 「生 曝し」 にか 

けて しまったが、 源 松 そのもの も、 実は あんまり いい 

気持が しなかった の だ。 無籍者に しろ、 放浪者に しろ、 

ルンペン 小僧に しろ、 持 込 場の ない 行路病者に してみ 

み じょう 

たと ころが、 当人の 身 性に 不明な ところがあって、 果 

して 犯罪 人 かどう か 甚だ 不明で ある もの を、 その ま 


ま 処刑 を するとい うこと は、 小の 虫を殺して 大の虫 を 

抑える、 時に とっての 策略で ぁリ とはいえ、 源 松 も あ 

ん まりいい 心 持 はしなかった。 ところが その 策略が 当 

りそうで 当らず、 民衆が その 網に ひっかか りそうで 

ひっかからず、 かえって 裏 を かかれて 何者かが、 あの 

「生 曝し」 を 引つ さらって 行って しまった。 それの み 

ならず、 愚弄した ような やり方で、 太閤 秀吉の 木像 首 

を その あとへ おつ ぼり 出して 行って しまった。 それに 

は 我慢な り 難い。 罪状 不明の 者に、 かりにも 罪 を 着せ 

た 政策の 上に 多少の 引け目がない ではない として、 そ 

れ にしても 公儀 捉 によって いったん 曝しに かけた 者 を、 


これ を 奪い 去る という こと は、 公法 を 無視した もの だ、 

これ は 許すべからざる もの だ、 何者が いかにして、 あ 

の 「生 曝し」 を 奪い 去った かとい うこと は、 今日まで 

源 松の 心魂に 徹して いた ことで、 源 松が その後、 江 州 

の 方面 を うろつい ていたの は、 一 つ は その 責任 遂行の 

ためで あろうと 思われる。 

ところが、 現在、 眼の 前で、 その 探索の 当の本人 を 

見出した。 こちらから 突きと める 手数 を 煩わさず して、 

向う から 飛び出して 眼前 を 掠め 去 つ たこの 獲物 は 見の 

がせない。 

かくて 轟の 源 松 は、 いちずに 宇治山 田の 米 友の あと 


を 追いました。 

ひと リ 曠野に 残された 机 竜 之 助、 また 東に 向って 歩 

み をう つそうと した 時に、 

「はい、 左様で ございま すか、 それ は それ は 御 無理 も 

な いこと で ござり まするな、 孔 夫子の 聖 を 以てすら が 

えき 

我 二 数年 ヲ 加工、 五十 以テ易 ヲ学バ バ 大過 ナ カルべ シ 

 と 仰せられました」 

と言う 声 を、 草 むらの 奥で 聞きました。 

聞き直す まで もない、 それ は 竜 之 助と して、 甲 州の 

月見 寺 以来 熟しき つた、 お喋り 坊主の 音声に 相違 あ 

りません。 


「孔 夫子の 聖を 以てして からが、 五十 以て 易 を 学ぶ と 

仰せられました、 五十に なって はじめて 易 を 学べば 大 

あやま 

した 過ち はなかろう とおつ しゃいました、 孔 夫子の 

聖を 以てすら が、 それで ございます、 凡人の 能う とこ 

ろで は ござり ませぬ」 

ひと 

その 音節に よって 見ます と、 これ は 曠野の 独り 演説 

ではない のです。 誰か 別に 聞く 人あって、 それ を 相手 

に 語り 出で ながら、 歩んで 来る ものと しか 思われ ませ 

ん。 

そうして、 この場合、 この 怖るべき お喋り 坊主の 舌 

頭に かか つ て 相手役 を 引受けて いる 人の 誰で あるかが、 


竜 之 助に はっきり わかりました。 相手方 は 何との 応対 

もない のに、 これが 竜 之 助の 勘で はっきりと わか リま 

した。 つまり、 あのむ つかし 屋の胆 吹の 女王 以外の 何 

人で もありません。 

そこで、 弁 信が お 銀 様 を 相手に、 かく も 弁論の 火蓋 

を 切り出し たもの だとい うこと が、 はっきりと 入って 

来ました。 

せきえき  やもり 

「易と いう 文字 は、 蜥易、 つまり 守宮の 意味 だと 承リ 

ました。 守宮と いう 虫 は、 一日に 十二 度、 色 を 変える 

虫の 由に ござり まする、 すなわち それ を 天地 間の 万物 

運行に なぞらえまして、 千変万化 する この 世界の 現象 


はっけ  かく 

を 御 説明に なり、 この 千変万化 を 八卦に 画し、 八卦 を 

分てば 六十 四、 六十 四の 卦は 結局、 陰陽の 二 元に、 陰 

たいきょく 

陽の 二 元は 太 極の 一元に 納まる、 というの が 易の 本 

来 だと 承りました。 仏説で はこの 変化 を、 諸行無常と 

ねはん 

申しまして、 太 極すな わち 涅槃の 境地で ござり ましよ 

う」 

盲人の くせに、 こういう 高慢ち きなお 喋り を やり 出 

す 者 は、 弁 信 法師 か、 しからずんば、 和 学 講談 所の 

はなわ けんぎょう 

墒 検校の ほかに あり 得ない と 思われる が、 ただ、 そ 

の 声の 出る ところが、 いずれの 方面 だか 見当が つき ま 

せん。 


いま 聞いた 発端 だけによ つて 判断す ると、 それ は 東 

西南 北の いずれより 起 るので もない、 どうも この 地下 

きた 

の あたり、 柳 は 緑、 花 は 紅の 辻の 下から 起り 来る もの 

としか 思われない ことです。 この 下 を 二人が 悠々 閑々 

と そぞろ歩きながら、 前なる は 弁 信 法師、 後ろなる は 

お 銀 様が、 「易」 という もの を 話題と して、 説き 去り 説 

き 来ろうと する 形勢 を 感得した ものです から、 せっか 

く、 歩み 出した 竜 之 助が、 また 歩み をと どむ るの やむ 

を 得ざる に 立ちいた りました。 

五十二 


みちゆき  か  はくさん 

宇津木 兵馬と 福 松との 道行 は 彼が 如く、 白山に 上ろ 

うとして 上れず、 畜生 谷へ 落ち込まん として 落ち込む 

しゃし やらく らく 

こ ともなく、 峻山 難路 をた ど つ て、 その 行程 は洒々 落々、 

表裏 反覆 をつ くした ような 旅で ありまし たが、 日と 夜 

あな まだに 

と を 重ねて、 ついに 二人 は 越 前の 国、 穴馬 谷に 落ち込 

ん でしまい ました。 

一 一人が 穴馬 谷へ 落ち込ん だとい うこと は、 この場合、 

ざま あみや がれ！ という ことに はならない ので あり 

ます。 ィ ャに即 かず 離れず の 曲芸 気取り、 その 落ち込 

む 当然の 運命 はき まった もの だ、 好奇の 一歩 手前 は、 


堕落の 陥穽と いう もの だ、 ド チラが 先に 落ちた か、 後 

ひきず 

に 落ちた か、 ド チラが どう 引摺 つた か、 引 摺られ たか、 

それ は 言い わけ を 聞く 必要がない、 おそ かれ 早 かれ、 

当然 落ち込む べき 運命の 谷へ 落ち込ん だまでの こと だ、 

ザ マ あ 見や がれ 穴馬 谷、 と 称すべき 意味合いの 皮肉の 

あな まだに 

地名で はない ので、 事実、 越 前の 国、 穴馬 谷の 名 は、 

れっきと して 存在した —— 今 も 存在す る 確実な 地名で 

ありまして、 後年の 測量 部の 地図に も、 地名 辞書に も、 

明瞭に 記載され た 地名で も あり、 且つ や、 谷と いうけ 

れ ども、 若干の 人家が 炊烟を 揚げて いる 尋常 一 様の 山 

間の 一 部落な のであります。 


その 穴馬 谷へ 二人が 落ち込んだ というの も、 足 を 踏 

み 外して 落ち込んだ わけで はない、 青天白日の 下、 尋 

常の 足 どり を もって、 この 一部 落に 落着いた という 意 

味でありまして、 ここで 二人が、 また 前 巻 以来 同様の 

宿泊ぶ リを、 一 部落の 一 民家に よつ て 繰返しました。 

福 松が 破れ 傘の ような 素振りで、 絶えず 兵馬 を 誘惑し 

たり、 からかったり している こと も 以前と 変らず、 そ 

れを 兵馬が 閑々 として、 一個の 行路 底の 修行 道と して 

受 流し つ つ 行く こと も 前と 変り ません。 

ただ、 変って いるの は、 白山 白水 谷 を わけ 入って、 

加賀の 白山に 登ろうと いう ことが、 目標で も あり、 一 


種の 信仰で も あるよう でした。 それが すっかり 目標 か 

ら 外れて、 仏 頂寺弥 助の 亡霊が さまよう 越 中の 山 境へ 

も 出で ず、 白山 を 経ての 菜 畑であった 加 賀の金 沢と も、 

およそ 方面 を 異にして、 越 前へ めぐり 込んで しまった 

という こと を、 穴馬 谷に 落着いて、 山 民から 聞いて 初 

めて それと 知った という 有様な ので ありました。 

とはいえ、 極楽へ 行こうと して 菜 畑へ 落ちた わけで 

もな く、 北 斗 をたず ねんと して 南 魚に 進んだ というの 

でもな く、 ちょっと 針路が 左へ 片 よった という 程度で、 

飛驛 から 隣り の 越 中へ 出た までの ことです から、 前後 

を顚 倒した という わけで もな く、 進退に 窮 したと いう 


ので はない。 目的が あってな いような 道行に は、 それ 

も 苦にならないで、 二人 は、 これから また 落ち行く 目 

標の 相談 を はじめました。 

「ねえ、 宇津木さん、 ここ は 越 前 分です とさ、 越 前の 

国、 穴馬 谷と いう 村です とさ、 ほんと に 穴の ような 土 

地じゃありません か、 どちら を 見ても 高い 山ば つかり 

穴馬 谷へ おっこち なんて、 仏 頂 寺が いたら ヒャ かされ 

ちまい ます わね え」 

「変な 名 だ —— これが 越 前の 国と は 思わなかった よ」 

と 言って、 兵馬 は 携帯の 地図 を 取り出して、 ひろげて 

見て いるの を、 福 松が のぞき 込んで、 


「加賀 へ 出る 道が、 すっかり 塞がれて しまって、 越 前 

へ 送り出された というの も、 何 かの 縁なん でしよう、 

いっそ、 金 沢 を やめて 福 井へ 行きましょう よ、 福 井に 

しるべ  みく にみ なと 

も、 たずねれば 知 辺 は ある わ、 福 井から 三国 港へ 行つ 

てみ ましょう、 三国 はいいと ころです とさ」 

福 松 はもう、 落ち込んだ ところが 住居で、 思い立つ 

ところが 旅路で ある —— そういう 気分 本位に なりきつ 

ている が、 兵馬 はそう いう 気に はなれない。 

「図面で 見る と、 ここに 相当 大きな 川が ある、 これが 

くず リゅ うがわ 

有名な 九 頭 竜 川の 川上ら しい、 すると、 この 川に 沿つ 

て 下れば、 三国へ 出る の だが —— 」 


「三国、 いいと ころです つてね、 北国に はいい 港が 多 

いけれ ど、 三国 は、 また 格別な 風情が あって 忘れられ 

ない つて、 旅の 人が 皆 そいって いてよ ：：： 」 

三国 小 女郎 

見た く は あるが 

やしゃで 

やの しゃで 

やの しゃで 

やしゃで 

やしゃで 

やの しゃで 


こちゃ 知らぬ 

うた 

福 松 は 口三味線 を 取って 唄に 落ちて 行きました。 

や ほ 

いとし 殿さん の 矢 帆 巻く 姿 

まくらびょうぶ 

枕屏風 の 絵に 欲し や 

「三国の 女 はとり わけ 情が 深く つて、 旅の 人 をつ かま 

えて 放さない つ て 言います けれど、 わたしが ついてい 

れば 大丈夫、 三国へ 行きましょう よ、 北国 情味が たま 

らな いんです とさ。 そうして、 飽きたら 金 沢へ 行き ま 

しょう  でなければ 船で、 三国から 佐渡ケ 島へ  

来い と 言った とて、 行かり よか 佐 渡へ、 佐 渡 は 四十 九 

里、 浪の上 —— つて、 佐 渡の 女 もまた 晴 味が 深いんで 


すって さ、 男 一人 はやれない。 佐 渡に 限った こと はな 

かじ まくら 

いわ、 あだし 波間の 楫枕 II 行方 定めぬ 船の 旅 もし 

てみたい」 

兵馬 は、 相 も 変らず 浮き立つ 福 松の 調子に乗らず、 

「どのみ ち、 一 旦は福 井へ 出なければ なるまい、 福 井 

へ 出る に は …… モシ、 山が つのお じさん、 ちょっと こ 

こへ 来て 見て くれない か、 紙の 上で 道案内 をして もら 

いたい」 

まつやに 

宿の 山が つ を 呼ぶ と、 松脂 を 燃して 明リを 取り、 

蕨 粉 を 打って いた 老 山が つが、 ぬつ と 皺 だらけの 面 を 

つき出して、 


「ドコ さ 行きな さる、 勝 山へ おいでさん すかな あ」 

五十 三 

その 翌朝から、 九 頭 竜 川の 沿岸 を 下って 福 井へ 出る 

道 も、 かなりの 難路でした けれども、 今までの 山越し 

と比べて は 苦にならない。 二人 はついに 越 前 福 井の 城 

下へ 落着いて しまいました。 

福 松の、 そわそわ として 上ず つてい る こと は、 山の 

中から 町へ 出て、 いっそう 嵩 じて しまいました。 福 井 

ごくいん や  はたご 

の 城下で、 極印 屋 というよ い 旅籠 をと つて 納まった 気 


分と いう もの は、 旅から 旅の 稼ぎ人で はなく、 半 七 を 

さんかつ ねえ 

連れ出した 三 勝 姐さん といった ような 気取り。 万事 自 

分が 引 廻し 気取りです。 

ただ、 この 三 勝 は 少し 毛が 生え 過ぎて いるし、 半 七 

は 追手の かかる 身で ない が、 女の ために 身上 を 棒に 

振る ほどの 粋人で ないだ けが 恨み だが、 半 七よりも い 

くら か 若くて、 武骨で、 ゥブ なと ころが 嬉しい。 それ 

よりも 福 松の 気丈夫な こと は、 二人の 中には、 現に 三 

百両と い う 大金が 手つ かず 保管され て いる ことで、 こ 

れ はもと もと、 代官のお 妾のお 蘭 どののお 手元 金な 

ん だが、 それが わたしたちの 手に 落ちて 来たと いう も 


の は、 たくんだ わけで も、 くす ねた わけで も 何でもな 

い、 自然 天然に 授かった ので、 人民 を 苦しめて しぼり 

上げた、 その 血と 汗の かたまつ たもの、 お 蘭さん のよ 

うな 自堕落な 女に 使われたがら ないで、 苦労人で ある 

わたしたちの 方に 廻って 来たと いう ものが、 つま リ授 

かりもの、 天の 与える 物 を 取ら ずん ば、 災 その 身に 

及ぶ と いう ことがあり ましたね、 あのがん りきと いう 

ィケ すかない 野郎の 手 を かりて、 ゥブ で、 そうして 苦 

労 人の 二人の 手に 渡った ことが 果報と いう ものなん で 

しょう。 この 大金が 手に ある 限り、 二人 は 相当 長い あ 

いだ 遊んで 歩け る、 という 胸算用が、 疾うに 福 松の 腹 


にある からです。 

放縦の ようで も、 売られ 売られつつ、 旅から 旅 を 稼 

す  あま 

がせられ、 およそ この 世の 酸い も 甘い もしゃぶ りつく 

した 福 松 は、 金銭の 有難 味 を 知っていて、 締まる とこ 

ろ は 締まる 仕 末 も、 世間が 教えて くれた 訓練の 一 つ。 

「二十日 余りに 四 十両、 使い 果して 二分 残る —— なん 

じょうる リ 

て、 浄瑠璃の 文句に はいい けれど、 梅 川 も、 忠兵衛 も、 

経済と いう もの を 知らない、 使いつ くして はじめてお 

宝の 有難 味 を 知る なんて、 子供に も 劣る わね え、 わた 

しに 使わして ごらんな さ い  一 生 使って みせる か 

ら」 


福 松 は、 その都度、 こう 言って、 三百 両の金 包を撫 

でて 自分の 気 を 引立てたり、 兵馬 を 心強 がらせた りし 

ようとす る。 無論、 この 三百 両の金 を、 器用に 活かし 

て 使い さえ すれば、 ここ 幾年と いう もの は、 二人が こ 

うして 旅 を 遊んで 歩く に 不足 はない、 不足 はさせ ない、 

という 腹が 福 松に は あるので す。 その 証拠に は、 飛驛 

からこ こへ 山越しをして 来る 間、 若干の 日数のう ち、 

いくらの 金 を 要した かと 言えば、 金 は 少しも かからな 

きこり やま  ちょうち く 

い、 たまに 木 樵 山が つに、 ホンの ぼつち りお 鳥目 を 包 

んで心 づけ をして みれば、 彼等 は、 この 存在 物 を不思 

のぞきめ がね 

議 がって、 視 眼鏡で も 見る ように、 おずおず として、 


受けて いい か、 返して いい か、 持 扱って いる。 旅と い 

う もの は、 金の かかる ように 歩けば 際限な く 金が かか 

る けれども、 金 を かけない つもりで 歩けば、 全く かけ 

ないで 歩く ことができる もの —— いやいや、 やりよう 

によって はお 宝 を 儲けな がらの 旅、 万が 一 にも 行きつ 

まれば、 わたしに は 腕 というものがある、 身 を 落す 気 

になり さえ すれば、 いずれの 里で も、 腕に 覚えの 色 音 

を 立てて 人の 機嫌 気づ ま を 浮き 立た せ さえ すれば、 三 

度の 御飯 はいた だける。 その上 一人 や 二人の 身過ぎ 世 

過ぎ は 何の 苦 もない と、 福 松 は、 いよいよの 際の 芸が 

身 を 助ける 強味 を も 算用に 入れて いるから、 世の常の 


浮気者 や、 切羽つ まった 心中 者の、 身 も 魂 も 置き どこ 

ろの ない、 ぬけがらの 道行と 違って、 いわば 経済的の 

根拠が ある。 今まで、 山に 千年 もいた から、 これから 

海で 千年の 修行 をしたい —— なん ぞと、 世間 を 七 分 五 

厘に する 余裕 さえ 持てる ようにな つてい る。 

宇津木 兵馬に なると、 そうは ゆかない のであります 

—— 白骨から、 飛 驛の平 湯へ 出て、 高山まで、 旅の 遊 

うわ  かたき 

山で 浮つ き 歩いて いるので はない、 求む る 敵が ぁリ 

と 思えば こそ —— それが、 どう 聞き 間違えた か、 南へ 

外れた もの を、 北へ 向って 走り 求めて いると いう 相違 

に はなって いるが、 求む る 目的 というものがあるに は 


あって、 それに 煽られて いる。 無 目的と、 享楽と、 そ 

の剎那 剎那を 楽しんで 行こうと いう 女と 調子 は 合わせ 

られ ない。 

ただこう いう 女に、 こういう 際に 持ち かけられ たと 

いう ことに、 運命の 興味 を 感じて、 これ を 相手に 行路 

難の 修行 底と いったよ うな、 善意に 水 を 引いた 興味が 

伴えば こそで、 実は 穴馬 谷へ 落ち込んで、 はじめて、 

たずぬ る 相手 は 北国へ 落ちた ので はない という こと を 

確認した までの ことで、 越 中、 加賀の 方面に は 断じて、 

それらし い 人の 通過した 形跡がない こと を、 この間に、 

たしかに 確め たのです。 が 今と なって は 路頭 を 転ずる 


ことができない。 いっそ、 名に 聞いた まま 足 を 入れて 

いない 北国の 名 都、 越 前の 福 井に 見参して から、 その 

上で、 あれから 近 江路へ 出る こと は 天下の 北陸 道 だか 

ら、 それ を 通って、 やがて 再び 京都の 地に 上り 得られ 

るの も 旬日の 間。 

こうなる と、 兵馬の 頭に は、 金 沢 もな く、 三国 もな 

い、 地図 を 案じて 北陸の 本筋 を 愛 発 越え をして 近江路 

へ、 近江路 から 京都へ、 心 はもう 一走り、 そこまで 行 

けば 今度 こそ は 結着、 そこで、 双六の 上りの ように、 

三 条橋を 打 留めに 多年の 収穫、 本望が 成就す る —— 

そこで 何とな しに 気が わくわくして、 これ は 福 松と 異 


な つ た 意味で 心が 湧き 立 つ てきました。 

みなと 

福 松の 頭に は、 浮いた 湊の 三国の 色町の 弦歌の 声 

が 波に のって 耳に こたえて 来る。 兵馬の 頭に は、 僅か 

昔の 京洛の 天地、 壬 生や 島 原の 明るい 天地の 思い出が、 

怪しく かがやいて 現われて、 あれから 新撰 組 はどう 

なった か、 近 藤 隊長、 土方 副 長ら の その後の 消息 も 知 

りたい。 今の 京都の 天地に はと ころに よって は 

せいふうけ つう 

腥風血 雨で あるが、 まだまだ 千年の 京都の 本色 は 動か 

ない。 

兵馬 は、 福 井の こと は 頭に 上らず、 しきりに、 京へ、 

京へ と 心が 飛んで 参りました。 


五十 四 

福 井の 宿に ついた その 翌日 午後、 福 松 は欣々 として 

宿に 帰つ て 来ました。 

その 時に、 宇津木 兵馬 は 旅日記 を 認めて ぉリ まし 

たのです が、 そこへ、 欣々 として 帰って来た 福 松が、 

にじり 寄つ て、 

「ねえ、 宇津木さん、 ほんと に 都合よ く 事が 運び まし 

ご ひいき 

てよ、 わたしの 昔 御矗属 になった 親分さん が、 この 土 

地に 来て おり ましてね、 その 方の おっしゃ るに は、 福 


松、 よいと ころへ 来た、 今 この 土地 は大 繁昌で、 腕の 

ある 芸者の ない のに 困って いると ころ だ、 お前、 よい 

ところへ 来て くれた、 いい 看板の 明き も あるし、 立派 

な 家 も 持たせて やる からこ こへ 落着きなさい、 どんな 

ことがあっても 当分 はこ こ を 放さない よ、 とおつ しゃ 

る、 こちら も 渡りに 舟 だから、 万事よ ろしく お任せ 申 

します と 言います と、 明日から お前の 住む お 家 もちや 

あんと きめて やる、 とその 親分さん が 言つ て くれ まし 

た。 そんな わけで わたし も、 思いがけない 後ろ だてが 

出来て、 この 土地で、 新参ながら 押しも押されもせぬ 

あ つ 

姐さん 株に なって、 立派に 看板が あげられる のよ、 そ 


うして、 あなた を 長火鉢の 前へ ちゃ あんと 坐ら せて、 

よろこばして 上げる わ。 浮 草 稼業の ものに 根が ついた 

ほど 嬉しい こと はない、 もう、 あなたに も 旅の 苦労な 

ん かさせない ことよ、 いいお 兄さんで、 横の もの を 縦 

にも させないで、 遊ばせて 置いて 上げる わ」 

福 松の 欣々 として 帰った の はこれ がた めで ありまし 

た。 水草 を 追う 稼業で あれば こそ、 身の 振り方の つい 

たという ことに、 無上の 安心 を 置いて いたらし い。 同 

時に、 これが 同行の 兵馬 をも悦 ばせ ずに は 置かない と 

ひと  がてん 

独り合点の 推量で、 わくわくしながら 話しかけ ると、 

兵馬 は 漆 を 進ませ、 言葉 を 改めて 言いました、 


「ああ、 それ は 結構です、 実は、 拙者 も 今、 物 を 書き 

ながら、 それ を 考えて いたと ころです、 自分の 身 は 

てんがい 

天涯 ドコへ 行こうと も 屈託 はない が、 君の 身の上が、 

女であって みると、 拙者 相当の 取 越し 苦労で 心配して 

あげていた、 それが、 渡りに 舟で、 先方から そういう 

話が 向いて 来たの は 何よ リ。 では、 君 はこ こで 安定し 

なさい、 そうすれば、 拙者 はこれ で 心 置きな く、 自分 

の 目的へ 向つ て 進行す る ことができる」 

この 改まった 言葉 を 聞いて 福 松が、 がっかりして 

狼狽て ました。 

「あら、 そんな はずではありません のよ、 わたしが 嬉 


しい こと は、 あなたに も悦ん でいた だきたい から 申し 

あげたのに、 わたしに ここへ 留まって、 あなた だけが 

お出かけな さるなん て、 そんな 情 合いで 申し上げ たの 

じゃあありません。 何でもい いから、 暫く 御 逗留な さ 

いね、 少しの 間、 この 福 井の 御城 下 を 見物したり、 三 

国へ とうじんぼう をたず ねたり して、 当分 こちらに い 

らっしゃ いね。 わたしの 家と きまった ところに 落着い 

て、 一月で も、 二月で もい いから、 そうして、 お 厭に 

なったら いつでもお 出かけな さいね。 ほんの、 一月 か 

二月、 いらっしゃいよ、 わたしの 家で、 わたしが 看板 

を あげた 家に、 大威張りで、 誰に も 気兼ね をす る 者 は 


ぁリ やしません わ、 あなた 一 人 を、 後生大事の 大事の 

お 旦那 様に して、 猫に もさ わらせない ようにして 置い 

て 上げます から、 ちょっとの 間で いいから、 そうな さ 

い。 今まで この 深い 山々 谷底 を 野 伏 同様の 姿で 道行 を 

して 来た 仲じゃありません か、 あたしの 身に なっても 

あたしの 家と 名のつ くと ころで、 ー晚 でも あなた を 泊 

めて 上げたい、 そうしなければ、 あたしの 胸が 納まら 

ない、 あたしの 意地 も 立たない わよ。 ぜひ、 そうな さ 

ら なければ、 放して 上げない ことよ」 

福 松の 願いが、 泣き声に なって、 こう 口説き 立てた 

の は、 一 つの 真実 心と 見るべき です。 だが、 今日は 兵 


馬が、 道行の 道中の 時の ように、 即 かず 離れず の 煮え 

切らない 受け答え はしない、 いよいよ 言 葉 を 改めて、 

いよいよ きっぱりと、 

「いや、 お 志 は 有難い し、 情 合いの ほど もよ くわ かり 

ます、 けれども、 あなたの 安定 は、 拙者の 安定で はな 

い、 今日まで、 縁あって あの 道中、 助けつ 助けられつ 

して ここまで 来たの は、 君の 方で 拙者に 親切 をして く 

れ たから、 拙者 もまた 乗り かかった 舟、 仏 頂 寺、 丸 山 

の 徒なら ば 知らぬ こと、 かりそめにも 女の 身 一 つ を、 

山の 中へ 投げ出して、 お前 はお 前、 わし はわし、 どう 

にで も なれと 不人情の できない 羽目に 置かれた から、 


それで、 心ならず も  ここまで 同行 をして 来たので 

す、 ここへ 来て、 君の 一身が、 もう 全く 心配がない、 

安定の 見込みが ついた となれば、 拙者の 使命 は 完全に 

果 された の だ、 この 上、 君の 御 好意に 随 うの は、 もう 

人情の 上 を 越えた 溺没 —— 少し 言葉が むずかし いが、 

今まで はおた がいに 親切、 これから はおた がいに 溺れ 

ると いう ことにな り 兼ねない。 且つ また、 これで も 一 

匹 一人の 男が、 君 を 稼がせて、 その 仕送りの 下に、 た 

とえ 一日で も 半日で も、 いい 気で 暮 して いられる か、 

いられぬ か、 その 辺の こと は、 君が 拙者の 身に なり 代つ 

て 考えて みて もらわに やならぬ。 人間、 別れる 時に 別 


れな いのは 未練と いう もので、 あとが 悪い にき まって 

いる、 人情 は 人情と して、 今日から、 きれいに 君と お 

別れす る、 この こと は、 もはや、 何とも 言って くれる 

な、 拙者の 心底 はき まった の だから、 誰が 何と 言おう 

とも 動かす こと はでき ない、 拙者 は 今日から 出立し ま 

す。 出立に ついては I 」 

別れと 覚悟の 断案 を 下して 置いて、 何 か 条件 的に 申 

し 置こうと する 兵馬 を、 福 松 は あわてて おさえて しま 

ヽ 、 

「いけない わ、 いけない ことよ、 それ はわた し 聞かな 

い、 今 も、 おっしゃった じゃありません か、 どちらが 


お世話になつ たか、 お世話になられ たか、 そんな こと 

は 存じません、 今、 おっしゃった じゃありません か、 

乗り かかった 舟 だから 是非がない —— ほんと にそうな 

のよ、 あなたと、 わたしと、 これまで 同じ 舟に 乗って、 

艱難 だけ を 共に し 合って、 おた がいに これから 帆を揚 

げ ようとい うと ころで 別れる なんて、 それ は 乗り か 

かった 舟 を 川の 中で 捨てる という ものです、 捨てる あ 

なた が 薄情な のよ、 捨てられる わたし は、 たよりなぎ 

すておぶ ね 

さの 捨 小舟 …… 人間、 別れる 時に 別れな いのは 未練で、 

あとが 悪い、 よく おっしゃい ましたね、 未練が 残る く 

らいの 別れ は、 本当の 別れで はない のよ。 あなたと い 


う 方 は、 信 濃の 中 房から 途中で も あんなに して、 わた 

し を 捨てて しまい、 ここで もまた、 わたしの 身が、 ど 

うやら 落着いた と 聞いて、 もう 浮 わつ いて 別れようと 

なさる、 それ こそ、 未練と も 卑怯 ともいう もの じ やな 

くって、 かりそめにも 女の 身 一 つ を 山の 中へ 投げ出し 

て、 お前 はお 前、 わたし はわた し —— と 不人情 はでき 

ない と、 今 も おっしゃ いました わね、 ここで わたし を 

振り捨てる のが 不人情で ない と 誰が 申しました、 ほん 

とに わたしの 運命 を 見届けて 下さる 御 親切が お有りな 

らば、 これからじゃありません か」 

福 松 は 泣きじゃくりながら、 立て つづけて 口説き 立 


てます が、 今日は 山道 中の 手管と は 違います。 兵馬の 

方で もまた、 道中の 時の 煮え切らない 挨拶と は 違って、 

いよいよ キッ パリと、 

「人の 運命 を 見届ける と いう こと は 不可能な ことです、 

その 人と 生涯 を 共に しない 限り、 その 人の 末の末まで 

の 運命が わかる もの じ やないです、 人の 一生 は 道中の 

ような ものであるから、 泊り 泊り の 一夜 を、 即ち 生涯 

の 運命の 終りと して、 途中の 別れに 未練が あって はな 

ら ない —— いずれにしても、 拙者の 心 はき まっている、 

誰が どう 言っても 立ちます」 

彼 は 早 や 行李 を 引き まとめに かかる ので、 福 松 もた 


だ 泣いて 口説いて ばかり はいられな いのです。 

五十 五 

「そう おっしゃられて しまう と、 わたしに は、 このう 

え 何も 申し上げられな いわ、 その 人と 生涯 を 共に しな 

い 限り、 その 人の 末の末までの 運命 は 見届けられない、 

その 通りで ございます、 あなたと、 わたしと、 生涯 を 

共に して 下さいと 言わない 限り、 この 上 あなた をお 引 

きとめす る こと はでき ません のね え。 あなたの ような 

またたび もの 

行末の 有望な お 方 を、 わたしの ような 股旅 者が 引 留め 


ようの なんのと、 そんな だい それた 心はありません。 

では、 ね、 宇津木さん、 たった 一 つ、 わたしの 頼み を 

聞いて 頂戴」 

「何です か」 

「今 晚ー晚 だけ、 泊って いらっしゃい、 ね、 いくら 何 

でも、 話が きまった から、 今日 この 場で お別れ なんて、 

考える にも 考えられ やしない わ、 別れた あとの わたし 

は、 血 を 吐いて 死ぬ ばかりなん でしよう、 ですから、 

わたしに、 あきらめの 時間 を 与えて 下さいな、 長い こ 

と は 申しません、 たった ー晚 だけ、 お立ち を 明日に 延 

ばして 下さい、 ただ、 それだけの お頼みよ、 その くら 


いは 聞いて 下さる でしよう ね、 それ をお 聞き 下さらな 

ければ、 わたしに も、 わたしと しての 了簡が あってよ」 

「ふ— む」 

と、 ここに 至って 兵馬 は、 最初の 如く、 決然と して 進 

退 を 宣告す る 言葉が 出ませんでした。 

ちゅうちょ 

その 躊躇した 瞬間 を 見て取った 福 松 は、 ようやく 

こ つちの ものと いう 気分 を 取り返し でもした かの よう 

- J  、 

「ね、 それ は 聞いて 下さる わね、 今 晚ー晚 だけ、 ゆつ 

くり 話し合って、 尽きぬ 別れと いうの を、 惜しみ 惜し 

まれた 上で、 これでお たがいに、 もう 愚痴 もこ ぼさず、 


きれい 

未練 を 言わず、 綺麗に 別れましょう よ。 別れて しまえ 

ば あとの こと はわ かりません、 今晚 一晩が 一生の 御 縁 

の あると ころよ。 ね、 そうして 下さいよ、 わたしが、 

そのよう に 取 計らって しまう わよ。 それに はいい こと 

が あるんで す、 この 福 井の 御城 下から、 ちょっと 離れ 

たと ころに、 あわらと いう 誰も 知らない お湯が 湧く と 

ころが あるんだ そうです、 つい 近頃、 近所の 人が 掘リ 

当てた けれども、 土地の人 だけし か 知らない、 それ を、 

ご ひいき 

わたしの 御 貝頭属 のい ま 申し上げた 親分さん が、 ほんの 

仮普請 を して、 ご く 懇意 の 人 だ け 湯治 をす るよう に 仕 

かけて あるんで すと さ、 そこ を、 わたしが 話して 一 日 


ー晚 買いき つてし まいます から、 そうして、 あなたと、 

しんみりと 旅のお 話 をしたり、 汗 を 流しき つたり して、 

最後のお 名残りと いう ことに 致しましょう。 これ だけ 

はお 聞き 下さいね、 よう ござんす か」 

それ を 聞かなければ 化けて 出る、 とも 言い兼ね まじ 

き 気色に、 兵馬 は 自分の はらが 決まって ここまで 来て 

いる 以上、 さの み 末節に かかわるべき でもない と、 沈 

黙して いました。 沈黙 は、 つまり 女の 提議に 無言の 同 

意の ものと 受取った から、 女 はまた も 元気 を取リ もど 

して はしゃぎ かけました、 

「ほんと に、 白山 白水 谷の 旅で は、 あたしが あなたに 


負けました、 一度、 あなた を 降参 させて みたい と 秘術 

—— ではない、 心づ くしの 限り を 見せた つもり なんで 

すけれ ど、 あなた はついに 落ちなかった わよ、 えらい 

わね え、 ほんと にえら いのよ、 あたしの 腕 も、 面 も、 

あなたの 潔白の 前に 廃りました わ。 でも、 男に 負ける 

分に は 負けても 恥に はならない、 男 一人 を 落さな けれ 

ごしょ ラ 

ば、 女の 後生に はなります ねえ —— 今晩の、 あわらの 

お湯の 宿 は、 もう そんない やらし いことの ない、 罪の 

ない、 親身の 姉と 弟の 気分で、 生涯の 名残 リを 惜しみ 

ましょうよ。 嬉しい、 嬉しい、 たった ー晚 でも、 わた 

し は 嬉しい」 


道中での 思わせぶ リは、 多分の ィャ味 もあった し、 

若干の 真実 もあって、 兵馬 も 心得て、 これに 応対し、 

その 応対 そのもの もまた、 人生の 行路の 一 つの 修行 底 

とも 見なして、 隙間な き 用心の もとに、 それ を 扱って 

来たから、 兵馬の 心に も 油断はなかった けれども、 今 

ここで、 この 女が ムキ 出しに 懐かしが つた リ、 有難が つ 

たりして、 そわそわ、 わくわく する 心 持に は、 女と し 

ての 天真の 流露 も ある、 子供 同士の 気分に 帰った よう 

な もので も あるし、 それに は 警戒の 不安 もな く、 いや 

味の 禁忌 もない ことに 動かされて、 兵馬 も、 この 女と 

最後の 一 夜の 水入らずの 名残り を 惜しむ の 時間が 惜し 


いと も 思われませんでした。 そうすると、 女と いう も 

のが 別な 女に なって、 海千山千の 股旅 者で はない、 純 

な 処女の 人情と して 扱う ことの、 何とな しの 魅力 を、 

兵馬が 改めて 感得した も のと 見えて、 気持よ く 言 い ま 

した、 

「よろしい、 最後の 一 夜 を 明かしましょう、 出立 は 一 

日 延ばして あげます」 

「まあ 嬉しい、 嬉しい」 

女 は 飛び立って 悦びました。 

五十六 


ここ は、 あわらの 温泉の 一 夜。 

あわらの 温泉 は 明治の 十 年に 発見され たという こと 

だから、 その 時分 はま だ 地下に 埋もれて いた、 その 仮 

普請の 一 夜。 

福 松の 言う 相当の 顔役が 言って いた、 旦那衆 もてな 

す き  かりが まえ  あた リ  きづか 

しの 数寄 を こらした 仮 構に、 庭 も 広い し、 四辺の 気遣 

いはな し。 

いき ゆかた 

そこで、 兵馬 はド テラに 着替えて、 福 松 も 粋な 浴衣 

の 一 夜、 兵馬が 改まって、 

「では、 道中お 預かりの 品、 ここでし かとお 渡し 申す、 


お 受取り 下さい」 

行李の 中から 取り出して、 福 松の 眼の 前に 置いた の 

は、 金 包、 すなわち 問題の 三百 両の 大金であります。 

「それ は、 いただきません、 これ はわた しの もので は 

ございません」 

そこで、 問題の 三百 両の 大金 を 前にして、 二人の 間 

に 辞譲の 押 問答が はじまりました。 

兵馬 は、 これ はたし かに 福 松への 授かり物で、 本来 

くるみ ざ わ 

は、 代官の 胡 見 沢が 百姓 をし ぼって 淫婦お 蘭に 入れ 楊 

げた 金 だから、 それが 偶然の 機会で 福 松の 手に 落ちた 

の は、 すなわち 授かり物であって、 お金の ためから 言つ 


て も、 淫婦の 手に 渡って 湯水の ように 使われる ょリ は、 

福 松の 手に 使われた 方が 有利に もな リ、 人助けに もな 

る、 ほかへ は ドコへ 持って 行き場の ない 金、 つまり 天 

の 与うる 物 を 取ら ざれば、 わざわい その 身に 及ぶ とい 

うような こと を 説いて —— それ は 寧ろ 福 松の 最初から 

の 口伝の ような ものです けれども、 それ を 繰返して 述 

ベて、 福 松に 渡そうと すると、 福 松が それ を 押し返し 

て、 なるほど、 それ はそう に違いないでしょう、 わた 

しとしても、 自分が 汗水で 儲けた 金と は 思わない けれ 

ども、 それにしても 馬鹿正直に 届ける 必要の ない お金、 

もとへ 返す 便り もない し、 もとへ 返す より は、 こちら 


で 有効に つかった 方が、 身の ために も、 人の ために も 

なるとい う もの。 そこに 義理 を 立てる つもり はない と 

思って、 いっそ、 この 金の ある 限り、 二人で 旅 をして 

みたい なん ぞと 仇し 心が 出ない ことはなかった が、 今 

の わたしの 身に なって みると、 もう、 そんなお 金 はい 

ら ない、 身の 振り方が きま つ てみ ると、 あと はお 財 は 

腕から 出て 来る、 そこ は 憚りながら 芸が身 を 助ける 

自分の 力、 これから 先に 大金 は 用が あって 要がない。 

それに 比べる と、 あなた はこれ から、 やっぱり 旅。 

いくら 有っても 邪魔に ならな いのは、 お 財と いう もの、 

これ は あなたが お使いな さるが 当然のお 駄賃。 


心から 福 松 は、 そういう 観念で、 兵馬に また 三百 両 

の 大金 を 押し返し、 押しす すめました けれども、 それ 

を、 そうかと言って、 翻って 受け 納める 兵馬で はあり 

ません。 

なるほど、 一 応 それ は 聞え る けれども、 拙者 は 男子 

一匹、 天涯 一 剣の 身、 路用が あれば あるで 心強い に は 

相違ない が、 なかった ところで、 相当 助力の 友 は 到る 

ところに あって、 更に 窮屈と いう もの はない、 それよ 

リも、 身が 定まった、 定まった という けれど、 とに か 

く、 知らない 土地へ 来ての 一本立ち は、 見込み 以上に 

物が いる、 まして、 相当の 顔に 立てられれば 立てられ 


るよう に、 株の 手前 も あり、 附 合いの 入 目 も ある だろ 

う、 使えば 使い 栄えの する 金になる の だから、 この 際、 

君の 用意の ために するがよい —— と 事 を わけて 言い 聞 

かせた 上に、 万一、 君が 受けない といっても、 この種 

類の 金 を、 拙者が 有難く 頂戴に 及んで、 いい 気持で 遣 

い 歩け るか どうか 考えて みるが よろしい、 君が つかえ 

ば 生きる が、 拙者が 遣う と 男が 廃る  と いうよう な 

ことまで 説いて 聞かせた 上に、 

「そういう わけ だから、 君 はこの 金で しかるべき 

芸妓 家 の 株 を 買うよう にし 給え、 それで 余ったら ば I 

I」 


と 言って、 極めて 分別 的な、 しかも 算盤に 合う 計画 を 

立てて 福 松に 示した の は、 この あわらと いうお 湯 は、 

今 こそ 地中に 埋れ てはいる が、 ゆくゆく これが 世に出 

ると、 北国 街道の 要害で も あり、 絹織物の 名産 地で も 

ある 福 井の 城下に 近い 形勝 を 占めたと ころ だから、 大 

いに 繁昌す るに 相違ない。 で、 今のう ちに 多少な りと 

も 地所 を 買い求めて、 ゆくゆく 温泉宿で も 経営して、 

老後の 安定 を 心がけて はどう だ。 

こういう 分別 的な、 算盤に 合う 提案 をした ものです 

から、 それが 福 松 を うなずかせ もし、 安心 もさせ、 あ 

なた というお 方 は、 ほんと に 感心な お 方、 お 若い に 珍 


しい、 品行が お 堅い 上に、 老巧の 年寄 も 及ばない 行末 

ちと 

の 心配まで、 本から うらまで お気がつかれる、 まあ、 

何とい う 感心な お 方で しょうね、 こんなお 方、 どうし 

て も はなしたくない わ、 こんなお 若くて、 親切で、 武 

芸が お出来に なって、 品行が よくて いらっしゃる、 そ 

の 上、 年配の 苦労人 はだしの 分別までお 持ちになる、 

手ば なしたくない わ、 離れたくない、 こんなお 方 を は 

なして 人に とられて は 女の 恥よ、 女の 意地が 立たない 

わよ。 ねえ、 あなた、 もう 考え直す 余地 はなく つて、 

このお 金で、 芸妓 家の 株 を 買い、 余った お金で、 この 

あたりへ 土地 を 買い、 そうして、 いっその こと、 あな 


たも この 土地へ 納まって おしまいな さいよ。 思い直す 

こと はいけ ません の、 あなた は、 あなたの 本望が お 有 

りな さるでしょう けれども、 その 御 本望が 成功な さつ 

たからと て、 どうなります の。 

もう 一 べん、 思い直して 頂戴よ、 ここで また 福 松が、 

い たく 昂奮 して 参りました。 

別れ を 惜しんで いると、 処女の 親しみ を 感じる けれ 

ども、 昂奮し 出す と、 売女の いや 味が 油の ように 染み 

出す。 兵馬 は、 これ を 迷惑が つて、 

「馬 はいいで すか、 明朝 六つに 出立と 申しつ けて 置い 

て くれ ましたね」 


力な 

「いけませんの —— 思い直し は 叶いません の、 では、 

あきらめます、 いまさら、 そういう 未練 は 申し上げら 

れな いはず でした のね、 今晚 一ばん だけの 御 縁 —— 」 

あきらめられたり、 あきらめ 兼ねたり —— 女 は 三百 

両の 大金の 上へ、 どっかり と 身 をく ねらせて、 やけ 半 

きせる  がんくび 

分の ような 気持で、 煙管の 雁首で 煙草盆 を 引っかけて 

引 寄せ、 

「宇津木さん、 あなたと いう 人 は、 女の 情 合い は 知つ 

てらつ しゃる が、 女の 意地と いう ものが わかりません 

のね え」 

「 一 通り はわ かってい るよ」 


兵馬 も、 自分が 純粋 無垢の 青年 だと 誇る わけに は ゆ 

やま 

かない。 その 昔 は 江戸での 色町で、 相当な 疚しい 思い 

出がない と は 言えない から、 いささか 恐れて いると、 

女が、 

「では、 ほんの  一く さり、 わたしの 身の上 話 を 聞いて 

頂戴な、 わたしの のろけ を 受けて 見て 頂戴、 今晩の は 

真剣よ」 

女 は、 もう まさしく 畜生 谷の ほとり 近い 女に かえつ 

ている。 兵馬 は それに 怖れ を 感じ 出しました。 女 はい 

よいよ 自暴 気分に 煙草 を 吹かしながら、 

や ぼ 

「身の上 話なん て 野暮な くりごと を やめましょう、 未 


来の こと を 話しましょう ね。 それにしても あたし、 福 

松て 名 は ドコへ 行っても 変えない ことよ、 それ は、 あ 

やす 

なた にわかり 易いた めに、 何 家の 福 松って おたずねに 

こうじ 

なれば、 すぐに ドコ のドの 小路に いると いう ことが、 

すぐに わかる ように、 福 松って 名 は いつまでも 変えな 

いわ。 屋号 は 前の 株で 何となる かわからない けれど、 

じまえ 

新しく 自前に なれたら、 何とつ けましょう ねえ、 そう 

そう、 『宇津の 家』 とつけ ましょう、 それが いい わ、 宇 

津と御 本名 を そのままい ただいて は 恐れが 多い から、 

かなでね え、 かなで 『うつの 家の 福 松』 といいで しょ 

う、 こんど 福 井へ おいでになったら、 何 を 置いても、 


『うつの 家の 福 松』 をたず ねて おいでなさい。 こんど 

という こんどが いつになる でしよう、 一月ぐ らい 待ち 

ましょう、 金 沢へ なり、 京都へ なり、 おいでになった 

お帰り を 待 つ て います —— う つ の 家の 福 松の 御 神燈を 

忘れち ゃィャ よ。 それから ねえ、 いつまでも 看板 を揚 

げて、 御 神燈の 下ば かり 明るく しても 仕方がない、 そ 

のうちに 足 を 洗います よ、 せいぜい ここ  一二 年が とこ 

ろ 稼いで、 それから あなたの おっしゃる 通リ、 この あ 

まるまげ 

わらの 温泉へ 温泉宿 を 経営いた します、 そうして 丸鬍 

に 結って、 鉄漿 をつ けて、 帳簿 格子の 前に ちんと おさ 

あご 

まって、 女中 男衆 を腮 であしら うお かみさん ぶり を 早 


く あなたに 見せたい、 きっと、 遠から ぬう ちに、 そう 

して 見せる わ。 どのみ ち、 お 約束です から 明朝 は あな 

た を 立た せて 上げます けれど、 お上りに しても、 お 下 

りに しても、 長くて ここ 一月の 後、 この 福 井へ 廻り 道 

をな さらない と 恨みます よ、 そんな こと を 言って いる 

と、 もう 焦った いわ、 看板 を 買い、 株 を 買い、 自前に 

まだる 

なると かならない とか、 そんな こと 間 緩くて 仕方がな 

い、 今晩から でも 廃業して、 一 本 立ちの 温泉宿の おか 

みさん と言われて 人 を 使って みる 身分に なりたい、 い 

やい や、 明日から また、 世間 様の 機嫌 気づ ま を 取って 

暮す ことにな るかと ES うと、 うんざり する。 人間て わ 


がま まなの ね、 気の 変リ つぼい ものね、 今の 先 は、 身 

の 落着きが きまった と 言って 大 よろこびで 吹聴して い 

たくせに、 今と なって、 もう 芸妓 はい やで、 世帯 持の 

おかみさん になりたい、 温泉 宿屋のお 内儀に でもな り 

すました 気分で、 おおた ば を きめこんで いると ころな 

あき 

んか、 まあ、 自分ながら 図々 しさに 呆れる わ。 でも、 

この あわらへ 温泉宿 を 持つ こと は、 あたし 骨に なって 

も 仕上げて みせます ね、 運 次第です けれども、 風向き 

がよ ければ 半年のう ち、 きっと 何とか 目鼻 を 明けて お 

目に かける ことよ。 宿 を はじめてから、 お客様が 来て 

下す つても、 下さらなくても、 そんな こと はかまい ま 


せん、 一 度、 あなた を 呼んで、 帳簿 格子のお 内儀さん 

ぶリを 見せて 上げさえ すれば それでお 気が済み ますと 

かぎょう 

さ。 さあ、 いよいよそう なるとします とねえ、 稼業の 

方 はう つの 家で いい けれど、 宿屋の 方 は 何とし ましよ 

うねえ、 そうそう、 あたしの 福と いう 字と、 あなたの 

兵馬の 馬と いう 字 をいた だいて、 福 馬屋と か、 福 馬 館 

とか 名乗りましょう よ。 いいでしょう、 いけない？ 

あたしの 福が 上に なって、 あなたの 馬が 下になる、 そ 

れ では 御機嫌が 悪い の、 いいでしょう、 男ば つかり 上 

になって、 威張りたがら なくても、 少し は 女 も 立てる 

ものよ、 馬 は 人が 乗る もの だから、 かまわない じゃあ 


りません か。 それに あなた、 稼業の 方 は、 うつと、 あ 

なた の 字 を 立派に あたしの 名の 上に いただい ている 

じゃありません か、 こんど は 下にいて 頂戴よ、 仲よ く、 

おたがいさまに ねえ」 

兵馬 は、 そんな こと は、 いいと も 悪い とも 思わない、 

ただ今 晚ー晚 は、 この 女の ために、 なんでも かで も 聞 

き 役に なって やり さえ すれば 修行が 済む の だ、 義務が 

果せる！ というい い 気 だけの もので、 その 間、 ちょ 

いちょい、 座 を 白まさぬ 程度に うけ 答えて いるう ちに、 

一 番 鶏が 鳴き 出しました。 

よなき 

「あら、 鶏の 夜 鳴でしょう、 まだ 一 番 鶏なん て、 そん 


な 時刻 じ やない わ、 鶏の 夜 鳴 は 不吉 だとい うから、 も 

し 夜 鳴が つづ いたら、 出立 をお 見合せ あそばし ませな、 

かえり 初日と いう こと も あるじ やない の。 でも、 相当 

に 夜が 更けた よう だ わ、 どれ、 もう 一 風呂 浴びて 参り 

ましょう、 夜 も 昼 も あんなに お湯が ふんだんに 吹き こ 

ぼれ ている のに、 勿体ない わ、 一度 もよ けいに 浴びて 

やる のが、 お湯に 対しての 功徳と いう ものよ、 ねえ、 

もう 一風呂 浴びましょう、 のぼせた つて かまわない 

じゃありません か、 今晚 限りの 湯治です もの、 湯疲れ 

がした つて 知れた ものよ、 あの 通り、 お湯が 湯 壷で ふ 

つ ふっと 言って、 人に お入り 下さい、 お入り 下さいと 


催促 をし つづけて いるじゃありません か、 入って やら 

な いのは 罪よ、 入りましょう、 一緒に 入りましょう よ、 

今晚 限りのお 別れなん です もの、 のぼせ あがって 目が 

見え なくなっても かまわな いじ やない の、 ねえ 一緒に 

入りましょう。 また、 あなた、 今にな つて、 いやに 御 

遠慮な さるの ねえ、 白山 白水 谷の あの 道中で、 あの 通 

りの 道心 堅固な あなたじゃありません か、 いまさら 一 

緖 にお 風呂 を 浴びた からと て、 落ちる ような あなたで 

もな し、 落す ほどの 腕 を 持った わたしなら 何の こと は 

ない わ、 ああ、 あのお 湯が 鉛なら 溶けて この 身 をな く 

してし まいたい …… 」 


きせる  ほう 

女 は、 煙管 を 抛り 出して、 やけ を 繰返した かと 思う 

と、 か 桁から 浴衣 をと つて、 兵馬の ド テラの 帯に 手 を 

かけました。 

五十 七 

宇津木 兵馬 は、 その 翌朝、 まだ 暗い うちに 馬 を やと 

うて、 あわら を 出立し ました。 

せぬ 妓の福 松 は 戸 際まで 送り出で たけれ ども、 お 大切 

にと いう 声が つまって しまった ものです から、 その ま 

ま 奥へ 引 込んで 出て 来ませんでした。 


さすがに この 女 も、 一間の 中に 泣き伏して しまった 

らしい。 泣けて 泣けて 止まる ことができな いために、 

意地に も、 我慢に も、 面が 出せ なくなつ たと 解す るよ 

り ほか はない。 

兵馬 もまた、 何とも 言えない 感情に 震動 させられな 

がら、 いったん 福 井の 城下まで 帰って来 たのです。 福 

井の 町に これ 以上と どまるべき 因縁 は 解消して しま つ 

たような ものの、 このまま 見捨てる に は 忍びない もの 

が ある。 人情の 上と は 別に、 ここ も 北国 名代の 城下で 

あり、 いや、 自分の 尋ねる 敵の 手がかりが、 どこに ど 

う 偶然 を 待って いるか 知れた もので はない というよう 


な おもわく もあって、 ともかくも 巿 内の 要所 を 一め ぐ 

さばえ  つるが 

リ して、 その 足で 鯖 江から 敦賀 —— 江 州へ 出て 京都へ 

上る と いう 段取りに 心 をき めました。 

道の 順から 福 井の 名所の 第一 は、 もとの 北の 庄の城 

跡、 織 田 氏の 宿将 柴田勝 家が これに 拠って、 ここで 亡 

びた ところ、 その 名残りの あと を 見る と、 神社が あつ 

て、 城郭の 一片と、 その 時の 工事の 鉄鎖な どが ある。 

ぎ き 

この 庄の 落城 物語 を 歴史で 読む と、 巍々 たる 丘 山の 上 

くず リゅ うがわ 

にで も あるかと 思えば、 これ は 九 頭 竜 川の 岸に 構えら 

ひら じろ 

れ たる 平 城。 昔 は 壮観で あつたに 相違ない と 思う が、 

今 は 見る 影 もない。 それに 引換えて、 三十 二 万 石 福 井 


の 城が めざましい。 転じて 足 羽 山に のぼって 見る と、 

展望が カラ リと 開けました。 上に 池が あって 「天魔 ケ 

池」 と 記された 立札 を 見て、 その 名 を 異様に 感じて そ 

かた  しょうぎ 

の 傍え を 見る と、 ここへ 秀吉が 床几 を 据えて 軍勢 を 指 

揮した ところ だと 立札に 書いて あって、 その 次に 一詩 

らくがき 

が 楽 書して ある。 

猿郎 出世 是 天魔 (猿郎 世に出 づ是れ 天魔) 

一 代 雄 風 冠大倭 ( 一 代の 雄 風、 大 倭に 冠たり) 

可惜 柴亡 豊亦滅 (惜しむべし 柴 亡び 豊 また 滅びぬ) 

荒 池 水 涸緑莎 多 (荒 池、 水 涸れて 緑莎 のみ 多し) 

清 人 王 治 本 


これ を 作った の は 支那 人 だな、 詩 は あんまり 上手と 

も 思われな いが、 支那 人らしい 詠み 方 だ —— 

と 思う と、 その 昔、 秀吉が この 北の 庄の城 を 攻め 落 

し、 柴田勝 家が 天主へ 火 を かけて 一 族 自殺し 終った、 

それ を 秀吉が 高台から 見下ろして 豪快が つたと いう 悲 

壮な 物語 は 太閤 記で 読んだ が、 なるほど、 地理 を 目の 

あたり 見る と、 この 地点が まさに それ だ。 ここ だとい 

うと、 先刻 見て 来た 北の 庄の城 あとが 眼下に 見える。 

この 裏山 をす でに 占領され て、 ここから 敵に 見下ろさ 

れ るよう にな つ て はおし まいで ある。 

天主に 火の あがる を ながめて、 秀吉 が、 もう それで 


よし、 勝 家の 亡 後 を 見届ける に 及ぶまい、 なに、 火 を 

かけて 城 を 焼いて おいて、 当人が 逃亡して 再挙 を 企て 

る 憂え はない か。 それ を 聞いて 秀吉が カラカラと 笑つ 

て、 勝 家 ほどの 大将が、 天主に 火 を かけて 逃げ出した 

ら 逃がして 置け、 と 取合わなかった。 そこに 恥 を 知る 

武将の 面影と、 勝ち誇る 英雄の 余裕と が 見られて、 太 

閤 記のう ちで も 面白い ところ だ。 柴田勝 家 は 織 田の 宿 

将 第一 で、 地位から 言っても、 名望から 言っても、 秀 

はる 

吉 などより は 遥かに 先輩 だ、 これ を 亡ぼした 時が、 事 

実 上の 織 田家 を 秀吉が 乗 取った 時な ので、 もう 内に は 

秀吉の 向う を 張り 得る 先輩と いう もの はない。 これ か 


きそく 

ら 外に 向って、 十二分の 驥足 をのば す ことができ るの 

だから、 秀吉 にと つて、 この 北の 庄の 攻略と、 柴 田の 

滅亡 は、 天下取りの 収穫な の だ。 

いや、 収穫と いえば まだ ある、 まだ ある、 むしろ そ 

れ 以上の 収穫が ここから 秀吉 の内閨 まで 取 入れられた 

よどぎ み 

という もの は、 後年、 天下の 大阪の 城 を 傾けた 淀 君と 

いう ものが、 ここから 擁し 去られて、 秀吉の 後半生の 

閨門を 支配して、 その子 孫 を 血の 悲劇で 彩らし めた。 

いったん 浅 井 長 政の 妻と なって、 浅 井 氏 亡ぶ る 時に 里 

へ 戻された 信 長の 妹お 巿の方 は、 美男と して 聞え た 信 

長の 妹で あり、 国 色と して 絶倫な 淀 君の 母で ある だけ 


に、 残ん の 色香 人 を 迷わしむ る ものが あって、 浅 井 亡 

びた 後の 論功行賞と して は、 この美し い 後家 さ ん を 賜 

しのぎ 

わりたい という ことに、 内心、 織 田の 宿将 どもが 鎬を 

削った が、 そこ は 貫禄と 言い、 功績と 言い、 順序と 言 

い、 柴 田に 上越す る もの はない。 そこで 国 色 無双の 浅 

井の 後家さん は、 先夫 長 政との 間の 二 女 を 引 連れて、 

柴田勝 家に 再縁の 運命と なった。 この美 色 を 得た 勝 家 

の 得意 や 想うべし であった が、 同時に、 指 を 銜えさせ 

られた 他の 将軍の 胸に 納まらな いものが ある。 なかに 

も 羽 柴筑前 守と きた 日に は、 後輩の くせに、 功名 を 争 

あさ  しろもの 

うこと と、 色 を 漁る ことと は 人後に 落ちない 代物で 


あった。 お市の 方 を 得た 柴田勝 家が、 これ 見よ がしに 

ひきぐ 

美人 を 引 具して、 ところ もあろう にわが 居城の 江 州 長 

浜の 前 を 素通りして、 北の 庄へ 帰る の だ。 お市の 方 を 

ただ 通して はならない、 その 乗物 食いと めよ と、 羽柴 

の 軍隊が 柴 田の 行 手に 手 を 廻した なん ぞ という デマ も 

相当に 飛び、 この 時ば かリ は、 羽 柴筑前 守 も 指 を 銜え 

て 引き さがる ほかに は 手がなかった と 思われる。 それ 

いくばく 

が 幾許 もな くして 運命 逆転 —— 相手の 宿将の 城 を 焼き、 

とき 

一族 を 亡ぼす 秋に なって みると、 秀吉 として は、 勝 家 

ふるもの 

の 首 を 挙げる よりも、 三度の 古物で はありながら、 生 

きたお 巿の 方の 肉体が 欲しい。 勝 家 は 勝 家で、 あら ゆ 


る 羨望 を 負いながら お市の 方 を 我が物と した けれども、 

元はと 言えば 主筋に 当る、 これ を わが 身、 わが 家の 犠 

牲 として 同滅 する に は 忍びない、 そこで、 お市の 方に 

向って、 汝 はこれ より 城 を 出で て 秀吉の 手に すがれ、 

主君の 妹で ある そち を、 秀吉 とても 粗略に は 扱うまい 

から、 早々 城 を 出る がよ いと、 いよいよ のとき 言い渡 

したが、 お市の 方 とても、 いったん 浅 井に 嫁いで、 夫 

亡ぶ る 時に おめお めと 城 を 出た 自分が、 またも その 先 

例 を 繰 返す ような ことができ ようはず はない、 今度 こ 

そ は、 夫君と 運命 を 共に する、 だが、 二人の 娘 は 浅 井 

の 胤であって、 柴 田の 子孫で はない から、 これ は秀吉 


の 手に 托しても 仔細 は あるまい と、 二 女 を 城外に 送り 

出して、 自分 は 二度目の 夫柴 田と 運命 を 共に した —— - 

という 物語が 語られて ある。 が、 一説に よると、 ぉ巿 

の 方 も 実は このと き 救い出され たの だが、 表面 はドコ 

まで も柴 田と 共に 亡びた という ことにして 置いて、 秀 

吉が ひそかに 伴い 帰って、 大坂 城の 奥 ふかく 隠して 置 

いたと いう 説が ある。 それ は 確かな 説で はない が、 浅 

井の 二 女 を 獲た だけ は 否み 難い 史上の 事実で、 その 一 

人 は 今い う 淀 君、 他の 一 人 は 徳川ニ 代 秀忠の 室と なつ 

た 光源 院。 

そういう 歴史 口碑 は、 誰も 知っている。 兵馬 も それ 


を 知って、 今こう して 目の あたり、 その 場に 臨んで み 

ると、 英雄 だの 美人 だのと いう 歴史の 色どリ が、 幻燈 

のように 頭の 中に うつって 来る。 お市の 方 や、 淀 君 や、 

これ を 得た ものの 勝利の ほほ 笑みと、 これ を 失う もの 

の 敗北の 悲哀 —— いわゆる 歴史と いう もの も、 人物と 

いう もの も、 色に 始まり 色に 終る、 といった ような 感 

慨も 起って 来る。 爾来、 この 池 を 天魔 ケ 池と 呼ぶ こと 

にんき さく さく 

になった らし いのは、 天下 到る ところに 人気 嘖々 たる 

古今の 英雄 秀吉 も、 この 地へ 来て は、 まさしく 天魔に 

相違ない。 

本来、 柴田勝 家と いう 人が、 猛将の 名 は ある けれど 


そし 

も、 悪人の 誹り は 残して いない。 織 田の 宿将で、 充分 

に 群雄 を 抑える の 貫禄 を 持って いたし、 正面に 争わせ 

そんしょく 

れば、 あえて 秀吉 といえ ども 遜色の ある 将軍で はな 

かった けれども、 いかに せん、 地の利 を 得なかった。 

しずめ  むち 

北陸の 鎮が 遠くして、 中京に 鞭を挙 ぐるに 及ばな 

い 間に、 佐 久間蛮 甥の 短慮に あやまられ、 敏捷 無類の 

猿面郎 にして やられた という 次第 だから、 全力 を尽し 

ての 興亡の 争いと は 言えなかった だけに、 柴田 方に 尽 

きざる 恨みが 残る という ものである。 当年、 この 猛将 

あるじ 

を 主 として 城下に 生 を 安んじて いた 者に とって は、 

最も 誇る べき 好 主であって、 悪む ベ き 悪政の 主として 


の 記憶 は 微塵 もない はず。 それ を 時の 勢いに 乗じて、 

ちろ 

脆く も 踏み破って、 その 妻妾 を 取って 帰る というよう 

な 猿 面郎の 成金ぶ りに は、 むしろ 憎悪 を 感じよう とも、 

好感の 持てよう はずがない。 

日本の 人気から 言えば、 猿 面郎は 天下取り であるけ 

きた 

れ ども、 この 土地から 言えば、 天魔 来って 好 主 を 亡ぼ 

す、 と 言って 言えない こと もない。 他の 地方なら ば、 

秀吉の 古跡 を 光栄と して、 これに 「天下 ケ池」 の 名 を 

附 けた かも 知れない が、 ここで は 「天魔 ケ池」 という。 

まさに 無理の ない 情 合い も ある、 というよ うな こと を 

兵馬が 感じました。 


そういう ような 混み 入る 感情に、 頭が 縦横に 働いた 

が、 足 羽の 台に 立つ ことしば し、 歴史的の 感傷が よう 

やく 去って みると、 ただ 見る 越 前 平野の 彼方 遥かに 隠 

見す る 加賀の 白山 —— 雲煙 漠々 として、 その上 を 断 雲 

がしき りに 飛ぶ。 今や 雨 を 降らさん かの 空に、 風 さえ 

かけつけ ている。 兵馬の 眼と 頭脳と は、 はしなくも 

去って、 あわらの いでゆの 曾遊 —— といっても、 たつ 

きぬぎ ぬ 

た 今の 朝、 辞して 出て 来た その後 朝の ことに 思い 到る 

と、 何 か は 知らず、 腸 が キリ キリと 廻る ような 思い 

が 起って 来ました。 


五十八 

福 井 を 出立した 宇津木 兵馬 は、 浅 水、 江 尻、 水 落、 

長 泉 寺、 鯖 江、 府中、 今 宿、 脇 本、 さば 波、 湯の 尾、 

今庄、 板 取 —— 松 本 峠を越え て、 中 河、 つばえ —— そ 

やな  せ  くにざかい 

れ から 柳ケ 瀬へ 来て 越 前と 近 江の 国境。 その 途中、 

鯖 江 を 除いて は 城下と て はなく、 宿々 駅々 も、 表日本 

しょうじょう 

の 方に 比べ て蕭条 たる もので ありました けれども、 

それでも、 歴史に 多少と も 興味 を 持つ 兵馬 は、 もより 

もよりの 名所 古蹟に 相当 足 をと どめて、 専ら、 北 国大 

名と 京都との 往来 交渉 を 考えたり などして 歩みました。 


そうして 無事 二十 里の 道 を 突破して、 このところ、 越 

前と 近 江の 国境、 柳ケ 瀬までの 間、 道の 甚 しく 迫る 

こと を 感じ、 なるほど、 ここ は 要害 だ、 柴田勝 家が 越 

前から 上る にしても、 羽 柴秀吉 が 近 江から 攻める につ 

いても、 両々 共に その 咽喉 首に 当る、 兵 を 用 ゆるに は 

地の利 を 知らなければ ならぬ というよ うな こと を、 何 

と はなし、 痛切に 感ぜ しめられました。 

そうして、 福 井の 足 羽 山で 呼び 起された 柴田 陥落の 

悲劇 だの、 太閤の 雄図 だの、 実際に 於ての 想像 を 追う 

て 行く うちに、 不思議と、 北の 庄の 城から 送られて 来 

る 淀 君の 面影、 その 母のお 巿の 方、 武力戦 は 同時に 色 


ま^ 

慾 戦であった。 国 を 取り、 城 を 屠った 勝利者の 獲物の 

中には、 必ずや 女が ある  というよ うな ことまで、 

ひとり 旅の 身に は、 何と はなしに 思い やられる ので あ 

りました が、 実 を 言う と、 それらの 名所 古蹟よりも、 

歴史 人物よりも、 兵馬の 脳 中に 食いつ いて 離れない の 

は、 あの 田舎 芸者の 福 松の ことばつ かりで ありました。 

我ながら、 切 れっぷり の さっぱりし たこと を 感じない 

でもない が、 それにしても、 どうも 痛切に あの 女の こ 

とばつ かりが 頭に 残って いるの は、 何とした こと だ。 

「あなた は、 女の 情 合いと いう もの はわ かってい るけ 

れど、 女の 意地と いう ものが わからない」 —— 自分と 


して は 実際、 手際よ く 相手に なり、 手際よ く 別れて 来 

たと 思う けれど、 それにして は、 何 か 大事な もの を 落 

して 来たよう な 気がして ならない。 捨てた つもりで 

やって来 たのに、 実は まだ 頭に 置いて いる、 背に 負つ 

ている。 昔、 なにがしの 禅僧が 二人、 川の 岸に 立って 

いると、 一 人の 手 弱 女が 来り 合わせて、 川 を 渡りわず 

らうの を 見て、 一 人の 禅僧が 背中 を 貸して、 その 妙齢 

の 女 を 乗せて 川 を 渡して やって、 向う 岸で 卸して 別れ 

た。 程経て、 一 人の 禅僧が 曰く、 君と は 今後 同行 を 断 

わる、 なぜ だ、 出家の 身で 眼に 女人 を 見る さえ あるに 

その 肉： K: を 自分の 背に 負うて 渡る と は 何事 だ、 そうい 


こうむ 

う 危険な 道心 者と は 同行 を 御免 蒙 りた い、 そう 言わ 

てんぜん 

れ ると、 女 を 負うて 渡した 禅僧が 恬然と して 答える よ 

う、 おれ はもう 女 を 卸して しまったが、 貴様 はま だ 女 

を 背負つ ている！ 

そうだ、 そう ありそうな こと だ、 おれ はま だ 女と 別 

れ ていないの だ、 と 宇津木 兵馬が、 むらむらと そのこ 

と を 考えました。 兵馬 は 自分が 潔白 無垢な 身上 だと は 

お ま 

信じて いない。 色里に 溺れて 人 を 泣かせた こと も ある 

ちろ 

し、 女に 対して は 脆い もの だとい う 過去の 経歴 を 自白 

せざる もの ある を 悲しむ。 だが、 妙に 人見知り をして、 

意地 を 張る こと も あるに は ある。 迷うべき 時には 迷う 


が、 迷わ ざらん と 意地 を 張れば、 張り 通す こと もで き 

るの だと 信じても いるし、 また 相手次第 によって、 人 

見知り をす る 引け目 か 用心 か 知らないが、 一髪に 食い 

とめる 体験 をして いないで はない。 お 松の ような 堅実 

こも  な 

な 女性に は、 どうも、 いくら 真実が 籠って いても、 狎 

れる こと を 為し 得られな いし、 お 絹と いうよう な 爛れ 

た 女の 誘惑 は、 逃げる こと も 知ってい るが、 今度の 道 

中で は、 あの 大敵 を 道づれ にして、 とうとう 自分の 節 

操 を 守り 通して 来たと いう ことに、 多少と も 勝利に 似 

たような 快感 を 覚えて、 かく 引上げて は 来たの だが、 

ここへ 来る まで、 何やら 言い知れぬ 空虚 を 感じ、 綿々 


として あの 女の ために 糸 を 引かれて たまらない。 自分 

かたき 

が、 あの 女 一 人 を 目の 敵 として、 女 は 絶えず 素肌で 来 

ている のに、 自分 だけ は 甲胄 を 着 通して 相手に なって 

来た、 それ は 勇者の 振舞で もなんでも なく、 卑怯な、 

強がりな、 笑止千万な 行程ではなかった か。 落ちな 

かった ところが 何の 功名？ 落ちて みたところが 何の 

罪？ たかが 女 一人の ほ だし、 女と いう ものの 意気に 

感じて やらなかった 自分が かえって 大人げない！ 今 

となって みると、 無性に 何だか、 あの 女が かわいそう 

だ。 あの 女と して は、 全力 を尽 して、 自分の 身上 を 働 

きかけ て 来たの だから、 その 意気 を 買つ て やる の もま 


た 男で はない か。 必ずしも 清浄 潔白と は 言えない 身で、 

変な ところへ 意地 を 張って 来て みたの が、 おかしい。 

なお 一皮の 底を剝 いで 見る と、 あの 種類の 女に は 毒が 

ある、 毒と いうの は 誘惑の 毒で はない、 体 毒が ある、 

つまり 悪い 病気が ある、 それ を 内心 怖れて いじけた の 

か —— 何に しても、 女 は 素肌で 来て いるのに、 甲冑 を 

かぶり 通して 来た 自分が 卑怯 未練 だ！ 

たま 

兵馬 は、 その 思いに 迫られて みると、 手の 中の 珠を 

落して 来たよう な 焦燥 を 感じたり、 宝 かなに か 知らな 

いが、 溢れき つた 蔵の 中に 入って 手 を 空しう して 出て 

来た、 といった ような 物 足らな さが、 ひしひしと 心に 


食い入って、 もう 一 べん 引返して、 女 を 見て やろう か 

という 気分に さえ 襲われた が、 二十 里 も 来て、 ばかば 

かしい、 そんな ことが —— と 冷笑して みたり したので 

すが、 結局、 高山 以来の 山の 道中の、 女の もてなしが、 

ここへ 来て、 ひしひしと 体 あた リを 食い、 あのと き 突 

返した 自分の 受身が、 今 このところで、 たじたじ とな つ 

て、 ああ、 つまらない、 なんだか 世の中が 味気ない 気 

持に なった よ —— 歴史の こと も、 英雄の こと も、 兵馬 

まう ビ ん 

の 念頭から 消滅して、 呆然と 立 ち尽 した 越 前と 近 江の 

国境 —— そこで 兵馬 は 後ろ髪 を 引かれて いる。 

行 こか 越 前、 帰ろ か 近 江、 ここが 思案の 柳ケ 瀬の 峠 


そこへ、 行 手、 すなわち 近 江路の 方から、 高らかに 

きた 

詩を吟 じて 上り 来る 人声が 起り ました。 

五十 九 

兵馬が 待つ 心地で 立って いると、 彼方から 上って 来 

るの は、 たった 一 つの 笠、 しかも 背の 低い、 ずん ぐり 

した 書生 体の 青年で ある ことが、 一 目 見て はっきりと 

しました。 

きた  かすり  ひとえ 

近づき 来る をよ く 見れば、 白い 飛白の 単衣 をた つた 


一枚 着て、 よれよれ になった 小 倉の 袴 を はき、 頭に は 

.f  - ら *ノ 

饅頭 笠 を かぶ リ、 素足に 草鞋 をつ け、 でも、 刀 は 帯び 

ている が、 それ 以外に は 旅の 仕度 もして なければ、 荷 

になる ほどの もの も 持って はいない。 肩から 一 つ、 

ズックの カバ ン のよう な もの を 釣り下げ ている ばかり _ 

そこで、 兵馬と 行き 逢いました。 人跡の 稀れ な 山中 

の 出会 いです から、 おた がいに 言葉 を か け 合う のが 当 

然 です。 

フ J ん にち は  -I 

と 先方が、 笠 を かたげて まず 兵馬に 挨拶 をし かけ まし 

たから、 兵馬 も、 


「や あ」 

と 言いました。 先方 は 第二 句 をつ づける 代りに、 兵馬 

あしもと 

の 立って いるすぐ 足 許へ、 どっかり と 腰 を 卸して しま 

ヽ 、 

「幸いに、 好天気で すな」 

き 

存外、 世間 慣れた 口の 利きぶ り。 兵馬 は 一見して、 

これ は 遊学の 書生 だと 思いました。 同じ 書生に しても、 

丸 山 勇 仙の ように 世間 ずれが し 過ぎた ので はなく、 相 

当 度胸が あるが、 一 面、 極めて ゥブな 青年 だと 思い ま 

した。 

「ドコ においで です」 


と 兵馬から 尋ねられて、 

「これから、 越 前の 福 井へ 帰る です」 

「ドコ からお いで？」 

いぶきやま 

「近 江の 胆吹 山から 参りました」 

越 前 福 井へ 行く というの は 常道 だが、 胆吹 山から 来 

たという のが 少し 変です。 

「胆吹 山から —— 」 

兵馬 も 不審 を 持ちながら、 この 青年 を 相手に 少し 話 

して 行こうと、 自分 も 路傍の ほどよき 木の 根に 腰 を 卸 

して、 青年と 押 並んで 話しよ い 地点 を 保つ と、 青年が、 

「胆吹 山で、 少し 働いて おり ましたが、 これから ひと 


まず 故郷の 越 前 福 井へ 帰って みょうと 思います」 

「胆吹 山で 何 を 働いて おいででした」 

と 兵馬が たずねた の は、 最初から 胆吹 山と いうの が 気 

やま かせ 

にかかった からです。 この 青年 は 山稼ぎ をすべき 青年 

ではない し、 山稼ぎ をして 来たと も 思われない。 神 戸 

から 来た、 大阪 から 来た、 彦 根から 来たと いえば、 そ 

のま ま 受取れ るが、 山から 来たと いう ことが、 そぐ わ 

ない 思いでした。 それ を 青年 は、 御尤もと 言わぬ ばか 

リに、 問われない 部分まで、 差 出で て 兵馬に 語り 聞か 

せます  

「御存じで ございま しょうが、 胆吹 山に このごろ、 咧 


かみ ひらや かた 

の 上 平 館 の 開墾が 起り まして、 そこに 一 種の 理想 を 

抱く 修行者 —— 同志が 集まって、 一王 国の 生活 を 企て 

ている、 そういう 風説 を 聞きました ものです から、 僕 

は 越 前の 福 井から かけつけて、 右の 団体へ 加入して み 

たんです。 僕の は、 必ずしも、 あの 団体の 主義 理想に 

共鳴した という わけではありません、 本当 を 言う と英 

学が やりた いんです。 僕 は 非常に 外国語 を やりた いん 

でして ね、 それ も、 今 はもう 蘭学で はいけ ないそうで 

す、 蘭学 は 古いんだ そうです から、 ぜひ 英 学の 方 を や 

りたい と 思って、 諸 所に 師匠 をたず ねました が、 どう 

も 評判 倒れが 多くて、 本当に 英 学の 出来る 学者と いう 


のが 少な いんで してな、 困って おりました。 ところが、 

聞く ところに よります と、 胆 吹の 開墾 王国の 中には、 

すばらしい 語学の 達者な 人が 隠れて いる、 そのほか、 

あの 団体の 中には、 世 を 拗ねた ェ ライ 人物が 隠れて 加 

わって いると いう 風説 を 聞きました ものです から、 僕 

は 故郷 を 飛び出して 参加し たんです が、 どうも、 僕の 

頭で は、 あの人た ちの 行動が よく 呑 込めません。 しか 

しま あ、 体力 相当に、 開墾の 方 もやれば、 炭 焼 もやり、 

帳面つ けな ども 致し ましてな、 留まって いるう ちに、 

その 英 学の 方 は、 御 当人 は 出来ない けれども、 いい 先 

生 を 紹介して やる と 言って くれた 先輩が ありまし てな、 


その 人から 紹介状 を もらいました。 その 先生 は 江戸に 

おられる のです、 当時、 英 学に かけて は、 その 右に 出 

でる 人 は あるまい とのこと です が、 なんにしても 身分 

が 旗本の いいと ころです から、 なかなか 入門が かなう 

かどう か、 面会 すら 許される かどう かわからない が、 

とにかく、 胆吹 山の 先輩に 紹介状 を もらいました もの 

ですから、 これから また 故郷の 福 井へ 帰って、 旅費 を 

くめん 

工面して、 江戸へ 向って 出直す つもりで、 それで、 胆 

吹 山 を 立つ て 参つ たんです」 

青年 は 能弁に、 すらすらと、 問われない 部分まで 明 

快に 話し 出した ものです から、 その物 語り だけで、 すつ 


かり、 その 過ぎ 越し も、 行く末 も、 明瞭に 諒解が つき、 

全く この 青年が、 好学に 燃える 一 青年 以外の 何者で も 

ない という ことが わかりました。 

ただ、 よく わからな いのは、 その 胆吹 山に 巣 を 食う 

という 一味の 開墾 者の 団体の 性質の ことです が、 それ 

は 兵馬と して 詳しく 問いた だすべき ことで はない。 も 

う 一 つ —— 江戸で 有数な 英 学者、 身分 は 旗本 —— とい 

うような こと も、 離して 別々 に 持ち出されて みると、 

兵馬 も 思 い 当る ところが あつたに 相違な い が 、 青年 の 

志望 を 主として 聞いて いた ものです から、 兵馬と して 

の 受け答え は、 この 好学の 青年の 志望 を讃 して、 励ま 


してやる ことに はじまりました。 

「それ は 結構な 志 だ、 しっか リ やり 給え、 江戸 はな か 

なか 誘惑が 多い からな」 

江戸 は 誘惑が 多い ことなん ど を、 特に 附け 加えて、 

はじめて 兵馬 も 自分が テレ 加減に なって いると、 今度 

は 青年の 方で 反問 的に、 

「あなた は、 ドコ からお いでです か」 

とたず ねました。 兵馬が、 

「拙者 は 越 前 福 井から 来たので すが …… 」 

「へえ、 あなた は 福 井から、 僕 は 福 井へ 帰 るんで すが、 

僕 は 本来、 福 井の ものが 福 井へ 帰る までなん です が、 


あなた は 福 井のお 方で は ござんす まいね」 

「そうです、 拙者 は 旅から 旅 を 廻って 歩く ものです I 

I」 

「どちらが 御 生国なん です か」 

「まあ、 江戸です ね」 

「江戸です か、 それ は 懐かしいです」 

青年が 懐かしい というの は、 どういう 意味 かよく わ 

からない が、 多分、 この 青年に は 過去に 於て 江戸 を 懐 

かしがる 何物 もない けれど、 これからの 目的地と して. 

懐かしが るべき 哩 由が 大いに あると いうので しょう。 


この 青年と、 かなりの 長い 談話 をした 後に、 兵馬 は、 

いざ 別れよう として、 

「君、 福 井へ 帰るなら、 一 つ 頼みたい ことがある」 

「何です か、 喜んで 頼まれます」 

「実はね え」 

と 兵馬 は、 何と 思った か、 自分の かぶって いた 一文字 

すげがさ 

の 菅笠 を 取って、 

「申し兼ね るが、 君の その 笠と、 僕の この 笠と 取換え 

ていた だけまい か」 


「え、 僕の このみす ぼらし い 饅頭 笠と、 あなたの その 

菅笠と、 無条件 交換です と、 僕の 方が 大きに 儲かり ま 

す、 それでい いです か」 

「いいです とも、 君、 ひとっこの 笠 を かぶって 福 井へ 

帰って 下さい、 僕 は 君の 笠 を かぶ つ て 近 江へ 行きたい」 

「傾 蓋の 志って やつです か」 

「いや、 そういう わけで もない、 必ずしも 君に 対する 

志と いう わけで はない が、 ところで、 もう 一 つ、 いま 

拙者が その 笠へ 一筆書き ますから、 君 は それ を かぶつ 

て 福 井へ 着いたならば、 その 笠 を そっくり ひとつ、 僕 

の 名 ざすと ころへ 届けても らいたい の だ」 


「笠 だけ を 届ければ いいんで すか、 おやす いこと です、 

広く も あらぬ 福 井の 城下です から、 所番地 さえ わかつ 

ており ますれば」 

「実は、 福 井の 堺町 というの です」 

「堺 町、 知って ます」 

「その 堺 町で、 うつの 家 —— 福 松と いうと ころへ、 こ 

の 笠 を 届けても らいたい」 

「堺 町で、 うつの や 福 松 君です か、 よろしいです、 番 

地はなくて も わかりましょう」 

と 心 やすく 引受けた。 その 語気に よって 察する と、 こ 

の 青年 は、 相手 を 男性と 見て いるら しい。 男性と 見て 


いな いまでも、 女性で あり、 ああした 女 だと は、 夢に 

も 当り をつ けて いない。 実は、 兵馬 も、 思いきってう 

つの 家 福 松の 名 を 言った 時に、 青年から 一応、 疑惑の 

眼 を 向けられての 上で、 反問 をされ る ものと 期待して、 

いささか テレて 言い出し たのです が、 先方 は、 そんな 

思惑 は 微塵 もな く、 福 松 君です か、 福 松 君なら ば —— - 

どこまでも、 相手 を 男性に 置いて 疑う こと をし ないか 

ら、 済まない が、 むしろ 勿怪の幸い だとい うような 気 

分に もな つて、 兵馬と して は 図々 しく、 

「う つ の 家の 福 松と 言えば、 すぐに わかる ことにな つ 

ている のです が、 では、 ひとつお 願い 申しましょう か 


な」 

と 言って、 自分の かぶって 来た 一 文字の 笠 を 取り直し 

ました。 そうして、 矢 立 を 取り出して、 墨汁 を 含ませ 

て、 何 を かしば らく 一  思案。 それから、 さらさらと 笠 

の 内側の 一部分へ、 

思君不 見下 渝州 

さらさらと 認めて 投げ出した ものです から、 その 

筆の あと を、 青年が しげしげと 見て、 

「はは あ、 李 白です な、 唐詩 選に あります」 

「いや、 どうも、 まずい もので」 

まず 

青年 は、 うまい とも 拙い とも 言った ので はない のに 


兵馬 は 自分で テレ て、 つかぬ 弁解 をして いると、 

「いや、 結構です、 君 を 思え ども 見ず、 渝 州に 下る I 

I 思われた 君と いうの が、 つまり、 そのうつ の やの 福 

松 君です な、 福 井の 城下で、 あなたと お別れに なって、 

友情 綿々、 ここ 越 前と 近 江の 国境に 来て、 なお 君 を 思 

うの 情に 堪え やらず、 笠 を 贈って、 その 旅情 を 留める 

というの は、 嬉しい 心意気です、 友人と して これ 以上 

の 感謝 はありますまい、 この 使命、 僕 自身の 事の よう 

に 嬉しいです、 たしかに 引受けました」 

それと 知れば、 ただで はこの 使 はっと まりません よ、 

おご  なぶ 

问ぞ 奢りなさい、 とで も ，リ かけらるべき ところ を、 


この 好 青年 は、 悉く 好意に 受取って しまった もので 

すから、 兵馬 はいよ いよ 済む ような、 済まない ような 

気分に 迫られた が、 今更こう な つ て は 打明け もなら ず、 

また、 ブチ まけて みるが ほどの ことで もない と、 

「では、 どうぞ、 お頼みし ます、 その代りに 君の 笠 を 

貸して 下さい」 

まんじゅう がさ 

「竹の 饅頭 笠 で、 いやはや、 御 粗末な もので 失礼です 

が、 お 言葉に 従いまして」 

青年 は、 自分の かぶって 来た 饅頭 笠 を 改めて 兵馬に 

提出した が、 これ は なんらの 文字 を 書こうと も 言わず、 

ちょうちん ぼね 

それ はまた 提灯 骨 で 通して あるから 墨の 乗る 余地 も 


ない もの。 

これが 縁で 袖摺リ 合う 間、 二人 は 十 年の 知己の 気分 

になって、 ここで、 おた がいに 携帯の 弁当 を 開き、 水 

すす 

筒の 水 を 啜って、 会談 多 時で ありまし たが、 青年 は 食 

事 中に、 歴史的 知識 を 兵馬に 授けました、 

「ここです、 この 場所が、 柴田勝 家 じだんだ の 石と い 

うのです、 織 田 信 長が 本能 寺で 明智 のために 殺された 

時、 柴田勝 家 は 北 軍の 大将と して、 佐々、 前 田ら の 諸 

将を 率いて、 越後の 上 杉と 戦って いたので すが、 変 を 

聞いて 軍 を 部将に 托して 置いて、 急ぎ 都 を さして 走り 

帰った のです が、 この、 柳ケ 瀬の この 地点へ 来る と、 


もはや 羽 柴秀吉 が 中国から 攻め上って、 山 崎の 一 戦に 

明 智を打 滅ぼ したと い う 報告 を、 ここで 受取った もの 

ですから、 柴 田が、 猿面郎 にして やられた りと、 地団 

駄を 踏んだ という 言い つたえが あるので す」 

「そうでし たか。 してみ ると この 地 は、 勝 家に とって 

は なかなか 恨みの 多い ところ だ、 万一、 あの人が 中原 

に 近いと ころに 領土 を 持って いたら、 秀吉 をして 名 を 

成さし める ような こと はな か つたに 相違ない」 

「それ はそう に違いないと 僕 も 思います が、 また 必ず 

しも、 そうと 断言ので きない もの もあります よ。 僕 は 

びいき 

これで も やっぱり 北 人です から、 勝 家蟁属 はやむ を 得 


ません が、 なにしろ、 相手が 秀吉 ですからな あ。 徳川 

家康 でさえ、 あの 時に 京畿の 間にい たんです が、 手 も 

足 も 出ない、 それ を、 あの 秀吉が 疾風迅雷で 中国から 

かけつけて、 ぴたぴ たと 形 をつ けて しまったんで すか 

らな、 あれ は 天才です から」 

「しかし、 あの 時の 家康は 裸でした から、 手 も 足 も 出 

ない のが 当然 だが、 勝 家が 近畿に いたら、 あんな こと 

はありますまい」 

こんな こと を 語り合って、 いざや 両々、 これでお 別 

れ という 時に、 青年が、 

ゆし ゆう 

「僕、 お別れに 詩を吟 じましょう、 今の その 渝 州に 下 


る を 一 つ …… 」 

峨眉山 月、 半輪 ノ秋 

へ いき やう  い 

影ハ 平羌、 江 水 ニ入ッ テ流ル 

夜、 清渓 ヲ発シ テ三峡 ニ向フ 

君ヲ 思へ ドモ見 ズ渝州 ニ下ル 

青年 は 高らかに、 その 詩 を吟じ 終った が、 自分な が 

ら 感興が 乗った と 見えて、 

「もう 一 つ  陽 関 三 畳 を やります」 

ゐじ やう  うる 

渭 城の 朝 雨、 軽 塵を浥 ほす 

客舎 青々、 柳 色 新たな り 

君に 勧む、 更に 尽 せよ 一 杯の 酒 


西の方、 陽 関 を 出 づれば 故人 無 からん 

「無 からん、 無 からん、 故人 無 からん」 を 三度 繰 返さ 

れた 時、 誰もす る 別離の 詩で は ある けれど、 今日の 兵 

馬の 魂が ぞ つ こん おののく を 覚えました。 

さて、 と 二人 は 立ち上りました。 

ここで 二人 は、 近 江と 越 前へ、 おた がいに まだ 手に 

持って、 頭に 載せな い 取 交わせ の 笠 を 手に 振りながら、 

姿の 見えなくなる まで、 さらば さらばと 振 返り 振返リ 

別れました。 

別れた 後、 兵馬 は、 この 好 青年に あらぬ 使命 を 持た 

せた もの だ、 福 井へ いたりつ いて、 尋ねる 主 を 発見し 


た 時、 この 青年の 驚異の ほどが 思われる。 驚異 はいい 

が、 からかわれ たと 憤慨して、 相手に 当り 散らされて 

らいらく 

も 困る。 だが、 あんな 磊落な 青年 だから、 相手が 相手 

と 知っても、 一時 はお やと 驚く かも 知れない が、 すぐ 

に 打ちと けて しまって、 さっぱりと あれ を 渡して、 あ 

の 女から お礼に 御馳走で もされて、 かえって 痛み入る 

というと ころだろう  とにかく、 兵馬と して は 座興 

でもな し、 遊戯 気分で もな し、 無邪気の 青年 をから か 

うような 気分 は 少しもな く、 むしろ、 何 か 一 片の 真情 

が、 脈々 として 心 琴 をう つもの が ある。 

「忘れられない」 


うつつ 心に、 こう 言って、 近 江へ 下る 足が たどた ど 

しい。 

ほどなく 近 江へ 出て、 中の 郷、 木の 本、 はや 見から 

長 浜へ —— 長 浜へ 来て、 兵馬 は 計らず も 見の がせない 

もの を 認めて しまいました。 

それ は、 長 浜の 岸 を 飛ぶ 一 人の 急 飛脚 —— ただの 飛 

脚なら ばなん でもない が、 その 足 どり、 身の こなし、 

たしかに 見覚えの ある、 それ は、 がんりきの 百 蔵と い 

うやく ざ 者に 相違ない という こと を、 確認した からで 

その 瞬間に、 万事 を 忘れて、 


「あいつが 来て いるから に は、 何 か 事が ある」 

自分の 胸へ、 何と はっかず、 ぴ— んと 来る ものが あ 

りました。 

六十 一 

神 尾 主 膳 は 相 変らず、 勝 麟太郎 の 父、 夢 酔 道 人の 「夢 

酔 独 言」 に 読み耽つ ている。 

神 尾 をして、 かく も 一 人の 自叙伝に 読み耽ら しむる 

所以の もの は、 かりに 理由 を 挙げてみ ると、 人間、 自 

分で 自分の こと を 書く という もの は、 容易に 似て 容易 


でない。 第一、 人間と いう やつ は、 自分で 自分 を 知り 

過ぎる か、 そうでなければ、 知らな 過ぎる ものである _ 

自分で 自分 を 知り 過ぎる 奴 は、 自分 を 法外に 軽蔑した 

リ、 そうでなければ 自暴に 安売り をす る。 自分で 自分 

を 知らな 過ぎる 奴 は、 また 途方 もな く 自分 を 買いかぶ 

るか、 そうでなければ 鼻 持ち もなら ない ほど、 自分 を 

修飾したがる。 

よく 世間に は、 偽らずに 自分 を 写した、 なん ぞ とい 

うけれ ど、 眼の 深い 奴から 篤と 見定められた 日に は、 

みんな この 四つの ほか を 出で な い —— 極度に 自分 を 買 

いかぶ つてい る 奴と、 無茶に 自分 を 軽蔑したがる 奴、 


それから 自暴に 自分の 安売り をす る 奴と、 ィャに 自分 

をお めかし をす る 奴  自分で 自分 をう つす と、 たい 

てい はこの 四つの いずれに か 属する か、 或いは 四つの 

ものが それぞれ 混入した 悪臭の ない という 奴 はな い の 

が、 このお やじに 限って、 どうやら この 四つ を 踏み 越 

えてい るの が 乙 だ。 あえて 自分 を エラが る わけで もな 

いし、 さりと て 乞食にまで 落ちても、 落ち 過ぎた とも 

思って いないよ うだ。 自分 を 軽蔑しながら、 軽蔑して 

いない。 おめかし をして 見せるな んぞ という 気 は、 ま 

ず 微塵 もない と 言つ てよ かろう。 

神 尾の ような 人間から 見る と、 自分が、 あらゆる 不 


良の かたまりで ありながら、 人の ァラに は 至って 敏感 

な 感覚に ひっかか ると、 及第す る 奴 はまず 一人 もない。 

大物ぶ る 奴、 殿様ぶ る 奴、 忠義ぶ る 奴、 君子ぶ る 奴、 

志士ぶ る 奴、 江戸っ子 がる 奴、 通人め かす 奴 …… 神 尾 

にあって は 一 た まりもない。 新 井 白 石の 折 焚柴を 読ま 

せても、 藤 田 東 湖の 常 陸 帯 を 読ませても、 神 尾に とつ 

て は 一笑の 料で しか あるに 過ぎない けれど、 夢 酔 道 人 

の 「夢 酔 独 言」 ばっかり は、 こいつ 話せる！ いずれ 

にしても、 神 尾 をして 夢中に 読み進ま しめる だけの 内 

容を 備えて いる こと は 事実で、 そうして 読み進む 文面 

を、 順を逐 つて 複写して みると、 あれからの 勝のお や 


じの 自叙伝が 次のようにな つ ている。 

r ソレ カラ、 ダン ダン 行 ッテ、 大 井川 ガ九 十六 文 川 

二 ナッタ カラ、 問屋へ 寄 ッテ、 水戸ノ 急ギノ 御用 ダ 

カラ、 早 ク通セ ト云ッ タラ、 早々 人足 ガ出 テ、 大切 

ダ、 播磨様 ダトヌ 力 シテ、 一人前 払ッ テオ レハ 蓮.^ 

デ 越シ、 荷物 ハ 人足 ガ越シ タガ、 水上 二 四 人並 ンデ、 

水 ヲョケ テ通シ タガ、 心 持ガョ カツ タ」 

勝 麟太郎 の 親父 —— 小吉 ともい えば、 左衛門 太郎と 

もい う 馬鹿者が、 子供の 時分から、 箸に も 棒に も かか 

しろもの 

ら ない^ 物で、 暄曄 をす る、 道楽 をす る、 出奔 をす る、 

勘当 を 受ける、 それ もこれ も、 一度 や 二度の ことで は 


ない。 そのた わけ 物語の 書 出しに、 

「ォ レホ ドノ 馬鹿 ナ者 ハ世ノ 中二 モア ン マリ 有 ルマ 

イト 思ゥ故 二、 孫 ャ彦ノ タメ 二 話シテ 聞カセ ルガ、 

ョク 不法 モノ、 馬鹿 モノ ノ イマ シメニ 話シテ 聞カセ 

ルガ イイ ゼ」 

と 言って いる 通り、 馬鹿 も 度外れの 馬鹿にな つてい る。 

しかし 家 は 剣道で 名うての 男 谷の 家、 兄 は 日本一 の 男 

谷 下 総 守 信 友であって、 それに 追従す る 腕 を 持って い 

たの だから、 始末が 悪い。 

最初の 出奔 は 十四の 時。 乞食 同様で はない、 乞食 そ 

の ものに なりきって、 海道 筋 を ほうつ き 歩き、 やっと 


江戸の わが 家への たりつい たが、 十九の 年に また ぞろ 

出奔して、 今度 は 前と 違い、 

「ォレ ガ思ゥ ニハ、 コレ カラ ハ、 日本 国ヲ歩 ィテ、 

何ゾ アツ タラ 切死ヲ ショウ ト 覚悟 デ出タ カラ、 何モ 

コ ワイ コトハ 無力 ッタ」 

と、 剣術 道具 を 荷い、 腹を据えて 出て 来て、 宿 役人 を 

愚弄す る、 お 関所 を 狼狽させる、 大手 を 振って 東海道 

をのして 来て、 水 戸の 播磨 守の 家来 だと 言って、 大井 

川に かかる ところまで 読んで 来たので、 これから がそ 

の 読みつ ぎになる のです。 

たて わき 

「ソレ カラ 遠州ノ 掛川ノ 宿へ 行ッ タガ、 昔、 帯刀 ヲ 


世話 ヲシ タコト ヲ思ィ 出シタ カラ、 問屋へ 行 ッテ、 

いっき 

雨 ノ森ノ 神主 中 村 斎宮 マデ、 水 戸ノ御 祈願 ノコ トデ 

行ク カラ 駕籠 ヲ出セ トイ ゥト、 直グニ 駕籠 ヲ出 シテ 

クレタ カラ、 乗 ッテ、 森ノ町 トイ ゥ秋葉 街道 ノ 宿へ 

行 ッタ、 宿デ 駕籠 人足 二 聞 イタラ、 旦那 ハ水 戸ノ御 

使デ、 中 村 様へ 行 力 シャル ト言ッ タラ、 一人 カケ出 

シテ行 キォッ タガ、 程 ナク中 村 親子 ガ迎ェ 二 来 タカ 

ラ、 ォレガ 駕籠 カラ 顔 ヲ出シ タラ、 帯刀 ガキ モヲッ 

ブ シテ、 ドウ シテ来 タト 云ィ オル カラ、 ゥチ へ行ッ 

くわ  はな  いっき 

テ 委シク 咄ソゥ トテ、 帯刀 ノ 座敷へ 通 リテ、 斎宮へ 

モ逢ッ タガ、 江戸 ニテ 帯刀 ガ 世話 二 ナッタ コトヲ 厚 


ク礼 ヲ云ィ オル、 ソレ カラ 江戸 ノ 様子 ヲ話 シテ、 思 

ィ出シ タカ ラ逢ィ 二 来 タト 云ッ タラ、 親子 ガ 悦 ンデ、 

マズマ ズ悠々 ト 逗留 シ ロト テ、 座敷 ヲ 一 間 明 ケテ、 

不自由 ナク 世話 ヲシ テク レタ カラ、 近所 ノ 剣術 遣 ィ 

へ 遣 ィニ行 クヤラ、 イロ イロ 好 キナコ トヲシ テ遊ン 

デ居 タガ、 ソ ノウ チ、 弟子 ガ四五 人出 来テ、 毎日 毎 

日、 ケ ィコヲ シティ タガ、 所詮 ココニ 長ク居 テモッ 

マラ ヌ故、 上方へ 行コゥ ト思ッ タラ、 長 州 萩 ノ藩中 

ノ城 一 家 馬 トイ ゥ 修行者 ガ来タ カラ、 試合 ヲシ テ、 

家 馬 ガ諸所 歩 イタ トコ ロヲ書 キ記シ ティル ゥチ、 家 

馬ガ不 决デ六 七日 逗留 ヲシ タイト ィゥ カラ、 泊ッテ 


ィ ルゥチ ハ立タ レズ、 イロ イロ ト 支度 ヲシ タラ、 斎 

宫ハ アル 晚、 色々 異見 ヲ云ッ テク レテ、 江戸へ 帰レ 

トイ ゥ カラ、 最早 決シテ 江戸へ ハ帰ラ レズ、 此処 デ 

かたじけな 

二度 マ デゥチ ヲ出タ 故、 ソレハ 忝 ィガ聞 カレ ヌ 

ト云ッ タラ、 ソン ナラ、 今 暑ィ盛 リダ カラ 七月 末 マ 

デ居 ロト ィゥ 故、 世話 ニモ ナッタ カラ、 振リ切 ラレ 

モ 出来 ヌ カラ、 向 ウノ 云ゥ通 リニ シ タラ、 悦ン デナ 

ォ ナオ 親切 ニシ テク レタ、 毎日 毎日、 外村ノ 若者 ガ 

来テ、 稽古 ヲシ テ、 ソノ 後デ、 方々 へ 呼 バレ テ行ッ 

タガ、 着物 ハ 出来、 金モ 少シハ 出来 テ、 曰々 入用 ノ 

かよいち よう  ただ 

モノ ハ、 通 帳ガ 弟子 ヨリ ョコ シテ アルカラ、 只買ッ 


テ遣 ゥシ、 困ルコ トモ ナク、 ソコ ヨリ 七 里 脇 二 向坂 

トイ ゥ所 二、 サキ坂 浅ニ郎 トイ ゥ ガイ ルガ、 江戸 車 

坂 井上 伝 兵衛ノ 門人 故、 江戸 ニテ 稽古 ヲシテ ャッタ 

モノ 故、 ソコへ 度々 行ッ テ泊ッ タガ、 所ノ 代官 故 二 

工面 モイ イカ ラ、 ォレ ガコト ハイ ロイ ロシ テク レ、 

ソレ 故ニゥ カウカ トシ テ 七月 三日 迄、 帯刀 ノウ チニ 

逗留 シティ タガ、 アル 日 江戸 ヨリ 石 川瀬 兵 衛ガ、 吉 

田へ 来ル 序 二、 今日 ココ へ ヨルト ィゥ カラ、 座敷 ノ 

ソ ウジ ヲ シティ タラ、 ォレガ 甥 ノ新太 郎ガ迎 ィニ来 

ォッタ カラ、 ソレ カラ 仕方無 シ ニ逢ッ タラ、 ォ マエ 

ノ迎ェ 二 外ノ者 ヲャッ タラ、 切リチ ラシ テ帰ル マイ 


ト、 相談 ノ上、 ヮタシ ガ来タ カラ、 是非共、 江戸へ 

帰ルニ シタ」 

ここのと ころ、 「帰る にした」 と 切った ところ、 文章 

が 少し 変 だと 神 尾 も 感じた が、 文章 字句 の 変な の は、 

ここに はじまつ たので はない。 別段、 文章 家の 文章と 

いう わけで はない から 神 尾 も 深く 気にしないで、 いよ 

いよ 先生、 また 江戸へ 逆戻り かな、 しかし まあ 旅先で 

は、 よくこん な 馬鹿 を 人が 相手に して、 ちゃほや とも 

てな した もの だ、 田舎 は 人気が いいと、 神 尾が うすら 

笑い をしながら も、 馬鹿と は 言いながら、 腕 は 持つ ベ 

きもの だ、 本場で 本当に 鍛えた 腕前が あれば こそ、 田 


舎 廻り は 牛刀で 鶏の 気構えで 歩け る、 この 点、 江戸 ッ 

子 は 江戸 ツ子 だ、 そうなくて はならぬ と、 更に 読みつ 

づけて 行く。 

いっき  しゅく 

「翌日、 斎 宫ヲ立 ッテ、 段々 帰ル ゥチ、 三 島 ノ宿デ 

甥ガ 気絶 シテ 大騒ギ ヲャッ タガ、 気ガ ツイ テ、 ソレ 

カラ 通シ 駕籠 デ 江戸へ 帰 ッ タガ、 親父 モ、 兄モ、 ナ 

ンニモ 云ヮヌ 故、 少シ 安心 シテゥ チへ行 ッタ、 翌日、 

兄 ガ呼ビ 二 ョコシ タカ ラ行 ッ タラ、 イロ イロ 馳走 ヲ 

シタ、 夕方、 親父 ガ隠宅 カラ 呼 ビニ来 タカ ラ行 ッタ 

ふらち 

ラ、 親父 ガ云ゥ ニハ、 オノ レハ 度々 不埒 ガ アルカラ、 

先ズ 当分 ハヒ ッソ クシ テ、 始終 ノ身ノ 思案 ヲシ 口、 


所詮、 直 グニハ 了簡 ガック モノ デハ ナイ カラ、 一両 

年 考ェテ 身ノ納 マリ ヲス ルガ イイ、 ト カク、 人ハ学 

問ガ ナクテ ハナ ラヌ カラ、 ョク本 デモ 見ル ガイ イト 

云ゥカ ラウチへ 帰ッ タラ、 座敷へ 三 畳 ノ檻ヲ コシラ 

ェテ置 ィテ、 ォレヲ ブチ込 ンダ」 

ざま あ 見ろ！ と 神 尾が 案 を 打ちました。 とうと 

う 檻へ プチ こまれ やが つた、 狂犬 同様の やつ だから 是 

非 もない が、 三 畳で はか わい そうだと、 神 尾 主 膳が 小 

吉の 身の上 を 笑止が つて 読みつ づける。 

「ソレ カラ 色々 工夫 ヲシ テ、 一月 モ タタ ヌ ゥチ、 檻 

ノ柱ヲ 二 本 抜ケル ヨウ 二 シテ置 イタ ガ、 ョク ョク考 


エタ トコ ロガ、 皆ン ナオ レガ 悪ィ カラ 起ッタ コトダ 

ト 気ガッ イタ カラ、 檻 ノ中デ 手習ヲ ハジメ テ、 ソレ 

カラ イロ イロ 軍書 本モ 毎日 見タ、 友達 ガ尋ネ テ来ル 

カラ、 檻 ノソバ へ 呼 ンデ、 世間 ノコ トヲ 聞ィ テ頼シ 

ンデ居 タラ、 二十  一 ノ秋 カラ 二十 四 ノ冬マ デ檻ノ 中 

へ入ッ ティ タガ、 苦シ カツ タ」 

野郎とう とう 監獄 だ。 三 畳の 檻 も 広く はない が、 二 

十一から 二十 四まで も 短くない、 苦しかった はず だ。 

ざん まい 

おれ も かなりしたい 三昧 はした が、 まだ 檻へ プチ 込ま 

れた 経験 はない。 でも、 この 野郎、 ドコ まで ものん き 

千万に 出来 上って いる。 皆ン ナオ レガ 悪ィ カラ 起ッタ 


コ トダト 気ガッ イタ …… も 出来が いい。 ォレガ 悪くな 

いところ が どこに ある。 一 一十 一 づらを 下げて 三 畳の 檻 

の 中で 手習ヲ ハジメた と はこれ だけ は 感心 だ。 この 神 

尾 も、 この 歳に なって はじめて 手 習 を はじめて いる I 

I 友達が たずねて 来たの を、 熊の 子 じゃある まいし、 

檻の 内と 外で、 世間話 を 聞いて 頼 シン デ いたが イイ。 

この場合 楽しんで と 書く より、 頼 シン デと 書いた 方が 

気分が 出て いる。 それにしても、 二十 一から 四までの 

さび 

三 畳 生活、 身から 出た 銪とは 言いながら、 よく 辛抱し 

たもの だ、 おれに はそんな 辛抱 はでき ない、 と 神 尾が 

思いました。 


「ソ ノウ チ、 親父 ヨリ 度々 書取 リニ シテ、 ィ ケンヲ 

云ッ テク レタ、 ソノ 時、 隠居 ヲシ テ、 息子 ガ三ッ 二 

ナル カラ 家督 ヲャ リタ イト イツ タラ、 ソレ ハ悪ィ 

リょ うけん 

了簡 ダ …… 」 

悪ィ 了簡で はない、 図々 しいと いう もの だ、 と 神 尾 

あき 

が 呆れました。 檻へ ブチ こまれた とはいえ、 乱心して 

いる わけで もな し、 身体 不具と いう わけで もない。 二 

十四の 盛りで、 三 ッの悴 に 家督 を 譲りたい、 それ は 悪 

い 了簡 以上の 図々 しさ だと、 主 膳が 呆れて 次 を 読む と、 

「コレ マディ ロイ ロノ 不埒 ガ アツ タカ ラ、 一度 ハ御 

奉公 デモ シテ 世間 ノ 人口 ヲモ 塞ギ、 養家へ モ 孝養 ヲ 


モシ テ、 ソノ上 ニテ好 キニシ ロト、 親父 ガ云ッ テョ 

コシタ カラ、 尤モ ノコ トダト 初メテ 気ガ附 イタ 故 

…：- J 

それ 見ろ、 それ は 親父の 言う ことがあたり まえの 看 

板 だ。 それ を 今更に なって、 初めて 尤もの ことと 気が 

つ いた もない もの だ。 

「出勤 ガシ タイト 兄へ 云ッ タラ、 手前 ガ 手段 デ、 勤 

道具、 衣服 モ 出来 ルナ ラ、 勝手 ニシ 口、 ォ レハ、 ィ 

カイコ ト 手前 二 ハイ リ上 ゲタ 故、 今度 ハ構 ヮヌト 

イツ タ故、 ソノ時 ハオ レガホ ホノ下 二 ハレ 物 ガ出テ 

ィテ 寝テ居 タガ、 少シモ 苦労 ヲカケ マイ トイ ゥ書附 


ヲ出 シテ、 檻 ヲ出デ —— 」 

出た な！ なんとか かと か 言って 出して もらった な、 

これから がまた 思い やられる よ —— と 神 尾 は 苦笑 を つ 

づけつつ 読む。 

きんす 

「翌日、 拝領 屋敷へ 行 ッテ、 家主へ 談ジテ 金子 二十 

両借リ 出 シティ ロイ 口 入用 ノ モノ ヲ 残ラズ 斿 ェ テ、 

十日 目 二 出勤 シタ。 

かみしも 

ソレ カラ 毎日 毎日、 上下 ヲ着 テ、 諸 所 ノケン カヲ頼 

ンデ歩 イタ ガ、 ソノ 時、 頭 ガ大久 保 上野 介ト云 イシ 

くいちが い そと 

ガ、 赤 阪喰違 外 ダガ、 毎日 毎日 行ッテ 御番入 リヲセ 

メタ、 ソレ カラ、 以前 ヨリ ィョ ィョ悪 ィコト ヲシタ 


コトヲ 残ラズ 書取 ッテ、 只今 ハ 改心 シタ カラ 見出 シ 

テク レ ロト 云ッ タラ、 取扱 ガ来 テ、 御 支配 ヨリ オン 

ききただ 

ミツヲ 以テ、 世間 ヲ聞 釓ス カラ、 ソノ 心得 二 テ居ロ 

トイ ゥ カラ、 待 ッテ居 タラ、 頭ガ、 或 時云ゥ ニハ、 

配下 ノ者 ハイ ツモ 隠 スガ、 御 自分 ハ残 ラズ 行路 ヲ申 

聞ケタ 故、 諸 所 聞キ合 ヮセタ 所ガ、 云 ヮレタ ヨリ ハ 

事大 キイ、 シカシ 改心 シテ 満足 ダ、 是非 見 立 テャル 

べシ、 精勤 シロ トイ ゥ カラ、 出精 シテ、 アイ ニハ稽 

かきあげ 

古ヲ シティ タガ、 度々 書 上ニモ ナッタ ガ、 ト カク 心 

願ガ 出来 ヌ カラク ヤシ カツ タ —— 」 

まあ、 とにかく、 この辺で 納まれば 見つけた もの だ、 


はし  しろもの 

箸に も 棒に も かからぬ 代物 だが、 人間に はま だ 見 どこ 

ろが ある、 この 神 尾の ように 腹まで 腐りき つて はいな 

いところ が あると、 主 膳 も 身に 引き くらべ て やや さと 

ると ころが ありました。 

六十 二 

ここで 勝の 小吉が 親父と 言 つたの は、 実家 男 谷の 父 

親の ことで、 平 蔵と 言い、 兄と いうの は 即ち 下 総 守 信 

友で、 当時 府下 第一 の 剣客な ので、 その 男 谷 平 蔵の 三 

男と して 生れた 小吉 が、 勝 家へ 養子に やられた この 自 


叙 伝の 主人公、 左 衛門太 郎夢酔 入道で ある こと は、 神 

尾 主 膳 も 先刻 承知の 上で 読み進んで いるので す。 さす 

がの やくざ 者 も、 この 時代から 漸く 目が さめて、 人間 

並みに なり かかった らしい こと を、 読みながら、 神 尾 

主 膳 は 相当く すぐった がって いる。 さて また 自叙伝の 

読みつ ぎ —— 

「コノ 年、 親父 ャ兄ニ 云ィ立 テテ、 外 宅 ヲシテ 

割下 水 天 野 右京 トイ ッタ 人ノ 地面 ヲ借 リテ、 今迄 ノ 

家ヲ引 イタ ガ、 ソノ 時、 居所 二 困ッタ カラ、 天野ノ 

二階 ヲ借リ ティ タウ チニ、 俄 二 右京 ガ 大病 ニテ死 

ンダ 故、 イロ イロ ト 世話 ヲシ タガ、 ソ ノウ チ 普請 モ 


出来、 新宅へ 移リ居 ルト、 右京 方 二 テハ跡 取 ガニ歳 

故、 本家 ノ天野 岩 蔵 トイ ゥ仁 ガ、 久来ノ 意趣 ニテ、 

家督 願 ノ時六 ッカシ ク云ィ 出 シテ、 右京 ノ家 ヲッブ 

サン トシ タ カラ、 イロ イロ 揉メ テ片附 カズ、 ソノ時 

ォレガ 本家 トハ 心安 イカ ライ ロイ ロナ ダメ、 トウ ト 

ゥ 家督 二 サセタ 故、 天野ノ 親類 ガ悦 ンデ、 猶々 アト 

ノコ トヲ頼 ミオ ッタ カラ、 世話 ヲシ ティル ゥチ、 右 

京ノ オフ クロ ガ 不行跡 デ、 ャ タラ 二 男グ ルイ ヲシテ 

フ ダン ソゥ ドウ シ テ困ル カラ、 セッ カク 普請 ヲシタ 

ガ、 ソ ノ家ヲ 売ッテ 外へ 越 ソゥト 思 ッテ、 右京 ノ子 

金 次 郎ガ頭 向 キへ云 ィ出シ タラ、 ソノ 取扱 ガ云ゥ 二 


ハ、 今 ォ前ニ 行 カレル ト、 アト ハ 乱脈 ニナ ル カラ、 

一 両年居 テク レ ロト 云 ゥ カラ 居 タガ、 人 ノコ トハ修 

メ テモ、 ォレガ 内ガ修 マラ ヌ カラ 困ッテ イタラ、 或 

老人 ガ教ェ テク レタ ガ、 世 ノ中ハ 恩 ヲ怨デ 返 スガ世 

間 人ノ習 イダ ガ、 ォ マエ ハ コレ カラ 怨ヲ 恩デ 返シテ 

ミロ ト云 ッタ カラ、 ソノ通 リニ シ タラ 追々 内モ治 

マツ テ、 ャカ マシィ ババァ 殿モ、 段々 ォ レヲョ クシ 

テク レタ シ、 世間 ノ人 モ用ィ テク レルカラ、 ソレカ 

ラ、 人ノ 出来 ヌ六ッ カシィ 相談 事、 カケ合 イソ ノ外 

何事 二 限 ラズ、 手前 ノ事ノ ヨウ 二 思 ッテシ タガ、 シ 

マイニ ハ、 ォ レニ 刃 向ッ タヤ ッラ ガ、 段々 シ タガッ 


テ 来テ、 ハイ ハイト 云ィ 居ル、 コ レモ カノ 老人 ガ賜 

物 トシ 嬉シク …… 」 

ここまで 来る と 神 尾 は 少し 耳 —— ではない、 眼が 痛 

い。 勝のお やじの 馬鹿め、 この辺で、 そろそろ 一転機 

を 劃し 出した な、 重大な 転向ぶ リを 示して 来たよう だ 

おれ は 幾つに なっても、 その 転換が できない —— 笑止 

千万と 三 ッ眼を ひらめかす。 さて、 転向の 角度から 見 

ると、 やくざ 者の 自叙伝が、 どうやら 修身 書の 第 一 卷 

のよう な 気分が 漂い はじめた ので、 神 尾の 三ッ 眼が 

少々 まぶしくな るの も ぜひが な いらし い。 

「同流 ノ 剣術 遣 ィガ、 不埒 又 ハツ カイ 込 ミシテ 途方 


ニ暮レ ティル 者ハ、 ソ レゾレ 少シズ ッ金 ヲ持タ セ テ 

諸方へ 遣 ヮシ、 身ノ 安全 ヲシ テャッ タコト 幾人 力 数 

モ知 レズ、 ソノ後 ォレガ 諸国へ 行ッタ 時、 ィ カイコ 

トト クニ ナッタ 事ガ アル、 歩 イタ トコ ロデ、 ォレガ 

名 ヲ知ッ ティ テ 世話 ヲシ タツ ケ」 

まあ、 ともかく、 自分が 人に 苦労 を かけた だけに、 

おとこぎ 

人の ために 一 肌ぬ ぐ こと も 鼻に かからない 俗に 侠気と 

いう やつで、 これが 妙に 人気 を 取 返し、 期せず して 恩 

返しと いう やつに ありつく もの だ。 この 点 は、 おれ も 

相当、 人の ために —— といっても、 いずれも 人間並み 

の 奴で はない、 やくざ 共の 間の こと だが、 それでも 相 


当に 今日まで 身銭 を 切って いるから、 今日の たれ 死 も 

しないで、 トモ カクこう して 永ら えても いられる、 と 

いう こと を 神 尾 主 膳 も、 身に つまされて、 どうやら、 

自分 も いっぱしの 苦労人の ような 気分に なりつつ 読む。 

「天 野ガ 地面 ニイ ルゥ チモ、 ト カク 地主 ノ 後家 ガコ 

トデ、 六ッ カシィ コトバ カリ 云ッテ 困ッタ カラ、 三 

年メニ 同町 ノ山ロ 鉄 五郎 ガ 地面へ 家作 ガ有ル カラ 引 

こころやす 

越シ タガ、 コノ鉄 五郎 ガ惣 領ハ元 ヨリ 心 易 カツ タガ、 

イロ イロ ゥチヲ カブ ッタ時 二世 話ヲ 焼ィテ ャッタ 故、 

ソ ノバ ァ様 ガゼヒ 地面へ 来 イト ィゥ カラ 行 ッタ、 コ 

ノ年 勤メノ 外ニハ 諸道 具ノ 売買 ヲシテ 内職 ニシ タガ、 


初メハ 損バカ リシ テ居ル ゥチ、 段々 慣レテ 来 テ金ヲ 

取 ッタ、 ハジメ ハー 月半バ カリ ノウ チニ 五六 十両 損 

ヲシ タガ、 毎晚 毎晚、 道具屋 ノ巿 ニ出タ カラ、 随分 

トク ガ附 イタ、 何シ 口、 早 ク御勤 入 リヲシ ョ ゥト思 ヅ 

タ故、 方々 カセ イデ 歩ィ ティ タウ チニ —— 」 

神 尾が 二 タリと 笑って、 天 野の 後家と いう 奴が 曲者 

だな、 若 後家に なって、 男ぐ るい を はじめて、 相当 小 

吉を てこずらし たように 書いて あるが、 小 吉の奴 も 相 

当の イカ モノの くせに、 こいつ を こなせなかった とい 

うのはな いもんだ、 だが 相性が 違つ たんだろう。 とこ 

ろで、 今度 は 近所のば ばァ 様から 来い と 言わ れて、 そつ 


ちへ 引越した の は、 後家で あったり、 ばば ァ様 であつ 

たりす るが、 妙に 女 臭い。 そのうちに 道具屋 を はじめ 

んど ころ  お 

たの は 勘所 だ。 人間、 遊び 出して きて 面が 広くなる と、 

ばったり 行きつ まるの は 水の 手 だ。 その 手で、 この 神 

尾 もどの くらい 苦労した ことか。 男になる に は 金が い 

る、 金の なる 木 を 持って いない 限り、 ちっと やそつ と 

の 知行と 財産が あつたから とて、 続く もので はない。 

その 点 は 自給自足の 道が 立たない 限り、 伊達者 は 通ら 

ぬ。 おれ も その 手で 苦しんだ、 だが、 道具屋 を はじめ 

ようと は 思わなかった。 ところが、 こいつ は 手軽に 道 

具屋を おっぱじめて、 くろうと はだしの 取引 を 平気で 


やり 出す だけの 身軽 さが ある、 この辺が 小身に 生れ 

た 利益 だ。 道具屋と はうまい こと を 考えた が、 つまり 

骨董 屋 なんだろう、 掘 出し物で は 相当 まとまった 金 も 

儲けられない 限り はない。 最初のう ち 損 をした という 

の も、 そう ありそうな こと、 ようやく 本職に なって 収 

入が 出て 来たと は 憎い、 おれ も 早く その 辺に 気がつい 

て 道具屋に なれば よかった な。 先祖から 伝来の もの だ 

けで も 売 食いしても 相当の もの はあった が、 商売気が 

ないから、 みんな 質流れ か、 或いは 二束三文。 あれ を 

もとに 道具屋 開業 —— なぜ あの 時 それだけの 知恵が 出 

なかった か。 トニ カク 勝のお やじめ、 商売の 筋 を 覚え 


たと なると、 もう 占めた もの だ。 が、 商売と いう やつ 

は 儲かる ことば かり あるん じ やない、 いつまで この 手 

で 兵糧が つづく かな。 待てよ、 そこで、 商売 どころ で 

はない、 あいつの 身に 重大な 不幸が 起ったら しい ぞ。 

「男 谷ノ 親父 ガ死 ンダ カラ、 ガッ カリ トシ テ、 何 

モイ ヤニナ ッタ」 

親父が 死んだ そうな。 死んだ 親父 もこい つのた めに 

は どのくらい 苦労 をした か、 死んで、 悴の 方で はガッ 

カリ シタの 一 句で 片 づけて いるが、 相当に 無常 を 感じ 

たこと は、 何 モイ ャニ ナッタの 自暴 半分の 言葉つ きで 

も わかる。 何の 病気で、 どうして 親父が 急死した か。 


「シ カモ 卒中 風 トカデ 一 日 ノウ チ 二死 ンダ カラ、 ソ 

ノ時 ハオ レハ真 崎 イナ リへ 出稽古 ヲ シテャ リニ 行ッ 

テ イタ カラ、 ゥ チノ 小 侍 ガ迎ィ ニ来タ カラ、 一 散 二 

カケテ 親父 ノト コ 口へ 行 ッタ ガ、 最早 コトガ 切レタ 

ソレ カラ イロ イロ 世話 ヲシテ 翌日 帰 ッタ、 毎日 ソノ 

事 二 力 カッテ 居タ、 息子 ガ五 ッノ 時ダ、 ソレ カラ 忌 

命ガ明 イタ カラ 又々 カセ イダ」 

親父の 死んだ 時、 自分の 悴が五 歳に なって いた。 こ 

の 五 歳に なって いた 悴が、 今時 評判に なって いる 勝麟 

なの だ。 さ、 いつごろ 安房 守に 叙爵した つけ かな —— 

とび たか 

トニ カク、 鳶が鷹 を 産んだ のか、 いや、 この 親に して 


この 子 ありか、 人間の 万事 はわから ぬ もの だ、 と 神 尾 

が 思いました。 

六十 三 

さあ、 今までの 不良が、 多少と も 改心 をして、 これ 

から 面が 少し 広くな り 出す と、 感心に 道具屋 を 始めて 

ァ ウタル キ ー を 志した の はいいが、 士族の 道具屋が、 

あまず 

い つまで 続く もの かな あ —— と 神 尾が 甘酸っぱい 面 を 

しながら 読んで 行く。 

まりしてん 

「コ ノ年 十月、 本 所 猿 江 二、 摩利支天 ノ 神主 二 吉田 


兵 庫 トイ ゥ者ガ アツ タガ、 友達 ガ 大勢 コノ 弟子 二 

ナツ テ 神道 ヲ シタ、 ォ レニ モ 弟子 ニナ レ トイ ゥ カラ 

こころやす 

行ッテ 心 易 ク ナツ タラ、 兵 庫 ガイ ゥニ ハ、 勝 様ハ世 

やしろ  い  ひこう 

間 ヲ広ク ナサ ル カラ、 私ノ 社へ、 亥 ノ日講 トイ ウノ 

ヲ栴 ェテ下 サイ マセ、 ト 頼ンダ カラ、 一力 月 三文 三 

合ノ 加入 ヲスル 人ヲ斿 エタ ガ、 剣術 遣ィ ハイ ゥニ及 

バズ、 町人 百姓 マ デ入レ タラ、 二三 カ月ノ 中二、 尚 

五六 十人バ カリ 出来 タ カラ、 名前 ヲ持 ッテ、 兵 庫 二 

ャッ タラ、 悦ンデ 受取 ッタ、 ソレ カラ 一 年 半 力 カツ 

タラ、 五六 百 人 二 ナッタ、 全 クオ レガ 御陰 ダカ ラ当 

年ハ 十月 亥ノ日 二、 神前 ニテ 十二 座 ノ跡デ 踊 リヲ催 


ま 

シテ 神ィサ メヲシ タイト テ頼 ムカラ、 先ズ 講中 ノ世 

話人ヲ 三十 八人栴 エタ、 諸 所へ 触 レテ、 当日 参詣 ヲ 

シ テク レ ロト 云 ッテ ャリ、 ソノ 日ニハ 皆々 見聞 ノタ 

メダ カラ、 世話人 ハ残 ラズ、 御 紋服 ヲ着 テク レ ロト 

ィゥ カラ、 ソノ通 リニ シテ ャッ タラ、 兵庫ハ 装束 ヲ 

にぎ 

着テ 居タ、 段々 参詣 モ多 ク、 初メ テコノ ヨウ ナ賑ャ 

カナコ トハ ナイト テ、 前 町へ ハイ ロイ 口 商人 ガ出テ 

居タ、 ソレ カラ 講中 ガ段々 来 ルト、 酒肴 デ、 アト デ 

膳ヲ 出シテ 振舞 ッテ居 ルト、 兵 庫 メガ、 イツ 力 酒 二 

酔 ッテ居 オッテ、 西 久保デ 百万 石 モ持ッ タツ モリ ヲ 

シ、 ォレガ 友達 ノ宫川 鉄次郎 ト云ゥ 二、 太平楽 ヲヌ 


力 シテコ キ遣ゥ 故、 ォレ ガオ コッテ 、ャ カマシ ク云ッ 

タラ 不法 ノ 挨拶 ヲシ オル 故、 中途 デォ レガ 友達 ヲ皆 

ンナ連 レテ帰 ッタ、 ソ ウス ルト多 クノ 者ガッ カイ ヲ 

云ッテ アヤ マルカラ、 ォレ ガ云ゥ ニハ、 ヒ ツキ ヨウ 

ハコ ノ 講中 ハ、 ォレガ 骨折 故 出来 タヲ 有難 クハ 思ヮ 

ナ イデ、 太平楽 ヲヌ カス ハ物 ヲ知ラ ヌ奴ダ カラ、 講 

中ヲバ 抜ケル カラ、 ソ ゥ云ッ テク レ ロト 云 ウタ ラ、 

大頭 伊兵衛、 橋本庄 兵衛、 最上 幾 五郎 トイ ゥ 友達 ガ、 

尤モ ダガ、 セッ カク 出来 タノ  二 ォ前ガ 断 ワルト、 

皆々 断ヮル 故、 兵 庫 今更 後悔 シテ アヤ マルカラ、 許 

シテ ャレト 種々 ィゥ カラ、 ソン ナラ 以来 ハ御 旗本 様 


へ 対シ、 慮外 致ス マイト 云ゥ 書附ヲ 出セト イツ タラ 

ドノ 様 ニモサ セル カラ ト云ゥ 故、 宫川 並ビニ 深津金 

次郎 トイ ゥ者 トー 所 二 兵庫ノ トコ 口へ 行 ッタ、 ソゥ 

ス ルト、 大頭 伊兵衛 ガ道 マデ来 テ云ゥ ニハ、 ォ マエ 

ぎぬ 

ガオ 入 リニ ハ、 兵 庫 ハカ リ衣ヲ 着テ門 マデォ 迎ェニ 

出ル、 ソレ カラ 座敷へ 出口、 昨日 ノ 不調法 ヲヮ ビザ 

セル カラ 挨拶 ヲシ テャレ ト云ゥ カラ、 聞 届ケタ トイ 

ェ、 ソレ カラ ハ 講中 ガ残ラ ズ出テ 馳走 ヲスル カラ、 

はなし 

アト デハ 決シ テ右ノ 咄 ハシ テク レ ルナ トイ ゥ カラ、 

ォレ ガ云ゥ ニハ、 残ラズ 承知 シタ ガ、 外ノ 者へ ョク 

ョ クロ 留メ ヲシナ サイ、 モシ モ 昨日 ノ 咄ヲシ タヤ ッ 


ガ有 ルソノ 時ハ、 世話人 ガウ ソ ツキ ニナ ル カラ、 片 

ハシ ヨリ 切ッテ 仕舞 ゥッ モリ デ来タ カラ、 ョ ク云ィ 

聞カシ テ置キ ナサ ルガ イイ トテ、 イジ ヨウ ヲコ メテ 

帰 シタ、 間 モナ ク兵 庫ガ 宅へ 行ッ タラ、 同人 ガ迎ェ 

二 出 ルシ、 世話人 モ 残ラズ 玄関 マデ出 タガ、 座敷 ノ 

正面へ 通ッ タラ、 刀 カケニ ォレガ 刀ヲカ ケテ、 皆々 

座ニッ イタ、 兵庫モ 出テ、 ォ レニ 昨日 ハ 酒興 ノ上無 

礼ノ 段々 恐 レ入ッ タリ、 以来 慎 シミ申 スべキ 由、 平 

伏シ テ云ィ オル カラ、 ォレ ガイ ゥニ ハ、 足下 ハ 

うらだな かんぬし 

裏店 神主 ナル 故、 何事 モ知ラ ヌト見 エル、 御 旗本へ 

とが  ようよう 

対 シテ不 礼 言語 同断 ノ故 咎メシ ナリ、 講中 漸々 広ク 


ナ ラント スル時 二、 最早 心 二 奢リヲ 生ジタ 故、 右ノ 

如 ク不礼 ァリ、 随分 慎 ンデ取 続 ク様ニ トテ、 ソレカ 

ラ 一 同 ガオ レニ イロ イロ 機 ゲン ヲ取 リテモ テナ シタ 

ガ、 酒ガキ ライ 故 二、 人々 酔 ッテ騒 グヲ見 ティ タラ 

兵 庫ノ甥 ニ大竹 源ニ郎 トイ ゥ仁ガ 有リ、 ォレガ 裏店 

神主 ト云 ッタ ヲ聞キ オッテ 腹ヲ 立テ、 キノ ウノ シマ 

ッヲ、 宫川ヲ ダマ シテ 聞キ オリ、 小吉 ハイ ラヌ 世話 

ヲ 焼ク、 宮川 ノコ トデ、 伯父 二 大勢 ノ中デ 恥 ヲカカ 

シォ ッタ、 是 カラ ォレガ 相手 ダ、 サ ァ小吉 出口、 ト 

イツ テソノ 身 御 紋服 ヲ着 ナガ ラ、 鉢巻 ヲ シテ、 片肌 

ヌギデ 座敷へ 来ル故 二、 知 ラヌ顔 シテ居 タラ、 直 二 


ォレ ガ向ゥ へ立ッ テジタ バタ シ オル カラ、 ォレ ガイ 

ゥ ニハ、 大竹ハ 気ガ違 ウタ ソ ウダ、 雑人 ノ暄 嘩ヲミ 

タ ヨウ 二、 鉢巻 トハ何 ノコ トダ、 武士 ハ 武士 ラシ ク 

こっち  ちゅうげん こもの 

ス ルガ イイ、 此方 ハ侍ダ カラ 中間 小者 ノ ヨウ ナコ 

トハ嫌 イダ ト云ッ タラ、 フ トイ 奴 ダトテ 吸物 膳ヲ 

打 附ケタ カラ、 ォレガ ソバノ 刀ヲ取 ッテ立 上リ、 契 

約ヲ違 ェテ、 タヮ 言ヲヌ カス ハ兵庫 ガ行 届 カザル 力 

ラダ、 甥ガ 手向ゥ カラ ハ云ィ 合ヮセ タニチ ガイ ナイ 

カラ、 望 ミ通リ 相手 ニナ ッテャ ロウ ト云ッ タラ、 大 

竹ガク ソヲ喰 エト ヌカ シタ カラ、 大竹 ヨリ 先へ ツキ 

ハナ シテ出 ヨウ ト思 ィ、 追ッ カケタ ラ、 皆ン ナガ 逃 


ゲ出 シタ、 ソレ カラ 兵庫ガ 勝手 ノ 方へ 大竹モ 逃ゲタ 

なんど 

カラ 追ィ行 クト、 折 ヮルク 兵庫ガ 納戸へ ォレ ガ入ッ 

タラ、 大勢 ニテ 杉戸 ヲ入レ テ押ェ テ居ル カラ、 出ル 

コトガ 出来 ヌ、 大竹ハ 恐レテ 丸腰 デ、 ゥヌガ 屋敷 ノ 

伊予 殿 橋 マ デ帰ッ タガ、 ソレ カラ 大勢 ガ杉 戸口へ 来 

テ、 イロ イロ ニ云ゥ カラ、 許シ テャッ タラ、 大竹ト 

和ボ クシ テク レト 云ィ オル カラ、 大竹 ガ不礼 ノコ ト 

ヲトガ メタ シ、 色々 アツ カイ ガ ハイツ テ、 特 ニハ大 

竹 ガオ フク ロガ泣 ィテ詫 ビル カラ、 伊予 殿 橋へ 呼ビ 

ニヤ ッテ、 源太郎 ガ来タ カラ、 段々 酒酔ノ 上、 恐レ 

入ッ タト テ、 殊更 相 支配 ユエ 二、 何卒 御 支配へ ハ話 


ヲシ テク レ ルナ トテ、 和 ボクヲ シタ、 ソレ カラ 酒ガ 

又 出テ、 大 竹が 云ゥニ ハー パイ 飲メ トイ ゥ カラ、 酒 

ハー 向 呑 メヌト イツ タラ、 ソレ ハマ ダ打チ トケヌ 力 

さかずき 

ラダ トヌ カス 故、 盃 ヲ ヨウ ヨウ 取ッ タラ、 吸物 椀 

デ呑メ ト皆ン ナガ 云ゥ、 カン シャ クニ サヮ ッタ カラ 

吸物 椀デ 一 パイ 呑ン ダラ 大勢 ョッ テ、 今一 パイ トヌ 

カス カラ、 ソレ カラ ッヅ ケテ 十三 杯 呑 ンダ、 後 ノヤ 

ッラ ハ呑ン ディ ロイ 口 不作法 ヲシタ カラ、 ォ レハソ 

ノ席デ 少シモ 間違 ッタ コト ハシナ カツ タ、 兵庫ガ 

駕籠 ヲ出 シタ カラ、 乗ッテ 橋本庄 右衛門 ガ林町 ノウ 

チマ デ来 タガ、 ソレ カラ 何モ知 ラナ カツ タ、 ゥチへ 


帰 ッテモ 三日 ホ ドハ 咽喉 ガ腫 レテ、 飯ガ 食ェナ カツ 

タ、 翌日 皆ン ナガ 尋ネテ 来テ、 兵 庫 ガウ チノ 様子 ヲ 

イロ イロ 話 シテ、 ソノ 時、 橋本ト 深津ハ 後へ 残ッテ 

居テ、 以来 ハ 親類 同様 ニシ テク レ トイ ウテ カラ、 両 

きしょうもん  なおなお 

人ガ 起請文 ヲ舂 通ズ ッョコ シタ、 ソレ カラ 猶々 本 所 

中 ガ従ッ タョ、 兵 庫ガ脳 ガ悪ィ カラ、 講中 モ断 ヮッ 

テャ ッタ、 ソノ時 ォレガ 加入 シタ 分ハ、 残ラズ 断ヮッ 

タ故、 段々 ス クナク ナツ テツ ブレ タョ」 

なんだ、 くだらない、 こんな 奴に 講中 を 頼む 神主 も 

神主 だが、 檀那ぶ り をして、 満座の 中で 裏店 神主 はヒ 

ドィ、 こいつ は 甥なる ものが ォ コルの が 当然 だ、 全く 


埒 もない 奴等 だが、 さて、 こうな つてみ ると 酒が 飲み 

たいな、 吸物 椀で 一 ぱい、 ぐう ー つと やりたい な。 

飲める 奴なら 吸物 椀で 十三 杯 も、 さして 驚く に は 当 

らな いが、 てんで 呑まない 奴が 十三 杯 は 利いたろう。 

こうなる とおれ も、 生きの いいやつ を、 塗りの あざ や 

かな 吸物 椀で グイ グイ 引っかけ たくな つたよ、 と 神 尾 

主 膳が 一 応、 書 巻 を 伏せて、 咽喉 を グイ グイと 鳴らし 

ました。 

六十 四 


咽喉 を グイ グイと 鳴らした けれど、 いずれ を 見ても 

酒 はなし、 吸物 椀 もない し、 咽喉 を 鳴らし、 津を 飲み 

ながら、 またも 書物 を 取り上げ たの は、 一 つ は 所在な 

さと、 一 つ は 書物に 対する 興味、 いわゆる 巻 を 措く に 

忍びず という やつで あろうかと 思われる こと。 

その 途端、 

「チヮ —— これ はこれ は、 御 書見の 体、 小人 閑居して 

不善 を 為し、 大人 静 坐して 万巻の 書、 というと ころで 

げす か、 いや、 恐れ入つ たもので げす」 

いやはや、 ィケ 好かない 奴が 来た もので、 例の 鏢で 

あります。 


「鏢か —— 一 ぱい 飲みたい と 思って いたと ころ だ」 

「ィケ ません、 せっかく 聖賢の 書 を ひもといて 善良な 

感化に 落着き あそば そうとい うその 途端に、 酒と いう 

やつが 悪魔！ そもそも、 和漢 をい わず 酒 を 賞す る こ 

ほうとう なかだち 

と 勝 計すべからず、 放蕩の 媒 、 万 悪の 源、 時 珍が 本 

草 こと ご とく 能 毒 を 挙げ ま したが、 酒 は 百薬 の 長な り 

ぼ  くら  こん 

と 賞め て 置いて、 多く 食えば 命 を 断 つたと 言 いました 

ぜ」 

「えらく 貴様、 今日に 限って 学者ぶ るな」 

「ち つ とば かり 学問 をして 参り やした、 時に ごらん あ 

そばす 聖賢の 書 はい つたい 何で ござり ますな、 大学で 


げす か、 論語で げす か。 君子に 三ッの 戒め あり、 

わかき とき  いま 

少之時 は 血気 未だ 定まらず、 戒 しむる こと 色に あ リス、 

酒に 次いで は 色の 方 を つ つし まずん ば あるべ からず」 

「この 野郎！」 

「この 野郎 は 怖れ やす、 殿様と もあろう お 方のお 言葉 

びた ぎ 

とも 覚え やせん。 さて、 鏢儀、 今日の 推参の 次第と 申 

や ぼ  かんげんだ 

します る は、 決して 色の 酒のと 野暮な 諫言 立ての ため 

にあらず —— 近来 稀れ なる 風流 の 御 相談 を 兼ね て 参 じ 

やした」 

「風流  風 通の 間違いだろう、 風 通の 一 枚 もこ しら 

えたいが、 銭が ねえと いうと ころだろう」 


主 膳 も、 いささか ァ クドィ 応酬 を 致し ましたが、 鏢 

に 於て は洒啞 乎た る もので、 

「どう 致し やして、 衣食 足って 礼節 を 知る、 古人 はい 

いところ を 言 いやした、 鏢 儀が 不肖な が ら 食物 は 今朝 

アブ 玉で、 とんと お腹い つ ぱい こしらえて 参 じ やした、 

食の 方 は 事足りて 余り あり、 衣の 方に 於き まして は、 

これ ごらん あそばせ、 上着が 空色の 熨斗目で 日暮 方と 

しろもの  とび はち じょう 

いう 代物、 昼時 分と いう 鳶八 丈の 取合せ が 乙 じゃあ 

ございま せんか。 それに これ 下着が 羊羹 色 の 黒 竜 門、 

ゆきた けの 不揃いな ところが 自慢で げして、 下がこう 

ごうぎと 長くて、 上 へ 参る につれ て だんだんに 短く、 


上着 は 五寸も 詰った、 もえる の ツンツ ル テン、 舶来 飛 

もえぎ  もん リんず 

切りで げすよ、 羽織が これ 萌 黄の 紋 綾子で、 肩の あた 

きた 

りが 少々 来って おります る」 

「うむ、 なるほど、 田舎の 貧乏 医者と いう 衣裳 づけ だ、 

熨斗目が 利いて いるよ」 

「かくの 通り、 衣食 足って 礼節 は、 本来 ビタの 地に あ 

る ことなんで げす、 現に 殿様の 御身の 上の 栄枯盛衰に 

かかわらず、 かくまで 忠義の 志 を かえぬ ことによ つ て 

充分に 御 賢察が 願いたい —— 衣 も 足リ、 食 も 足り、 懐 

ろ 工合の 方 も、 当節 は 異人 館 出入りの ために 外貨獲得 

て やつが 成功いた しゃして、 至極 豊かで > J ざ り やす、 


きた 

かくて 最後 に 来る ものが 風流 —— そ の 風流の 御 相談 に 

参 じ やした」 

「まあ、 言って みろ」 

せつ  さんぴん こぞう 

「拙のお 出入りの 旦那に 三 一 小僧と いうの がご ざり や 

おぼしめ 

して、 その 旦那が 近頃、 和歌に 凝り 出した と 思 召せ」 

「和歌 —— 歌 だな」 

「いわゆる、 みそ ひともじ なんでげ す。 その 旦那が 次 

のよう な 歌 をお 詠みに なりまして、 鏢、 どんな もんだ、 

点 をして くれろ とおつ しゃる、 内心 ド キリと 参リ まし 

たね、 実のところ、 鏢も十 有 五に して 遊里に はまり、 

三十に して 身代 をつ ぶした 功の 者で げして、 その 間、 


いた こ  あくじき 

声色、 物 まね、 潮 来、 新 内、 何でも ござれ、 悪食に か 

けち や あ 相当なん でげ すが、 まだ、 みそ ひともじ は 食 

ベ つけね えんで げすが、 そこ は それ！ 天性の 厚化粧、 

べつ あつら  つら 

別 訛い の 面の 皮で げすから、 さりげな くその 短冊 を 

少ね 

拝見の、 こう、 首 を少々 横に 捻リ ましてな、 いささか 

平貞 盛と おいでな すって からに、 これ はこの 新 古今 述 

懐の —— むにゃむにゃと 申して、 お 見事、 お 見事、 こ 

とに 第五の 句のと ころが 何とも 言えません、 と 申し 上 

げたと ころが、 ことごとく 旦那の 御機嫌に かな つ て、 

錦 水 を 一 席お ご つ ていた だき やした が、 実のところ、 

鏢には 歌 も ヌタも ごつ ちゃで げして、 何が 何やら わか 


ら ねえんで げす、 後日に 至り やして、 三 一 旦那から 再 

度の 御 吟味 を 仰せつかった 時に テレ てし まいます でな、 

どうか、 その 御 解釈のと ころ を 篤と 胸に 畳んで 置きて 

えんで ございます。 これが その 三 一 旦那から 頂戴に 及 

んだ 短冊で げして」 

ひ いき 

「そうか、 貴様が 貝頭属 になる 三 一 旦那と いうの が 和歌 

を 詠んで、 貴様に 見せた、 和歌の 和の 字 も 知らない 貴 

ほ 

様 も、 旦那の もの だから 無性に 褒めて 置いた が、 中身 

きゅうもん 

は 何だか 一向 わからん、 それで 後日 釓 問され ると 困 

るから、 一応 おれに 見て 講義 をして 置いて くれと いう 

わけ だな」 


「まさに 仰せの 通り —— 鏢儀、 お 弟子入り、 お 弟子 入 

り」 

「どれ 見せろ」 

と 神 尾 主 膳が、 鏢の 手から 短冊 を 受取って、 それ を 上 

から 読みお ろして みると、 

かなが はで、 蒸気の 船に 打 乗りて、 

一 升 さげて、 南面して 行く 

「何 だ、 これ は」 

神 尾が、 甚 しく 不興な 面 をして、 短冊 を ボンと 抛 

り 出した ものです から、 鏢が あわてて これ を 拾い上げ 

て 後生 大切に 袖で 持ち、 


「めっそうな！ 大尽のお 墨附！ めっそうな」 

仰々 しく 取り上げて、 恨み 面に じっと 主 膳の 面 を 見 

上げて いると、 

「貴様の 矗展を 受けて いる 三 一 旦那と やら は、 いった 

い 何者 だ！」 

主 膳が、 怒鳴りつ ける ように 一喝した その 調子が 変 

ですから、 鰯が あわてて、 逃げ腰に なりました。 

「三 一 旦那、 当時 舶来、 エレキ 屋の三 一 旦那！ 大し 

たもんで げす、 商業界き つてのお 大尽で げす」 

「貴様に とつち や 旦那 かお 大尽 か 知らないが、 その 歌 

の ザ マ は 何 だ、 そんな ものが、 人に 見せられ るか、 人 


を 愚弄す るに も 程の あった もんだ」 

「ィケ やせん か、 なつ とりや せんか、 和歌の 法則から 

申します と」 

「馬鹿、 和歌 も 詩歌 も ある もの か、 そんな もの を、 よ 

く 人中へ 出した もんだ、 こっちへ よこせ、 揉みく ちゃ 

にして 火鉢に くべ て やる」 

「じょ、 じょうだんで げしょう、 ドル 旦 のお 大尽のお 

墨附！ 愚 拙が 家の 家宝 —— 何と あそばします」 

神 尾の 余憤 は 容易に 去らない。 冗談に しろ、 和歌 を 

持って来 たから 直して くれと か、 評 をして くれと かい 

うこと になる と、 な あに、 この 野郎が もたらす もの だ 


と 軽蔑しながら も、 その 風流の やや 向上 気味なる を 取 

さんぴん だんな 

ら ないでも ない が、 もたらした その 三 一 旦那の 歌と い 

しろもの 

うやつ が、 茶漬に もなら ない 代物 だから、 主 膳 もお の 

ずから 不興に なった ので、 その 不興が 相当 真剣に なつ 

ている ので、 鏢も 多少 怖れて いる。 

「そり や、 あなた、 お 大尽と 申し やした ところで、 根 

が 町家の 商人の ことで げすから、 高 家 歌よ み 家の よう 

なわけ に は 参りません、 町人のお 大尽で も、 この くら 

いの 風流が あると いうと ころも 買つ ていた だかな け 

ていかき よう  あすかいだ いなごん 

り や。 あなた、 三 一 旦那 は定家 卿で も、 飛鳥 井 大納言 

でも ございません、 そう、 殿様の ように 頭から ケシ飛 


ばして しまって は、 風流と いう ものが 成り立ちません、 

第一、 初心の はげみに なりません から、 何とか 一 つ、 

そこ は 花 を 持たせて いただきて えもんで ござんして」 

「黙れ 黙れ！ 言語道断の 代物 だ —— 笑 つ て 済む だけ 

なら まだいい が、 見て 嘔吐が 出る、 ことに、 第五 句の 

ところ  」 

「そこ でげ す！」 

「そこが、 どうした」 

「鏢が そ y 」 を 賞め やした と y 」 ろが、 - 」 と) 」 とくお 大尽 

のお 気に かないました」 

「馬鹿野郎！」 


「これ は 重ね重ねお 手厳しい、 そういち いち、 馬鹿の、 

はつつ けのと、 あくたいず くめに おっしゃって は、 風 

流が 泣く では ございま せんか、 第一 殿様の 御 人体に か 

かわります、 お 静かに おっしゃって いただき てえ」 

「その 第五 句の 南面と いう 言葉が はなはだ 穏か でない、 

町人 風情の かりそめにも 用う ベ からざる 語 だ」 

「へえ そんなた いそうな 文句 を 引 張り出し たんで げす 

か」 

「南面と いうの は 天子に 限る の だ、 この 文句で 見る と、 

三 一 旦那なる もの は、 何 か 蒸気船に 乗って 南の 方へ で 

も 出て 行く 門出の つもりで、 こいつ を 唸り 出した もの 


だろう が、 南面して 行く と は、 フザケ た 言い方 だ、 勿 

体ない ホザ き 方 だ —— た だ 笑う だけで は 済ま されない、 

不敬な 奴 だ！」 

「へえ —— 大変な ことにな りました な」 

「これ、 ここへ 出ろ、 鏢、 おれ はこう 見えても —— 物 

の 分際と いう ことに はや かまし い、 痩せても 枯れても 

神 尾 主 膳 は 神 尾 主 膳 だ、 鏢は鏢 助 —— 三 一 風情が ドコ 

へ 行こうと、 こっち は 知った ことで はない が、 南面し 

て 行く とホ ザいた その 僭越が 憎い！ おれ は 忠義 道徳 

を 看板に する の は 嫌いだが、 身知らずの 成 上り 者め に 

は 癇癩が 破裂す る、 よこせ！」 


と 言って 神 尾 主 膳 は、 鰯の 油断して いる 手から 大事の 

短冊 を もぎ 取って、 寸々 に 引裂いて 火鉢の 中へ くべ て 

し ま V 

「あつ！」 

と 驚いて、 我知らず 火鉢の 中 を のぞき 込む 鏢の 横っ面 

を、 ィャ という ほど、 

「ピシ ャリ」 

「あつ！」 

鏢助、 みるみる 腫れ 上る 頰っぺ た を 押えて、 横つ 飛 

びに 飛んで 玄関から 走り出しました。 


六十 五 

ビタ をハリ 飛ばして おいてからの 神 尾 主 膳 は、 その 

足で 台所へ 行って、 膳 棚の 上から 備前 徳利 を 一 つ 取り 

下ろして 振り 試みる と、 まだ カタ コトと 若干の 音が す 

る。 それ を そのまま 提げて、 次に 相 馬 焼の 癖 直しの 湯 

呑の ような の を 取り 下ろし、 再び 以前の 書斎へ 戻って 

ホッと 一息つ き、 その 備前 徳利から、 ちょうど 相 馬 焼 

に 一 ぱい 分 残った 残 滴 を 酌んで、 咽喉 をうる おしなが 

ら、 以前の 書物の 丁 を 追いました。 

「アル 時、 橋本庄 右衛門へ 妙 見ノ帰 リガ ケニ 行ッタ 


ラ、 殿 村 南 平 トイ ゥ男ガ 来 テ居タ カラ、 近附ニ ナツ 

タガ、 ソノ男 ガ云ゥ ニハ、 ォ マエ 様ハ 天府 ノ神ヲ 御 

信心 ト見 エマ スガ、 左様 デ 御座 リ マスカ ト云ゥ カラ、 

年来 妙 見 宫ヲ拝 スト イツ タラ、 左様 デ 御座 リ升、 御 

人相 ノ 天帝 二 アラワ レテ オリ マスト 云ィ オル、 ソレ 

カラ イロ イロ 咄シ ティル ト、 奇妙 ノコ トヲ 種々 咄ス 

カラ、 ョク聞 イタラ、 両部ノ 真言 ヲスル トイ ゥ カラ、 

面白 ィ人ダ ト思ッ ティ タラ、 橋本ガ 親類 ノ 病人 ノコ 

トヲ聞 イタラ、 ソノ 死霊 ノ者ハ 男 ダト云 ッテ、 年 カツ 

コゥ、 ソノ時 ノ死ニ ヨウ マデ、 ッブサ 二見 タ ヨウ 二 

云ゥ カラ、 橋 本 二 聞 イタラ、 ソノ通 リダ ト云ゥ カラ、 


大キニ 恐 レテ、 弟子 ニナ リタ イト 頼ン ダラ、 随分 法 

ヲ教 ェテャ ロウ ト 挨拶 スル カラ、 ゥチ へ連レ テ来テ 

ソノ 晚ハ泊 メタ、 ソレ カラ 真言 ノコ トヲ イロ イロ 教 

ェテ、 先ズ 稲荷 ヲ拝 メト テソノ 法ヲ教 エタ、 病人 ノ 

加持 ノ法 又ハ 摩利支天 ノ 鑑通ノ 法、 修行 術 種々、 二 

カ月バ カリニ 残ラ ズ教ェ テク レタ、 ソレ カラ コノ南 

平ハボ ロノ ナリ 故、 色々 入用 ヲカ ケ、 謝礼 旁々 一年 

半バ カリニ 四 五 十両 カケタ、 本 所 デモ 大勢 弟子 ガ出 

来テ、 シ マイニ ハ 弥勒 寺 ノ前ノ 小 倉主 税ト云 ゥ仁ノ 

屋敷へ 住ンデ イタ、 日々、 病人、 迷 人、 ソノホ 力 加 

持祈禱 ヲシ、 御番入 リノ 祈禱 ャ何ャ イロ イロ 諸方 ョ 


よろこ 

リ頼ン ダガ、 ォレ ガ初メ 見出 シタ故 二、 南平モ 悦 ン 

デ、 ォレ ノコ トイ ロイ 口 骨折 リヲシ テク レタ」 

せんみつや 

野郎い よいよ 千三屋 だ、 今度 は 御 祈 禱屋を 開業 —— 

と 神 尾 は 註 を 入れて 読み出す と、 

「近 藤弥 之助ノ 内弟子 ノ小林 隼 太モ、 トゥトゥ ォレ 

ノ 家来 二 ナッタ カラ —— 」 

はたもと 

近 藤弥之 助と いうの は、 やっぱり 幕下で、 今時 指 折 

リの 剣術 遣いの 一人で、 そいつの 内弟子の 小 林と いう 

奴、 前に も 相当の 代物であった、 こいつ も、 いよいよ 

勝の 馬鹿 親爺の 弟子と なった と 見えるな、 しかし、 ど 

ういう 了見 だか 知れた もので はない —— 


「毎日 毎日 来テ、 イロ イロ ト 奉公 ヲシタ ガ、 ゥチガ 

ナイ 故、 浅 草ノ入 屋ニテ カナ リノ 家作 ガ アルカラ 

買 ッテャ ッタ、 剣術 仲間へ 頼ンデ 稽古場 ヲ 出シテ 

ャ ッタ、 下 谷 ムレ ガヒィ キニシ テク レル 故、 内職 二 

ハ 大小 売買 ヲ シティ タガ、 シ マイニ ハ金廻 リガ ョク 

ナツ テ、 フ ダン 身 ノ上ノ 世話 ヲシ ォッ タガ、 悪ガシ 

コィ 奴デ、 仲間 ハ皆ン ナガ イロ イロ ハグ ラ カサレ タ 

江戸 ヲ 三度 借 倒 シテ三 州へ 行 キォッ タガ、 ォ レニ ハ 

イツ モ咄 シテ逃 ゲタ、 又 江戸へ 出 ロト イツ テモ、 ォ 

レガ 手紙 ヲ附 ケテ、 仲間 中へ 借 倒シノ ヮケヲ シテャ 

ルト、 ミンナ ガ損ヲ シタコ トハソ レナ リニ シ テク レ 


タ、 トゥトゥ 七 八 十両 ノア ビセデ 三 州へ 行キ ォッタ 

ガ今ニ 帰ッテ 来ヌ、 三 州デド ウニカ 人間 二 ナツ タト 

云ゥコ トダ、 ソレ ハオ レガ チョウ シへ 行ッタ 時、 向 

島 ノ兼ト 云 ゥ男ニ 聞 イタ、 兼ガ遠 州ノ秋 葉へ 参詣 シ 

きれい 

タ時 二、 鳳 来 寺 二 テ逢ッ タト、 ソ ノ時ハ 綺麗 ノナリ 

ふたと き 

デ居 タト、 ォレノ ハナ シヲ シテ、 ニ時バ カリ 休ンデ 

居 テ別レ タト 聞 イタ」 

こいつ 同病 相憐 み、 自分が 自堕落 だから、 自然、 相 

当に 自堕落の 世話 もす ると ころが 妙 だ。 

「或 日、 小 倉主 税ノ 宅デ、 神 田 黒 川町ノ 仕立屋 ニ逢ッ 

タガ、 コ イツ ハ、 力 ゲ富ノ 箱屋 ヲスル 奴 ダガ、 ォレ 


ガ 懇意 ノ徳山 主計 トイ ゥ仁 ガ、 至ッテ 富ヲ好 キデ、 

南 平 二 富ヲ頼 ンダ故 二、 今日 ハ 富 ノ日ダ カラ 寄 加持 

ヲスル トツ テ、 主税ノ 宅へ 大勢 ソノ ムレ ガ寄 ッテ来 

テ、 ョセ 加持 ヲ始メ ヨウ トス ル時、 ォレガ 知 ラズニ 

行ッ タラ、 大勢 揃ッ ティル カラ、 様子 ヲ聞 イタラ 右 

ノ 次第 ヲ咄ス 故、 ソノ席 ニイ テ 始終 ノ 様子 ヲ見 タラ、 

南 平 ガ女ヲ 呼 ンデ、 種々 fl ッテ 護摩 ヲ タイ テ カラ、 

女ノ 中座 二 幣束 ヲ持 タセ テ神ィ サメヲ シテ、 少シ過 

ギル ト、 女ガ ロバ シリ デ、 今日 ハ六ノ 大目、 当リハ 

何番 ノ 何番 ト云ゥ 故、 一 同ガ 嬉シガ ッタ、 ソレ カラ 

上ゲテ 仕舞 ゥ カラ、 南 平へ ォレ ガ云ゥ ニハ、 ハジメ 


テ見テ 恐レ入 ッタ、 シカシ 是レハ 随分 出来 ルコ トダ 

ロウ ト云 ッタ ラバ、 仕立屋 メガ 直グニ  ロヲ出 シテ、 

勝 様ガ仰 セデハ アルガ、 ナカ ナカ 容易 ニハ寄 加持 ハ 

ことごと 

出来 ヌ、 ソ ノ訳ハ 悉 ク法 ガ有ル ト云ィ オル カラ、 

ソレハ 尤 モ ダガ、 ョク ツモ ッテ見 口、 南平ハ 何処 ノ 

馬ノ骨 ダカ 知 ラナ ィガ、 ァノ通 リス ルガ、 ォレハ 生 

レナ ガラ御 旗本 デ 身分 モ 尊シ、 ソノォ レガ了 $ヲ 誠 

すみ や 

ニシ テ寄セ タラ、 神ハ 速力 二 納受 ガ有 ロト 思ゥ故 

二 云 ウノ ダ、 南 平 二 聞 クニ、 オノ シガ 出過ギ タコト 

ヲィ ゥトハ 失礼 ダト 叱ッタ ラバ、 仕 立屋ガ 云ゥニ ハ、 

ソレハ アナ タガ御 無理 ダ、 神事 ニハ法 ト云ゥ 物ガァ 


リマ スト テ、 イロ イロ ヌ カス 故、 ォレガ 座敷 ノ 真中 

へ 出テ、 先 ズ論ハ 無益 ダ カラ、 手前 ハ 自分 ノ 前へ 出 

テ 礼ヲシ 口、 許 スト 云ヮ ヌゥチ 二手 前 ノ額ガ 上ッタ 

ラ、 ォレ ハ直チ 二手 前 ノ飯焚 ニナ ロウ カラ、 サァ来 

イト イツ タラ、 大勢 ガケ ンマク ヲ見テ 取リ、 ィ ロイ 

口 挨拶 スル カラ、 ソレ ハ許シ タガ、 何 シロソ レホド 

出来 様ト 思ゥナ ラ直グ 一 一 寄 加持 ヲシ テ見ロ トイ ゥカ 

ラ、 水ヲ浴 シテ、 先ノ女 ヲ呼ン デ祈ッ タラ、 南平ガ 

シタ通 リイ ロイ ロロ 走 リオ ッタ カラ、 仕舞 ッテ カラ 

高慢 ヲ云ッ テ帰ッ タガ、 ソレ カラ ミン ナガ、 南 平へ 

頼 ムト金 ガイル 故、 ォ レニ バ カリ 頼 ンダ、 徳山ノ 妹 


ヲ 一 度 南 平 ニ寄セ テク レ ロト 主計 ガ頼ン ダラ、 生 霊 

ガ 附ィテ アルカラ、 二三 日ソ ノ生 霊ヲハ ナサ ナケレ 

バ ナラヌ 故、 金 五 両ホド 力 カルト 云ッタ カラ、 同人 

ガオ レニ 咄ス 故、 三晚カ カッテ 放 シテャ ッタ、 ソレ 

カラ 南 平 ハオ レヲ 恨ン デ仲ガ 悪クナ ヅ タ、 力 ゲ富デ 

モ九 十両、 徳山 トー 所 二 トツ タ、 ソレ ヨリ、 十、 二 

十位ハ 幾度 モ取 ッタ コトガ アル」 

せんみつや  こっとう  とみ 

千三屋が、 骨董の 仲買から 御 祈 禱師、 こんど は 富の 

当リ屋 とまで 手 を 延ばした が、 相当 成功す ると ころが 

妙 だ。 九 十両 も 一度にと り 込み、 十両、 二 十両 は 朝飯 

前と いう ことにな つてみ ると、 この 商売 も 乙 だ、 おれ 


も 一 つ この 手 を やろう か  なん ぞと神 尾 も 妙に 気 を 

廻した が、 勝 や 男 谷と 違って、 同じ 旗本で も おれ は 格 

が 違う、 そんな 真似が できる かと 一喝し、 読みつ づけ 

る。 

ぎよ う 

「 行 ハイ ロイ 口 シタガ 、落 合ノ藤 イナ リへ 百日 夜々 

参詣 シ、 又ハ 王子 ノ イナ リへモ 百日、 半田 稲荷へ モ 

百日 参 シタ、 水行ハ 神前 二 桶ヲ置 ィテ百 五十 日 三時 

ズ ッ行ヲ シタ、 シカモ 冬ダ、 ソノ 間ニハ 種々 ノコ ト 

ガ有ッ タガ、 ココ へハ漏 ラシ タ、 断食 モ三四 度シタ 

ガ 出来 ヌ ト云ゥ コトハ ナイ モ ノダ」 

こいつ は 断然 おれに はでき ぬと、 神 尾が 考えました。 


ここに はこ ともなげ に 書いて あるが、 冬の 最中に、 百 

みずぎよう 

日 も 百 五十 日 も 水 行 をす る、 そういう こと は、 剣術 遣 

いの 勝 なれば こそ やれる が、 おれに はでき ぬ、 なかな 

か 荒行 を やる。 本来、 この 自叙伝に は、 乱暴、 喧嘩、 

かけおち、 すいきょう、 座敷牢、 千三屋、 ロク でもな 

いこと に は 多分に 紙筆 を 費して いるく せに、 自分の 修 

業の ことになると、 あんまり 書いて いないよ うだが、 

勝のお やじ とても、 そう ロク でない ことば かりで はな 

い、 本職の 剣術 を はじめ、 相当の 鍛鍊を 積んで いる は 

ず だ。 それ を 事々 しく 書かないで、 馬鹿 を尽 した こと 

ばかり 書いて あるから、 やや もす ると そこん ところ を 


見損う。 今と なって、 こういう 行 を 平気で 行い、 出来 

ヌ ト云ゥ コトハ ナイ モノ ダ  とホ ザく ところ はた だ 

のの らくら 者で はあり 得ない。 その 悴の 今の 勝麟 も、 

相当 修行 鍛練した こと を 自慢に する そうだが、 親父の 

とぴ たか 

そういう いい 方面ば かリ 真似た から、 それで 鳶が鷹 を 

生む ようになった のだろう と、 神 尾が 考えました。 そ 

れ から 次 は、 

「地主 二 代官 ヲ 先代 ヨリ 勤 メタ 故、 役所 ノ跡ガ アイ 

まごむ こ 

ティル 故 二、 水心 子天秀 トイ ゥ 刀鍛冶 ノ孫知 耳 二 水心 

子 秀世ト 云 ゥ男ヲ 呼 ンデ、 役所 ノ 跡へ 入 レテ 刀ヲ 

とぎ や 

打 ッタ、 又、 研屋 二、 本 阿弥 三郎兵 衛ト云 ウノ ノ弟 


子 一 一 仁吉ト 云ゥ男 ガ研ガ 上手 ダカ ラ、 呼ンデ ォレノ 

住居 ヲ分 ケテ、 刀ヲ 研ガシ テオ レモ 習 ッタ、 ソレョ 

リ 刀剣 講 トイ ゥ モノ ノ事ヲ 工夫 シテ、 相弟子 ャ心易 

ィニ出 シテ取 出立 テ、 秀世 又ハ細 川主税 正義、 並ビ 

二 美 濃 部 大慶 直税、 神 田 ノ道賀 又ハ梅 山弥曾 八、 小 

かたなめ きき 

林 真平、 ソノ 時代 ノ刀鑑 へ 残ラズ 刀剣 講ヲ 取立テ 

ャッ タガ、 或 日 千 住へ 行ッ テ胴ヲ タメ シタ ガ、 ソレ 

カラ 浅 右衛門 ノ 弟子 ニナ ッテ、 上段 切 リヲシ テ遊ン 

ダ、 息子 ハ 御殿へ 上ッ ティル カラ 世話 ハ 無力 ッタ、 

息子 ガ七 歳ノ 時ダ」 

とみくじ や 

御 祈 禱師、 富籤 屋 から 刀剣 講、 それから 首 切 浅右衛 


門まで 来た。 やれば 仕事 は ある もの だ。 

「地主 ガ 小高 デ 貧乏 故、 借金 取ガ来 テ困ル トイ ゥカ 

ラ、 引受 ケテ片 ヲ附ケ テャッ タガ、 ソレ カラ 地面 ゥ 

チノ 地 借ガ九 軒有ッ タガ、 地代 モ 宿賃 モロ クロ クョ 

コサヌ カラ、 ミンナ タタ キ出 シテ、 ォレガ 懇意 ノ者 

ヲ呼 ンデ置 イタ カラ、 ソ ノ後ハ 地代 ソノ外 滞 ラヌカ 

ラ悦 ンデ、 ャィャ ィ云ィ 居 ッタ、 地主 ガ或日 御 代官 

ヲ願ゥ カラ 異見 ヲ イツ テャッ タラ 大キ ニ腹ヲ 立テ、 

葉 山 孫三郎 トイ ゥ 手代 ト 相談 ヲシ テ、 ォレヲ 地面 力 

ラ追出 ソゥト 云ッタ カラ、 ォ マエ ハ 最早 五十 年ニォ 

ナリニ ナサ ル カラ、 御 代官 ハ御止 メナ サレ トイ ッタ 


ラ、 ナゼ ト云ゥ カラ、 御 代官 ニナ ルニ ハ、 先 ズ始メ 

ハ 千両 バ カリ イツ テ、 ソレ カラ イロ イロ 家作 モ 大破 

ダ カラ、 武百両 半 モイ ルシ、 皆 サン ガ 支度 二 モ百両 

トシ テ、 モシ モ 支配へ 引越 シ デモ スルト 百両半 モカ 

カル 故、 武 千両 ノ 借金 ガ 出来 ルカ ラ、 ソノ上 二元^ 

《もとじめ》 ガ悪 イト 引責 モ 出来 テ、 ドノ ヨウ ニ儉約 

ヲシ テ勤メ テモ、 三十 年ハ 借金 ヲ抜 クニ 力 カル 故、 

おんる 

子孫 ガ 迷惑 シテ、 ソノ 勘定 ガ立タ ヌト遠 流又ハ 断絶 

ニナ ル カラ、 決 シテ働 キノ ナイ 者ガ勤 メル 役デ ハナ 

イト 云ッ タラ、 ゥ チジュ ゥ ガオ コ ッテ、 地面 ヲ返シ 

テク レ ロト イイ オル カラ、 地面 中へ 触 レテ、 不足 ノ 


地代 宿 代ヲ残 ラズ集 メテ、 ォレガ 懐へ 入 レティ テ、 

ノキ 場所 ヲ 見附 ケルニ 折 悪シク 脚気 ニテ、 久シク 

煩ッテ イタ 故、 歩ク コトガ 出来 ヌ カラ、 人 二 頼ンデ 

漸々 入江 町 ノ岡野 孫 一 郎 トイ ゥ相 支配 ノ 地面へ 移 ッ 

タガ、 ソ ノ時ォ レハ、 地主へ 地 返 シス ルノ礼 ニ行ッ 

テ —— 」 

六十 六 

いよいよ 地面 立ちの きを 食った な。 しかし、 世渡り 

をした だけに、 目先の 見える ところ も ある  


「御 代官 二 ナツ タラ 五 年 ハ持ッ マイ カラ、 ドウ デ御 

心願 ガ 成就 ナス ッ タラ、 シク ジラヌ ヨウ 専一 ニ成サ 

レ マシ、 ソレハ 云 ゥコト ガ違ッ タラ 生キテ ハオ 目 二 

力 カラ ヌ、 ト云ゥ タラ、 ナ ゼダ、 ト云ゥ カラ、 葉 山 

ノ 成立 チヲ アラマ シ云ッ テ帰ッ タガ、 案 ノ定、 四 年 

目、 甲 州 ノ騒ギ デシ クジ リ、 江戸へ 行 ッテ小 十 人 組 

へ 組 入 リヲシ タガ、 三千 両ホド 借金 出来 テ、 家来 モ 

六ッカ シク、 大 心配 ヲ シテ、 ォ マケニ、 葉 山 ハ上リ 

屋へ 行ッテ 三年 程 力 カツ タガ、 気 ノ毒ダ カラ、 ォレ 

ガー 度尋ネ テャッ タラ、 ォ マエノ 異見 ヲ聞カ ヌ故ニ 

コゥ ナッタ ガ、 ドウ ゾ家 ハ助ケ タイ モノ ダト 云ッテ 


涙 グンダ カラ、 カァ イソ ウダ カラ、 段々 ト葉 山ガ始 

末ヲ聞 ィテ、 甲 州ノ郡 代へ ャル 手紙 ノ 下書 ヲ書 ィテ、 

是ヲ甲 州へ 遣ヮ シテ、 コゥシ 口、 大方 奇徳 人ガダ マツ 

テ ハイ ヌ マイ、 五 百ャソ コラハ 出スダ ロウ ト教 ェテ 

ャッ タラ、 キモヲ ッブシ タ顔ヲ シテ、 早々 甲 州へ 届 

ケタ、 ソノ後 マ モナ ク六百 両金ガ 出来 タカ ラ家ヲ 立 

テ タガ、 今ハ 三十 俵 三人 扶持 ダカ ラ困ッ ティル、 江 

戸 ノカケ ャニモ 千 五 百両バ カリ 借ガ アル 故、 三人 扶 

持 ハ向ケ キリ 二 ナツ ティル、 ソレ故 二子 供ガ 月々、 

今 ニォレ ヲ尋ネ テク レル、 ソレ カラ トゥトゥ シ マイ 

二 ハ小 普請 入 リヲサ セラ レテ 百日 ノ 閉門 デ済ン ダ、 


か い えき 

ソ ノ時ノ 同役 ノ 井上 五郎右衛門 ハ、 トゥトゥ 改易 二 

ナッタ、 葉山モ 江戸 ノ構ェ ヲ喰ッ タョ」 

お 代官になる もまた つらい 哉 だ！ 

「岡 野へ 引越 シテ カラ 段々 脚気 モヨ ク ナツ テ来 タカ 

ラ、 息子 ガ九 ッノ年 御殿 カラ 下ゲ タガ、 本ノ ケィコ 

二三 ッ目 所ノ 多羅 尾七郎 三郎ガ 用人 ノト コロ へャッ 

やまいぬ 

タガ、 或 日 ケィコ 二 行 ク道ニ テ病犬 二 出合 ッテ、 キ 

ン玉 ヲ喰ヮ レタガ …… 」 

息子と いうの は 今の その 利け者の 勝麟 のこと で、 稽 

古に いく 途中、 病 犬に 食われた、 江戸 は 犬の 多い とこ 

ろ だが、 病 犬 は あぶない、 食われる に 事 を 欠いて、 キ 


ン玉を 食われたん では 只事で ない と、 神 尾が 思い まし 

た。 

「ソノ 時ハ、 花町 ノ 仕事師 八 五郎 ト云ゥ 者 ガウチへ 

上 ッテ、 イロ イロ 世話 ヲシ テク レタ、 ォレ ハウ チニ 

寝 ティ タガ、 知 ラシ テ来タ カラ 飛 ンデ八 五郎 ガ 所へ 

行 ッタ、 息子 ハ 蒲団 ヲ積ン デ、 ソ レニ 寄 リカ カッテ 

イタ カラ、 前 ヲマク ッテ見 タラ、 玉ガ 下リテ イタ 故 

幸ィ 外科 ノ成田 ト云ゥ 人ガ来 ティル カラ、 命ハ 助力 

ルカ ト尋ネ タラ、 六 ッカシ ク云ゥ カラ、 先ズ 悴 ヲヒ 

ドク 叱ッ テャッ タラ、 ソレデ 気 ガシッ カリ トシ タ様 

子 故 二、 駕籠 デゥチ へ 連レテ 来テ、 篠田 トイ ゥ 外科 


ヲ 地主 ガ 呼ンデ 頼ンダ カラ、 キズロ ヲ縫ッ タガ、 医 

者ガ フル ェ ティル カラ、 ォレガ 刀ヲ抜 ィテ、 枕元へ 

りき 

立 テテ 置ィテ カン ダラ、 息子 ガ少 シモ泣 カナ カツ タ 

故、 漸々 縫ッテ 仕舞 ウタ カラ、 様子 ヲ聞 イタラ、 命 

ハ今 晚ニモ 受合ハ 出来 ヌト 云ッタ カラ、 ゥチ 中ノ奴 

ハ泣 ィテバ カリ ィル 故、 思 ゥサマ 小言 ヲ言ッ テ叩キ 

チラ シテ、 ソノ晚 カラ、 水ヲ浴 ビテ、 金比羅 へ毎晚 

裸 参リヲ シテ祈 ッタ、 始終 ォレガ 抱ィテ 寝テ、 外ノ 

者 二 ハ手ヲ 附ケサ セヌ、 毎日 毎日 アバ レ散 ラシ タラ 

バ、 近所 ノ者 ガ、 今度 岡 野 様へ キタ 剣術 遣 ィハ、 子 

ヲ犬ニ 喰 ヮレテ 気 ガ違ッ タト 云ィォ ッタ位 ダガ、 卜 


ゥ トウ キズモ 直リ、 七十 日 目 ニ床ヲ ハナ レタ、 ソレ 

カラ 今 二 ナン トモ ナイ カラ、 病人 ハ 看病 ガ カン ジン 

ダョ」 

めがしら 

ここまで 読んで 来た 時、 神 尾 主 膳の 目頭が 熱くな つ 

てきました。 今まで は 冷笑 気分、 興味本位 だけで 多分 

を 読んで 来たが、 ここで は 目頭が 熱くな つた ものです 

から、 その 眼 を 上げて 座敷の 一 方 を 見つめました。 

「ここ だよ、 馬鹿 は 馬鹿で、 箸に も 棒に も かからない 

奴 も、 子 を 見る 心 はまた 別 だな、 親の 心と いう もの は 

実際こう した ものだろう よ、 あれほど 自分 を 粗末に し、 

世間 を 粗末に した 奴 も、 子供の ことであって みると、 


気違いになる。 この 愛情が あれば こそ だ、 今の 勝が、 

あわの かみ 

安房 守と 任官して、 まあ 当代の 傑物と して、 幕府 を 背 

負つ て 立とうと か、 立つまい とか 言われる ようにな つ 

たの は、 そもそも この 親の 気違いから 起って いるの だ、 

悴 のために 実にい い 親 を 持った もの だと、 ここで はじ 

めて 感心し なければ ならぬ」 

これに 引 比べて、 おれ は 親の 愛情と いう もの を 知ら 

ない。 父が 早く 世 を 去って しまった。 今日の、 このう 

だつ の 上らない、 骨まで やくざ 者と 化した の は、 一に 

この 父親の 愛情が 恵まれなかった から だ —— 

という こと を、 神 尾 主 膳が そぞろ 心に 思い起して 来 


ると、 世間の 親の 有難 さとい うこと に 目頭が 熱くな つ 

てく る。 そうして、 人生の いかなる 不幸 も、 親の 愛 を 

知らない ほどの 不幸 はなく、 人生の いかなる 幸福 も、 

親の 愛 を 受ける の 幸福に まされる もの はない、 という 

こと を、 神 尾 主 膳が 心魂に 徹して 思い出して きました。 

不思議に も 熱くな つた 目頭から、 うるおって くる 瞳 

で、 なお 巻 を 読み進めて 行く。 

「親類 ノ 牧野 長 門 守 ガ山田 奉行 ヨリ 長 崎 奉行 一 一 転 役 

シ タガ、 ソノ 月、 水心 子秀世 ガ云ィ 人デ、 虎ノ門 外 

桜 田 町 ノ尾張 屋亀吉 トイ ゥ 安芸 ノ 小差 ガ、 牧野 ノ小 

差 ニナ リタ ガッ テ、 ォ レニ 頼ンダ 故、 世話 ヲシ テャ 


ロウ ト云ッ タラ、 金ヲ五 十両 持ッテ 来テ、 是デ 牧野 

様 ガ御好 ミノ 物 ヲ買ッ テ上ゲ テク レ ロト 云ゥ カラ、 

イロ イロ 牧野 ノ 息子へ 品物 ヲャッ タガ、 一日 ォソク 

テ外ノ 者 ガナッタ カラ、 尾 張屋ハ 鼻ガァ イタ 故、 気 

ノ毒ダ カラ、 残 リノ 金 ヲバ返 スト 言ッ タラ、 ソレハ 

水金デ ゴザリ マスカラ 御 遣 イナ サレマ セトテ 三 十両 

バ カリ 呉レタ トコ 口、 ソノ後 ニ久セ ガナッタ 故、 世 

話ヲ シテャ ロウ トォ モッ テ呼ビ ニヤ ッ タラ、 亀吉ハ 

疾ゥ 二死 ンダ トイ ゥ カラ、 ソレ キリ ニシ タツ ケ」 

せんみつや  けいあん 

千三屋 どの、 今度 は 慶安を かせぎ 出した な、 よく 小 

まめに 働く こと だ  


あげだい 

「地主 ノ 当主 ガ ドウ ラク 者デ或 時、 揚代ガ 十七 両タ 

マツ テ、 吉原ノ 茶屋 ガ願ゥ ト云ィ オッテ 困ッ タガ、 

フ ダン カラ 誰モ 世話 ヲシ ナイ 故、 ォ レニ 頼 ンダ、 ォ 

レ ハ 昨今 ノコ トダ カラ 知 ラズ、 金ヲ 工面 シテ 済マシ 

テャッ タガ、 ソノ 後モ五 両ニ壶 分 ノ利ヲ 七十 両借リ 

テ 女郎 ヲ受ケ タガ、 皆済 目録 トカヲ 代 リニ ャッ タト 

テ、 用人 ャ 知行 ノ者ガ 困ッ ティル 故 二、 又ォ レニ 頼 

ンダ カラ、 諸方 ノ 道具屋 ヨリ 来テ イタ 大小 ャラ、 道 

具 ャラ、 イロ イロ コ ン タン ヲシテ 取 返 シテャ ッタガ 

ィ チェン ソレヲ 返サヌ カラ、 ォレガ 困 ッテ、 諸方へ 

段々 ト返シ タガ、 ソレ カラ 万事、 金ノ 融通 ガ悪ク ナツ 


テ困 ッタ、 ソレ ニッキ 合ィガ ハル カラ 大 迷惑 ヲ シタ、 

ソ ノ 当分 ハイ ロイ 口 道具 ヲ売 ッ テ取リ ッヅ イタ ガ、 

段々 物ガ尽 キル カラ、 シ マイニ ハ 武器 ヲ払ッ タガ、 

年来 丹精 ヲシ テ斿 エタ モノ 故、 惜シ カツ タガ、 仕方 

ガ ナイ 故、 残ラ ズ売ッ タガ、 栴 エル 時 ノ 半分 二 モナ 

ラ ナイ モノ ダ、 シ マイニ ハ四 文ノ銭 ニモ困 ッタ、 全 

ク 地主 二 立替 エタ 故ダ」 

それ それ、 見た ことか、 顔役、 千三屋 も 限度と いう 

ものが ある。 いい 気になって 人の 世話を焼いて いると、 

今度 は 身が 詰つ て 来る は 火 を 見る ような ものな の だ。 

ッ キ 合ィガ ハル 力 ラ大 迷惑 —— それが 当然の 成行き で 、 


それから 身の つまりになる の は、 我 も 人 も 変った こと 

はない —— 

「ソレ カラ 或晚、 地主 ノォマ エサ マガ 忍ンデ 来テ云 

ゥ ニハ、 孫 一郎 ガ フシ ダラ 故 二、 家内 中 ハ困ル カラ、 

支配 向へ 話シテ 隠居 サセ テク レ ロト 云 ゥ カラ、 取扱 

ェ モ咄シ タラ、 ォ マエ 様 ヨリ 証拠 ノ文 ヲ取ッ テ来ィ 

ト云ゥ カラ、 ソノ 事ヲ咄 シテ、 文ヲ取 ッテ、 長 坂 三 

右衛門へ 見セ タラ、 頭 ノ長井 五右衛門へ 始終 ヲ咄 

シテ、 支配 カラ 隠居 シ ロト 云ッテ 出タ カラ、 孫 一郎 

モ何 トモ 云ゥ コトガ 出来 ズニ 隠居 シタ ガ、 後 ノ孫ー 

郎ハ 十四 ダ カラ、 ミンナ ォレガ 世話 ヲシ テ、 家督 ノ 


時 モー 緒 二 御城へ 連レテ 出タ、 先 孫 一郎 ハ 隠居 シテ 

て. ^まつ 

江雪ト 改メテ 剃髪 シタ、 ソレ カラ 家来 ノコ トモミ ダ 

ラニ ナツ ティル カラ、 家来 二 差 図 シテ、 取締 方 万事 

口 入 レシ テ取 極メ ヲッケ テャッ タラ、 程ナク 又々 隠 

居ガ、 岩 瀬 権 右衛門 トイ ゥ男ヲ 用人 二 入 レテ、 イロ 

イロ 悪法 ヲカ ィテ、 権 右衛門へ 給金 武拾両 二 武拾俵 

五 人 扶持 ャッ テ好キ ノコ トヲシ オル カラ、 ゥ チジュ 

ゥガ 寄ッテ 頼ム故 二、 頭 沙汰 二 シテ、 権 右衛門 ヲ追 

出 シテ、 外ノ 用人 ヲ入 レタ、 ソ ノウ チニ 後ノ孫 一郎 

ノ オフ クロ ガ死ヌ 故、 隠居 ガマ タマ タモ クロ ミヲシ 

タ カラ、 ソノ 時モ、 ソノ 一件 ヲ片附 ケテャ ルシ、 ソ 


ノ後、 江雪ガ 女郎 ヲ 引受 ケ連 レテ来 タ時モ 世話 ヲシ 

テ、 柳 島へ 別宅 ヲ斿 ェテャ ッタ、 ソレ カラー 年バカ 

リタ ッテ、 江雪ガ 大病 故 二、 イロ イロ 世話 ヲシ タガ、 

ソノ時 二、 ォ レニ 云ゥニ ハ、 今度 ハ快気 ハオ ボッカ 

ナイ カラ、 悴 ノコ トハ 万端 頼 ムカラ、 嫁ヲ取 ラシ テ 

後、 御番入 リス ルマデ ハ必ズ 見 捨テズ 二世 話 ヲシテ 

クレ ト云ゥ カラ、 聞届ケ タト 挨拶 ヲシタ カラ、 悦ン 

デ 翌日 死ンダ カラ、 又々 世話 ヲシ テ、 残リ無 ク後ヲ 

片附ケ タガ、 世間 デ岡 野ト云 ゥト、 誰 モ嫁ノ 呉レテ 

ガ無ィ カラ、 麻布 巿兵衛 町 ノ 伊藤 権 之 助 ガ嫁ヲ 貰 ッ 

テャ ッタ、 ォ マエ 様 ガ云ゥ ニハ、 何モ 持ッテ キテガ 


ナイ カラ、 何 二 モイラ ヌ ト云ゥ カラ、 権 之 助へ ォレ 

ガ掛 合ッテ 百両ノ 持参 デ、 諸道 具モ高 相応 ニシテ 

貰ッタ カラ、 知行 所ノ 百姓 モキ モヲ ッブ シテ、 私共 

二三 年 諸方へ 頼ンデ 奥様 ノコ トヲ骨 ヲ折ッ タガ、 岡 

野ト 聞クト 皆々 破談 ニナ リマ シタ ガ、 御蔭 デ 殿様 初 

メ 一同 安心 シテ 悦ビ マス、 殊ニハ 御 持参金 モア ルシ 

有難 イト 云ィォ ッタ、 ソレ 迄ハ千 五百石 デ 道具 ガー 

ッ無ク ッテ、 大小 マ デモ 逢 紘ノ時 二 借 リテ出 ル位ダ 

カラ、 世間 デ呉 レナ ィモ 尤 モダト 思 ッタ、 ソレ カラ 

普請 ガ 大破 故、 武州 相州ノ 百姓 ヲ呼ビ 出 シテ、 家作 

モ 直シ、 大勢 ノ 厄介 ノ 身上 マ デ斿 ェテャ ッタ、 当主 


ノ 伯父 ノ 坊主 ディ タ仙之 助 ト云ゥ 男 ニモ、 地面 内へ 

家作 ヲシ テ、 妾 マデ 持タシ テャッ タラ、 家内 ノ者ガ 

ォレヲ 神様 ノ ヨウ 二 云ィォ ッタ、 暮シ方 モ百両 故、 

三百 三 十両 ノ暮シ 二 シテ、 厄介へ モソレ ゾレ壶 力 年 

ァテ ガイ ヲ附 ケテ 稽古事 デモ 出来 ル様ニ シテ、 馬 迄 

買 ヮシ、 千 五百石 ノ 高位 二 ハ少シ 過 ギル 位 ニシテ 

ャッ タガ、 何ヲィ ゥニモ 借金 ガ五 千両 バカ リアル 故、 

コ ラエ ガ 馬鹿 ノ者ニ ハ 出来 ヌ」 

これ はまた、 神 尾に とって 少々 耳 —— ではない、 目 

が 痛い。 千 五百石と なると、 もう 小身の 部で はない、 

おれの 分限に も 近くな つてく るし、 当主と いう 奴の 身 


持が、 おれの 伝 だ。 他人の ことにして 見る と、 歯痒い 

ばかりの 馬鹿 揃いだ が、 自分の ことに は、 さっぱりお 

気がつかない —— 結局、 この 神 尾 主 膳に も、 誰も 嫁の 

くれ 手がなくて おしまいだ。 嫁 さがしで 江戸 を 構われ 

ただけ ではない、 甲 州まで 行って、 有 野の 娘で もしく 

じった わい。 でも、 この 岡 野と やらに は、 勝のお やじ 

きもい リ 

のよう な 出しゃば リ屋の 千 三 式の 肝 煎が 出来て、 ひと 

まず 成功した が、 おれの 方に は ソン ナ のが 現われな 

かった —— 

六十 七 


こうして 顔 を 広く し、 人の 面倒 を 見て やって は 男 を 

売る というよ うな 立場に なると、 どのみ ち、 行 詰まる 

の は 運動費 だ。 本来、 金の なる 木 を 持って いる わけで 

はなし、 千三屋と いう もの は、 千に 三つし か 当らない 

わけの ものだろう。 当った 時の 儲け は、 外れた 数の 損 

耗で、 とうに さつび きがつい ている。 勝のお やじ、 こ 

の 経済の 打開 を どうす るか。 そこ は 神 尾が 今日までの 

体験の 持 越しで、 今以てう だつ が 上らない のみ か、 ま 

かんどころ 

すます 深みへ 落ちて 行く 勘所 だ。 それ を、 このお や 

じが 最後まで、 どう 切 抜ける かと、 経済 眼 を 以て 読み 


つづけて 行く と、 果せる 哉 だ。 

「ォ レハ 次第 二 貧乏 ニナ ルシ、 仕方 ガ無ィ カラ 妙 見 

宮 ヘム リノ 願ヲカ ケテ、 今一度 困窮 ノ直ル ヨウ ニト、 

百日 ノ行ヲ ハジメ タガ …… 」 

それ 見た ことか、 敵わぬ 時の 神頼み だ。 だが、 かな 

わぬ 時に 至って、 はじめて 神頼み、 仏い じリを はじめ 

ると ころが 可愛らしくて よろしい。 おれなん ぞ、 つい 

ぞ 今日まで、 神頼み も、 仏い じリ もしなかった、 する 

気に もなら なかった、 今更、 頼んだ つて、 いじった つ 

て、 かまって くれる 神仏 も あるまい に —— と 苦笑 …… 

「日 二三 度ズッ 水行ヲ シテ、 食ヲ スクナ クシ テ祈ッ 


タガ、 八 九十 日 タツ ト、 下谷ノ 友達 ガ寄 ッテ、 久シ 

クオ レガ下 谷へ 来 ナイト テ、 ナゼダ ロウ ト云 ゥト、 

ォレノ 家来 分 ノ小林 隼 太ガ、 此頃ハ 貧乏 ニナ ッテ 

弱ッ ティル ト云ッ タラ、 皆ン ナガ、 気ノ 毒ナコ トダ、 

今迄 イロ イロ 世話 二 モナ ルシ、 恩 返シニ ハ少シ デモ 

むじん 

無尽 ヲシ テ、 掛捨テ 二 シテャ ロウ 力、 ソゥ云 ッテハ 

取ラヌ カラ、 勝ヲ 会主 ニス ルガ イイ ト 相談 シテ、 鈴 

木 新ニ郎 ト云ゥ 井上 ノ 弟子 ノ 免許 ノ仁ガ 来テ、 ォレ 

二 云ゥニ ハ、 今度 友達 ガ寄 ッテ 遊山 無尽 ヲ 栴 ェ ルガ、 

最 早大 ガイ ハ斿 エタ ガ、 ォ マエ 二 会主 ヲシ テク レロ 

トイ ゥ カラ、 ナツ テク レ ロト ィゥ故 二、 ソレ ハョカ 


ロウ ガ、 此節ハ 困窮 シテ 中々 無尽 ドコ ロデ ハナ イカ 

ラ、 断ヮッ テク レト 云ッ タラ、 何ニシ 口、 ォ マエ ガ 

断 ワルト 出来 ヌ カラ 加入 シ ロト 云ゥ、 掛金 モ 出来 ヌ 

ト イツ タラ、 ソレ デモ イイ カラ トイ ゥ故、 承知 シタ 

ト テ帰シ タラ、 二三 日 タツ テ、 マタ新 ニ郎ガ 来テ、 

帳面 ヲ出 シテ、 金 五両置 ィテ、 此後ハ 加入 ノ人々 ガ 

来ルト 云ッテ 帰ッタ 故、 全ク 妙見ノ 利益 ト思 ッテ、 

ソレ カラ 直グニ 刀ノ 売買 ヲシ タラ、 ソノ月 ノ末ニ ハ 

すけ かね 

築地 ノ又兵 衛ト云 ゥ蔵宿 ノ番当 ガ頼ン ダ備前 ノ助包 

ノ 刀ヲ、 松 平伯耆 守へ 売 ッテ十 一両 モウ ケタ ガ、 又 

兵 衛モ、 ゥナギ 代 トテ別 二 五両ク レタ、 ソレ カラ 毎 


晚、 江戸 神 田 辺、 本所ノ 道具 市へ 出テハ モウ ケスル 

コ トガョ カツ タ カラ、 復々 金ガ 出来 ル故 二、 諸所ノ 

コン意 ノ者ガ 困 ルト聞 クト、 助ケテ ャッタ 故、 ミン 

ナガ ヒィ キヲ シテ、 イロ イロ 刀 ヲ持ッ テ来ル カラ、 

しろうと 

素人 ヨリ 買ゥカ ライ ツモ 損ヲシ タコト ハナ カツ タ、 

道具 ノ巿 ニテ ハモ ゥケノ 半分 ハ諸 道具屋へ、 ソバ又 

ハ酒ヲ 買 ッテ食 ヮセタ ユエ、 殿様 殿様 ト云ィ オッテ、 

外 ノ者ガ カッテ 物ヲ持 ッテ来 ルト、 前金 二 内通 シテ 

クレル 故、 イチ モ損 ヲシ ナカ ッタ カラ、 伏ノ 巿ニハ 

きれもの 

切者 ノ モノ 二、 ォレ ガカサ ヲァケ サセタ カラ 見損 ジ 

テ、 三 匁 ノ物ヲ ォレガ 一 分 入 レルト 、カセ ァケガ 段々 


見テ、 勝 様 ハ三匁 五分 ト云ゥ カラ、 五分 ノ損ダ カラ 

ョ カツ タ、 ソノ替 リニ ハ、 ィ ツモ 仕舞 ィニハ ソバヲ 

タト ェ 五十人 来テ モー パイ ズッニ テモ、 是非 クヮセ 

ル ヨウ ニシテ 帰シタ カラ、 町人 ハ壶 文武 文ヲ ァラソ 

ゥ故、 皆ン ナガ 悦ン デ、 諸 所 ノ巿場 ニハ、 ォレガ 乗 

ル 蒲団 ヲ ーッズ ッ斿ェ テア ッタ、 友達 ガク ヤシ ガッ 

テ、 イツ モォ マエ ハ、 巿デハ 商人 ガ ハイ ハイ 云ゥ、 

まな 

ドウ ィゥ 訳ダ ト云ゥ カラ、 右ノ 次第 ヲ咄シ タラ、 ソ 

レデハ 損ダト 皆々 云ッ タガ、 タイ ソゥ得 二 ナッタ、 

ソレ カラ 借金 ガ 四十 俵 ノ高デ 三百 五 十両 半 アルカラ、 

女郎 ヲ買ッ タト 思 ッテ、 金ノ ハイル 度々、 段々 トウ 


チコ ンダ カラ、 二 年半バ カリニ 三 四 十両 二 ナッタ、 

コ ワイ モノ ダ」 

やりくり という もの は、 窮す るが 如くして 迫らざる 

ところの ある もの だ。 この 窮通 がで きたの は、 妙 見様 

の 御利益ば かりで はない、 小 まめに 立 働く ところが 感 

心 だ。 おれに はでき ない —— こういう 神妙な 立ち まわ 

り はおれに はで きないと、 神 尾が 兜 を 脱ぎながら、 

もちろん 

「何 デモ 施シガ 第一 ト 心得 テ 近所 ハ 勿論、 困 ルト云 

ゥ モノ ニハ、 ソレゾ レソノ 者ガ身 ニ応ジ テ施シ タガ、 

ソノセ イカ、 饑饉 ノ年 ニハ、 毎日 毎日 日 々t 匕 朱ズッ 

小 遣 二 シテ遊 ンダ、 友達へ モ時 ノ会ヲ 合ヮシ テャル 


シ、 毎晚 毎晚、 道具 ノ巿へ 行 ッテ勤 メダト 思 ッテ精 

ヲ出 シタ、 売 物 ノブ 巿 トイ ゥ物ヲ 百 文 二 ツイ テ四文 

ズッノ ケテミ タガ、 三月 ノ中 二三 両武 分ト葉 銭ガタ 

マッタ カラ、 刀ヲ コシラ エタ」 

この辺に なると、 二宮 金次郎 はだし だ。 感心 感心と 

神 尾が あしらい —— さて、 その 次に は 本職の 方に なつ 

てく る。 

「剣術 ノ 仲間 デハ、 諸 先生 ヲノ ケテ、 イツ モォ レガ 

皆ノ 上座 ヲシ タガ、 藤 川近義 先生 ノ年廻 リニ ハ 出席 

ガ五百 八十 半 人有ッ タガ、 ソノ時 ハオ レ ガー 本 勝負 

源平 ノ 行司 ヲ シタ、 赤 石孚祐 先生 ノ年忘 レハ岡 野 1 ァ 


シ タガ、 行司 取締 ハオ レダ、 井上 ノ先 伝兵衛 先生 ノ 

年 忘 レニ モ頼 ミデ諸 勝負 ノ見分 ハオ レガ シタ、 男 谷 

ノ 稽古場 開 キニモ ォレガ 取締 行司 ダ、 ソノ 時分 ハ万 

事 流儀 ノモメ 合ィ、 弟子 口論 伝受 ノ時ノ 言 渡シ、 多 

分ォ レバ 力 リシ タガ、 岡野ハ 伝受 ノコ トハ 皆々 ォレ 

二 聞 キ合ヮ セタ、 ォレガ 下知 二 ソムク 者 ハナ カツ タ、 

大小 ノ 斿 ェ様 並ビニ 衣服 又 ハ髪形 マデ、 下 谷、 本 所 

ハオ レノ通 リニ シタ ガ、 奇妙 ノコ トダ ト思ッ テ居ル 

3。 

ソノ 時分 ハ、 諸所ノ 道場 ガ至 ッ テ義 定ガ立 ッ ティ テ、 

先生 トハ 同座 同席 ハ 弟子 ガシ ナカ ッタ、 外ノ 先生 ガ 


来 ルト、 直グニ 高弟 ガ 出向 ィ テ刀ヲ 取ッテ 案内 ヲシ 

タ、 先生 迄 モソノ 玄関 マ デ迎ィ ニ出タ モノ ダガ、 此 

頃 ハ物ガ 乱 レテ、 知ラ ヌ顔デ カマヮ ヌガ、 イロ イロ 

ノ 様子 ニナ ル モノ ダ、 稽古 モ 稽古場へ 二 組 トキ マツ 

ティ タガ、 ソ レモ ム チヤ ニナ ッテ 幾組モ 勝負 ヲスル 

ヨウ 二 ナッタ」 

きも い 

さて また、 いろいろの 肝煎り、 世話焼き をして やつ 

ている うちに も、 恩に 着る ものば かリ はない。 

「通リ 町ノチ チブ屋 三九郎 ト云ゥ 者ガ、 公儀 ノ キジ 

カタ 小 遣 モノ ノ 御用 足 ダガ、 段々 家ガ 衰ェテ 来テ、 

今 ハソノ 株ガホ カニモ 出来 テ、 一向 二 御用 モタ サズ 


シ テ困ッ ティル ト高田 藤 五郎 トイ ゥ者 ガ云ゥ カラ、 

段々 聞 イタラ、 此節末 姫様 ガ薩 州へ 御 引移リ 故、 右 

ノ 御用 ガキキ タイト 云ゥ故 二、 ォレガ 骨ヲ折 ッテ、 

御 本丸 ノ御 年寄 ノ瀬山 サン ヲ頼 ンデ、 末 姫様 ノ御引 

移 リノ 時ノ 師匠 番 くれない サンへ 頼ンデ 御用 キキニ 

シ テャッ タガ、 ソノ前 二心 願ガ 出来 タラ、 紅 サンへ 

三 十両、 瀬 山 サンへ モ礼 ヲスル 約束 故 二、 ソ ノコ ト 

ヲ云ッ テャッ タラ、 紅 サン ハ大ノ 慾 バリ 故、 悦ンデ 

チチ ブ屋へ カン サッヲ 渡 シテ、 先ズ 七十 両ノ 御用 ヲ 

申シ 渡シタ 故、 右 ノ金ヲ ョコセ トイ ゥ カラ、 三九郎 

へ咄シ タラ、 イロ イロ 難渋 ヲ云ィ オッテ、 始 メトハ 


違 ッテ、 ォレ ノウ チへ モ来タ 故、 三 九 郎ヲ呼 ンデ、 

世話 ノ変 替ヲ シタ、 ソ ウス ルト 早々 御用 モ下 ルシ、 

カン サッヲ 取 上 ゲハシ マイト 思ッ ティル ト、 一 一三 日 

タツ ト カン サッヲ 取上ゲ ラレ テ 御用 ノ物ハ 不用 二 

ナッタ カラ、 ォレノ 所へ カケ ッケテ 夫婦 デ来 タ、 ィ 

ロイ 口 云 ィォッ タガ、 始末 ガ カン 気ニサ ヮッタ 故、 

ソ レナ ソニ シティ タラ、 四十 両バ カリ 損ヲ シテ、 ソ 

ノ上ニ 大火 事 二 焼ケテ 裏店へ ハイツ ティル ト聞 イタ、 

世ノ 中二 ハ三 九郎ノ ヨウ ナ者ガ 今 ハイ クラ モア ルカ 

ラ、 油断 ヲスル トク ラウ モノ ダ」 


六十 八 

さて、 これから 勝のお やじの 生れ 家、 男 谷との 間柄 

を 書いて あるが、 このお やじ は 前に 言う 通り、 子供の 

時分から 勝へ 養子に やられ、 件の 如き 馬鹿者で ある 

から、 成長した からと て、 生家の 兄貴 共 を てこずらせ 

る こと 容易で ない。 

「二番目 ノ兄ガ 御 代官 ニナ ッテ カラ、 先年 三 郎左衛 

門へ 八 両貸シ タラ 返サヌ カラ、 男谷デ 出会 ッテ 大暄 

嘩ヲ シテ、 兄 ハソノ 晚逃ゲ テ帰ッ タガ、 ソレ カラ 十 

年バ カリ 絶交 シテ居 タガ、 何ト カ思ッ タト 見 ェテ、 


ォレノ 所へ 手紙 ヲョコ シテ、 久々 逢ヮヌ カラ 近所へ 

来 タカ ラ尋ネ テク レ ロト イツ テ金ヲ 一 一分 ョ コ シ タカ 

ラ、 亀 沢 町へ 行ッ テア 二 ョメニ 話シタ ラバ、 先 カラ 

尋ネ タラ 行 クガョ イト ィゥ カラ、 直グ ニ行ッ タラ、 

家中 出 ティ ロイ ロト 馳走 ヲシ テ、 彼是 トイ ゥ カラ、 

久シク 御無沙汰 ノ段ヲ イロ イロ 云ッテ 仲直リ 同様 二 

シ テ帰ッ タラ、 又々、 兄ガ 女房 ヨリ 文 ヲョコ シテ、 

ォレノ 妻へ 礼ヲ イツ テョ コシ タ、 ソレ カラ 不断 尋ネ 

テャ ッタ、 丁度、 支配 ガ 大兄 ノ 支配 シタ 越後 水 原 二 

ナッタ カラ、 国ノ 風俗 人気 ノコ トヲ 聞ク カラ、 ォレ 

ガ モト 行ッタ 時ノ 様子 ヲ ハナ シテ 勤向キ ノコ トモ、 


まな 

ァラァ ラシカ ッタコ トハ咄 シテャ ッタ。 

ソノ 翌年 ノ春 正月 七日、 御用 始メノ 夜 二、 何者 トモ 

ろうぜきもの 

知 ラズ、 狼藉者 ガ ハイツ テ惣領 忠蔵ヲ キリ 殺シ タガ、 

ソノ 時、 早速 二 使ヲョ コシタ 故、 飛ンデ イツ タガ、 

モ ハヤ 事ガキ レタ、 翌日 心 当 リガ アツ タ カラ、 小石 

川へ 行 ッタガ 立退ィ タト 見ェテ 知レヌ カラ 帰 ッタ、 

ソ ノウ チ 大兄 二 近親 共 ガ来テ 相談 シ テ、 ォ レニ 当分 

林 町 二 居 テク レ ロト 云 ゥ カラ、 毎 晚毎晚 泊ッテ 居タ、 

昼 ハ用ガ 有 ルカ ラウチへ 帰ッ ティ テ、 ソ ノ月ノ 二十 

五日 二、 ケ ンシガ 来テ、 二十 九日 ニハ 忠蔵ノ 妻ト、 

兄ガ 妻ト、 忠 蔵ノ惣 領ノ※ 〔# 「月+ 毛」、 117-12 太 


郎ヲ 評定 所へ 呼出シ ニナ ッテ、 ォレト 黒 部 篤 三郎ト 

云 ゥ兄ガ 三男 ガ 同道 人 二 ナツ ティ タガ、 ソレ カラ ソ 

ノコ トデ 一年 ノ内、 月 ニニ 度 位ズッ 評定 所へ 出タ、 

或 時 同所 御座 敷 二 テ大草 能 登守ガ 与力 神 上 八 太郎ト 

云 ゥ者ト 大談事 ヲナシ タガ、 同所 留守居 ノ神尾 藤 右 

衛門、 御徒 目 附石坂 清 三郎、 評定 所 同心 湯 場 宗十郎 

等ガ 中へ イリ テ、 段々 八 太 郎ガ不 礼 ノ段ヲ 詫 ビル 力 

いっとき 

ラ、 大 草へ モ云ヮ ズニ帰 ッタ、 オヨ ソ壶 時バカ リノ 

コト、 御座 敷 中ガ大 騒動 シタ ガ、 イイ キビ ダッ タ、 

相士ノ 者ハ皆 フル ェ テ居ォ ッタ」 

二番目の 兄と いうの は 男 谷 精 一郎の ことだろう。 そ 


の 総領の 忠 蔵が 寝込み を 襲われて 人に 斬り 殺された と 

いうの は 只事で はない。 ほかならぬ 剣術の 家であって、 

しかも 男 谷 信 友と も ある 者の 長子 だから、 相当 腕に 覚 

えがなければ ならない のが、 おめお めと 斬り 殺された 

と は 不審の 至り だ。 何者が、 何の 恨みあって した こと 

か、 これ をく わしく 知りたい もの だが、 この 自叙伝 は 

大ざっぱで、 それに はちつ とも 触れて いない。 評定 所 

で 与力と 大暄嘩 をして、 これ を 詫びさせる など は、 ど 

ういう いきさつ か、 これ も わからな いが、 このお やじ 

らしい 振舞 だ —— 

「コ ノ年、 次 ノ兄ガ 始メテ 越後へ 行 ク故ニ 留守 ヲ預 


カツ タ、 ソレ カラ ォレガ 借金 モ抜 ケタ カラ、 少シズ 

ッ 遊山 ヲ始 メタ ガ、 仕舞 ィニ ハイ ロイ 口 馬鹿 ヲャッ 

テ、 金ヲ 遣ッタ カラ 困 ッタ、 シカシ 借金 ハシナ ィョ 

ゥニ シタ、 林 町 ノ兄ガ 帰ッタ カラ、 留守 ノウ チノ コ 

ト ヲ書附 デ出シ テャッ タラ 悦ンデ 居タ、 コノ 年、 

従弟 ノ竹内 平 右衛門 ガ 娘ヲ、 ォレノ 実 娘 ニシテ 六合 

忠 五郎 ト云ゥ 三百 俵ノ 男へ ョメ ニヤ ッタ、 忠 五郎 ハ 

モト ヨリ 弟子 故、 縁者 二 ナッタ、 竹 内 ノ惣領 三平ガ 

此年御 番入リ ヲシ、 カタ クル シクテ 出勤 ガ 出来 ヌカ 

ラ、 御 断ヮリ ヲ申シ テ引ク ト云ゥ カラ、 ォレ ガイ 口 

イロ 工夫 シテ、 翌日 カラ 登城 サセテ タラ、 大御番 二 


ナッタ、 ソノ 親父 ガ悦 ンデ、 一生 コノ 恩ハ忘 レヌト 

云ッ タガ、 後年 イロ イロ ォレヲ ホメォ ッタ」 

この辺 は 例の 世話好きが 現われて、 相当に 善事 を 致 

しても いるよう だが、 本来、 しっかりした 観念が あつ 

たち ま 

て やる わけで はない から、 忽ち 生地が 現われて、 つい 

に 兄た ちと 大暄曄 を おっぱじめる。 

r 此暮ニ 松 坂 三 右衛門 ガ 越後へ 行ク 故、 三男 ノ正之 

助ト 云ゥヲ 気遣 ゥ故 二、 ォレガ 異見 ヲシ テ、 供 二 連 

レ テ行ケ ト云ッ タラ、 聞 済 マシテ 連レテ 行クッ モリ 

二 ナツ タラ、 正 之 助へ 供 先 ノコ トヲ イロ イロ ト教ェ 

テ、 御 代官 ノ侍ハ 支配へ 行 クト金 ニナ ル カラ、 ソノ 


心得 ヲョ ク含メ テャッ タガ、 嬉シガ ッタ、 彼 地 ヨリ 

帰 ルト礼 ヲスル ト云ゥ カラ、 ソノ 約束 デ別レ タガ、 

検見 中心 得 ノコ トモ 有ル カラ、 ソレヲ 手紙 二 書ィテ 

送ッ タガ、 フト 取落シ タガ、 兄 ガ拾ッ テ持ッ テ帰ッ 

テ 大兄へ 見 セテ、 イロ イロ ォレ ヲ悪ク 云ッタ カラ、 

大兄 ガ 立腹 シテ、 ォレ ヲ呼ビ ニョコ シタ」 

何 を 云った か、 若い者に よくない 知恵 をつ けたの だ 

ろう。 二人の 兄が 立腹す るの も 無理 はなかろう。 

「亀 沢 町へ 行ッ タラ 兄 ガ云ゥ ニハ、 オノ シハ、 ナゼ 

正 之 助へ 知恵 ヲッ ケテ、 イロ イロ 支配 所 ノコ トヲ教 

ふらち  ラシ ャ ばお リ 

エタ、 不埒 ノ男 ガ、 ソノ上 二、 羅紗 羽織 ヲ着 ティル 


ガ、 ナゼ ソン ナ奢リ オルト 叱ル カラ、 ォレガ 云ゥニ 

ハ、 正 之 助へ 書状 ヲャ リシ 覚ェハ 無ク、 羅紗 ノ 羽織 

ハ 小高 故 二、 身ナ リガ 悪 イト 融通 ガ 出来 ヌ故、 余儀 

ナク着 テオ リ升ト イツ タラ、 ソノ外 ニモ聞 イタ コト 

ノ有 ルハ、 此頃 ハモ ッ パラ 吉原ハ イリ ヲスル 由、 世 

間 二 テハ、 オノ シガ 年頃 ニハ、 ミン ナヤ メル 時分 二、 

ごもつ と 

不届ノ 致 シ方ダ トイ ロイ ロ云ゥ カラ、 御尤モ ニハゴ 

ザ リマ スガ、 是モ ャハリ 身上 ノ タメ 二、 ツキ 合ィニ 

参 リマ スト 云 ゥト、 猶々 怒 ッテ、 何事 モォ レニ 向ッ 

テロ 答ェヲ スル、 親類 ガ、 ォレガ 云 ゥコト ヲ誰モ 云 

ィ返 ス者ハ ナイ 二、 オノ シ壶 人バ カリ 刃 向ゥハ 不埒 


ダ、 今一 言 云ッテ ミロ、 手ハ見 セヌト 脇差へ 手ヲ掛 

ケ テ云ゥ カラ、 ォレ ガ云ゥ ニハ、 ソレハ 兄 デモ 御言 

葉 ガ過ギ マ ショウ、 私 モ上ノ 御 人ダ、 犬モ 朋輩、 鷹 

モ 朋輩 ダ カラ、 ソゥハ 切レ升 マイト テ、 ォ レモ 脇差 

ヲ取ッ タラ、 ァニ ョ メガ 中へ ハイツ テ、 イロ イロ 云ッ 

テオ レヲッ レテ、 手前 ノ 部屋へ 来テ、 正 之 助 ノー  件 

ヲ 片附ケ ロト 云ゥ カラ、 直 グニ林 町へ 行 ッテ兄 二 

逢 ッテ、 兄弟 ノ情ガ 薄 イト テ 強談 シ タガ、 兄 ガ云ゥ 

ニハ、 全ク 貴様 ノ タメ ヲ思 ッテ、 大兄 ニ云ッ タト テ、 

ちと じめ 

強情 ヲ ハル カラ、 ソ ノ時ハ 役所 ノ害番 元 X 太 郎次ヲ 

兄ノ 側へ 呼 寄 セテ、 兄ガ 家事 不 取締 故 二、 是迄 度々 


結構 ノ御役 ニナ ル トシ クジ リシ コ トカラ、 当時 ノ御 

役 ノコ トヲモ 勤 メル 器量 ガ無ィ トイ ゥコト ノア ラマ 

シヲ云 ィ聞カ セテ、 御 役 ヲ引ク ガイ イト イツ テャッ 

タ、 ソ ウス ル トソレ ハドウ ィゥ訳 ダ ト云ゥ カラ、 ソ 

ノ時ニ 兄ガ 兄弟 ノ 手跡 ノ 真偽 ヲ見 分スル コ トガ 出来 

ヌ 故ハ、 ナカ ナカ 県令 ハ 大役 故 二 勤 メラ レヌ ト云ッ 

テナ ゲ出 シタ 故、 ォレガ 取ッテ 燭台 ヲ出 サセテ 三度 

ク リ返シ テ大音 一 一 読 ンデ、 兄へ 返シ テョ ク似セ マ シ 

タト 云ッ タラ、 兄 ガ云ゥ ニハ、 ナント 是 デモ カレ コ 

レイ ゥカ ト云ゥ カラ、 ォレ ガ云ゥ ニハ、 ソコ ガ三郎 

右衛門 ハ 分ラヌ トイ ゥ モノ ダ、 ナント 私ガ書 イタ モ 


ノ ナラ、 読 ムゥチ 二 ケン語 ガス ミハシ マス マイ、 大 

勢ヲ 取扱 ゥ者ガ 此位ノ コ トニ 心ガ附 カズ バ 大ナル 御 

役ハ 出来 マス マイ、 親類 共ガ 毎度 私 ヲバ不 勤 故 二、 

小馬鹿 ニ致シ マス ガ、 天下 ノ 評定 所 デ筋違 イノ 不礼 

ヲタ ダス 者 ハ是迄 聞キマ セヌ、 真偽 ヲ知ラ ヌ兄ヲ 

持ッタ ガ私ガ 不肖 デゴ ザリ 升、 ト 挨拶 シタ ラバ、 ソ 

ノ座ノ 者 ガー 言 モイ ゥコ トガ 出来 ヌ故、 兄 ガイ ゥニ 

ハ、 是ハ 偽筆 ニ違ィ ナイ カラ、 ヮシガ アヤ マツ タト 

云ゥ カラ、 サ ヨウ ナラ 大兄へ 手紙 ヲ遣ヮ シテ、 ソノ 

訳ヲ 御申シ ナサ レト 云ィ、 ソノッ イデ 又 通ジタ 故、 

返事 ノ クル マ デ待 ッテ 居テ、 申シ分 ナイト 云ゥ 大兄 


ガ 返事 ヲ見テ 力 ラウチへ 帰ッ タガ、 ソノ 時、 甥 メラ 

ハ 脇差 ヲサシ テ次ノ 間 ニ残ラ ズ結ン デ居タ カラ、 帰 

リガ ケニ甥 ラニ向 ッテ、 オノ シ等ハ 先達 テ中ノ 狼藉 

ノ時、 ソノ通 リノ 心ガケ ヲシテ タラ、 忠蔵 ハヤ ミヤ 

ミト 殺 シハシ マイ モノ、 ソ ノ時ハ 逃ゲテ 伯父 ヲ取廻 

イタ、 馬鹿 ニモ程 ノア ッタ モノ ダガ、 親父 様ノ 子供 

へ ノ 御教ェ 二 カン シン シ タト 云 ッテ 笑ッ タガ、 ゥチ 

中ガク ヤシ ガッ タト ソノ後 聞 イタ ョ」 

兄貴 二人 を やり 込めて いい 気で いる。 ドウ もこう い 

う 乱暴者に あって は、 府内 第一 の 剣術 遣い もね つから 

き 

押しが 利かない らしい。 しかし まあ、 これで はた だは 


済むまい、 兄貴 共 もこの まま 捨てても 置け まい。 

「ソレ カラ 後ハ、 大兄 モ、 林町ノ 兄モ、 ォレ ガ事ヲ 

気 ヲ附ケ テ居ル カラ、 少シモ トン チヤ クシ ナイ デ、 

イロ イロ 馬鹿 騒ギヲ シテ日 ヲ送ッ タガ、 或 時 二 林 町 

はなし 

ノ兄ガ 三男 ノ正之 助ガ来 ティロ イロ 兄ノ 咄 ヲシタ 

カラ、 揚代滞 リニ シテ六 両金ヲ 出 シテ、 カリ 宅へ 林 

町ノ 用人 ヲ連 レテ行 ッテ、 方ヲ カイ テャッ タラ、 兄 

ガオ コッ テ、 ャ カマシ クイ ゥ カラ、 ァ ニョメ へォレ 

ガ行 ッテ、 イロ イロ ハグ ラカ シテソ ノコ トハ 済ンダ 

ォ レモ 三 四 年 ハ大キ 二心 ガュ ルン ダ カラ、 吉 原へ バ 

カリ ハイツ テ居 タガ、 トゥトゥ、 地 廻 リノ 悪 輩共ヲ 


手下 二 附ケタ カラ、 舂 人モォ レニ 刃 向ゥ者 無力 ッタ、 

ソノ替 リニ 金 モイ カイコ ト遣ッ タガ、 皆ン ナオ レガ 

働 キデ、 借金 ヲセヌ ヨウ 二 シテ、 道具 ノ巿 へハ ー晚 

デモ 欠 カサヌ ヨウ 二 シテ儲 ケタガ 足 リナ カツ タ」 

六十 九 

二人の 兄貴 も、 いよいよ これで は 黙って ばかり いら 

わな レ 

「此 年、 男 谷 カラ 呼 ビニョ コシタ カラ、 精一 郎ガ部 

屋 へ行ッ タラ、 ソレ カラ、 姉 ガ云ゥ ニハ、 左 衛門太 


郎殿、 ォ前 ハナ ゼニ ソン ナニ 心得 違 ィバカ リシ ナサ 

ル、 ォ兄様 ガコノ 間 カラ 世間 ノ 様子 ヲ 残ラズ 聞合ヮ 

セテ ゴザッ タガ、 捨置ケ ヌトテ 心配 シテ、 今度、 庭 

へ 檻ヲ掊 ェテ、 ォ マエ ヲ入レ ルト云 イナ サル カラ、 

イロ イロ ミンナ ガ留 メタ ガ、 少シモ 聞 カズ シテ、 昨 

日出 来上ッ タカ ラハ、 晚 ニ呼ビ ニニ ャッ テオ シ籠メ 

ルト 相談 ガキ マッタ ガ、 精一 郎モ留 メタ ガ ナカ ナカ 

聞 入レガ ナイ カラ、 ヮタ シモ困 ッテ居 ルト云 ッテ、 

ォ レニ 庭へ 出テ見 ロト 云ゥ カラ、 出テ見 タラ、 二重 

ガコィ ニシテ 厳重 ニ斿 エタ 故 —— 」 

それ 見ろ、 またしても 熊の 檻へ 入れられる。 前に 三 


年と いう もの 三 畳の 座敷牢へ 押込められて、 多少 は覚 

けんのん 

えが あるだろう。 今度 は 座敷牢で は 剣呑 だから、 庭へ 

二重 牢と 来た。 重ね重ね これ は 有難く 心得て 御 入所に 

及ぶ ほか は あるまい、 笑止千万 —— ところが、 今度の 

熊 は、 以前の ように 手軽く は 入らない。 

「姉 ニ云ゥ ニハ、 段々、 兄弟 ガ御 深切 ハ 有難 ゥゴザ 

イマ スガ (これが 有難くなくて なる もの か) 今度 ハ 

燈心デ デモ ォコ シ ラ ェ ナサ レバ イイ 一 一 、 ナゼ トイ ゥ 

ゆる 

二、 私モ 今度 入 ルト、 最早、 出 スト 免 シテモ 出ハシ 

マ セヌ、 ソノ 訳ハ、 此節ハ 先ズ本 所デ男 ダテノ ヨウ 

二 ナツ テキ マ シテ、 世間 モ広 シ、 私 ヲ知ラ ヌ者ハ 人 


ガ 馬鹿 ニス ル ヨウ ニナ リマ シタ カラ、 コノ 如ク ニナ 

ルト 最早、 世ノ 中へ ハ面 ヲ出ス コトハ 出来 マ セヌカ 

ラ、 断食 シテ 一 日 モ早ク 死 二 マス、 斯様 ダ ロウ ト思ッ 

タ故、 妻へ モア ト ノコ トヲヮ ザ ヮザ云 ィ含メ テ来マ 

シタ、 思 召 次第 ニナ リマ ショウ、 精 一郎 サン、 大小 

ヲ渡シ マスト 云ッ テ渡シ タラ、 姉ガ 此上ハ 改心 シロ 

トイ ゥ カラ、 ォ レガ、 此上 改心 ハ 出来 マ セヌ、 気ガ 

違ィ ハセ ヌト イツ タラ、 精一 ガ、 御尤 モダガ 御身 ノ 

上ヲ 慎シメ ト云ゥ カラ、 慎 ミ様モ ナイ、 最早 親父 ガ 

死ンダ カラ、 頼ミモ ナイ カラ、 心願 モ疾ゥ ヨリ 止メ 

タ故、 セ メテシ タイ 程 ノコ トヲ シテ死 ノウ ト思 ウタ 


故 二、 兄へ 世話 ヲカ ケテ気 ノ毒ダ カラ、 今 ヨリ 直グ 

ニコ コニ居 リマ ショウ ト居 タガ、 精 一郎 ガ云ゥ ニハ、 

必ズ ォ マエ ハ食ヲ 断ッテ 死ヌダ ロウ ト思 ッタ 故、 

種々 親父 ガ 機嫌 ヲ 見合 ヮセテ 居 タガ、 聞 入レヌ 故、 

コゥ ナツ タト テ案ジ テク レルカラ、 何 デモ 兄 ノ心ノ 

休 マ ルガ 肝要 ダカ ラ、 オリへ ハイル ガオ レハョ カロ 

ゥト思 ッタ、 先達 テ カラ 友達 ガ、 ウス ウス 内通 モシ 

テク レタ 故、 疾ゥ ヨリ 覚悟 ヲシ テ居タ カラ、 一 向 二 

驚 カヌト イツ タラ、 何シ 口先 ズ 一度 御宅へ 御 帰 リナ 

サ レテ、 妻 トモ 相談 シロ トイ ゥ カラ、 ソ レニ ハ及バ 

ズ、 先 ニイ ゥ通リ 何 モウ チノ コトハ 気 二 力 カルコ ト 


ハ ナイ、 息子 ハ 十六 ダカ ラ、 ォレハ 隠居 ヲシ テ早ク 

死ンダ ガマ シダ、 長 ィキヲ スルト 息子 ガ困ル カラ、 

息子 ノコ トハ 何分 頼ムト イツ タラ、 ソ ノウ チ ニ姉ガ 

来テ、 一先 ズゥチ へ帰レ トイ ゥ カラ、 ソレ カラ 家へ 

戻ッ タラ、 夜五ッ 時分 迄、 呼 ビニ来 ルカ ト待 ッテ居 

タガ、 一向 沙汰 ガ ナイ カラ、 ソノ 晚ハ吉 原へ 行 ッタ、 

翌日 帰 ッタ」 

あき 

呆れた もんだ —— 熊の 檻へ はいらずに、 その 足で 吉 

しろもの 

原 通いと は、 かなりの 代物 だ！ 

「ソレ カラ 兄へ 只ハ 済マヌ カラ、 書附 ヲ出セ ト云ゥ 

カラ、 ソレ モシ ナカ ッタ、 姉 ガイ ロイ 口 心配 ヲシ テ、 


諸 寺 諸 山 へ 祈 禱ナド 頼ンダ トイ ゥ コトヲ 聞 イタ カラ、 

翌年 春、 挨拶 安心 ノ タメ 隠居 シ タガ、 三十 七ノ 歳ダ」 

三十 七に もなる どうらく おやじ を 檻に は 入れ そこ 

なった が、 隠居と いう ことで、 兄貴た ち もまず 安心の 

化。 

「ソレ カラ ハ、 ムコ クニ 世 ノ中ヲ カケ廻 リテ、 イロ 

ィ ロノ 世話 ヲ シテ、 金 ヲ取ッ テ小遣 ニシタ ガマ ダ足 

リナ カツ タ故、 イロ イロ 工夫 ヲシ テ、 ォレノ 身ノ上 

ガコゥ ナッタ ハ、 誰ガ 大兄 ヘスス メテ、 詰牢 へマデ 

入レ ヨウ トシ タカ トテ、 ソレ ヲ探ッ タラ、 林 町ノ兄 

ガ 先年 ノ 恥ジシ メタ 意趣 バラ シニ、 ゥチ 中ガ寄 ッテ、 


無ィコ トマ デ 大兄へ 告ゲ タト ィゥコ トヲ、 糙カニ 聞 

留 メタ カラ、 ソノ 又返シ 二目 ヲ見セ テク レ ヨウ ト 

思ッテ 居ルト …… 」 

こうい う 身知らずで 執念深 い 弟 を 持 つ た 兄貴 も 思 い 

やられる。 さて、 その 復謦に は 何 をした か。 

「三男 ノ正 之助ガ 放蕩 者 故 二、 兄 ガ困ッ ティル ト聞 

キ ナガ ラ、 正 之 助ヲ呼 ンデ、 ダマ シテ聞 イタラ、 残 

はかりごと  くめん 

ラ ズ兄ガ 謀 ヲ 白状 シタ カラ、 工面 ヲシテ ハ正之 

助へ 金ヲ 貸シテ 遣ヮシ タガ、 仕舞 ィニ ハ兄ガ 借金 ガ 

蔵 宿 ノモ切 レシト ィゥ カラ、 ォレガ 竹内ノ 隠居 ヲダ 

マ シテ、 トゥトゥ 兄ノ 判ヲ斿 エサ セ、 蔵 宿デ百 七十 


五両、 勤メト 入用 ガ急ニ 林 町ニテ 出来 タト テ、 正 之 

助 ガ詉訪 部 トイ ゥ男ヲ 頼 ンデャ ッテ借 リタ ガ、 蔵 宿 

かたぎぬ 

デモ、 三人 ガ 道具箱 デ肩衣 マ デ着テ 行ッタ 故、 疑ラ 

ズニ ョコ シタ、 ソ ノ金ヲ 皆ンナ 遣ッテ 仕舞 ッタ ガー 一 

月バ カリ デ知 ッテ、 兄ガ 吝嗇 故 二 大層 ニォ コッタ 

カラ、 トゥトゥ ド コマ デモ 知 ラヌ顔 デシ マッタ ガ蔵 

宿 1 ァ ハイ ロイ 口 センサ クヲシ タガ、 知 レズ ニシ マツ 

タ」 

兄貴の 息子 を そそのかして 放蕩 を 教えた 上に、 謀 判 

を 以て 蔵 宿から 詐欺 取 財！ 

「或 日、 誠 訪部ガ 来テ、 常 盤 橋ニテ 明後日、 狐 パク 


チ ガ有ル カラ、 ォ レニ  了ソョ ニ行ッ テク レロ、 是ハ 

千両 バ クチ 故 二、 勝ット 大金 ガ ハイル カラ、 壶人デ 

ハ帰 リガ 気遣 イダ カラ ト云ゥ カラ、 ォレハ ソノ道 二 

ハ今マ デ手ヲ 出シタ コトガ ナイ カライヤ ダト イツ タ 

ラ、 只 行ッテ 食物 デモ 食 ウテ 寝テ居 ロト 云ゥ カラ 

行ッ タガ、 ソノ時 ハ詉訪 部 二 モ 元手 ガ 三両シ 力無 

カツ タ、 ソ レモ ォレガ 十両 バ カリ ハ 貸シタ 故 二、 深 

おお あきんど 

川へ 行 ッテ見 タラ、 蔵宿ノ 亭主 ダノ、 大 商人 ガ、 日 

本 橋 近辺 ヨリ 集 マツ テ五 六十 人バ カリ シテ場 ヲ始メ 

タガ、 ォ レニ ハイ ロイ ロノ 馳走 ヲシ テク レタ 故、 常 

盤町ノ 女郎屋へ 行ッテ 女郎 ヲ呼 ンデ遊 ンデ居 タガ、 


夜 ノ七ッ 時分 ニ迎 ェヲョ コシタ カラ、 茶屋へ 行ッテ 

見 タラ、 誠 訪部ハ 六 百 両ホド 勝ッタ 故、 ォレガ 見切 ッ 

テ連 レテ帰 ッタ、 生 レテ初 メテ、 コン ナパ クチ ヲ見 

タト 云ッ タラ、 皆ガ 先生 ハ人 ガイ イト 云ッテ 笑ッタ 

3」 

このく らい 人が よければ 申し分 はな かろうが、 御 当 

人はバ クチ だけ はやらなかった よう だが、 トバの 用心 

棒に 祭り上げられた。 

こころやす 

「ソレ カラ 思 イツ ィテ、 心易ィ 者へ 高利 ヲカ シタ 

ガョ カツ タ、 浅草ノ 奥山 ノ 茶屋へ 金 ヲカシ タガ、 是 

ハマ ダル カツ タガ、 ソノ 代り 山中 ハ ハイ ハイト イイ 


ォッタ 故 親分 ノョ ウダ ッケ」 

七十 

さて、 これから 名うての 剣客 島 田 虎之助 をから かつ 

た 物語 だ。 

「或 日、 息子 ガ 柔術 ノ 相弟子 二、 島 田 虎之助 トイ ゥ 

男ガ ァ ッ タガ、 当時 デノ 剣術 遣 イダ トミ ン ナガ ォソ 

しゃく  おた に 

レル 故、 コノ 男ガ カン 癩ノ 強気 者デ、 男谷ノ 弟子 モ 

皆々 タタ キ伏 セラ レテ浅 草ノ新 堀へ 道場 ヲ出 シテ居 

ちかづき 

タガ、 ォレハ 一 度モ 逢ッタ コトガ ナイ カラ、 近附ニ 


行ッ タラ、 ソノ 時ォレ ガ思ゥ ニハ、 九州 者ノ 二三 年 

先 二 江戸 二 来 タト イツ テモ、 マダ 江戸 ナレ ハシ マイ 

カラー ッ タマ シィヲ 抜 力 シテャ ロウ ト心附 イタ カラ、 

ひぢリ めん  しゃれ 

緋 縮緬 ノジ ュ バ ンニ 洒落 タ 衣類 ヲ 着テ、 短刀 羽織 デ 

ヒ ヨウ シ木ノ 木刀 ヲ 一 本 サシテ 逢 イタ イト 云ッ タラ 

バ、 内弟子 ガ出 テドコ カラ 来 タト イイ オル 故 二、 勝 

ノ 隠居 ダト イツ タラ、 早速 ニ虎ガ 出テ、 袴ヲ ハイ テ、 

座敷へ 通シ、 始 メテノ 挨拶 モ済 ンデ カラ、 イロ イロ 

悴ガ 世話 ノ段ヲ 述べ テ、 世間 剣術 話 ヲシテ 居 タガ、 

ォ レノナ リヲャ タラ 二見 テ、 イロ イロ 世上 ノ云 ウタ 

ノ ノコ トヲモ ッテ、 ァ テツ ケル ヨウ 二 聞ュル カラ、 


カネ テソ ノ咄モ 聞ィテ 居タ故 二、 一向 力 マ ヮズ、 ソ 

ノ日 ノ七ッ 時分 二 ナッタ カラ、 虎へ 云ゥ ニハ、 今日 

ハ始メ テ参ッ タカ ラ何ゾ 土産 二 テモ持 ッテト 存ジタ 

ガ、 御 好キナ 物モ知 レヌ故 二、 手 ブラ デ参ッ タガ、 

酒ハ 如何 トイ ッタ ラバ 呑マヌ ト云ゥ カラ、 甘 物ハト 

聞 イタラ、 ソレ ハイ イト 答 エル カラ、 サ ヨウ ナラ御 

苦労 ナガ ラ 一 所 二 浅 草 辺 マ デォ出 デト、 断ヮ ルヲム 

リニ 引出 シテ、 浅 草 デ先ズ 奥山 ノ女 ドモヲ ナブ ッテ 

歩 イタ カラ、 キ モヲッ ブシタ 顔ヲシ テア トカラ 来ル 

カラ、 スシ飯 ヲ食ゥ カト聞 イタラ、 好 キダト 云ゥ故 

二、 ソン ナラ 面白 イトコ 口 デ鯧ヲ 上 ゲルト イツ テ、 


吉 原へ イツ テ 大門 ヲ ハイ リニ 力 カルト、 御免 御免 ト 

云ゥ カラ、 ム リニ 仲ノ町 ノォ亀 ズシへ ハイツ テ、 二 

階へ 上 ルト間 モナ ク、 イイ ッケ タ鯧ヲ 出シタ 故、 食ッ 

テ 居ル、 ソノ時 二、 煙草 ハドウ ダト聞 イタラ、 呑ム 

ガ修 行中 故 ヤメ テ居ル ト云ゥ カラ、 ソレ カラ ソレハ 

小量 ノコ トダ、 煙草 ヲスゥ トモ 修行 ノ 出来 ヌ コトハ 

アル マイ、 世間 デ ハオ マエ ヲ 豪傑 ダ ト云ゥ カラ、 近 

附ニ 来タ、 ソノ ヨウ ナ 小量 デハ 江戸 ノ 修行 ハ 出来 ヌ 

ト イツ タラ、 サ ヨウ ナラ 今日 ハ吸 ォゥト 云ゥ故 二、 

きせる 

下へ イイ ッケテ 煙草 入、 煙管 ヲ買ヮ シタ、 マ タ酒モ 

呑メ トセ メタ ラ、 同断 ノ 挨拶 故 ソ レモ 呑 マ シタ、 ソ 


ノウ チ 二日 ガ 入ッタ 故、 諸方へ 提灯 ガト ボル シ、 折 

ひとしお 

柄 桜 時 故 二 風景 モ 一 入 ョク、 段々 ト 揚屋 ノ 太夫 ガ道 

中スル カラ、 二階 ヨリ 見セ タラ、 虎 ノ云ゥ ニハ、 誠 

二 別世界 ダ トテ、 余念 無ク見 テ居タ カラ、 是 カラ ハ 

ォレガ 威勢 ヲ見セ ヨウ トテ、 隅 カラ 隅 マデ見 セテ、 

リ キン デ見セ タガ、 大キニ 恐レタ 様子 ダカ ラ、 直チ 

二佐 野 槌ャへ ハイツ テ、 女郎 ノ 器量 ノソ ノウ チデー 

番 トイ ウノ ヲァゲ テ遊ン ダガ、 桜ノ 時分 ダ カラ、 室 

ガ 大勢 デ 座敷 ガ無 カツ タガ、 ォレ ノ顔デ 明ケサ セテ、 

明日 帰ッ タガ、 ォレハ 森 下デ別 レテ、 ゥチへ 帰 ッタ、 

ソノ時 二 吉原デ ァノ通 リノ 振舞 ハ 出来 ヌ モノ ダ ガト 


ィゥコ トデ、 顔 ガ売レ タロウ ト 皆ンナ ニ咄シ タト テ、 

松平ノ 家来 ノ松浦 勘 次 ガオ レニ 咄シタ 二、 最早、 隠 

居ハ吉 原へ 行 ッテモ 大丈夫 ダト イツ タ故、 男 谷ニテ 

モ 安心 シ タト。 

ソレ カラス ルコト ガ無ィ カラ、 毎日 毎日 カン 音、 吉 

原ガ遊 ビドコ ロデ居 タガ、 虎 ガス スメ デ、 香 取カシ 

マ 参詣 ヲスル ト云ゥ カラ、 四月 初 メニ松 平 内 記ノ家 

中 松 浦 勘次ヲ トモ 二 連 レテ、 下 総 カラ 諸 所 歩 イタ 道 

二、 他流へ 行キ テツ 力 イツ ッ行ッ タガ、 先年 ヨリ 居 

候 共 ヲ多ク 出シタ 故、 ソ レガ徳 ニナ ッテ 路銀 モ遣ヮ 

ズニ諸 所 ヲ見テ 来タ、 姚子ニ テ足ガ 痛ンダ カラ、 勘 


次 ヲ上総 房州ノ 方へ 約束 シタ 所へ ャッ テ、 ォ レハ铫 

子 ノ広ャ カラ 舟デ 江戸へ 送ッ テク レタ カラ、 寝 ナガ 

ラウチへ 帰 ッタ、 ソレ カラ 毎日 毎日、 浄 ルリ ヲ聞ィ 

テ浅草 辺 カラ 下 谷 辺ヲ歩 ィテ、 楽シ ミニ シテ居 タガ、 

六月 力 五月 末 力 ト思ッ タガ、 九州 ヨリ 虎ガ 兄弟 ガ江 

戸へ キタ カラ、 毎日 毎日、 行 通 イシ テ、 世話 ヲシ テ、 

江戸 ヲ見 セテ歩 イタ、 虎 ノ兄ノ 金十郎 トイ ゥ男 ハ、 

万事 ォレ 次第 二 ナツ テ居ル カラ、 大 ガイオ レ ノウ チ 

へ トメ テ居 タガ、 或 日、 吉原ニ ワカ ヲ見 ニ行ッ タ晚、 

馬 道デ暄 嘩ヲシ テ見セ タラ 金十郎 ハコ ヮガ ッタ、 金 

十郎 ハ 国デ ハ アバ レ者ト 云 ッ タガ、 江戸 へ来テ ハツ 


マラ ヌ男デ アツ タ、 八月 末 二 九州へ 帰ル カラ、 川 崎 

マデ送 ッテ別 レタ」 

島 田 虎之助が 当時での 剣術と いう こと は、 神 尾 主 膳 

も 聞いて 知って はいるが、 その 島 田の 虎 も、 勝のお や 

じに かかって は、 いやはや —— しかし こんなに 書きな 

ぐるの は 表面で、 内心 は 勝のお やじ も、 たしかに 島 田 

に 敬服し たれば こそ、 この 男 を、 悴の 師匠に 見立てて、 

みつち リ 修行 を させた の だ。 そういう 厳粛な 方面 は、 

この 自叙伝に は 書いて ない が、 そこが、 おやじの 親心 

で、 悴の ため を 思う こと は、 一 時 気違いと 言われた ほ 

ど だから、 表面の 磊落ば かり を 見て はいけ ない。 この 


馬鹿 親爺の 息子が、 今では 徳 川の 天下 を 背負って 立と 

うとい うの は、 この 親爺の 細心な 方面と、 この 島 田の 

虎の 仕込みの あたり を、 別の 頭と 眼で 見直さなければ 

ならない！ 

おれなん ぞは —— と 神 尾 は、 いつも 身に 引き くらべ 

て 見る。 それ はこの 自叙伝が、 雰囲気から 言っても、 

どうらくから 言っても、 神 尾の 身に 引き くらべ て 読む 

に 最も 都合よ く 出来て いる —— おれなん ぞも、 武術の 

方 は、 いい 師匠 を 取って、 相当に 仕込まれ たの だが、 

親爺が こんな 馬鹿者でなかった ためにし くじった。 虎 

のよう な 名 剣師に 就かなかった のが、 まあ 残念と いえ 


ば 残念の ような もの だ。 江戸 者に 生れて、 身 を あやま 

る も、 身 を 立つ る も、 ほんの 皮 一重の もの だよ —— お 

れに 子供で も あ つ たらば …… 

神 尾 主 膳 も、 こんなよ うに 娑婆つ 気にまで 誘発され 

て、 しばらく 三 ッ眼を 休めて 考えて いる 時、 

「あなた、 何 を 読んで らっしゃ るの」 

ふすま 

不意に 隔ての 襖 を あけて、 スラリ とそ こへ 立って 

う ば ざ くら  まるまげ すが た 

いるの は、 今日は 姥桜に 水の 滴る ような 丸鬍 姿のお 

絹で ありました。 

七十 一 


襖 越しに 突立った ままで、 嫣 然として、 

「あなた、 何 を 読んで らっしゃ るの」 

ずいぶん、 なめた 行儀で ある けれども、 神 尾に は そ 

れが おこれない。 ビタ にした ように、 無雑 作に はこの 

女が 扱えない。 

「うむ、 なに、 その、 ちっとば かり 読んで いると ころ 

だよ」 

何 を 読んで いるの かと、 これ 以上 はお 絹が 突つ こま 

ない。 何 を 読もうと この 女に は、 読書と いう ものが、 

あま リ頭 にない。 


「ねえ、 あなた —— 」 

と、 お 絹が 甘つ たれた 口調で 言いました。 甘つ たれた 

口調で はない、 これが 本来 この 女の 本調子な のです が、 

これ を 聞く と、 神 尾の 血が グッと 下って 来る。 

突立った ままの 大丸鬅 で、 だら しのない 立ち姿 をし 

ながら、 「ねえ、 あなた —— 」 それ を 神 尾が おこれない。 

こんなな めきった 行儀 を されても、 こんな 甘ったる 

い 言葉 づ かい を されても、 つむじ 曲り の 神 尾 主 膳が、 

どうしても 腹 を 立つ 気になれな いのは、 今に はじまつ 

たこと ではない のです。 これが 昨今に なると、 一層、 

身に こたえて 来たよう で 歯痒い。 


この 女 だけが、 親爺の 残して くれた 唯一 の 遺産 だ、 

いつも、 神 尾が この 女に さわる と、 むらむらと それ を 

おも。 もの 

受身に とって 来る。 この 女 は 父の 寵 者であった、 父 

のお 妾であった。 今日と なって は、 父祖 以来 残され 

た 財産と て は 何 一 つ 身に ついた もの はない、 いや、 財 

産 だけで はない、 父の 代から 出入りの 恩顧 を 受けた と 

いう 者 共が、 誰 ひとり 寄りつ きも しないのに、 この 女 

だけが、 自分の 影身に ついていて くれる。 忠義で かし 

ずいて いて くれる わけで もなかろう、 切っても 切れな 

い 腐れ縁の 一 つかな にか 知らないが、 それにしても、 

広い 世界に 自分の 身う ちとい つて は、 考えて みると、 


この 女ば つかりだった な あ。 

神 尾 主 膳 はこの 女 を 母と は、 どうしても 思えない が、 

姉と は 受取れ る。 姉と して は、 いかさま ふしだらな、 

甘ったる 過ぎた 姉で は あるが、 姉の 気分 はいくら か 滲 

んで いると いう もの だ。 姉の 愛と いったよ うな もの を 

幾分ながら 漂わせて、 これ を 尊敬して 見る という 立場 

おもいもの 

ではない。 な あに —— 親爺の 寵者 だ、 親爺の 召使の 

一 人 だから、 自分に も 召使の 分限 だ —— という 主人 気 

取り は 多分に 残されて あるが、 さて、 この 女に 対する 

わがまま 

と、 どうも 一目 を 置きたがる。 我儘 一 ぱい を 仕つ くし 

て も、 この 女が おこらない、 姉 気取りで 自分 を 抱擁し 


ようとす ると ころに 圧迫 を 感じながら も、 よし、 思う 

存分に この 女 を 虐待しても、 女が おこらな いし、 また 

自分が、 どんなに 他の 女狂い を 働いて みたところで、 

ほうとう 

この 女 は 笑って いる。 姉と して、 自分の 放蕩 を 叱る よ 

うな こと はつい ぞ 一度 もなかつ たが、 いろいろの 女 狂 

いも、 こっちが 飽きたり、 向う が 逃げたり している う 

ちに、 最後まで この 女 は、 自分の 面倒 を 見る。 自分 を 

あやなし きって、 切れ も 離れ もしない ところが 乙 だ。 

妙な もので、 こんな 我儘 一 ぱいに 振舞える 相手 だが、 

自分が 女狂い をす る 時 は 忘れて しまって いるのに、 こ 

の 女が、 ちょっと 外へ 出たり、 また 外泊なん ぞ をした 


場合に は、 神 尾の 心頭が 異様に 乱れ 出して 来る ので あ 

る。 それが 近 ごろ は、 だんだん 嵩 じて 来た。 お 絹が 

みずしょう 

水性で ある こと は 万々 承知で 出して やりながら、 あ 

とに 残された 時に、 神 尾の 胸が 怪しく 騒ぎ 出して 来る 

のです。 

な あに、 親爺の 寵 者で、 うちの 召使なん だ、 おれの 

いろで は あるまい し、 おれ もまず ほかに 女が いないで 

は あるまい し、 あいつに 惚れても なんでも いるんで は 

ない が、 いなくな ると 心が いらいら する、 焦れて 焦れ 

てた まらない、 しまいに は 血の気が 頭に 上って、 「浮気 

者に も 程が ある、 明朝 帰って来 たらた だは 置かぬ ぞ」 


という、 物す ごい 気分にまで 上ず つて 来る こと も ある 

が、 さて、 朝に なって 帰って来て、 「ねえ、 あなた」 な 

んぞと やられる と、 神 尾の 頭へ 上った 血が 不思議に 

グッと 下って しまう。 骨まで ぐんにゃり とされる よう 

な 重し が のしかかって、 神 尾 は 自分ながら、 その 甘つ 

たる さ 加減に 腹が立つ。 帰ったら ブチ のめしても くれ 

さび 

よう、 次第によ つて は、 親爺に なり 代って 刀の 鯖に ま 

でと 意気 ごんだ ものが、 だらしない 格好で、 すまし こ 

んで、 「ねえ、 あなた  」 と やられる と、 自分 はどう 

力た 

にも はや、 昔の 「ぉ坊 ちゃ ま」 にされ てし まう。 硬く 

て 歯が立たないな らいいが、 搗 きたての 餅の ように 軟 


らか 過ぎて 歯が立たない。 その 度 毎に、 神 尾 は 自分 を 

歯痒が つたり、 腑甲斐な いと 自 奮して みたり する 気に 

しゃく 

なる が、 さて 面と 向う と、 どうに もなら ない のが 癩 だ。 

「何 だ い —— 」 

と受 答え、 自分の 声 は 苦りき つたつ もりで も、 いっし 

か、 甘ったるい、 舌た るい ものに なって いる。 

癩だ。 

お 絹 は、 神 尾の そんな 気分 を 知る や 知らず や、 

「あのねえ、 駒 井能 登 守 様 —— あの方、 このごろ、 ど 

うして いらっしゃる でしよう、 御 様子 をお 聞きに なら 

ない？」 


「うむ、 駒 井 か」 

と 神 尾が、 こうと 言われて 何となく 胸 を 圧される よう 

に 思いました。 ここで 突然、 駒 井の 名 を 聞く こと は 

ふるきず 

甘ったるい ことで はない。 忘れて いた 古創が 不意に 痛 

み 出して 来たよう な 思 いで、 

「駒 井能 登 か、 知らん な あ、 その後、 どうして いるか 

な あ」 

「あのお 方 を あやまらせ たの は、 あなたの 罪ね」 

「いいや、 そんな こた あないよ、 駒 井 自身の 越度 だか 

ら、 どうも 仕方がない」 

「でも、 あなたが いて、 あんなに なさらなければ、 駒 


井 様 は 御 無事でした に違いない わ」 

「うむ、 おれの ためじ やない よ、 女の ためだよ、 駒 井 

すき 

の 奴め、 あれで 女に のろい もんだ から、 そこに 隙が あつ 

たんだ。 隙の あつたと ころ を 相手に やられた の は、 相 

手の 罪 じ やない、 隙 を こしらえた 奴の 罪なん だ」 

「どちらが どうか 存じません が、 およそ、 隙の ない 人 

間て ありません からね。 駒 井 様の 隙なん か は、 同情し 

て 上げて よい 隙なん でしよう。 過ぎた こと は 仕方が あ 

リ ません ね。 それにしても あの方、 今 どうして いらつ 

しゃる でしよう」 

「ィャ に 今日に 限って 駒 井に 気 を 持つ じ やない か」 


「少し 伺いたい ことがあり ますから」 

「ふむ、 いまさら 駒 井に、 何 を 聞きたい」 

「あの方、 たいそう 洋学が お出来に な るんで すって ね」 

「うむ、 そのこと か。 洋学、 あれ は 出来る よ、 あれが 

表芸なん だ、 洋学 だけ は 相当に やれる と 自他と もに 許 

していた よ」 

「惜しい わね」 

「何が 惜しい」 

「それほど 洋学が お出来になる のに」 

「洋学なん ぞは、 毛唐の 学問 だ」 

と、 神 尾が 取って 投げる ように 言いました。 洋学が 毛 


唐の 学問で ある こと は、 神 尾に 聞かなくても、 お 絹で 

さえよ くわ か つ ている。 

「惜しい わね、 それほど 洋学が お出来になる のに」 

「何が 惜し いんだよ」 

かねもう 

「でも、 当節、 洋学が お出来に なれば、 お金 儲け はお 

望み次第 なのに」 

「洋学が 出来れば 金儲け は 望み次第？ それで 駒 井の 

いないの が、 宝の 持 腐れ だとい ぅコケ 惜しみ か」 

「そうよ、 わたし、 このごろ、 つくづくそう 思います 

わ、 もし、 わたしに 少しで も 横文字が 読め、 達者に 異 

人さん と 話が できたら、 どんなにお 金儲けが できます 


か、 ちょっと やそつ とのお 金儲けで は ございま せんの 

よ、 何十 万と いうお 金儲け …… 」 

「ふん、 毛唐 だって、 そう 甘い 奴ば かり は あるまい、 

日本の 金と 土 を 取りたがって 来て いる 奴等 だ、 洋学が 

出来た からと いうて、 ぺ 口が 喋 れ るから と いって、 お 

前が 甘く見る ほど 相手 は 馬鹿で ない」 

「ところが、 あなた、 それが 違 うんです よ、 日本人と 

見る と、 むやみに お金 を 蒔きた が つてい る 異人さん が 

あるから 妙じゃありません か、 それ も、 相手次第 によつ 

て は 何 万と まとまった お金 を 未練 会釈な しに 融通して 

くれる 異人さん を、 わたし はずい ぶん 知って いますよ」 


「それ を 知っているなら、 お前、 遠慮なく 拝借 をし と 

いたらい いじ やない か」 

「わたしで は 駄目、 女で は 信用が ないから」 

「では、 おれの 名前で よろしければ 貸して 上げても い 

い」 

「あなたで はなお 駄目 —— 駒 井 様 あたり だと 確かな も 

のなん です がね」 

「ふ— む、 えらく 踏み倒され たもの だな —— おれと 駒 

井の 相場が それほど 違う かな」 

「違います とも、 あなた なんか はさ かさに 振っても 鼻 

血 も 出 やしない けれど、 駒 井 様なら 洋学 もお 出来に な 


るし」 

「洋学が 出来さえ すれば、 毛唐 は 誰に でも 金 を 貸す の 

か」 

「洋学が 出来て、 御身 分の 保証が おありな されば、 何 

万、 何十 万、 何百 万と まとまった お金 を、 右から 左へ 

貸して くれます のよ」 

「それ はまた 桁が 大きい な あ、 何 万 はいいが、 何百 万 

は 事が 大きい ぞ」 

「まあ、 お聞きなさい、 決して 夢じゃありません から」 

ふすま ご 

ここまで、 立ち姿、 襖 越しで 話しかけ ていたお 絹が、 

ずかずかと 入り こんで 来て、 神 尾の 火鉢の 前へ 坐り、 


無雑 作に 白い 手 を さしのべ て 神 尾の 拳 にさ わる ほど、 

親密に 意気 ごんで 話 を 持ち込みました。 

七十 二 

お 絹 は 白い 手 を 火鉢の 前に かざして、 神 尾の 手 をな 

ぶる ような 仕草 をしながら、 

おぐ リ こうずけ さま 

「ねえ、 あなた、 小 栗 上野 様 を 御存じ？」 

「何 だい、 また 人別が 変って 来たな、 今 は 駒 井能 登の 

戸籍 しらべ だが、 今度 は 小 栗 上野と 変って 来た！」 

「小 栗 様、 御存じな の？」 


「知って るよ。 知って ると 言った ところで、 親密と い 

う 間柄で はない が、 若い 時 はおた がいに 見知り越し だ」 

「では、 もう 一 つ、 勝 安房 様 を 御存じ？」 

「勝 —— それ は 知らん」 

「小 栗 上野 様と、 勝 安房 様と、 どっちが おえら いの？」 

「小 栗と、 勝と、 どっちが えらい？ とわし に 聞く の 

か。 変な 質問 を 出した もんだ な あ。 いったい、 お前が 

今日に 限って、 そんな 柄に もない こと を 聞き出す、 そ 

の 了見 方から 聞きたい」 

「まあ、 いいから、 わたしの 質問 だけに 答えて 頂戴 I 

I わけ は あとでお 話しす るから。 ねえ、 勝 様と 小 栗 様 


と、 どちらが えらい のです か、 それ を 聞かせて 頂戴よ 

う」 

「勝が エラ ィか、 小 栗が エラ ィか、 おれ はそんな こと 

は 知らん、 だが、 旗本の 地位から いうと、 二人 は 比較 

にならん、 小 栗 は 東 照 権現 以来の 名家 だが、 勝と いう 

の は ドコの 馬の骨 か、 このごろ になって 漸く 名が 出 

たばつ かりなんだ」 

「お 家柄 は 別と しまして ね、 人物 は どちらが 上なん で 

す」 

「そり や、 わからん、 小 栗 は 名家の 末 だからといって、 

当人が 馬鹿で は 今の 役 はっと まるまい し、 隳 はまた 無 


名のと ころから 成り 上った くらいだ から、 相当の 手腕 

が ある 奴だろう」 

「同じお 旗本のう ちで も、 その 小 栗 様と、 勝 様と が、 

合わな いんです つてね、 小 栗 様 は 徳川家 を 立てようと 

なさる し、 勝 様は薩 摩と 組んで、 徳川家 をつ ぶそうと 

してお いでな さるんで すつ てね」 

「そんな ことがある もの か、 小 栗で なくった つて、 誰 

だって、 旗本で 徳川家 を 立てよう としない 奴が あるか、 

勝が 薩 摩と 組んで 徳川を 潰すな んぞ と、 誰が お前に 

言った」 

うわさ 

「誰い うとな く、 そういった 噂が 聞え ています のよ、 


勝は奸 物です つて」 

「勝 は奸 物？ 鰹節 は 乾物と いう 洒落だろう、 勝 だつ 

てなん だって、 徳川家の 禄を 食みながら、 徳川家の 

不為 を はかる 奴なん ぞ があろう はず はない が、 そこ は 

時勢 だ、 傾き 切った 屋台骨 を 踏まえて いる 身に なって 

ひぼう 

みると、 いろいろの 誹謗が 出る の はやむ を 得まい、 

井伊 掃 部 頭 を 見ても わかる こと だ わな」 

「それ は、 そうでしょう。 では 小 栗 様 は 小 栗 様、 勝 様 

は 勝 様と して 置いて、 いったい、 今の 徳川 様の 天下 を 

ねらって いる 相手 は 誰な の」 

「それ は、 薩 摩と 長 州よ」 


「そうなんでしょう、 その 薩 摩と 長 州が、 つまり 徳川 

様の 天下 を 倒そうと なさ るんで しょう、 それ をそう は 

させない と、 小 栗 様 や 勝 様が 力んで いらっしゃ るので 

すわね」 

「勝と 小 栗に 限った ことで はない が、 まず 旗本で は、 

あいつら が 代表して いる」 

「つまり は、 薩摩ゃ 長 州 を 相手に 戦争と いう ことにな 

いくさ 

る わね。 戦と なると、 兵隊さん がいり ます、 その 兵隊 

さん を たくさんに 持った 方が 勝ち、 兵隊さん をた くさ 

んに 持って、 調練 をみ つちり とさせ、 鉄砲 や 軍艦 を ふ 

ん だんに 持った 方が 勝ち、 それ をし なければ、 これ か 


らの 戦争に は 勝てな いんです つてね。 そこで、 先立つ 

もの はやつ ぱリ お金 —— そのお 金が、 上方に も、 お 江 

戸に も、 今 はない のです つてね。 お 江戸で は、 権現 様 

以来 蓄えた 莫大な お 財 も、 もう 使い 果してし まった し、 

上方で も、 どのお 大名 も 内緒 は みんな 火の車。 です か 

ら、 人に は 不足 はない が、 お金の 戦争。 そこへ 行く と、 

異人さん が 途方もない お金 を 持って いる、 そのお 金 を 

貸したがって いる、 そこで、 つまり は 異人さん を 味方 

につけた 方が 勝つ、 という 理窟になる のじ やない？」 

「さすがに、 築地 通い をして いる だけに、 見識が 広大 

になった もの だ —— 金ば かりじ や 戦 はで きないよ、 第 


一、 士気と いう ものが 弛んで いた 曰に や 戦争 はでき な 

い、 その 次が 兵糧、 その 次が 金 だ」 

「まあお 聞きなさい、 異人さん はね、 そこのと ころへ 

目 をつ けて、 日本へ お金 を 貸したがって るんで すと さ。 

それでね、 上方の 方へ は イギリス という 国が 金主に つ 

き、 お 江戸の 方へ は フランス という 国が 金主に ついて、 

いくさ 

お金 を ドン ドン 貸出して 戦 をさせる ことにな つてい 

るんで すと さ」 

「ばかげた 噂 だ、 毛唐 を 金主に 頼めば、 毛唐に 頭が 上 

ら なくなる、 日本 を 抵当に して、 一 六 勝負 を 争うよう 

な もんだ から、 どんなに 貧乏した つて、 毛唐の 金で 戦 


がで きる か」 

「でも、 お金 は借リ たって、 返し さえ すれば、 国 を 渡 

さなくても 済 むんで しょう、 貸す という もの は どん ど 

ん 借りて 置いて、 済せ る 時に 済せば いい じ やない の、 

戦に 勝つ 見込み さえつけば、 ちっと は 高利の 金 を借リ 

たって 直ぐに 埋まる でしよう。 もし 負ければ 借 りっぱ 

なし、 負けた 方から 取ろう つたって、 それ は 貸した 方 

の 無理よ。 戦争に 金貸し をしょう というく らいの 異人 

は、 太っ腹の 山師なん でしよう、 そのく らいの あきら 

め はついて いない はず はない から、 こんな 時節に は、 

貸そうと いう もの を 借りな いのは 噓ょ。 で、 上方で も、 


ずいぶん イギリス とい う 国から 借りる 相談が 出来 て い 

ると いう 話です し、 こちらで も、 小 栗 様なん ぞは、 こ 

の ごろ、 六 百万 両 というお 金 を フランスから 借りる こ 

とに なつたん です つてね、 これ はごく ごく 内密なん で 

すけれ ども、 わたし は 確かな筋から 聞きました」 

「ナ 二、 小 栗が フランスから 六 百万 両を 借りる！」 

神 尾 は 複雑な 意味で、 驚異の 叫び を 立てました けれ 

ども、 お 絹の 頭 は 単純な 貸借 関係と、 金額の 数字の 多 

少 だけの もの。 

「ここで、 あなた、 駒 井 様 あたりが その 間に 立って、 

異人さん と 口 を 利く に は 打って つけのお 方 じゃあり ま 


たちあい 

せんか、 あんなお 方が  一 口 立 会 をな されば、 あなた、 

六 百万の 一 割の さや をいた だいても 六十 万両 —— 万事 

その 伝なん ですから、 異人さん 相手に 大物 を こなし さ 

ぬれて あわ 

え すれば、 濡 手で 粟の 手数料 —— うまく 当れば、 あな 

た 江戸 一、 三 井 や、 鴻池を 凌ぐ 長者に も なれよう とい 

うの は、 今の 時勢 を 措いて はありません。 それ を 知り 

つつ、 洋学が 出来ない ばっかりで、 宝の 庫に 入りな が 

ら、 指 を 銜えて、 みすみす 儲け口 を 取 逃がして しまう 

のが 残念で なりません」 

七十 三 


お 絹 は 今日は、 これ だけの こと を 話して 帰りました。 

洋学の 出来ない 恨み を、 おれに 向って 晴らしに 来た 

ような もの だが、 それ はたし かにお 門違い だ、 当然、 

駒 井 甚三郎 のと ころへ 持って行か ねばならぬ もの を、 

戸惑いして おれのと ころへ 来た。 

だが、 考えて みると、 女と いう やつの 考え方 は、 今 

に 始めぬ こと だが 浅 どい もの だ。 洋学の 知識と いう も 

ひっきょう 

の も、 畢竟ず るに、 金 を 儲ける か 儲けない かの ために 

必要な ので、 それ 以外に は、 てんで あの 女の 頭に ない。 

おれ は 洋学 は 嫌いで、 駒 井の 奴 はドコ まで も 好かない 


奴 だが、 まさか 駒 井 だって、 才取リ をす るた めに 洋学 

に 志した ので は あるまい。 あの 女 は、 金に さえ なれば 

ラシ ヤメ ン 

洋妾 にもな り 兼ねない 女なん だから、 駒 井 や 我輩 も 

同様に、 学問 そのもの を 利用して、 大きな 才 取りが で 

きれば、 それが 専ら 功名 だと 心得て いる。 実に タヮ 

ィな いもの だ、 浅ましい もの だ。 だが、 その タ ワイの 

ない、 浅ましい ところが、 あいつの 身上で、 あれが、 

なまじい 賢婦 ぶり をし、 烈女 気取り を はじめたら、 も 

う 取る ところ はない。 あれ は あれで いいんだ が、 さて、 

これ はこれ でい いの か。 

今、 あいつが、 附 けたり で 口走って 行った ところに、 


聞 捨ての ならない ものが ある。 聞 捨てに すべきと ころ 

が、 聞 捨てに ならない。 本末 も、 始終 も、 見境の ない 

女の こと だから、 その 本論 は憫 笑すべく、 その 附 けた 

り は 傾聴すべし か。 というの は、 ああい う 女が 無心で 

ちまた 

受けて 来る 巷 の 声と いう やつに、 案外、 時代の 政治が 

反映して 来る もの だ。 

小 栗と、 勝と、 どっちが ェ ライ。 そんな こと は鼻垂 

小僧の する 質問 だが、 勝が 薩 摩と 組んで、 主家の 徳川 

を 倒そうと している。 小 栗が 金 を 外国から 借りて、 宗 

家の ために 戦おうと している。 この 風聞 は 聞きの がせ 

まち  よ 

ない ぞ、 たとえ 巿の 偶語と はいえ、 その 拠る ところ は 


根が 深そう だ。 

勝が 奸物 だとい う 評判 は、 つまり 彼が 外交に 苦心し 

ている ところなん だろう。 小 栗が 軍用金 を 集める とい 

うこと は、 彼が 主戦論の 代表 だとい うこと に、 その ま 

ま そっくり 受取れ る。 世が 末になる と、 その 二 派 はい 

つの 時代に も ある こと だ。 和戦 両様の 派が 対立して、 

内輪喧嘩 を 内攻す る。 支那の 宋の 世の 滅びた 時の 朝廷 

の 内外が、 つまり その 鮮 かな 一例 だ。 おれ は 勝 をー概 

に 好物と 見た くないが、 小 栗の 腹に は 無条件で 納得す 

いくさ 

る。 彼の 家 は家康 以来の 名家で、 いつも 戦の 時 は 一 

番槍を 他に 譲らぬ というと ころから、 家康の 口から、 


又 一番、 又 一 番槍は その 方 か、 又 一、 又 一 の 渾名が 本 

名と なった 祖先の 勇武の 血 をつ いでいる 男 だが、 現今 

は 勘定 奉行 をつ とめて いると 聞いた。 勘定 奉行 は 重任 

だ、 大蔵 卿 だからな。 公卿の 大蔵 卿 は 名前 倒れの 看板 

まかな 

だが、 傾き かけた 幕府の 大台 所 を 一 手に 賄う 役目 は 

こ  ぱ たもと 

重い よ、 辛い よ。 小つ 旗本の 家に してから が、 勘定 方 

は 辛い ぞ。 ドコの 大名 も 困って いる、 五 万 石、 十万 石 

の 大名の 家の 台所 を あずかる 身 も 辛い が、 八百万 石の 

天下取りの 台所の 傾き かかった の を 支える というの は 

大抵 じ やない、 少なくとも おれに はやれない。 

小 栗 はこれ を 引受けて、 これから、 いざと いう 時の 


軍用金、 重々 容易な 苦心で あるまい こと も 察する よ。 

金がなければ 戦 はでき ない、 勿論の こと だ、 だが 金 だ 

けで 戦が できる もの じ やない。 第一、 士気が 振 わなけ 

れば戦 はでき ない、 それから 兵糧、 それから 金、 と 今 

も 女に 言って 聞かせた の だが、 さて 実際、 今の 徳 川に 

当て ハメて 見る と、 この 条件が 叶って いるかい ないか 

と 念 を 押す まで もない、 士気と い つたら ごらんの 通リ 

恥 かしながら この 神 尾 主 膳の 如きが 代表の 一 人 かも 知 

れぬ。 食糧の 点 も、 諸国の 大名との 交通に 差し さわり 

がな く、 幕下の 知行が 今の ままなら 何の こと は ある ま 

いけれ ども、 いざ 戦争と なれば、 天下が 乱れて 諸道が 


塞がる、 江戸 そのものの 食糧が 上ったり になり はしな 

いか。 金と きた 日に は —— 徳川家 康は金 を 持って いた 

が、 豊臣秀 吉も金 を 持って いた ぞ、 天下 を 取る 奴 はみ 

んな金 を 持って いた。 金 持が キッと 天下 を 取る という 

わけで はない が、 金の ない 奴に は大 仕事 はでき ない。 

いやいや 大 仕事 をす る 奴 は 金 運と いう ものが 向いて 来 

る ものなん だ、 時運が 盛んで、 英気が 溢れて いると、 

苦心し なくと も 金なん ぞは 向う から 集ま つ て 来る が、 

落ち目に なると、 ある 金 も 逃げて 行く よ。 

おれ も 貧乏 だが、 徳 川の 宗家 も 貧乏 だよ。 その 傾き 

かかった 宗家 を 支えて、 戦争の 一 つもしょう というに 


は、 先立つ もの は 金 だ。 金 だと 言った ところで、 生や 

さしい もので はない。 勝のお やじ や、 おれなん ぞは、 

せんみ つ 

千 三 を やっても、 質草 を はたいても、 やりくり はつ こ 

うとい う もの だが、 宗家の 台所と なるとそう はいかな 

い。 天下 を 二つに わけて、 最期の 合戦に 堪える だけの 

用意 —— それに は 毛唐の 財布 を 借りなければ いかない 

のか。 

まさか、 小 栗 だって、 国と いう もの を 抵当に 置いて 

毛唐から 借金す るまでに 血迷い はすまい。 毛唐の 力 を 

借りて 徳川を 立てて みたところで、 日本と いう 国が 毛 

唐の 下風に 立つ ようになって はおし まいだ。 あの 女の 


言う ところに よると、 幕府の 方の 後ろの 金 方 は フラン 

ス、 長州薩 摩の 方 は イギリス だとの こと だが、 長 州 や 

薩摩 だって 同様 だ、 徳 川が 憎い からといって、 毛唐に 

国 を 売る ような 振舞 はすまい。 

だが、 意地と なると、 どういう 番狂わせが 出来る か 

知れた もので ない。 今時き つての 知恵者 だとい う 勝 安 

房 は、 いったい、 どういう 考え を 持って いるの か。 お 

れは 一概に あいつ を奸物 だと は 見た くないの だ。 彼の 

本意 を 聞いて みたい もので はない か。 

且つ また、 小 栗の はらが ドコ まで 据わって いるか、 

これ も 一 番 見届けた いもので はない か。 


その他、 いよいよ という 時に 頼みになる 奴 は、 ドコ 

の 誰で、 どうして いる。 

神 尾が、 しばし 眼 をつ ぶって 沈思の 体で あつたが、 

やがて 開いた 眼 を 落す と、 読み さした 「夢 酔 独 言」 の 

上に 落ちて 来る。 

以前 ほど 気乗り はしない が、 とにかく、 もうあと 少 

しだ、 読んで しま つ てみ て やろうと いう 気にな つ て、 

丁 をめ くって みました が、 もはや 心が 全く 書物の 上 か 

ら 移った ようで、 それでも、 眼 は その 文字の 上 を 惰力 

的に 追ってい る。 


七十 四 

神 尾 主 膳 は、 せっかく 興味 を もって 読み つづいて い 

た 勝の 親父の 自叙伝 を、 さきに は ビタが 来て 妨げ、 今 

はお 絹が 来て 中断され たが、 さきの ビタは 問題に なら 

ず、 お 絹の 話して 行った 言 句が 気になって、 これから 

は、 うつろに 何枚 かの 丁 を 飛ばして 行った が、 ふと、 

しまい 際へ 来て、 女、 という 文字に 釣り込まれて 読み 

つ いでみ ると、 

「ォ レガ山 ロニ 居タ 時分 ダガ、 或 女 二 ホレテ 困ッタ 

コトガ アツ タガ、 ソノ時 二、 ォレガ 女房 ガソ ノ女ヲ 


貰 ッテャ ロウ ト云ィ オル カラ、 頼ンダ ラバ、 私へ 暇 

ヲ呉レ トイ ゥ カラ、 ソレ ハナ ゼダ ト云ッ タラ、 女ノ 

ゥチへ 私ガ参 ッテ、 是非 トモ 貰ィ マスカラ、 先モ武 

士ダ カラ、 挨拶 ガ悪 イト、 私 ガ死ン デモ ライ マスカ 

ラ、 ト云 ッタ、 ソノ時 二 短刀 ヲ 女房へ 渡シ タガ、 今 

晚 参ッテ キット 連レ テ来ル ト云ゥ カラ、 ォレハ 外へ 

遊ビニ 行ッタ ラバ、 南 平 二 出先 デ 出会 ッタ 故、 何事 

無シ ニ咄シ テ居タ ラバ、 南 平 ガ云ゥ ニハ、 勝 様ハ女 

難 ノ相ガ 厳 シィ、 心 当 リハ無 イカ ト尋 ネル カラ、 右 

ノ 次第 ヲ 咄シタ ラバ、 ソレ ハョク ナス ッ タト 云ゥカ 

ラ、 別 レテ、 又々、 関 川讃岐 トイ ゥ 易者 ト心易 イカ 


ラ、 通 リガ カリニ 寄ッ タラ、 アナ タハ 大変 ダ、 上レ 

トイ ゥ故、 上へ 通ッタ ラバ、 女難 ノコ トヲ云 ィォッ 

テ、 今晚ハ 剣難 ガ有 ルガ、 人ガ 大勢 痛ムダ ロウ トテ、 

心 当 リハ無 イカ ト尋 ネル カラ、 初メ ヨリ ノコ トヲ話 

シ タ ラバ 肝 ヲ ッブ シテ、 段々 深切 二 意見 ヲシ テク レ 

テ、 女房 ハ貞実 ダト云 ッテ、 以来 ハ情ヲ 懸ケテ ャレ、 

トイ ロイ ロ云ゥ カラ、 考ェ テミタ ラバ、 ォレガ 心得 

違 イダ カラ、 夕方 ゥチ へ飛ン デ帰ッ タラ、 隠居 二 娘 

ヲ抱カ セテ男 谷へ ャッ テ、 女房 ハ書置 ヲシテ ゥチヲ 

ようよう 

出ル トコ 口へ 帰 ッテ、 ソレ カラ 漸々 止 メテ、 何事 モ 

無 カツ タガ、 是迄、 度々、 女房 二 モ助ケ ラレ シコト 


ふびん 

モア ッタ、 ソレ カラ ハ 不便 ヲカケ テャッ タガ、 ソレ 

マデハ 一 日 デモ、 ォ レニ 叩 カレ ヌ トイ ゥ コトハ 無 

カツ タ、 此ノ四 五 年、 俄 力 二 病身 二 ナッタ モ、 ソノ 

セ イカ モ 知レヌ ト思ゥ カラ、 隠居 様ノ ヨウ 二 シテ置 

クヮ」 

こういう おやじの 兄弟 も 大抵で はない が、 細君と な 

る ものが ことさら 思い やられる。 亭主の 馬鹿に 比べ て 

この 女房 はェ ライ、 勘弁が 届いて いる —— だが、 内心 

ドノく らい、 血の 涙 を 呑んだ ことか。 女で はおれ もず 

いぶん 馬鹿 を尽 した だけに、 貞婦なる 女房と いう もの 

の 有難 さが わかって 来た。 さて、 それから は、 また 頭 


に 入って 読み つづく と、 

r ォレガ 隠居 スル 前年 ダカ、 吉原ガ 焼 ケテ、 諸方へ 

仮宅 ガ 出来 タ、 ソノ 時、 山ノ 宿 ノ佐野 槌屋ノ 二階 デ、 

ぶしぶ 

端場ノ 息子 熊 トイ ゥ者 ト大暄 嘩ヲシ タガ、 熊ヲ 二階 

カラ 下へ 投ゲ 出シ テャッ タガ、 ソノ 時、 銭座ノ 手代 

ガニ 三人 来テ熊 ヲ連レ テ帰ッ タガ、 少シ過 ギル ト三 

十人バ カリ、 長 鍵 デ来テ 佐 野槌屋 ヲ取卷 イタ カラ、 

じゅばん 

ォレガ 肌ヲヌ イデ、 襦袢 一 ッデ高 モモ 立ヲ取 ッテ飛 

ビ出 シテ叩 キ合ッ タガ、 三度、 二三 町 追ィ返 シタソ 

ノ時 二、 会所 カラ 大勢 出テ 引分ケ タガ、 ソレ カラ 山 

力 力 

ノ宿 デモ、 女郎屋 一同 二、 客 ヲ送ル 婆 ァモ、 擤 ァモ、 


ォレガ 顔ヲ下 カラ ョクョ クシ ォッタ 故、 何モ 間違 ィ 

ガ 無力 ッタ、 ソノ時 ハ刀ハ 二 尺 五 寸ノヲ 差 シティ タ、 

山ノ宿 中、 女郎屋 ガ 三日 戸ヲシ メタ ガ、 事 無 ク済ン 

ダ。 

ソノ 外、 所々 ニテノ 暄嘩、 幾度 モア ッタ ガ、 タイガ 

ィ忘 レタ。 

浅 草 巿デ、 多羅 尾 七郎三 郎ト、 男 谷忠次 郎ト、 ソノ 

外 五六 人デ 行ッタ 時ハ、 二 尺八 寸ノ関 ノ金光 ノ刀ヲ 

はかま 

サ シタガ —— ソ レニ 急 ニ七郎 三郎ガ 誘ッタ 故、 袴 

ヲハ カズ 二 行ッタ カラ、 雷 門 ノ内デ 込 合ゥ故 二、 刀 

ガ股 倉へ 入 ッテ歩 力 レナ カツ タガ、 押 合 ッテ行 クト、 


さんしょう  すりこぎ 

侍ガ 多羅 尾 ノ頭ヲ 山椒 ノ摺 古木 デブ ッタ カラ、 ォ 

レ ガ押サ レナ ガラ、 ソ イツ ノ 羽織 ヲォサ エタ ラバ、 

摺 古木 デマ タォ レノ肩 ヲブチ ォッタ 故、 刀ヲ 抜コゥ 

トシ タラ、 コジ リガ ッカ エタ カラ、 片ハシ カラ キリ 

倒 スト 大声 ヲ上 ゲタ ラバ、 通 リノ 者ガ パット 散ッタ 

カラ、 抜 打 チニソ ノ男ノ 逃 ゲルト コロヲ アビ セ タラ 

バ、 間 合 ィガ遠 クテ、 切 先 デ背ヲ 下マデ 切下ゲ タカ 

ラ、 帯ガ 切レテ 大小 懐中物 モ残ラ ズ落シ テ逃ゲ タガ、 

ソ ウス ルト 伝法 院 ノ辻番 カラ、 棒ヲ 持ッテ 一人 出タ 

カラ、 二三 ベン 刀ヲ振 リ廻シ テャッ タラ、 往来 ノ者 

ガ 半町バ カリ 散ッタ カラ、 大小 ト 鼻紙 入ヲ拾 ィテ、 


辻番ノ 内へ 投ゲ込 ンダ、 ソレ カラ 直グニ 奥山へ 行ッ 

タ、 漸々 切先ガ 一寸 半 モカ カツ タト 思 ッタ、 大勢 ノ 

混ミ合 ィ場ハ 長刀 モヨ シヮル シダト 思 ッタ、 多羅 尾 

きず 

ハ 禿 頭 故 一 一 創ガ ッ イタ、 ソレ カラ 段々 暄 嘩ヲシ ナガ 

ラ、 両国 橋 マデ来 タガ、 ソ ノ晚ハ 何モホ カニハ 仕事 

ガナ イカ ラウチへ 帰 ッタ。 

ソノ外 ニモ、 イロ イロ 様々 ノコ トガ 有ッ タガ、 久シ 

クナル カラ 思 ィ出サ レヌ、 ォレ ハー 生 ノウ チニ、 無 

法ノ 馬鹿 ナコト ヲシテ 年月 ヲ送ッ タケ レド モ、 イマ 

てんとう 

ダ 天道 ノ罰モ 当 ラヌト 見 ェテ、 何事 ナク 四十 ニ年コ 

ゥ シティ ルガ、 身内 二 創 一 ッ 受ケタ コトガ ナイ、 ソ 


ノ外ノ 者 ハ或ハ ブチ殺 サレ、 又 ハ行 衛ガ知 レズ、 ィ 

ロイ ロノ 身 ニ成ッ タ者ガ 数知レ ヌガ、 ォレハ 好運 ダ 

わがまま 

ト見 ェテ、 我儘 ノシ タイ 程 シテ、 小高 ノ者 ハオ レノ 

りさ 

ヨウ ニ金ヲ 遣ッタ モノ モ無 シ、 イツ モカ ンデ 配下 ヲ 

多クッ カツ タ、 衣類 ハタ ィ ガイ 人 ノ着ヌ 唐物 ソノ外 

ノ 結構 ノ物ヲ 着テ、 甘ィ モノ ハ食ィ 次第 二 シテ、 一 

生 女郎 ハ好キ 二 買 ッテ、 十分 ノコ トヲ シテ来 タガ、 

此頃ニ ナツ テ漸々 人間 ラシ ク成 ッテ、 昔 ノコ トヲ思 

ゥト身 ノ毛ガ 立ッョ ウダ、 男 タル モノ ハ決シ テオ レ 

ま ね 

ガ 真似 ヲシ ナイ ガイ ィ、 孫ャ ヒコガ 出来 タラ バ、 ョ 

クョ ク此ノ 書物 ヲ見セ テ身ノ イマ シメ  二 ス ルガ イイ 


今 ハ書ク ノモ気 恥 力 シィ、 是レ トイ ゥモ 無学 二 シテ、 

手跡 モ漸 クニ 十 余 ニナ ッテ、 手前 ノ 小用 ガ 出来 ルョ 

ゥ ニナ ッテ、 好キ 友達 モ無 ク、 悪友 バ カリ ト 交ッタ 

故、 ヨキ コト ハ少シ モ気ガ 附カヌ カラ、 此様ノ 法外 

ノ コトヲ 英雄 ゴ ゥケ ット思 ッ タ故、 皆ナ 心得 違 イシ 

テ、 親類 父母 妻子 二 迄 イクラ ノ 苦労 ヲ懸ケ タカ 知レ 

ヌ、 カンジ ンノ 旦那へ ハ 不忠 至極 ヲ シテ、 頭取 扱モ 

不断 二 敵対 シテ、 トゥトゥ 今 ノ如ク ノ身ノ 上 ニ成ッ 

タ、 幸ィニ 息子 ガョ クッテ 孝道 シ テク レ、 又 娘ガョ 

クッ カエテ、 女房 ガオ レニ ソムカ ナイ 故 二、 満足 デ 

此年 マデ 無難 二通 ッタ ノダ、 四十 ニニ ナツ テ 初メテ 


人倫 ノ道、 且ッハ 君 父へ 仕 エルコ ト、 諸 親 ヘム ッミ、 

又ハ 妻子 下人 ノ 仁愛 ノ 道ヲ少 シ知ッ タラ、 是迄ノ 所 

行 ガオ ソロ シク ナッタ、 ョク ョク読 ンデ味 ウベ シ、 

子 二、 孫 二 マデ、 アナ 力 シコ。 

于時天 保 十四 年 寅年 初於鶯 谷書ス 

夢 酔 道 人」 

おわ 

これで 一 巻 を 読み 了った 時、 上野の 鐘が、 じ やん じ や 

んと 鳴る の を 神 尾 主 膳が 聞きました。 

上野の 鐘が じ やん じ やん と 鳴る の は 警報で はない、 

上野の じ やん じ やん は 通り 物に な つ ている のです が、 

今日は その じ やん じ やん が、 神 尾が 耳に 事 有りげ に 響 


いて 聞え ました。 

「覚 王院に 会おう、 そうだ、 あの 院主 を 叩いて、 ひと 

つ 聞いて みょうで はない か」 

神 尾が 突然、 卷を叩 いて 立ち上つ たの は、 じ やん じ や 

んの 鐘の音に つれて、 何 か 急に 思い当った ことがある 

らしい のです。 

その 口の端に 現わされた ところ を 聞く と、 「覚 王院」 

と ある。 

七十 五 


その後の 与 八の 生活 は、 極めて 無事で ありました。 

無事 は 安定 を 意味す るので、 安定な くして 無事が あ 

ひ つ きょう 

リ 得よう はずはありません。 安定 は 畢竟、 土地 を 基 

調と する のでありまして、 つまり、 土地に 居つ いたと 

いう ことが、 人心の 安定と なる のであります。 

与 八 は、 この 土地に 居つ いた 心 持に なりました。 こ 

のと ころ、 甲 州 有 野 村、 富 士と白 根に かこまれた 別 天 

地 —— ここに 於て、 わが 生涯が 居つ いたと いう 感じが 

出る と共に、 安定の 心が 備わりました。 そこで、 居る 

時 は 即ち 安心、 出 づる時 は 即ち 平和であります。 そう 

ぎよ 1 つじ 

して 土に 居つ いて 働く という ことが 即ち 行 持で、 人に 


対する という ことが 同時に 教育で ありました。 

ここに 教育と いうの は、 ことさらに 定義の ある 教育 

ではない。 自分に 於て は 行 持、 それが 他に 反映して、 

教育 ともなれば 教化と もなる のみで、 与 八に あって は、 

教育 せんがた めの 教育の 何物 もない のであります。 与 

八 こそ は、 全く 世の 謂う ところの 教育せられ ない 民で 

すてご 

ありました。 彼 は 棄児です から、 家庭の 教育と いう も 

だんじょう 

のがありません。 机の 家へ 拾われてから、 弾 正の 情 

けで、 寺子屋 教育の ある 部分 だけ を 受けさせられ たが、 

そ の 当時 の 与 八 は、 寺子屋 教育 の 学問 を さ え 受 入れ ら 

れる 素質 を 欠いて おりました。 


ナゼ だと 言えば、 二三、 人の子の 集まる ところへ 行 

くと、 拾いつ 児 だとい う 冷たい 指さし が、 この 男の 心 

を 暗く したのと、 天性 学問が 好きでなかった から、 学 

問の 庭へ 行く こと を 怖れ 且つ 避けました。 そこで、 主 

人 側で も、 む リゃリ にと いう こと をし ないで、 「なにも 

字 を 知る ことが 最上の 学問で はない、 人間、 字 を 知ら 

なくても、 字 を 知る 以上の 生活が できる もの だ」 とい 

う 弾 正が、 他の 人に はわから ない 警語を 添えて、 与 八 

を 早くから 水車 番に 下ろした ものです から、 これ を 天 

職と して 生きて 来た だけの ものです。 その後、 字 を 知 

ら なくて はいけ ない、 字 を 書かない と 恥 を かくと いう 


こと を、 与 八が ようやく 自覚して 来たの は、 相当の 年 

になって からです が、 その 事 は 自ら 言い出せません か 

ら、 水車小屋へ 入って、 &炉 裏の 灰の 上へ、 いろは、 

アイ ゥェォ を 書いて は 消し、 書いて は 消して いると こ 

ろ を、 弾 正に 認められて、 それとなくお 手本 を 与えら 

れ たのが、 およそ 字 学と いう ものの 最初な のです。 そ 

うして、 与 八が 若干の 文字、 曲り なりに 手紙の 文書 を 

書いたり、 小 遣 帳 をつ けられる 程度の 素養が 出来 上つ 

たと 認められ たのです が、 これ はかって 表面に 現わし 

たこと はない。 今、 こうして、 この 土地に 安定 をして、 

自分の 周囲へ 子洪 たちが 集まって 来る の を 見る と、 こ 


の 子供た ち を、 このままで 置け ない という 気になる の 

も 自然で ありました。 

ここに 群がる 子供た ちの 多数の 親が、 教育に 無頓着 

である。 そうして、 仕事の 邪魔に なって うるさい 場合 

に は、 「外へ 出て、 遊んで こう」 と 言って 子供 を 追い出 

す。 一 時の 喧騒から 追 払い さえ すれば、 追 払われた 先 

では 何 をしょう と、 そこまで は 考えない、 考えて いら 

れ ない。 この 子供た ち —— 一名 餓鬼共の、 遊び場 を 求 

めて 自分のと ころへ 群がって 来る を 見る につけて、 与 

八 は、 この 中に 善性 も あるし、 悪性 も あると いう こと 

を、 見て取らな いわけに は ゆきません。 


そこで、 これらの 餓鬼共の 相手に なって、 これ を 善 

導す る ことに、 おのずからなる 責務 を 感じ 出した の も 

与 八と して は 決して 無理で はない のです。 

そこで、 与 八の 仕事場が、 同時に 学校に なって 行く 

みぞ 

の も、 水いた つて 渠の 成る が 如く、 極めて 自然な もの 

でありました。 

ばくちの 真似 や、 穴 一 や、 わいわい 天 王 や、 どうろ 

く 神 や、 わけ も わからず 色事の 身ぶ リ こわ 色な ど をす 

る 少年の 多数 を 教えて、 そういう こと はさせ ないよう 

にしたい。 それに は、 別な 興味と、 教育 を 与えな けれ 

ばなら ない という ことが、 指導 方針の 研究題目 となつ 


て 現われる の も 自然の 成行きで ありました。 

そこで、 玩具に 代る に 手工 を 以てしました。 彼等に 

材料 を 与えて、 物 を 構造せ しむる の 趣味 を 与える こと 

を 以て、 邪道 淫風から 離 導しょう とする 与 八の 教策は 

当りました。 

わらじ  ぞうり 

そこで、 彼等に、 手工 を 与え、 草鞋、 草履の 作り方 

を 教えて、 手と 眼との 趣味 性 を 与える と共に、 やつば 

リ 文字の 教育 を も、 ゆるがせ にして はならない。 

こんな 山村の ことです から、 よき 師匠と いわない ま 

でも、 村のお 寺へ 行って 和尚さん に 教わる もの も、 そ 

う 多く はなし、 またお 寺まで 行く 道のり、 行きつ いて 


みたところで、 和尚 さ ん また 必ずしも 教育の 熱心 家と 

は 限らない。 碁 を 打ったり、 酒 を 飲んだり、 時として 

は 法事 や 年会に 出かけた りして、 子供ら の 文字の めん 

どう を 見る 時間 も，， 甚 だ 乏しい と 言わなければ ならな 

い。 そして、 子供 も、 寺子屋 通いに 興味 を 持つ ことが 

あきめくら 

できない。 そこで、 文字に 遠ざかって、 一生 を 明 盲で 

暮す 運命の 子供 を 多く 見る につけて、 たとえ 自分の 最 

小の 文字の 力 をで も、 この 際、 彼等に 移し 植えて やろ 

うとい う 気になつ たの も、 孔子の いわゆる 好んで 師と 

なる の 心で はない。 

そこで、 与 八 は、 いろはから、 アイ ゥェ ォ、 一 二三 


四の 教授 方 を も 兼ねました。 

「与 八さん、 七と いう 字 は、 ド ツチへ 曲げる だつ け か 

なァ」 

横に 一本 書いて、 縦から 書き 卸して みたが、 途中 ま 

で 来て、 どっちへ 曲げて いいかわ からない、 そこで 行 

先 をたず ねて 哀号す る 子供が ある。 

「右へ 曲げる だよ、 右へ」 

ところが、 右と 左の 観念が よく わからない。 思い 

きって 左へ 曲げて しまって、 げんな りした 面で いると 

与 八が 傍へ よって 来て、 手に 筆 を 持 添えて、 

「そら、 右と いうの は、 こっちの 方で、 左と いうの は 


はし 

こっち だよ、 おまん まあ 食う 時、 箸 を 持つ のが 右で、 

茶碗 を 持つ のが 左 だよ、 よく 忘れね えで」 

「そうかな あ、 みんな、 いいことう 聞いた よ、 おまん 

まあ 食う 時、 箸う 持つ 方が 右で、 茶碗 を 持つ 方が 左 だ 

とよ、 いい 事う 聞いた、 みんな 忘れん なよ」 

教えられた 子供 は 得意に なって、 それの 新 知識 を更 

に また 他に 向って 移植しょう とする。 かくして、 かり 

そめに も 教育に 従事した 与 八 は、 他 教育と 共に、 自分 

を 教育せ ねばならぬ 必要 を 感じました。 いわゆる、 自 

ら 教育せ ぬ ものに は、 他 を 教育す るの 資格がない こと 

を、 切実に 感得し ました。 


そこで 与 八 は、 村の 有識者 —— いやしくも 自分より 

ごと 

以上の 智能 者で あると 見る と、 機会 ある 毎に 就いて 学 

ぶこと に、 熱心 綿密 を 極めてお りました。 

七十 六 

与 八 は、 自分の 働く 周囲が、 おのずから 学校と なる 

ことに は 煩わしさ を 感じませんで したが、 自分の 出て 

行く先が、 偶像と なること を 深く 怖れました。 

与 八に 対して、 一 つの 信仰が 起り かけて 来た こと は、 

前に 言った 通りであります。 


この 超 経済の 奇篤 人の 行動が、 世俗 人の 目から 驚異 

もくじき しょ うにん 

に 見られた あまり、 これ は 木 喰 上人の 生れ かわりで 

あるの、 鳩ケ 谷の 三 志 様で あるの、 地蔵 様の 申し子で 

あるの、 何 神様のお 乗りう つりで あるのと いう 信仰 は、 

ほこら  やす 

すぐに その 隣リへ 迷信の 祠 を 築き 易い ことにな つ て 

いる。 

与 八さん のま わりへ 寄れば、 気が 休まる —— なんと 

、0> わ 

なく 気分が 和らぐ —— というの はま だいいが、 与 八 さ 

んに 頼めば 病気が なおる、 与 八さん の 傍へ よると 難病 

が 落ちる、 というよ うな ことになる を、 与 八は甚 しく 

怖れました。 しかし、 与 八が 怖れれば 陏れる ほど、 そ 


の 信仰な り、 迷信な りが、 加速度に 嵩 じて 来る 雲行き 

を、 与 八 は 更に 怖れました。 

せぎょう 

そこで、 なるべく 出歩かな いように、 施行の 湯治場 

へさえ も、 なるべく 遠の くように 心がけて いると、 今 

度 は、 先方から 押し かけて 来る、 その 人の 足が 日に 増 

し、 これ も 加速度に 殖えて くる 気配 を 見て、 与 八が ま 

た 怖れる。 

与 八の 心配と して は、 どうも、 これ を 早く 消して し 

まいたい。 自分 は、 人並み 足らずの、 頭の ない 人間で、 

決して 神様 や 仏様の 乗りう つりで もなんでも あり はし 

ない。 自分 は 馬鹿 だから、 せめて 世間並みの ところで 


心 やすく 働かせても らいたい と 一 生 懸命に つとめてい 

るの を、 世間が 買いかぶって くれてし まっている。 そ 

のこと わけ を 言って、 辞退 を すれば する ほど、 買い手 

が 殖えて 来る  与 八 は、 どうかして それ を 今のう ち 

に 予防し なければ ならない、 という こと を、 心 ひそか 

に 恐れ 怖れて いるので す。 

それから、 もう 一 つ —— 与 八が 内心の 恐れ、 という 

より は、 内心の 責務に 責められて、 これ を 怠って はな 

らな いと 絶えず 鞭打 たれて いるよう な 心 持の 一 つに、 

郁太郎の 教育の ことがあります。 

郁太郎 も、 今年 はもう 数え 歳の 五つです。 これから 


人間 を こしらえなければ ならぬ、 その 父と なり、 母と 

なり、 兄と なり、 姉と なり、 師 となり、 友と なる 一 切 

の 責任が、 自分 一 つの 身に かかって いると いう こと を、 

せっせつ 

与 八 は 常に、 切々 と 責められて いるので すが、 今日 こ 

の 頃、 この 地へ 落着いて みると、 その 責任が 全く 確実 

性 を 帯びて 来ました。 

この 子 を 教育し なければ ならない、 他の 子供の 教育 

はい わば 片手間で あるが、 この 子供 は 特別に 自分の 上 

に 課せられた 任務で ある こと を 感じて みると、 漠然と 

した、 その 教育 方針 を 考えさせられ るの も 当然です。 

この 子供 は 素姓の 優れた 家柄に 生れた 子 だ、 将来 ど 


んな ことにな るか、 現在で はわから ない が、 将来 を 思 

ひっきょう  じい 

うと、 畢竟、 これ を 父親に 似せて はならない、 お 祖父 

さんに 似せなくて はならない という ことが、 与 八の 頭 

へ 熱 鉄の 如く 打 込まれる のであります。 

郁太郎の 父 は 竜 之 助であって、 その 祖父 は 弾 正で あ 

る こと を、 与 八 ほどよく 知っている 者 はない。 父の 竜 

之 助の 優れた 天分の 人で ある こと は、 その 善悪 邪 正に 

かかわらず、 与 八 はよ く 認めて いる。 それ を 誤った も 

のに 教育が あると いう こと を、 大 先生すな わち 弾 正の 

口から、 絶えず 与 八 は 聞いて 知っている。 大 先生の 教 

育が わるかった ので はない、 大 先生が 永らくの 御 病気 


で、 竜 之 助 様に よき 教育 を 施す 隙がない 間に、 竜 之 助 

様の 悪い 方が 伸びて しまった という こと を、 与 八 は 昔 

から 観念して いる。 

そこで 彼 は、 この 子 を 父に して はならない、 祖父に 

しなくて はならない、 と 感づく の は 当然の 認識で ある 

が、 与 八と して は、 その 父 を 怖れる より は、 一 層、 祖 

父なる ものの 偉大なる を 信じて いる。 そこに、 与 八の 

教育の 根本 方針が 成り立 つ ていました。 

事実、 与 八の 眼で 見た 弾 正と いう 人、 すなわち 郁太 

郎 のために は 祖父、 竜 之 助の ために は 父なる 人 ほど、 

この 世に 於て 偉大な りと 瞎 じている 人 は 有りません。 


それ は、 棄児であった 自分の 一身 を 拾い 取って、 衣 

いのち 

食 を 与えた 生命の 恩人と いう だけの 観念で はない ので 

およそ、 この 世界に 於て、 いかなる 人が ェ ライと いつ 

て、 うちの 大 先生 ほどの エラ ィ人 はない。 江戸へ 出て、 

ェ ライと 言われる 人 もお 見かけ 申した ことがない では 

ない が、 その エラ ィ人 でも、 うちの 大 先生に はかな わ 

ない。 どこが どう エラ ィ かとい うこと は 与 八に はわ か 

らな いが、 どんな ェ ライと 言われる 人 をお 見かけ 申し 

て も、 うちの 大 先生の こと を 思い出す と、 引け目 を感 

じない こと を 与 八 は 直覚す る。 つまり、 ェ ライ 人に は 


みんな それぞれ 身に 備わる 「威」 というものがある。 

うちの 大 先生の 「威」 は、 どんな 人に も 遜色がない、 

という ことが、 与 八の 信仰と なって いるので あります- 

与 八が 「威」 という 観念で 解釈して いるの は、 近づき 

難い 怖れと いう 意味で はない、 与 八 は 与 八ら しく 世間 

の 「威」 という 観念 を受 入れて、 人格の 備わった 徳の 

高い 人に、 おのずから 備わる 後光の ような もの だと 信 

じている のです。 ドコへ 出て、 どういう 人 を 見ても、 

与 八 はう ちの 大 先生の こと を 思う と、 ちっとも 引け目 

を 感じない。 それが つまり、 大 先生の 威と いう もの だ 

と 信じて いるので す。 


そこで 当然、 その 血筋 を 引いた 郁太郎 様 は、 お 祖父 

さんの ような 人に 仕上げた いもの だとい う 希望 も、 無 

理 ではない のです。 お祖父さんの 正しい 血筋 を 引いて 

いるの だから、 お祖父さんの ような ェ ライ 人に なれる 

べき はずで ある、 というの がまた 与 八の 信念で、 同時 

に それ を、 お 祖父 様の ように 仕上げる のが 一 つ 間違つ 

て、 竜 之 助 様の ようにして しまった 日に は、 その 責任 

がか かって 自分に あると いう こと を 感得す ると、 与 八 

きょうく せん リ つ 

が 恐懼 戦慄す るの もまた 無理が ありません。 

どうして 教育して 上げたら いい か、 わし あ 学問 はな 

し、 金 あなし、 器量 はなし、 なにもかもな いな いづく 


し。 これで 人一倍の 血筋の 子供 を 仕立てよ うとす るの 

は、 てんで 話が 無理 だ、 わしに や、 どう 教育して 上げ 

ていい かわかん ねえ、 いい 先生 はない かな あ、 いい 学 

校 はねえ かな あ、 恐懼 戦慄の 後に、 与 八が 観念 はこれ 

であり ましたが、 そういう 時に、 眼 をつ ぶって、 大先 

生の 信仰 を はじめる と、 不思議に、 今まで 忘れて いた 

昔の 面影が ありあり と、 自分の 眼の 前に 現われて、 そ 

よ みが え 

の 折々 に 言われた 言葉が 耳の 底から 甦って、 自分の 

じゅんじゅん 

耳 もとに、 諄 々 として 説かれる 声 を 聞きました。 

「与 八、 お前 は 貧乏に 生れて、 棄児に された その 運命 

を 恨んで はいけ ない ぞ、 その 運命と いう ものが、 お前 


を 教育す る 恩人 だとい うこと を 忘れち や いけな ぃぞ、 

わしが こうして 長年 の 病気 を、 人 は 不幸 だ と 思う けれ 

ども、 わしに とって はこの 病気に よって 教育され たこ 

とが 大きい、 それと 同じ こと、 人間が よくなる、 悪く 

なるとい うこと は、 物が あり 余って、 立派な 親、 師匠 

がつ いている いないと いう ことで はない ぞ、 貧乏 はこ 

の 世界の 最もよ い 教師 だとい うこと を 忘れるな よ」 

と 言 つ て 、 慰め 励まさ れた その 言葉が 、 今し 耳 の 底で 

ガンガン 鳴り 出して 来ました。 

その 当座 は、 大 先生の おっしゃる こと は 無条件で 拝 

伏して 聞いて いた。 無論、 大 先生の おっしゃる ことな 


どが、 自分の 頭で 理解の つく 限りで はない から、 ただ 

有難く お聞き 申して いただけ だが、 それが 今日に なつ 

て、 ありあり と 出て 来て、 実際の 手引 をして 下さる と 

は 夢にも 思って いなかった。 

「貧乏 は、 この 世界の 最もよ い 教師 だとい うこと を 忘 

れる なよ」 

してみ ると、 自分の 貧乏 は 苦にならない。 いや、 いつ 

そこの 貧乏が 郁太郎 様に もよ い 教師 —— 果して、 そう 

いう もの か 知ら —— どうも わからな いが、 大 先生の 

おっしゃ るお 言葉に ムダ があろう と は 思われない。 し 

てみ ると、 教育の ために 自分た ち は 最も 恵まれて いれ 


ばと て、 不足の 身で はない。 そういう ような こと を、 

与 八 は 考えて 安心しょう としまし たが、 一 面に は、 自 

分の 頭に 余り 過ぎて 考えられない ものです から、 その 

あたま 

度 毎に、 痴鈍な 自分の 頭脳 を 振って、 一 も 二 も 昔の こ 

と を 考え出し、 大 先生の おっしゃ つたお 言葉の 節々 を 

思い起し、 ゆっくり 考えて、 考え抜いて みょうと 与 八 

が 覚悟 をき めました。 

七十 七 

おわ 

さて 大 菩薩 峠 「山 科の 巻」 はこれ を 以て 了り としま 


す。 念のため、 本 巻に 現われた 人の 名と、 その 所在の 

地名と を ここに 挙げてみ ます。 

_ I 宇治山 田の 来 友 

^ I 不 破の 関守 氏 

山 科 新居  _ I 弁 信 法師 

T お 銀 様 

_ I がんりきの 百 蔵 

「芸妓 福 松 

福 井より 近江路 ！ _ 

_ I 宇津木 兵馬 


ねぎし ゎぴ ずまい 

根 岸 咤住罟 . 


京洛 巿ま 


甲 州 有 野 村. 


_ I 神 尾 主 膳 

j I ビタ助 

_ I お 絹 

_ I 机 竜 之 助 

1 1 南条カ 

_ I 五十嵐 甲子 雄 

_ I 轟 源 松 

_ I 与 八 


有， fc'.fi 


等でありまして、 裏面 或いは 側面に 動く 人名、 或いは 

新たに 点 出された 人間と して は、 月 心 院内、 門番の 娘 

おん リ よう 

と、 怨霊 の 美 僧 美女、 目 明し の 文吉、 斎 藤 一 、 福 井の 

好学 青年、 近 藤 勇、 勝 海 舟の 父、 藤 原の 伊太 夫、 鬼 頭 

天 王の 尼、 村 正 どん、 島 原の 舞子、 重 清と 朝霧、 与 八 

の 周囲の 民衆と 子供、 動物と して はグレ ー ト デン、 

庫裡の 猫の 登場 等々 であります。 

さて また、 従来 引き つづいての 重要な 登場 をつ とめ 

ていた 人々 で、 本篇に 現わるべく して 現われなかった 

ものの 所在 を 考えて みると、 

_ I 駒 井 甚三郎 


1 1 お 松 

丁 七兵衛 

^ I お 喜 代 

_ I 田 山 白雲 

海洋の 上  ^ I 柳 田 平 治 

_ I ムク犬 

_ I 清澄の 茂太郎 

_ I ゥ ス ノロ 氏 

丁 兵 部の 娘 

T 金椎 

_ I 無名 丸と その 乗組員 


_ I 藤 原 伊太 夫 

1 1 お 角 

1 1 道 庵 先生 

_ I お雪ち やん 

かとうい つまる 

 力 藤 伊 者.^ 

ぎんなん かとう 

^ I 銀杏 加 藤の 奥方 


_ I 宇治山 田の 米 友 

_ I 青嵐 居士 


_ I 胆吹 王国に 集まる 人々 


右の 外、 点 出せられ た 人物と して は、 金 茶 金 十郎、 

のろま 清 次、 新撰 組の 人々、 よた とん、 木口 勘 兵衛、 

安直、 デモ 倉、 プロ 亀、 築地 異人 館の 誰々、 仙 台の 仏 

兵 助、 ファッショ ィ連、 女 軽業の 一座、 等々。 

地理の 区域 は、 現在の 日本の 東海 東 山の 両 道から、 

北陸の 一 部、 北 は 陸 奥に 及び、 畿内の 中心、 いわゆる 

日本 アルプスの 地帯が 活躍の 壇場に なって 来たが、 海 

の 方 は 太平洋の 真中にまで 及んで いる。 

この 「山 科の 巻」 の 稿 を 起す の 日時 は 昭和 十五 年の 

九月 十日  稿 を 了る の 日 は 同年 十月 十六 日。 これ を 

大 菩薩 峠 全体から 見る と、 起稿 は 明治 四十 五 年、 著者 


二十 八 歳の 時、 本年 即ち 昭和 十五 年より、 また まさに 

二十 八 年の 過去に あり、 最初の 発表 は それより 一年 後 

の 大正 二 年。 分量 は 前 巻に も 申す 通り、 開巻 「甲 源 一 

刀 流の 巻」 よりこの 「山 科の 巻」 に 至る まで 二十 六 冊 

として 一 万 頁に 上り、 文字 無慮 五 百万、 世界 第一 の 長 

篇 小説で ある こと は 変らない。 読者 は 倦む とも 著者 は 

倦まない、 精力の 自信 も 変らない。 

今や 世界 全体が 空前の 戦国 状態に 落ちて いる。 日 

本に 於ても 内政 的に 新体制の ことが 考えられ てい 

る。 わが 大 菩薩 峠 も、 形式と して 新しく 充実した 
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